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私が 今まで 發 表した 歌に 關 する 論 稿の 中で、 特に 現代 歌人 を 論じた ものの み を 選 

擇牧錄 したの が 本書で ある。 即ち 大正 十五 年 八月から， 十 年 八月に 至る 滿十 年間の 仕 

事であって、 其の 屮 から 更に 九篇を 選び 採った ものである。 

云 ふ 迄 もな く 私 は 短歌 を 作る おの 一人で ある。 然し 私 は 常々 作る ことと 觀る こと 

と は 決して 離る ベ からざる ものと 考 くて ゐる。 作る ことに 依つ て觀る こと を 進め， 

觀る ことに 依つ て 作る こと を 進める のでな けれ はならぬ と考 へる。 かつ 歌 ひかつ 思 

ふと 云 ふこと は、 そ も そ も 私が 斯の 道に 這 入 つ た 常 初からの 運命 であり 信念で あ つ 
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た。 二十 餘年 いまだ 碌々 たる 私で あるが、 私に して 若し 作る と 同時に^ ふこと なく 

ば、 私 乃 作品 は  一 取る に 足らぬ ものであった らうし、 思 ふと 同時に 作る ことなく 

ば、 私の 論究 はさら に 羸弱な ものと なった であらう。 

かつ 歌 ひかつ 考 ふと 云 ふこと は必 すし も 私の みで はないで あらう。 しかも 其のお 

ふる 仕方 は 又 一様で はない。 私に 就て 云へば ものごと を 一 つの 全體 として 考 へよう 

とする 倾向 にある。 歌 を 作る と 云 ふこと は、 私に 在って は 全 人間性と 密接 不離の 關 

係に 在り、 のみなら すその 事に 依って 人間 創造への 一 つの K 耍な 役目 を もた しめた 

いものと 考 へる。 從 つて 作る 場合の 私 は、 自分の 作品に 全體 性と 創造性 を 要求した 

いと 思 ふし、 觀る tty 立つ 私 はや はり 人の 作品 を さう 云 ふ 意味の 全體 として 取扱 は 

ふとす る。 與 へられる 對 象が 一 首の 短歌で ある 場合と、 一 冊の 歌集で ある 場合と、 

又 一 人の 歌人で ある 場合と に 依つ て 一 様に は 行かぬ が、 それぞれの 場合に 應 じて、 

それ を全體 として 觀、 又 その 底に 全 gg を觀る ことが 可能で あると 思 ふ。 
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かやうな お へ 方は义 必然に、 歌 を 論じながら 歌 以外の 觀點に 立つ こと も 必要と す 

るで あらう、 思 ふに 一 個の 物 を 全貌と して 眺めよう とする に は * 視點 をい ささ か 遠 

ざけ， 地 滞 を 異にして 觀る こと も 無駄で はない。 私が 潜 越に も 時に 些か 文舉 一般の 

ことに 斶れ藝 術 . 思想の ことに 觸れ ようとす るの も、 かかる 視野からの 照明に 依つ 

て 一 脊 明瞭なる 像 を 得ようと する 努 方に 外ならぬ。 

凡そ 現在 先き てゐ てな ほ 活動しつつ ある 作家 を 批評す る こと は 難事 中の 難事に 

する。 共の 人の 相貌 は 現在な ほ變 化しつつ あり、 最後 的 決定的 全 態 はに はかに 見定 

め 得る もので はない。 それ をし も敢 てな し 得る もの は^まれ たる 才能 者 かさ もな く 

ば偫 上の 沙汰で ある。 この 際 唯一 つ 可能に して 必要な こと は 飽くまで 鑑赏と 理解に 

徹する ことで ある。 それ以上の いかなる 仕事 も必す 此の 徹底的 鑑賞と 现 解の 上たら 

ねばならぬ。 之 はまた 過去の 歌人 を 論す る 場合に も當て はまる。 微力の 如き は孜々 

として これ 努 むる と雖 もな ほかつ 及び難き を 歎かねば ならぬ。 私 は 私に 與 へらた 一 
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つの 役割 だけで も果し 得れば それ 以上 望む ところ はない。 

明治、 大正 を經て 昭和の， たに 至る 歌 擅 は 古今 未酋 有の 盛事で あり、 其の 間 多くの 

優れたる 歌人が 生れ、 义將に 生れよう として ゐる。 私 は その 中に 尊敬 乃至 關心を 寄 

せ 得る 多くの 作家 を 見出し、 それに 就て 考究す る ことに 依って 自ら を 掘り、 自ら を 

養 ふ 機と なし 得た こ と を 深き 喜びと す る。 木篇に 於て 論じた の は 未だ 其の 中の 若干 

人に すぎす 又觀 察の 未熟 も 免れない であらう が、 此の 中の 口. ハ 一 人と して 私が 深き 關 

心 と 長き 注 目 を もって 當ら なかった もの は 無い と 云 ふこと 即ち この 仕事 は 其 時 其 時 

の 全力 を 傾倒して 威った ものである 事 はせ めて 私 かに 安ん すると ころで ある。 今後 

なほ 機會 ある 毎に 私 はこの 仕事 をつ づけたい と 思 ふ。 

一 ヶ月に わたり 七 回の 校正に n 夜つ とめて ^れ た數人 の 拙 誌 同人に 感謝す る。 

昭和 十 一 年 九月 三十日 
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「鏡 葉」 の 歌風に 就 て 


何とな き 歌、 かう 云った ばかりで は 些か 瞹昧 だが、 之が 鏡 葉の 歌風と 云つ て もよ から 

う。 「鏡 葉」 に は 叙景 風の もの、 叙事 風の もの、 抒情 風の もの、 觀念 風の もの 等 とりどりの 

風 は あるが、 それらの 何れに も 「何とな き」 風格が ある。 然し それらの 外に も 讀んだ 瞬間 

にす ぐ 「何とな き 歌」 とい ふ 感銘 を 著明に 與 へる ものが ある。 

となり 家の しら 梅 散りて わが 家の 桃 さきいで ぬう す 曇る 空に 

てんぶ ら屋と 八百屋との あ ひの 小鳥 店 店う つくしく 小鳥 籠に 遊ぶ 

高く 哚く 白木蓮と 低く^く 木瓜と あかるし 空 は 雨 ふる 


一一 一一 n ひ換 へれば 所謂 歌ら しからざる 歌、 作意 を 表面に 兑 せざる 歌、 企圖 せざる が 如き 歌、 

すな はち 何となく 平然と 作りし が 如く 兒 ゆる もの、 しらば くれて ゐる もの、 くそ 度胸の 

ある もの、 而 して 自. H なる もの。 

いぶかし きこの 附 り ものと 小 鍋う け 蓋と り 見れば 煮た る 鮎 四つ 

五 人に 分け て 食 はする 四つ の 鮎少き からに 更に うまし も 

取り 淺す 梢の 柿の 四つ 五つみ な 穴 あけり 百舌 やっつき し 

この 部類の 歌 を 二つの 方面から 考 へる ことが 出来る。 手法と 題材と。 何とな き 手法 を も 

つて 何とな き 題 村 を 取扱った もの、 それが 何とな き 歌と なって 現 はれる。 何とな き 手法 を 

練る に は 相當の 苦心 を 要し， 何とな き 題 村 を捉へ るに は 更らに 多年の 修業 を耍 する は 言 ふ 

まで もない。 今假 りに 此の 二つの 方面 を 離して 考 へたが、 實は 歌道 修業の 道程に 於て 兩々 

相俟って 練達す る もので あらう。 如何に 手法が 自由で も、 题 村が 類 刑 t: であったり、 あてこ 
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みがあった りして は 「何とな き」 歌 は 生れぬ。 又 如何に 何とな き 題 村 を 捕 へても 表現の 手 

法に 無理 や 作意が あって は 何とな き 感銘 を 損する。 

^ おち 葉 焚く 太 もて 燒 きたる 大き^ 顏 よごし 貪 ふ 我と 衆と 

子ら 叱る 妻に 背 を 向け 舂の草 伸びお そし やと 庭 を まもれり 

鵜の 眼 鷹の 眼で 踵 を搜 しま はっても 作れない 時 は 決して 作れない もの， ぢっ として ゐて 4 

も 作れる 時には 必. f 作れる もの、 それが 「何とな き 歌」 である。 

山吹の 哚 きいで たリ とひと りごち 見やる 垣根に つ つじ も哚 きぬ 

下の 間に ひとり 留守せ む 男 袁の名 を 呼びかけ ぬい ふこと はなく 

うらら かに 日の さす 庭 を 眺め をれば 土 いぢり たく 木 を 移しけ り 


一 口に 叙景と 云って しまへ す、 一概に 抒情と も 云へ す、 單 なる 叙事で もな く  あるひ 

は それらの 何れ を も 打って 一 丸と なした る もの。 兎に角 むげに 何ん の 範^に あて 嵌り さう 

にない もの、 そこに 乂 「何とな き 歌」 が ある。  - 

輪廓の はっきりして ゐる やうで はっきりして ゐす、 色彩が 單 純の やうに 見えて 必す しも 

さう でな く、 凡そ 把 みどころの 無い もの * 取り立てて どこ を 把んで よい か 判らない もの、 

さりと て抢 てがたい もの。 若い者に は 大抵の 場合 好かれな いもの、 分る 人 だけに は 何時で 5 

も 分つ て もら へ る もの。 

讀 みさし の 書 打ち 伏せて 眠た くもなれ る 我が 服 を 眠に まかす 

いなのめ の 朝の 目 ざめ の もの あらぬ 心 はい ゆく 庭の だり あに 

答案 を讀 むにつ かれつ 茶を飮 むと 階下に おり ゆき子の 側に 飲む 

睡蓮の 哚 ける la に來 て雜談 をた のしみ をる に 花の しぼみけ り 


氏 は 云 ふ 「本讀 み、 歌つ くり、 時に 字 を 書き、 稀に は 人が 打ちし 碁 を まねび て その 心た 

どる、 すべて これ 我が 覺 えし 獨 遊び ぞ、 こよな くもた のしき 獨 遊び ぞ。」 と。 獨 遊びと は 他 

人 を 相手に しない 自分 だけの 樂 しみの 謂で ある。 何事 も 自己流に やっての けて 自分 獨 りで 

樂 しむと いふ 態度、 それ は 恰も 非 藝術的 態度の 如くで あるが、 その 無關 心の 遊びの 中に 漂 

々として 化する 態度 こそ 實に 東洋 藝 術の 窮境が あると も 云 へ よう。 之れ を 分り 易く 云へば 

獨 遊びで ある。 更に 言ひ換 へれば 「何とな き」 心 もちで ある。 氏 は そこに 行かん こと を努 

めて ゐる。 歌ば かりで はなく、 本 をよ み、 字 を 書き、 碁 を 打つ こと も 氏に 取って は 同じく  6 

獨 遊びで ある。 人生 全體 さへ も 氏に 取って は獨 遊びで あらう。 

氏は雜 誌に 發 表する 代りに ノ ー トに覺 書きす る ことが 主で ある。 雜誌ゃ 歌集す らも 氏に 

取って は 高々 ノ  I トに 過ぎぬ と 云 ひたげ である。 歌集と は 書き散らした 羝くづ から 拾 ひ あ 

つめて 淸書 する 位の 意味し かないの かも 知れない。 旣に 大衆 を 念頭に おいて 居ない。 又 見 

せる ことに 重き をお いて ゐ ない。 そこで 何時 如何なる 場合で も 自らの 好みに 從 つて 居れば 


よい。 傑作 を 作って みょうとの 野心 もな く， 優れた 方面の み を 見せて すまして ゐる 底の 乳 

くさい 色氣 もない。 

著者 は 態度の 人で ある。 一首 一首 を 甚だしく 穿鑿し ようと はしない。 一首よりも 一連、 

一 連よりも 一 册、 それよりも 生涯が 問題で あらう。 すな はち 態度 は 一 酋 よりも 全體に 重き 

をお く 心で ある。 

物に つかす、 心 を 主として 其の 流れに 從 つて 思を抒 ベる 方面に も、 著者 は 獨自の 持 味 を 

見せて ゐる。 思想 風の もの、 觀念 風の もの、 抒情 風の もの 卽ち これで ある。 

思想、 觀 念の 風 ある もの は、 恐らく、 鏡 葉の 著者 ほど 板に ついて ゐる もの は 外に ある ま 

い。 Ji- 眞正銘 の 腹の 中と いふと ころ、 それで ゐて なかなかに 味が あると こ ろ、 無類 である。 

人間の 中味の H キス、 思想 感情の 純粹 培養、 それに 格別 調味料 を 加へ ないで、 そのままに 

生の 味で 舌に 訴 へる。 すこぶる たんたんたる 味なれ ど、 舌の 上に 長く のせて、 味； H しめ 
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る。 

感情 をぢ かに 表 はした もの、 純 抒情 風の ものに も 此の 風が ある。 元來 思想、 感情と 二つ 

に はっきり 分けられる もので は あるまい。 わけて 歌の 世界で はこの 一 一つの 要素 は必す 融合 

して ゐる もの、 只 その 何れ かが 少しば かり 表 だって ゐ ると 云 ふに 過ぎぬ。 

吹く 風の すすし くな りぬ 讀 みぬべ き 書 を し 見れば 心の を どる 

我が身 をば 厭 ふこ ころに 在り 經 たりす すしき 風よ いづ こよりか 來る 

そのもの は然 あるべく てし かぞ ある 見る に 憎く ば 見で ありぬべし 

人の 爲 めに 人 は 生れす その 人 をよ しと あしきと わが 爲 めに いふな 

寒 やとて 出す 古 火鉢 古り ぬれば かなしみ さへ になつ かしき かな 

云 ひす ぎても ゐ ない、 云 ひ 足りな くもない 程の 思想、 感情の 表現 は なかなかむ づ かし 

い。 それに 味 を もたせる こと は 更に 至難で ある。 だから 誰に も 出来ない し、 又 この 損な 逍 
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に 踏み 入らう とする^が 少ぃ。 

甲 はこと さらに 深入りして ものごと を考 へる。 そこに 思想 味が 現 はれる。 乙の 人 はわ ざ 

と 古めかしく 歌 ふ。 そこに 壯 さが 現 はれる。 丙 は 肩 をい からして ますら をば りに 呼ば 

ふ。 そこに 男性的 風姿が あら はれる。 丁の 人 は 好んで 社會 民衆の 問題 を 取扱 ふ。 そこに 近 

代人ら しい 姿が 現 はれる。 曰く 何， 曰く 何 〜：： 之 等 さまざまの 看板、 いろいろの 暖餱は 人 

ほ を牽 くに は 好都合で あり、 品物 を寶 るに 易い。 然し 賣る 品が 看板に いつはり なき か 否 

か、 又 その 看板が 柄に はまって ゐ るか どうか は 別問題で ある。 鏡 葉の 著者に はかう した 看 9 

C 

板ら しい 看板 はない。 强 ひて 云 はば 看板な きを もって 看板と する か。 かう 云 ふ 仕事 は 誰に 

も 出来る わけで はない。 又 誰が しても はえる もので はない。 

こらへ つ つ 生きむ とお も へ わが 心 向 はしむべき ところの あらぬ 

由る ところ 深 かる もの を あら はれの 小き のみ 見て とかく は い ひき 

もの 持ちて 持つ に 苦しまぬ 誰か ありけ る 尊き は 道に 瘦せ にき 卑しき は 金に 


もの 讀 めば 身に しむ 言葉い ちじる く增 ぇも來 るな り 老を言 はむ や 

今 はも 安眠 はする か 眼に 馴れし 寢姿 うかぶ 安眠せ よかし 

愛し子の 成り ゆく すゑ を その 親 は 見 まさ ざり けり 子 もまた 然らむ 

わが 爲は 信と なれれ ど 人の 前にい ふべ く はま だし 云 はむ とせむ か 

憎みて 懲りよ と 我の ふるま へ ど人戀 りすして 我の 荒み き 

^想、 感情 を そのままに， 物に つかす に、 ^ 接に 表 はす 方面 は 誰が やっても 損な 道 だ。 

それ を 地で行き、 裸體で 行かう とする の は 更に 冒險 である。 それ をし も 意に 介せ す 敢然と 

してやって のける に は 何 か 信す る 所がなければ なら ぬ。 そこに も 態度 の 人が ある。 

世に 生きて 短し とせぬ 我 なれ ど 今日の 爲め とし 来し方 はせ む 

人 をし も 信ぜむ とする この 心 もつ に 悲しく 拾て むにさび し 

我 もの をよ しとし 見る もな とがめ そ 我 を 措きて は 誰か 然か 見む 


( I。 ) 


謂 ふところの 深刻 もよ からう。 所謂 鈍重 もよ からう。 奔放 も 磊落 もよ からう。 然し それ 

らとは 凡そ 反對の もの も 亦い かに 佳い か を 鏡 葉から 汲みと るが よい。 著^: の 思想 感情 は， 

义 熾烈と いふので なく、 感傷 風の もので なく、. 調子 高い もので もない。 何れ かと 云へば 調 

子 低く， ひかへ 目が ちの、 分別の 加味され たもの、 はで やかで なく 地味な ものである。 燃 

える やうな 情、 やるせない 心、 それ 等 は 「鏡 葉」 から 求むべく もない。 制約され、 訓練 さ 

れた 思想 感情、 乃至 は靜 かな 情 熟、 それが 此の 本の 性格で ある。 

君な くば 早 稻田擧 園な かりけ む舉圜 なくば 我れ よこ こに 居 じ 

學 園の 幾つ は あれ ど 失意に てお はしし 君の 學園を 我 は 

その 人の あらぬ さみし さ 我が 言 へ ば 人 もい ふなり 國內 しからむ 

總長 の 遣囑 語り て 語り あへ す 高 田 事 長 泣く と いはす や も 

髭し ろき 逍遙 先生 泥み ちの 遠み ち 行かす 今日の 御供と 

病お もき 高 田學長 遠く 來て仕 へ はま をす チ 日の 御^ を 


この 憂 語ら じと して 我 をれば いはむ こと あらす かたはら 人に 

今日の 日 を 家に 籠りぬ 何事 もま を さすた だに 茶 を まゐら せて 

今の 世の 大きなる 人 この 眼 もて 見ぬ とよろ こび その 夜 を寢す 

おの づ から 御 心 向かば わが 家に 立ち寄り たまへ 待ちつつ ゐ るに 

さい まひに 今日は 晴れたり 國賓の 皇子 や 日本 をよ しと 見 まさむ 

人事 風の 歌の 中には 多くの 作品が ある。 寧ろ 「鏡 葉」 の 大半 は廣き 意味での 人事 歌集と じ 

云 ふ 事が 出来る。 人 を 中心としての 身邊雜 事、 日常 坐 臥の 中に 意味 を 見出し、 樂 しみ、 i 

ふの が 此の ^者で ある。 それ は 又 「何とな き」 心 持に ふさ はしい 世界で あらう。 ここに 於 

ても必 すし も 美しき 物 を 求めす、 必す しも 大 い な る 感動 を俟 たぬ。 

程 もな く 移り ゆくべき 家と 兌つ 障子の 破れ をつ くろ ひに けり 

降り つづく 雨に 米の 値 あがれり と 家 妻 は 云 ふ 本讀む われに 


新 藁の 太 しめかざり ささやけ き 我家の 門に 我 懸けに けり  . 

明けむ 朝 待ち よろこびて さわげる 子 今宵 をね むくう ち 眠りけ り 

鳴く 蟬を手 握り もちて その 頭 をり をり 1 ^つつ 童 はせ 來る 

欲し かりし おもちゃの 镜木買 ひて もら ひきよ ろき よろ と 町 を 兑ま はせ り^ 

車 ひく 朝鮮 卞の のろのろと 女子大 舉の 門前 を 来る 

我と 子と 日な た ぼ こして 緣 にあれば 鶏 もす る その 巢 のうちに 

臧 W きて 寢 かされて ゐる 男の 衆紙撚 より 出しぬ 小き 手 仲ば して 

かう 云 ふ 方面に 凡そ かがやかしく 成功した もの を 求める こと はむ づ かしい。 失敗 すれば 

只事 歌と なる もの さへ ある。 むしろ 失敗， 成功の 問題 すら 念頭に ないかの ごとくで ある。 

さう いふ 中に 在って 次の やうな 作品 は 端然と して 形 心と もに 備 はる ものである。 

こ こにして いました まひて 我が 如 や 眺め ましけ む 近き 群 山 
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ここにして 詠まし し 御 歌 今； i せば かしこき 御姿兒 ぇ來る 如し 

お ほみ まみこ  1 

吉野 やま 大海 人の 皇子が いまし ける 一 と 尾に 來り靑 き 草 を 見ぬ 

年長く、. 1- の 底に しみに ける みささぎ どころ 正目に し をが む 

この 此處ぞ 御座所の あとと 立つ しるし 萱靑く 仲び ぬしる しめぐ り て 

御座所め ぐる 深き み 谷 を衛府 とし も賴 ましけ むか 重なるみ 山 を 

ここにして 詠ました ま へ る延 元の 帝の 御 歌 またも 讀 みなむ 

ここにして 繋き 櫻は靑 葉して いにしへ 隔っ たもと ほる 我に 

眞菰 もてつ くれる 馬を彥 星の 今宵の 料と 庭に 並べ ぬ 

庭に 並ぶ 眞菰の 馬の 三つの 馬 一 つ は 小し 子に か あるら し 

彥 星の 眞菰の 馬の 御馬 草と 袁 夜に 起き 稗 刈りて 來ぬ 

耳 長 の 眞菰 の 小馬 首垂 れ て 柔ら稗 草食め るが 如し 

磯の 家 廣き這 入りの 砂の 上に 眞菰の 小馬 脚立て 並ぶ 

3 鳳仙花ち りて おつれば 小き 蟹 鋏 ささげて 驚き 走る 
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階上の 書齋に 見れば 靑 桐の 拊の繁 り 眼に 近き かも 

題 村の 量 や 質 を 歌 そのものの 價 値と 間 逮へ 易い ものである。 然し 概して 題 村 の 佳い と 

き、 やはり 佳い 歌、 大きい 時、 大きい 歌が 出來 るの を 常と する。 氏の 人事、 叙事 風の もの 

の 中の 餘 り兒榮 えの しない 作品 は 主に 題材の せゐ である ことが 多い。 然し 何でもない 題 村 

を も 避く る 所な く 取り 人れ たと ころに、 叉 態度の 人と して 意味がなくて はならぬ。 さう い 

ふ 態度 は 失敗の 作 を も あへ て辭 せない ので あらう。 

彼の 大震 火災の 尨大なる 一 篇は、 叙事 歌と して、 审； 大事 件であって、 恐らく あれ 以上の 大 

きな 事件 はない。 然し、 ここで は 其の 事件 そのものの 餘 りの 慘 めさ、 烈し さの ために 却つ 

て 歌が 負けて ゐる觀 が ある。 

景を 叙して 景に卽 かす、 想 ひ を 叙べ て 想 ひに 卽 かざる もの。 
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どうだんの 若葉に まぎれ 呤 ける 花 咬き てこ ぼる る を ひとり 我が 兑し 

木の もとに 立ちて 仰げば 唤く櫻 この 夕 空の 曇りに まぎる 

馴れ ぬれば 今 は 愛しき 岡の 家け ふの 日 かげに 障子の 白し 

かへ るて 

この 家 を 移り ゆく ベみ 住む ほどに 庭の 楓 わか 葉せ りけ り 

梅雨期と 正にな りけ むこよ ひ 降る 雨 は 昔 深く しづかに しふる 

これらと 逮 つて 叙景 風の もの、 寫生 風の ものの 中には.、 あからさまに 云って 相當 退屈な 

ものが 多々 ある やうで ある。 然し 又 次の やうな 秀吟 を r 儿 のがす わけに は 行かない。 それ は 

著者 の 寫生 、 叙景 の 分野 の 手腕 を 自ら 語る もの で あ る， - 

？ 解く る その 雪溪 の 举 かも 1K の 高所 を 水 の 流る る 

© 溪 の I 卞流 ると 岩 聞 ゆきか そけ き 音 を 天に 立てたり 

劍が峰 白 岩の 上に 立てる 人 姿ち ひさく 天に 附 くと 兌し 
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劍が峰 踏みて は 登る 白 岩の 日に 照り ひかり 寒き 風來る 

高 犬に 湛 ふる 水 をめ ぐる 雪 わが 見る 今 を かがやき いでぬ 

稻妻ゃ 水に 起る と 驚け り 沈く 氷の 日に かも ひかる 

星滿 つる 今宵の 空の 深綠 かさなる 星の 深さ 知られす 

散りし ける 銀杏の 黄葉に タ日 さし 路 まがる 我にか^ やきに けり 

我が 庭の 桥に させる 冬の 日 や 照りた まりて は^とな りぬ 

こ の 町 を つらぬく 堀江 長く して ゆくゆく も兒る 白き 藻の 花 

直なる 堀江に そ へ る 片側 まち 人 ゆく 稀に 遠き 柳 見 ゆ 

この 町 を つらぬく 堀江の 橋 行けば 上の 橋 見え 下の 橋 見 ゆ 

この 町の 堀江に 生 ふる 靑木 草な かば 沈める 舟に 仲び たり 

馴れ ぬれば 今 は 愛しき 岡の 家け ふの 日 かげに 障子の 白し 

道の 邊の 草の葉 靑し 入りつ 日の 名殘の 明り 空に 消えつつ 

雜司 ケ谷槻 のおち 葉 を 掃き寄せて 焚く けむりた つ あなた こなたに 
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筑波 やま 喑き 木した にさし 入りて 見えつ つ 消 ゆる 夕日 かげ かも 

長歌 は 「鏡 葉」 中の 異彩で あると 同時に 歌 擅の 異彩で ある。 長歌と 云へば 故ら に 古め か 

しく、 萬 葉 式の 格調に 倣 はう とする のが 常で あるが 獨り 「鏡 葉」 に は 夫がない。 かく も 長 

歌 を 現代に 生かし、 かく も 自分自身の 身に つかせた の は 恐らく 著者 を もって 最初と する。 

萬 葉 時代 は 云 はす、 それ 以後の 長歌 作者 も 殆ど 總て萬 葉 集の 模倣に 終始して ゐ るに、 獨り 

著者 は 己が 言絮を 以て 己が 心を抒 ベ て ゐ る。 

殊に 卷 末の 「或る日」 と 題す る 數章は 無類の 作品で ある。 私 は 鏡 葉を繙 いて 彼の 數 意に 

至る ごとに 一 倡 三嘆 措く ところ を 知らない。 この 數 章の 中には 著者の 經來 つた 道程、 持ち 

合して ゐる 思想， 感情、 態度の 總 勘定が あると さへ 思 はれる。 

爲 べき W 傍に おきて、 眼 を そむけ 空 を 見るな り、 見る おのた のしと は あらす、 爲 べき 

用し. まし 忘る るした 樂 しさに。 
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まさしく も 世 はよ くなら む、 春の け は ひしる くぞ見 ゆる、 人の 爲 めと 時に 思 ひき、 わ 

がする もせぬ も 同じ ぞ、 眠からば 寢ょ。 

秋晴れの 空 をし 见れ ば、 巷に はたの しさ あらし、 萩の 葉の こぼる る兑れ ば、 古事の ふ 

と 思 はれて 心の とらる。 

女の宜 わが 膳に 添 ひ、 男の 童 あっき 茶 もて 來、 拙き 歌よ まむ 外な き、 かひ あらぬ 親と 2^ 

はい はじ、 よき を 子ら に. は。 

心 うれへ 泣かれむ として、 は、 は、 と 我 は 笑へ り、 は、 は k と 打 笑 ひっつ、 叉の 時 心 

は うれへ ぬ， 世に 古り しかな。 

悲しみて 我が ある 時に、 やさしく もいた はりし 人、 我が 歌の よし と^ふ を、 ^りて 股 


立た しめし 人に は 如かす。 

著者の 思想 * 感情 は 長歌に 於て 最も 落ちつくべき 何もの か を 持って ゐ るに 違 ひない。 思 

想、 感隋は 0 々斷片 的に、 發作 する こと も あるが、 尙 しばしば 長く 息 を ひく ものである。 そ 

れは 時として 連作と なり、 時として 長歌と なる。 而 して 此の 著者の 場合 は 長歌が 連作より 

も遙 かにす ぐれて 居る と 思 はれる。 右に あげた 數章の 外に、 國民 生活、 遊び 居りと いふ 人 

に、 子牛、 宇都 野 研 氏の 賀 突に 列り て、 天性、 同じく 或 夜に" 子が 病 重き ころ， 世の 味， 

素朴なる よろこび、 等 愛誦すべき ものが ある。 

鏡 葉 一冊 を 私 は 可な り 長く かかつ. て讀 み、 而 して 可な リ しばしば 護んだ。 歌 を 如何に 上 

手に 作るべき かで なく， 如何に 歌に 生くべき か， 廣く 人生に 如何に 生くべき か" を敎 はる 

ことに 努めた。 と 云っても 著者 は 人 を 導き 敎 へようと はしなかった に 違 ひない。 それ どこ 

ろか、 著者 は默々 として 「獨 遊」 んでゐ るので ある。 (大正 十五 年^ 月) 
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窪 田 空 穗氏は 常に 流動して やまない 作家で ある。 新 短歌 日記 昭和 八 年 版 を 見る と、 氏 は 

今年 五十 七 歳と あるから、 云 ふ 迄 もな く 歌壇での 長老 組の 一人で ある。 氏が この頃に 至る 

迄， 常に 變 化して 來られ たこと、 今 尙變化 を 求めつつ 居られる こと は、 めざましい ことで 

あり、 氏の 歌風な り 態度な り を 知る 上に、 重要な 楔 機で なければ ならぬ。 凡そ 變化 流動の 

ない 所に、 進歩 發展 はない。 窪 田空穗 氏が 常に 變 化して 居る とい ふこと は、 氏の 進歩 性 を 

暗示す る ものである。 窪 田 氏の 歌風に は どことなく 若々 しい、 剝ぎ たての 木の 皮の やうな 新 

しい 匂 ひが あり、 それと 同時に 一種の 未完成の 味と 云った やうな ものが あるの は、 さう 云 

ふ 所から 來て 居る ので あらう。 


最近の 氏の 歌から 二三 拔ぃ て兑 ると、 次の やうな のが ある。 今迄の 氏と は 面目 を 異にし 

て 一 歩 踏み出して をり、 力と 張と が 見られる。 

の 日本 世界 の 憎み を 刺戟と し 力と 化し て 押し切り ぬ ベ き (siss 

£ 百姓の 親の 魂 呼び もどし 我 や 都會に 生き 敢 へ むかし (中央へ ま 一， き 

^覺 めて 見る 一 つの 夢 やさ ざれ 水 庭に 流る る 軒 低き 家 S^IEI 

氏 は 歌集 「鏡 葉」 の 中の 長歌で * 本讀 み、 字 を 書き、 碁 を まなぶ こと は 之み な 我が 獨遊 

び だと 云って 居る が、 その 思想 は 他の 所で も 見られる。 もとより 短歌 も 氏に 取って は獨り 

遊びで あり、 人生 そのもの も 此の 範疇に もれない ので あらう。 いや 人生の 價値を 根柢から 

疑 ひ、 意義 を 見失 ふところから、 已獨り ほ 立ち かへ り、 そこに 遊び を 求め、 そこから 人生 

を 生きよう とする。 

おもしろき 何物 もな し本讀 みて 人の 心に 觸 れつつ 生きむ か S  «*) 

獨 遊びと いふ 態度が 歌の 上に 延びて、 「何とな き 歌」 とい ふ 歌風と なって あら はれて 居る 
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こと を 私 は 「鏡 葉の 歌風に 就て」 の 論文で 述べた。 獨ぉ 一び では 一 たび 外的 人生 を 否定した 

姿で あるが、 全然 入 生 を 捨てた わけで はない。 外的 人生 を^ 避して 自己の 塔の 中に 閉ぢこ 

もり、 そこに 安全 地 帶を劃 さう と 云 ふの だから * 厭世 觀 乃至 虚無 觀を 通じた 樂天 主義で あ 

り、 否定の 後の 肯定と 云 ふこと がで きる。 然し その 肯定に は 多分の 東洋 流の 消極的 諦念主 

義の匂 ひが ある。 r 遊ばむ と 云 ひて しもの を 肱 まげて 枕と する に 眠りけ りな 我 は」 (朴の 葉)。 

その 様に 窪 W 签穗氏 は 一度 生活 を 超越して、 然る 後に 再び 生活に 歸還 するとい ふ 行き方で 

ある。 一度 現實 から 遠の き. 其の 距離から、 現寳を 眺めな ほす と 云った 風で ある。 だから 

氏の 現實は 最初から 肯定され た現實 でな く * 一たん 離れて 兑て， そこから； 冉び卽 かれた 現 

實 である。 それ 故 氏の 現實に は 不離 不卽と 云った 餘裕が あり、 血の 色 や、 汗の 臭 ひの 混つ 

た 生々 しさ、 あらあらし さがない" 一歩 しりぞいて もの を 見る 其の 場所と、 現實 そのもの 

との 間の 距離が、 卽ち 氏の 歌に 於る 餘裕 であり、 この 餘裕 のなかで 氏 は 思索し 觀念 する。 

だから 氏の 現實 歌に は 常に 餘裕が あると 同時に 觀 念の 匂 ひが ある。 

S 米 高く 買 ひ はかぬな り 我が 子等 は 大河の べに 行きて 水飮め (H のき 
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S 移るべき 家 をよ しとし 兌つつ 我が 移る 急がぬ 心持ちつ も (お S 

ゅ弒瓶 のかす かに 立つ る 音 聞けば 遊 ベ 遊べと くり かへ しい ふ (S3 木 九 WS) 

之 等 は 短歌と して は相當 佳作と 云へ るので あるが、 現 實直寫 の 歌で はない。 第一 首 等 も 

「大河の べに 行きて 水 飲め」 が 一 見 悲壯な 叫びの やうで あるが、 誇張が あり 餘裕が あり、 

切實感 を 裏切る ものが ある。 其の 切 寳感に 於て 失 ふところ を 「詩」 に 於て 埋め あはせ て 居 

る。 この 意味から 氏 は 普通の 意味の 「リアリスト」 ではない。 否、 若し 氏が 普通の 意味の 

現實 主義であるなら ば、 一 度で も 其現實 を 否定して 獨 遊の 世界に 逃げる 必耍 はない 普で あ 

る。 然し 一度 視野 を轉換 しても 氏 は 結局 現實を 見捨てる ので はない。 只 別の 屈折率 を 有す 

る レンズ を 通して 現實を 見な ほす と 云 ふに すぎぬ。 そこにむ しろ 「ロマンチスト」 の^が 

ひかへ て 居る。 然し 氏は單 なる 「ロマンチスト」 ではない。 畢竞氏 は 一度 ロマンチシズム 

の 洗禮を 受けた 「リア リス ト」， あるひ は 兩相を 往復す る 人で あらう。 

{ 仝穗 氏の かう いふ 態度 は 又 短歌の 表現の 上に も あら はれる。 氏 は 一度 短歌 を 離れ、 さう 

して 再び 短歌に 歸 つて 見る 人で ある。 「要するに 歌ら しくない 歌 を 時々 作って 兒 たくなる の 
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です」 とい ふ 言葉 を 私 は 直接 氏の 口から 聞いた ことがある。 歌ら しくない 歌、 それ は 一 た 

び 歌 を 離れて、 再び 歌に 歸 つて 見る こと を 意味す る。 否 定の 後の 肯定で ある。 氏 こ 時々 見 

られる 散文的に 兑 えて あや ふく 境界線 內に 留まって ゐる やうな 短歌、 新し い 風 能. j ^さう い 

ふ 見地から 製作され る やうで ある。 筌穂 氏の 場合の 否定 は、 再び 愛せむ がた めの 否定で あ 

る ことが 肯 ける。 愛する が 故の 否定で ある。 氏 は 一度 否定し なくて は、 歌から 衣久に 遠 ざ 

からねば ならなかった かも 知れない のであった。 在来の 氏の 歌 を 一度 否定して、 所謂 「歌 

らしくない 歌」 に 立脚す る ことに 依って、 氏 は 再び 歌に 生きつ づける 事が できた と 觀るこ 

とがで きる。 ここに 云 ふ 歌と は、 云 ふ 迄 もな く 定型 短歌の ことで ある。 だから 氏の 否定と 

肯定との 振幅 は 定型 短歌の 範圍內 での ことで ある。 この 振幅 を 定型 外に 迄で 仲ば した 人に 

前 田 夕暮、 土岐善 麿 氏 等が ある。 之 等の 人々 も 同じく 歌 を 愛する が 故の 否定で あらう が、 

否定への 振幅が 餘 りに 大 であった。 換言すれば、 アンチ テ ー ゼの 置き 方が、 定型、 非 定型 

の 境界線の 遙か 外方に 取られた ために， 綜合 地點 もお のづ から 境界線の 外に 落ちた と 云 ふ 

わけで ある。 
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一度 だけで はない、 氏 はいく 度 も 歌から 離れ、 又 歌に かへ る ことがあ つたに 違ない。 い 

く 度 も 「歌ら しきもの」 と 「歌ら しくない もの」 との 間 を往來 したに 違 ひない。 その 往米 

反復の 間に 氏の 短歌 は 流動 發展 したので あらう。 すべて 创造的 進化の 原理 は、 主體 が主體 

そつ もの と し て 連續的 に 發展す る こ と は で き な い、 必す 否定の 後の 肯定、 肯定 の 後の 否定 

と 云 ふやう に 非連鑌 の連續 として 發展 する。 文化の 發展も そこに あり、 個人の 進歩 も そこ 

こ ある。 短歌の 發展 もこの 原理 を 出づる こと はでき ない。 短歌が いつ 迄 も 在來の 在り やう 

0 中 こ 立て籠って、 如&に 苦悶 焦燥しても、 結局 車輪の 筌轉 にす ぎす、 一所に 停滞す るの 

外まない。 車輪の 廻轉は 必す其 の 凸齒の 食 ひ 込むべき 凹齒の 存在に 依っての み 荜體を 前進 

せしめる ことができる。 

滗田氏 は 「歌ら しくない 歌」 とい ふ 方向に 否定 點を 取り、 それ を 片方の 足場と し、 在來 

の 歌 を 他方の 足場と して、 こ の 兩點を 交 々 ふみ 乍ら 階段 を 上り つ つ ある ものと 觀る こ とが 

できる。 だから 氏の 歌 は 常に 一 味の 新し さ を 失 ふこと がない。 

芭直； の 不易 流行の 說も、 不^と 云ふテ ー ゼに對 して、 流行と いふ 強い アンチ テ ー ゼを 立 


( 36  ) 


て、 それに 依って 常に 句 境 を 前進せ しめたの であらう。 次に 揭 ける 歌の： i: は 「歌ら しい 歌」 

であり、 g は 「歌ら しくない 歌」 の 方向に ある 歌で ある。 氏の 歌 はこの 兩 相の 棕 合に あると 

觀る ことができる。 

3： あかつきの 靜 けき { 仝に 啼 きいで て 一 羽の 雀 こ ゑの さみしき (大 S 年) 

g 茅靑き 小山 丸 山 うづく まり 日に 光り をり ぬ 高原 来れば (同 よ 

2 死にければ 人 は 居らぬ を 過ちて 我 は 呼びけ り 十 年 呼びし 名 を ^is 

W つれづれと 土 いぢり 居し 我が 意 何地往 きに けむ 庭に 見えす も K よ 

S 去年の 落葉い まだ も 朽ちね 春の 草 靑く抽 けいで て 丈 仲び にけ り (大正 人 年) 

W 堀川の 橋 を 渡れば 舂日 かげ 水に 照り かへ しまぶ しく ありけ り S 上) 

3； 遠き 世の 畏き 人が 浴み し 湯の 繼 ぎて 湧きつつ 今に ゆた けき 

S 歸り 来れば 復も 行かむ と 人の いはぬ その外つ 國に久 しゃも 君 S よ 

2 高 槻の柔 ら萠 黄葉 雨 やみて 晴れ ゆく 空の みどりに 搖ぐ (大正 卡年) 

W 人に われもの いひ 疲れ やめし 時 夜の しづかに 蛙な くきこ ゆ (W よ 
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^筑波 やま 喑き 木した にさし 人り て 見えつつ 消 ゆる 夕日 かげ かも S  _5 

g 歌よ めて たの しきからの 我が 笑顔 子に 向け ぬれば 子 も笑顏 見す ■ 

3： 夕 映 の くれな ゐ喑き 冬の 雲祜野 の はてに 低く 績け る g 民 豪- 5) 

g 冬の 空 晴れて 雲な し 野に 開く 廣き 直路 を 行き 行きて 疲る (同 上 > 

之 は 極めて 簡單な 素描 にすぎない。 尙 g の 方で は 最近 時事 歌 に 於て 變化を 見せた こと は 冒 

頭の が 示す 通りで ある。 

签穂 氏の 態度 を 否定の 後の 肯定と すれば、 この 對跪的 立場と して 肯定の 後の 否定と いふ „¥3 

C 

態度が あり 得る" 尾 山 篤ニ郞 氏な ど は先づ この 部で はなから うか。 尾 山 氏 は 正面から 短歌 

を 肯定す る 人で あり、 態度 も 技法 も 短歌の 傳統的 本格的の もの を 目 ざす 人で あるが、 表現 

された 作品の 底に は 何 か 虚無と 云った やうな ものが 流れて 居る。 前者 は 無から 有に 入らう 

と 云 ふ 所が あり * 後者 は 有から 無に 入る やうな 所が ある。 だから 前者 は 一 見く らいが、 其 

實 あかるい ところが あり、 後者 は 一見 あかるい が、 其 實は喑 いものが ある。 石 川 啄木な ど 

は K" 定に 終始して 居る ところがあって 常に 暗く、 松村英 一 氏 等 は 肯定に 始まって 肯定に 終 


るかの やうで あり、 從 つて 常に あかるい ものが ある。 右の 人々 のかう いふ 態度 は 人生に 處 

する 上に も あら はれ、 短歌 觀念 にも あら はれて 居る やうに 思 へ る。 

空 穂 氏 は 心境 を 大切に する 作家で ある。 だから 氏に は 心境 歌、 身邊 歌が 多く、 その 

他 凡そ 氏の 歌 は 自己中心の 色 あ ひが 濃厚で ある。 又 自然、 人、 社會 とい ふやうな 環境 も、 

氏に 取って は 緻密に 心境から 割出され たもので あり、 從 つて 個性の 影が 深い。 自己 はちゃ 

んと 坐るべき 所に 坐って 居て、 自然 も、 人 も、 社會 も感史 も、 さう したす ベての 環境 を自 

己の^ 標 まで 引き寄せて 觀 ようとす る。 この こと は 一 方から 云 へば、 自己と いふ 中心から、 

GI 己の 眼界の 半徑を 以て 描かれた 圓圍の 中に、 引き寄せ 得る 環境の み を 把握し ようとい ふ 

ことにな り、 個人的 世界 を 形造る 上に、 一番 間違 ひの ない 道で は あるが、 然し 氏の 視野の 

半徑 そのもの は 大きい と は 云 はれない。 だから それに 依って 描かれた 阛周も 大きくな く、 

從 つて 氏の 歌の 世界から 偉き いとい ふ 感じ を 受ける こと は六ケ 敷し い。 然し 氏 は、 その 偉 

きさに 於て 失 ふ 所 を 或 程度 迄で 深さに 依って 補って 居る。 

幻 春の 日に 大路 かわけ り 踏む 足に あがる 埃 もに くから なくに (*5 きり) 
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£1 高山 の 木 山が な か. に 草 山 の 低 山 あり て 臥す ゃ柔ら に (も *: ) 

ゆ 我が 窒の代 へ ぬ 久しき 古疊 すれし が 上に 今日の 朝日 さす (5 

5 學園は 幾つ は あれ ど 矢 意に てお はしし 君の 舉園を 我 は 

さい は ひに 今日は 晴れたり 國賓の 皇チゃ 日本 をよ しと 兒 まさむ ョ) 

g 憎みて は 懲りよ と 我の ふるま へど 人 懲りす して 我の 荒み き (@ 

^ここにして 詠まし し 御 歌 今 誦せば かしこき 御 姿 兑ぇ來 る 如し (S 

W 道 ゆく と 岩に 手 かくれば 指に 觸れぬ むらがりて 唤く石 楠の 花 (B  . や 

£ 川岸に ただよ ひ よれる 死骸 を 手 もて かき 分け 水を飮 むひと (S 

W 答案 を讀 むに つかれつ 茶を飮 むと 階下に おり ゆき子の 側に 飮む (S 

n もの 讀 めば 身に しむ 言葉 いちじる く增 ぇも來 るな り老を 言 はむ や (S 

ヒ われ 死す も わが 民族 は 生きよ とぞ幾 萬の 人 屍と なれる (改造 一一 月號) 

C 

ここに 氏が 短歌で 觸れた 可及的 諸々 の 世界 を あげて 見た。 吾々 はかう 云 ふ 短歌から 又は そ 

の全體 から 大きい とか 強いと 云 ふ 感銘 を 受けない。 心境 中心と 云 ふ觀が あり、 環境 も 心境 


の 方向に 引き寄せられ 心境 的 色彩で^ら れてゐ る。 而 して 其の 心境 的な もの も 大きい とい 

ふ 感じで はない。 

然し 偉き いと か 小い とかい ふこと は、 量的の 方面から のみ 云 ふ 事 はでき す、 一線 一 劃、 

一 言 一 句の 質的の ものに 就ても 云 ふこと がで きる ので あるが、 窪 田 氏 はさう いふ 側から 云 

つ て も 大きい とい ふ 感じ はない。 どの 方面から 云っても 窪 田 氏 は 大きい と 云 ふ 感じ はない 

が 深い ものが あり、 强 いものの 代りに 鋭い もの を 持って 居る。 世界 觀の 幅と か 理解力の 廣 

さと か 云 ふ 方面に 於て は、 窪 ffl 氏 もた しかに 大きい と 云へ る 所が あるので あるが、 それが 

歌と なって あら はれる 時には， 不思議に 深さ 鋭 さの 觀に代 はる。 大まかに 云って みれば 子 

規は 直觀に 於て、 左 千 夫 は 情 執！ に 於て、 節 は 尖鋭に 於て、 白 秋 は 詩魂に 於て、 茂 吉は魄 力 

に 於て、 利玄は 自由に 於て、 牧水は 奔放に 於て、 それぞれ 近代 歌壇 を 代表す る ものと T れ 

f  、签穗 はま さに 深さに 於て 一 方の 雄た る を 失 はぬ。 其 深さ は 心境 を 大切に する 所から 生れ 

る。 云 ひか へれば 自守 的、 內觀 的、 思索的な 所から 生れて 來る。 そこから 叉 環境へ の 飛躍に 乏 

しい うらみが 生じ、 視野の 半徑を 短縮す るお それが 生じる。 
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表現の 面に 於て 空 穂 氏が 短歌 的 世界と 非 短歌 的 世界の 問 を往來 し、 妙 を 得た 進歩的 藝境 

を 示して 居る にも 拘らす 表現 內容 そのものに 於て は、 變化 流動 は稍乏 しい ものが あると 云 

はねば ならぬ。 之 は 年輩に 依る 生活の 落つ きに も 依る ので あらう が、 そもそも 氏の 本 態 そ 

の ものが、 入 麿 型の 外延 的、 情熱 的な もので なく、 億 良 型の 內包 的叙智 的な ものであるに 

依る ので あらう か。 (昭和へ 年 十 R0 


^出 空穗 氏の 「さ ざれみ づ」 を讀ん で、 老境の 感傷と いふ もの を 感じた。 ま は 今迄で 夭 

の 作品に 就て 極々 の 評論 を ものした が、 氏の 近著 を 讀んだ 後、 頭に 殘っ たもの は 老境の g 

傷と いふ ことであった。 六 HI: 廿八 口に 此の 集を讀 み 了った 私 は， 一月 半を經 つた 今 H、 こ 

の 集 を ふり かへ つて 見て、 右の 印象 を 變更 する の 必耍を 感じない ので ある。 勿論 この 外に 

も 色々 の 事 を 感じた が、 それらの 多く は、 旣に 過去に 於る 私の 小論の 中に 舌 ど 云 ひつく し 

たこと であった。 

年齢に 老いても 作品に 老いない 人に 空 穂 氏の 外に 岡 麓 氏が ある。 この こと は、 签穗 氏に 

就て は r^iss 穂 <1」 (短歌^ 秋 七 年 十 ほ) の 中に、 岡 麓 氏に 就て は 昭和 八 年 歌壇 回顧 (短欤 日 


記 九 年 版の 求めに 應 じて 書いた もの、 原稿 印刷屋に 於て 紛失の 由) の 中に 述べた ので あつ 

た。 何が さう 思 はせ るので あらう か。 岡 麓 氏に は 老境の 色艷と 云った やうな ものが あり、 

窪 田 空穗 氏に は 老境の 感傷と 云 ふべき ものが ある。 

色 艷と云 ひ 感傷と 云 ひ， 何れも 老境に 入り 切って しま ふこ とから 作品 を 救 ふ もので あ 

る。 枯淡の 枯淡に ならす して， 枯淡の 色艷 (甚だ 逆說 的で は あるが) とい ふところに 踏み 

とどまつ てるる。 枯淡の 領域から 云へば、 未だ 入口で あり、 血氣の 方から 云へば 黄昏に 近 

いと も 云へ よう。 さう 云 ふ 限界 領域、 それ は 主として 年輩と いふ ものから 來 るので あらう 

が、 鑑賞に 際して は必 すし も 年輩 を 考慮せ すと も、 獨 立した 一 つの 藝境 として 意味 を 見る 

ことができる。 この 事 は 東洋 藝術、 殊に 日本の 藝 術に 就て 云 ふ 事が できよう。 寂び 枯れた 

ものの 中に 一 脈の 光彩 をと どめ， 淡々 として 無味の 如き ものの 中に 一 沫 の香氣 をた く は へ 

ると いふ こと は、 たしかに 日本的なる ものの 一 つの 様相で ある。 殊に 詩歌に 於て さう いふ 

ことが 云へ よう。 それ は藝 術の 若さに 於て は 求める ことができす * 藝 術の 老いの 境に 於て 

初めて 求める 事が できる 一 つの 藝境 である。 それ は藝 術の 老いで は あるが、 老い 朽ちる の 
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でな く、 老いて なほ 若き こと を^ 味す る。 老いて なほ 華やぐ こと を 意味す る。 藝 術の 老境 

であるが、 又 しばしば 現實に 於る 人體の 老境に 人ら すして は 得られない 藝境 である。 凡そ 

サ右 さの 生む 藝 境が ある やうに、 老いの 生む 藝 境と 云 ふ ものが ある ものである。 その 何れに 

も 意義と 憒 俯が あると 云 ふこと がで きる が、 日本的 詩歌、 傳 統的藝 術の 多くの もの は、 む 

しろ 一 定の 年齢， 心境の 老を俟 つて 初めて 一 かどの 境地に 到達す る ことができ ると いふ 事 

實 は， 日本の 詩歌、 藝 術の 特殊な 構造と、 それ を 生み出した 日本人 自身の 血と 肉の 性格に 

よる もので あらう か。 阿彌が 能に 就いて、 「老木に 花の^かん が 如し」 とか 「老骨に 殘り 

し 花」 とか 云 ふ 趣 も、 n 本の 傳統藝 術 一般につ いて 云へ るので は あるまい か。 梅 幸 や 羽 左 

衛 門の 技が、 今頃に なって 或 意味の 魅力 を 持つ の も、 無論 單 なる 老 技の 故と は 云へ す、 さ 

りと て 色つ ぼ さ 丈け とも 云へ す、 兩 者の 融合から 來る  一： i の藝 境の 美、 つまり 老境の 花な 

ので あらう。 然 かも 花が 花で あるた めに は、 世 阿 彌も云 ふやう に、 技能が 眞に 得た らん 能 

者の 域に 達して 居る ことが 必耍 であり、 かくて 初めて 「花 は殘 る」 のでなければ ならぬ。 

だから 婕 初から 老と 技と 云 ふ もの は 別々 に 在る もので はない。 藝術 として 本筋に よい もの 
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が 老い 寂び て 老境の 花と いふ 趣 態 を 生む ので あらう。 

窪 田 筌穗氏 の 歌が 內容 として 未だ 眞に 老いた る觀を 見せな いのは， 其の 背後に 在 る 感傷 

性 一般の せゐ であり、 外觀 として は 技法の 流動性に よるので あらう と 思 はれる。 後者 は暫 

くお いて、 感傷 性と いふ こと は廣い 意味で、 氏の 抒情 姿態 を總 括した 言葉と する ことが 出 

來る。 「さ ざれみ づ」 は 氏が 眞の 抒情 歌人で ある こと を 物語る 意味に 於て T 鏡 葉」 よりも 一 

& 整頓され たものと 兌 る ことができ るが、 ここに 於る 感情 は、 感動と いふ やうな 太く 强ぃ 

もので なく， 廣ぃ 意味での 感傷と 云った 方が ふさ はしい やうに 思 はれる。 セ ンチメ ン タリ 

ズム とい ふ 洋語 は 無論 好ましくない。 感傷と 云 ふ 方に、 何 か 不自由ながら、 氣 分が 出て ゐ 

ると 思 はれる。 

然 し 氏の 感傷 を も つ と 多角的 に立體 化する もの は、 そのうし ろに 浪漫主義^: としての 氏 

が ひかへ てゐる 事で ある。 然 かも 1单 なる 浪漫主義 者で なく， 現 實 主義との 混淆に よって 惱 

める 浪漫主義 者で ある 事で ある。 こ Q こと は 私 は 「空 穂 論」 に 於ても 觸れ たが、 「さ ざれみ 
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づ」 が 出る に 及んで、 氏 自身の 口から 聽 くこと が できる。 「父 を 憶 ふ」 の 長歌 は 次の やう 

に 歌って ゐる。 . —— 「偶像 を 求む る 心と 壞っ 心との 矛盾せ る 二つの 心、 共に わが 身の €： に 

ありて、 ^おきより 今に 至る 久しき 間 を相划 しける が  」 —— 。偶像 を 求める 心と 壞っ 心と 

の 相剠、 そこに 氏の 思想 的 苦惱が 生れ、 人生 觀の 胚胎が つくられる。 そこから  一！ イチ ェ型 

の 超人が でき 上らす に、 諦念の 人 窪 田 空 穗 氏が あら はれた の は、 氏が やはり 東洋 型の 詩人 

としての 血 を 多量に 持って 居られる 所以で あらう。 然し 諦念 はや はり 諦念 として 終る こと 

がで きす、 實は 浪漫主義 者と しての 氏が ちょいちょい 顏を 出す ので ある。 諦 念と 浪漫 との 

，闘と も 云へ る。 諦めよう として 諦め 切れない ものである。 そこから 感傷が 芽生える。 こ 

こに 於て 氏の 感傷 は 思想 的と いふもう 一 つの ディ メ ンジ ョ ンに 於て 深み を 加へ る ことにな 

る。 「いつの 日か克 せる もの 和し • 和せ る もの 消え去りて、 ここに 求むべき 壞 つべき 偶像の 

あらす、 ある は 唯 高から ぬ 人間の 相場の み」 とも 云 ふ。 然し、 實は 未だ 完全に 和し、 消え 

去って ゐな いものが ある。 若し 完全に 克 せる もの 和し、 和せ る もの 消え去って 居る とすれ 

ば、 そこに 全き 諦 念が あり、 全き 諦念は 虚無に 通す るので あるが、 事實に 於て さう でない 
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ところに 感傷が 生 れ る。 然 し 諦念ゃ 虚無 や は相當 の 分量 に 於て 氏の 作品 を 特色 づ けて ゐる 

こと も事實 である。 鏡 葉が 「なにと なき 歌」 と 云へ るの は そこから 來 るので あらう。 「な 

にと なき 歌」 はこ こで は 「なにと なき 感傷」 と 云っても よから う。 

その やうに して 氏の 感傷 は 心境の 全く 寂び 靜 まること を 阻止し、 ささやかながら 一 種の 

スト ウルム. ゥ ント. ドラング の 波紋 を 描き出す ことになる。 すべて これらの 事は藝 境に 若 

やぎ を與 へ、 その 老 いづく こと を 阻止す る ものと 考 へられる。 もとより 浪漫詩 入と しての 

；兀來 からの 性格が あるの は 云 ふ 迄 もない。 

芭蕉、 良寬の やうな 枯淡の 域に 至りつ いて 居る 日本的 藝術 家の 眞價 は枭 して、 從來云 は 

るる 如く 平明 枯淡 そのものの 中に 在る のか、 又は そこに 達する 迄の 多くの 人間 乃至 表現 ヒ 

の勞 苦體驗 のす ベて を 背後に 含んでの それに 在る のか、 それ はたし かに 今後の 再吟味 を俟 

つべき 重耍な 問題で あらう。 (昭和 九 年 九月) 
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窪 田空穗 氏の 長歌に 就て 


明治 大正時代の 名歌と 云 へ ば、 たちどころに 數 人の 人の 數篇の 歌 を 思 ひ 出す ことができ 

る。 それらの 一 つ 一 つに 就て 述べて 見ようと も 思った が、 かって 私 も 何 か 書いた ことがあ 

る やうに も 思 ふし、 人々 もしば しば 問題に した ことがある とも 思 ふから、 少し 方向 を かへ 

て 窪 田筌穗 氏の 長歌に 就て 考 へて 見たい。 然し 之 とても 一度 書いた 事が あるが、 今 は 稍々 

立 入って 考 へて 見たい。 

3- まさしく もせ はよ くなら む、 春の け は ひしる くぞ見 ゆる、 人の 爲と 時に 思 ひき. わが 

する もせぬ も 同じ ぞ * 眠からば 寢ょ。 
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S 秋晴れの 空 をし 見れば、 巷に はたの しさ あらし、 萩の 葉の こぼる る 見れば、 古事の ふ 

と 思 はれて 心の とらる。 

心 うれへ 泣かれむ として、 は， -は、 と 我 は 笑へ り、 は， -は、 と 打 笑 ひっつ、 又の 時 心 

は うれへ ぬ、 世に 古り しかな" 

これ は 窪 田筌穗 氏の 「鏡^」 の終耷 をな す 六つの 長歌から 拔ぃ たもので ある。 「鏡 椠」 が 

出た 當時 (大正 十四 年)、 その 批評 を 書いた 私 は、 之 等の 長歌に 心 を ひかれ、 其の 特質に 就て や 

述べて おいた が、 近刊の 「窪 田 筌 穗全 歌集」 を繙 いて 見ても- 以前の 私の 意見 を大體 修正 

する 必. 耍 がない こと を 感じる が、 敷衍して 述べて 見たい。 「全 歌集」 を兒 ると 百 十八 首の 長 

歌が あり、 其の 中 五十六 首が 大正 期の もの、 六十 二 首が 昭和 期の もので、 右 數首は 大芷期 

の 最後に 屬 する。 之 等 は 大正 期の 最後 を 飾る 名作で あると 同時に、 氏の 全長 歌 中での 最優 

の 部に 人るべき もので あらう と 思 はれる。 私 は 今 「全 歌集」 の 長歌 を 全部 再讀 してみ て此 

の感 をた しかめる ことが 出來 た。 同時に、 氏の 仕事 全 班から 見て、 又當 時の 歌 擅から 見て、 


氏の 長歌が 何れ 位 特殊な 地位 を 占める に 足る もの か を  一 ^たしかめる ことが 出來 たやう に 

思 ふ。 • 

氏の 文^の 特徴 は、 感愦と 思想の 融和と 云 ふ 事で ある。 此の 事 は 短歌で も窥 はれる が、 

長歌に 於 てな ほ 著しく 現 はれて ゐる。 感情 の 中に 常に 思想 的な ものが 流れて ゐる ことで あ 

る。 それが 木に 竹 をつ いだ やうに でな く、 如何にも じんわり とよく 滲み わたって ゐ るので 

ある。 だからす ぐれた 作品の 多く は 抒情 的 思想 歌、 又は 思想 的 抒情 歌と 云った 部類の 中に 

見られる。 かう 云 ふ 特^ は 短歌の 部で も 見られる が， 長歌で 一き は 濃厚に なって ゐる。 も 

う 一 歩 進んで 云 へ ば-, さう いふ 特質が 長歌に なって 初めて 落ちつく 所 へ 落ちつく ものと も 

考 へられる。 

凡そ 氏の 歌 業に は 常に 種々 の 意味で、 非 短歌 的 要素が つきまとって ゐて、 それが 時と し 

て あや ふく 破 淀に 陷 らうと すると ころ を、 瀨戶ぎ はで 踏みと どまって ゐる やうな、 甚だき 

は どい 藝域 となる ことがある。 いつも さう だと 云 ふので はない が、 さう 云 ふ境堺 線に 沿つ 

て 氏の 文學は 展開して 行く かの やうで あり、 さう 云 ふ 領域への 關 心が、 時に 刺戟 を 失 ひさ 
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うな ものぐさ になり さうな 歌 ごころ を、 い つまで も 歌に 紫いで おく 因緣 となる かの やうで 

ある。 つまり 氏に とって- さう いふ 地帶を 進む とき 一番 歌 は 積極的に やり 甲斐の ある 仕事 

となる ので あらう。 

思想 的と 云 ふこと も、 從 來の考 へから すれば 非 短歌 的な 要素の 一 つで ある。 無論 或る 程 

度の は、 從來の 歌に もない ことはなかった。 然し その 程度の ものなら 何も 今更 苦しむ 

こと はない。 氏 は それ 以上 思 ふ 存分、 微細に わたって 思想 を 盛りたい ので あらう。 

短歌 的の ものと 非 短歌 的の ものと を 同時に 追求す る 氏 は、 謂 はば 常に 二 鬼 を 追 ふ 獵師で 

あると 云 ふこと がで きる。 而 して 多くの場合、 氏 は 二 兎 を 射と めて ゐる。 思想 的と いふ こ 

との 外 こ.、 氏が 二 兎 を 追 ふ 場合 はいろ いろ ある。 たと へば、 街 上であった 面白い 出來 事と 

か、 家庭に おこった あはれ な 事柄と か、 鳥獸の ふるま ひと か、 ひっくるめて 謂へば 叙事 的， 

人事 的の 題 村で、 たうて い 歌で はものに なり さう もない、 何れ かと 云へば" 短文 か 小說か 

になり さうな 境 を 持ち込んで 來る。 さう いふ ものと 取り組んでの 一 勝負 は 流石に 陣形の み 

だ 七る と 田 3 はれる こと も あるが、 しばしば 面白い ものに なり， しばしば 獨自の 風恪を 生み 
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34 して ゐる。 I. てれら は 連作に もな り、 長歌に もなる ので あるが、 長歌と なる ものに 一 段と 

特徴が 出て ゐる。 

かう いふ 相貌 を 一方から 見れば、 達意の 短歌と して 見る ことが 出来る。 文學 的の 達意と 

云った やうな 意味で ある。 達意 せんた めに は 極々 の 手段 方法 を 取り入れる。 思想 感情の 全 

的 達意の 耍求は 長歌の 方へ も 翼 を 仲す わけで ある。 氏の 短歌に も、 委曲に わたって 精 叙し 

てゐる やうな、 田 4 うた 事 感じた こと を こまごまと ロ說 きたてた やうな 綿密 周到な ところが 

あるが、 さう 云 ふ 手が のびて 自然と 長歌 を 欲しがる ので あらう か。 

おの 數首は 規模から 云へば、 大きい もので もな く、 內容 もこみ 人った もので はない が、 

氏の 長歌の 特色が ほの 見えて 居り、 然 かも 作品と しても 秀でた もの、 さう 云 ふ 意味で ここ 

に 鑑賞 研究の 材料た る资 格が 充分に ある ものである。 右の 長歌の 特色 は、 一言に して 云へ 

ば 思想と 感情との 融け 合 ひと 云 ふべ く、 その 方面の 代表と しても 恰好な ものである。 これ 

らの 機構に 就て 少しく 攻究して みると * 先 づ£ に 就て、 「春の け は ひしる くぞ見 ゆる」 から 

「ん の爲と 時に 思 ひき」 への 移り行き 具合に 云^べからざる 味 は ひが ある。 この 歌が 簡桌 
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にして 淸 逸な 趣 態を呈 して ゐる 第一 の わざ は先づ この 邊 に^られる やうで ある。 この 兩句 

の 間に 本來 ならば 何等かの つなぎの 句が あって 然るべき ところで あるが、 直ちに 飛躍して 

ゐる ところに 効果が 兑られ る。 相 當思ひ 切った 省略で あるが、 感受の 上から は 何の 障碍 も 

なく 却って この 問 隙に 無限の 情趣が 湛 へられて ゐる。 かくて 世 は 春に な つたと 云 ふ 感慨 

は、 いつの 問に か 「眠からば 寢ょ」 の 思想に 渡されて ゐる。 感動から 思想への 如何にも 無 

理の ない 摻 潤が 見られる。 手に入った ものであると 思 ふ。 £ でも、 萩の 葉の こぼれる こと 

と * 古事の ふと 思 はれて しばし 茫然た る こととの 問 に は， 多くの 言葉が 省かれ 隱 されて ゐ 

るので あるが、 歌の 上で は 間髮を 入れす またたく^に 美事な 轉換が 行 はれて、 結局 一 つの 

思想 的 効 菜が 成し 就 げられ てゐ る。 ^では、 心 うれへ 泣かう みして 泣かす、 却って は、 は 

^ と 打 笑 ふとい ふ 感慨と 行爲と を、 とど 「世に 古り しかな」 の 反省に 持って行 くの だが" 

ここに も 心に くいば かりの 仕事が うかが はれる。 かう した ものが 幾つか 集まる と 又 深みと 

幅 を 加へ る ことになる。 形態から 云 へ ば 之 等の 長歌 は 萬 葉 的の 格式ば つた 古風 さがな く、 

頗る 活淡 とした 氣 儘な ものである。 多 一一 一一！ I は耍 しないが、 今 試みに 萬 葉 紫の 人麼作 長歌 を 一 
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っ擧げ て、 いかに 相貌 を 異にする かの 參考 資料と する。 而 して 後代 クぉ 歌と 云 ふ もの も K 

ねか かる 系統の ものが 多い。 

やすみし し 吾大 王の 聞し 食す -大の 下に 國は しも 多に あれ ども 山川の 淸 

き 河內と 御 心 を 吉 野の 闽の 花 散ら ふ 秋津 の野邊 にせ ：！ 柱 太 敷き ませば 百 磯 

城の 大宮人 は 船 並めて 朝 川 渡り. 舟 競 ひ 夕 川 わたる この 川の 絕 ゆる こと 

なく この 山 Q いや 高 知らす 水激る 瀧の 宫處は 見れ ど 飽かぬ かも。 

ところで 右の 窪 田 氏の 長歌の 中に 含まれた 思想 だが、 この 思想 そのもの は 格別に 深く も 

なく 大きい もので もな く、 謂 はば 東洋 流の 諦念 とか、 又は それに 通す る ものであるが、 そ 

れが 枯淡な 詩境と 融合して、 しみじみとした 老境の 感懐と 云った やうな もの を 織り出して 

ゐる ところに 妙趣が ある。 

云って みれば 簡單な もの かも 知れぬ が、 之 だけで もた しかに 一 つの 仕事な ので ある。 私 

は此 紙上で 今 明治 大正時代の 諸家の 長歌 (それぞれ 趣 を 異にす) を 比較 研究す るの 暇 を も 
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たぬ が" 右の 境な ど は 追從を 許さない 此の 作者 一 人の もの だと 云 ふこと だけ は 云 ひ 切る こ 

と 力 ±L1?C る 

氏の 長歌で も 思想と して 之より^ いもの、 複雜な もの、 事柄と して 之より 與趣 ある もの、 

錯綜した もの は 他に あるので あるが、 作品と して 渾 然とした 成功 を 示して ゐる ものと して 

私 はこの 好個の 小品 的 數首を あげたい ので ある。 之に 匹敵す る ものと して、 時代 は 下る が， 

「白 萩」、 「心に 迷 ひ 持てる！ S に、 叉」、 「眉の 毛」、 「卷 煙草」 など を あげる ことが 出來 る。 すべ 

て 之 等の 佳篇 は 短い ものである。 

前に も 云った 事 だが、 窪 田筌 穂 氏の 長歌で 佳い もの は 短く， 長い もの は 左程で もない と 

云 ふこと は 何に 起 M する であら-つか。 すべて 長歌と 云 ふ もの は、 餘 程の 傑れた もので ない 

限り * 長い もの 程 返 屈で ある こと は 古今 その 軌を 一 にして ゐ るが * 窪 田 {仝 穗 氏の 場合に 特 

にさう 云ふ氣 分が あるの は 何う 云 ふわけ であらう か。 私 はこ こに 氏の 態度， 技法の 特質が 

關 係して ゐ ると 思 ふので ある。 態度と して は 氏 は、 構へ なき 作歌 態度で あり、 技法と して 

は 無 装飾の 地の 行き方で ある 3 短歌で もさう だが 之が 長歌に も 延長して ゐる。 總 じて かう 
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云 ふ 特質 は 長丁場に は 不向きな ものである。 人 麿 式な 波瀾-束 疊、 抑揚 頓挫の 技法 (上揭 人 

躋 長歌 參照) 等と は 似 もっかぬ ものである。 萬 葉風の 結構 上の 巧 さ、 節奏 上の 美し さ を以っ 

てしても、 結局 長い ものに は疲勞 する ものであるが、 まして さう 云 ふ 古典的 行方 を 無視 又 

は輕視 して かかった ものが、 或 意味で 退屈な の は考へ 易き ことで ある。 その やうな 昔 律 上 

又は 修飾 上の 損 を 氏 は 意味 內容の 曲節 や 趣向で 柳って ゐる とも 云 へ る。 實際 氏の 長い 長歌 

に は 概ね 事柄の 複雑さ， 事件の 面白さが あって、 其の 爲 めに 讀 者が 引 きづら れて 行く こと 

はしばしば 事赏 である。 無論 之 も 一 つの 文 舉的乎 腕で あるに 逮 ひない。 然し 遂に 短く 引き 

しまった ものに は數等 を讓ら ねばならぬ" 

さう 云 ふ 無 装飾、 無 構へ な 行き方 は、 長丁場で は 損 をして ゐ るが、 短距離で は 得 をして 

ゐる。 いかにも 自然で 素朴に、 しみじみと あはれ 深く ー篇 が出來 上って ゐ るの は、 さう 云 

ふ 機構から 來てゐ る。 然 かも 短い からだれ る 事がない。 今參考 の爲に 比較的 長いのと 短い 

の を I 一通り 舉 けて 見る。 
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W 來春は 大學を 出む、 眉 太き その 靑 年の、 服 を 伏せて かこちい へらく、 不景氣 の 極みと 

いひて、 人べ らしす なるこ の ごろ、 つとめ 口 あり や あらす や、 はなはだ も 心 もとな し。 

幸に 口 はうる とも、 人の 後に 背ぐ くまりつつ， 心の びむ H の ひと 時 も、 味 はで 老いさ 

りぬべし。 かくさ まにあら むと 知らば、 貧しくて もの 學ぶ よは、 小舉 の敎師 をな して， 

ありし日の むしろ まさらむ， いかさまに 思 ふや 君と， その 眼 あげ 問 ひぞ懸 くなる、 年 

ふりし 我に。 

E 二人 子の 進級 祝 ひに、 わが 歌集で きし 祝 ひと， この 夕 店屋 もの 取り、 打 集 ひさ わぎて 

たわら は  し 

食へば、 祝 ふこと 持たぬ 手 童、 それさへ に 共に さわぎて 貪 ふや 己が 物。 

5 淸 かる はさみし とい ひて、 獨 りなば 心 やぶれむ、 燭 りつつ 淸く あり， る * 大き 心 持て 

たの 

りと 我の 賴 まれな くに。 
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氏の 長歌が 無 装飾と 云 ふことの 一 つの 證 として、 枕詞が 甚だ 稀に しか 使用され て 居らぬ 

事實を 擧げる ことが 出來 る。 百 十八 首の 長歌で 僅々 數 個の 枕詞 を發 兌す るに すぎす、 然か 

も 之 等 は 「ちちの I 貫の」 (令： 歌き 一三 0W) とか 「はは そ 葉の」 (同上) とか 「たらち ねの」 (き 一一 

一一 一七 頁) とか 云 ふ 極めて 平凡 常用の もので、 殆ど 今日で は 装飾的 意義 さへ 忘られ かけて ゐる 

ものである。 其 他に 「若草の」 (同一 一二 一一 三 頁)、 「天 傅 ふ」 (同一 一一 四 六 頁) T 村 肝の」 (同 =1 五一 一一 頁) が 

ある 位の ものである。 其 他 對句的 手法 や 照應的 構成に しても、 「朝に は ：•：： 夕に は」 (同 五 

六 七な) とか、 「めぐし き や 幼き 我が 子、 愛しき やしお き 我が 妻」 (同、 一一 ニー 一七 H) とかが 僅か ^ 

に 在來 の 長歌 的 手法 で 、 之 等 の 類と 雖も極 めて 稀々 に 極めて 內輪 に 使 はれて ゐ るに 過ぎな 

い。 之 等の 類 も 年代が 初期の 間の ことで、 後の ものに なると 愈々 影 を ひそめる。 

然し 長歌で あるから に は、 氏 も 全然 無技巧で ある 喾 はなく， あり 得ない ので あるが、 そ 

こ を 何う 云 ふ 風に 運んで 行く かと 云 ふに、 「我が 妻 は 友に て ありき， 友ながら はたや 妻と 

し」 (同 三 二 六 頁)、 又は 「行く 者の 心に まして. 遣る 者の 心 は 痛く」 (同 三 r: 一四 頁)、 或は 「よ 

ろ こび は 性に は あれ ど、 かなしみ は 自然に あらす、 よろこび は 自然に あれ ど、 かなしみ は 


性に そむけり、 その 性を遂 ぐる 知りた る  」 (同 五ん- ^頁) 等の やうな ものが ある。 之 等 

はま だ 比較的 目立つ 方で あるが、 ともかく 斯の やうに 修飾 法と 云へば 云へ る ものの、 自分 

で 工夫され た 非傳統 的な、 非 形式的な ものが^く、 それ も 割合に 目立たぬ やうに 運んだ の 

が 多い。 其 他 一般 用語から して 平明で、 難解な もの は 殆ど 無い。 かう 云 ふやり 方 はな かな 

か 獨創ゃ 工夫の いるもので 誰に も 出來る もので はない、 それ 自身 一 つの 文 學的惯 値で あ 

る。 然し ともかく 斯うした 手法が 長い ものより 短い ものに 利す る こと は 容易に 考へ 及び 得 

る ことで あらう。 然し 何れにしても 氏の 長歌 は .范 だ 異色 ある ものた る 事せ 疑 を容れ ぬ。 

(昭和 十 u や 一月) 
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氏 玄刹下 木 


5： 牡丹 &ゎ は唤き 定まりて 靜か なり 花の 占めたる 位置の たしか さ S? 芥子、 大正 方き 一一よ ハき 

£ 花びらの i ひ i り あ ひくれ なゐの 牡丹の 奥の かぐよ ひの 濃 さ 

め この 室の しづ もりみ だる もの もな く 床の 牡丹の ほしい ま、 に 紅き. 

め 花に なり 杠 澄める 鉢の 牡丹 しんとして をり 時 ゆく ま、 に 

^花びら を ひろげて 大き 牡丹 花に 降り出の 雨の ぢ かに ぞ あた る 

<p  がく ひくぎ もと ， ，K  ： 

£ 牡 丹花 の 大き 花び ら^ は なれ 低木の 下の 地に 移り た る 

き 木の 大き 牡丹 花 なくなり て その 根の 土に 花びら ぞ ある 

牡吁と 芥子と いふ 連作 3 代表作の^ 一に 位する ものと 看做すべき であらう。 利玄は 美し 


いもの や、 可憐な もの を 好む 方面が あった。 その 中で も 花卉 を 歌った もの 多く、 わけて * 

牡丹 はしばしば 歌 はれて ゐる。 就中， 右の 一 群 は擢ん でて ゐる。 古今 を 通じて、 牡丹 を 歌 

つた もの 尠く はないだ らうが、 牝 丹と いふ ものの 性根 を 摑んで ゐる點 では、 この 作の 右に 

出る もの は あるまい。 最も 本來の 意味での 寫 生と いふの はかう いふ もの をい ふので は ある 

まい かと 思 はれる。 丹念に 牡丹 を 描きながら * その 中に 執念く 自我の、 王觀を にじませて ゐ 

る、 謂 ふところの 主客 合流の 境で ある。 單に 眼球の 網^に 映 じた 丈の 平面 的の 像で なく、 

もっと 深く、 腦髓の 中核に 觸れ たもので ある。 自我の 中 罹の 洗 禮を經 たもので ある。 平面 

的に 牡丹の 外輪 丈け を迪 つて 描いた デッサ ン 風の もので なく、 一  線 一 畫に魂 を こめた 內面 

的の 深みの ある ものである。 ^一首 「^き 定まりて 靜 かなり」、 「花の^め たる 位置の たし 

かさ」 等の 句 も 外形の 寫生 でありながら、 充分 主 觀を打 込んで ある。 牡丹の 花が S 々しく 

靜 かに 哚 きすまして ゐる態 を、 心に くきまで、 ありあり と寫 し^て ゐる のみなら す、 牡 

とい ふ ものが 心なき 一 片の 花木と してで なく、 何か^の ある ものの 如く 我等に 呼びかけて 

ゐる。 そこに 牡丹が 生きて をり、 且つ 作者が 呼吸して ゐる。 其 他 第二 首 「花びらの 匂 ひ 映 
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り あ ひ」、 第三 首 「ほしい ま \ に 紅き」、 第 四 首 「しんとして をり 時 ゆく ま.^ に」、 第五 首 「花 

びら を ひろげて 大き」、 第 六 首 「萼 はなれ 低木の 下の 地に 移りた る」、 第 七 首 「なくなりて そ 

の 根の 土に 花びら ぞ ある」、 等の 句 を よくよく 玩味して みるが よい。 一 として 外形の 中に 主 

觀を 織り込んで ゐな いもの はない。 かう いふ 表現の 仕方 は， 利玄の 前に 勿論な く、 後に も 

無い。 尙 少しく 吟味して みると、 之 等の 歌 は 平面 的に あらす、 立體 的と いふべ く" それに 

時間の 推移が 加 はって、 複雜な ものと なって ゐる。 受ける 感銘から 云へば 靜 中の 動と いふ 

が 如き、 一種 不可思議な 東洋 的 閑寂の 境 を 現じて ゐる。 謂 はば、 物體の 相と 動と に 深く 觀 

入した 觀照 の 三味 境と も 云 ふ べきで あらう。 束 洋の古 畫には 牡丹 を 描 い た 名品が 尠 から や 

ある。 然し 歌 を 以て 之れ らの藝 術に 比肩し 得る もの は 先 づ利玄 の 牡丹 を 以て 最初と してい 

いで あらう。 句法 用語 も 利 玄獨自 の 匂が 濃く、 其 上に 自由な もの だが、 大切な こと は- 單に 

自由と 云 ふば かりで なく、 言々 句々 の 端に も， 昔 律 上の 祌經が 行き わたり、 短歌と しても 

利 玄獨自 の 格 律 の 美を發 揮し てゐる ことで ある。 お ほ 左に 所々 に 散 兌す る 牡丹の 歌 か ら最 

も 秀でた る もの を 措って 兌よう。 左の 一 一首 は 殊に 長く 愛唱に 堪へ る ものである。 
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^花びら を ひろげ 疲れし おとろ へに 牡丹^た く 尊 を はなる-、 ハみ、 ^-?  一丁ぶ.、 し 

s くれな ゐ の 牡丹 花 深みお のづ からこ もれる 光澤の 见る ほど ぞ 濃き (おく？ 

之 等の 表現 は 全く 敬服の 外 はない。 この 他 凡そ 花卉の 類で 利 玄獨特 の 妙味 ある もの を 調 

ベ て兑 る。 

^0 に さす 芍藥 の花莖 長 にかたむ きか、 り 此方に ^る (？ぉ齐 に-止. h 一一 年、 一一- tr) 

^芥子の 荅花 になり 了へ 花びらに 荅 のとき の 皺の こし ゐる (牡丹 S 芥子、 +、 正 十 * 、一一： 十六^) 

5 庭 芝に 山茶花 こ、 だ 落花せ りおのお の 保つ 唤き 癖の 反り (小 、大 ¥ー5： 十 I) 

に はと この i 牙の ひろげ も っ對 生の 柔 かき 葉に 風 感じ をり (お ザ、..，、 ま 年 、一一： ヤー ョ) 

第 一 首 「かたむき か --り 此方に 薰る」 、第一 一首 「^のとき の 皺の こし ゐる」 、第三 首 「おの 

おの 尿つ 哚き 癖の 反り」、 第 四 首 「芽の ひろげ もつ」、 「虱 感じ をり」、 等の 句、 まことに 其の 
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妙い ふべ からす。 そこに は 素より 草花に 對 する 愛執、 それから 來る觀 察の 細緻な ど 尋常な 

ら ざる ものが あらう が， 表現 上 注意すべき は 思 切った 言 紫の 驅使 である。 就中 見逃して な 

らぬ こと は 言葉の 新舊 自在な 使 ひ 分けで ある。 然 かも それ 丈け では 未だ 足りない。 獨自な 

がら 音律 格調に 破綻 を來 して ゐな いと 云 ふこと は、 如何に 利玄が 表現の 上に 苦心し 且つ 練 

達して ゐ たかを 物語る もので あら う。 

8 山 を 前 に 自動車 を 下り 歩みお こす 足裏幽 けく. X 山 砂 嗚る へ 上る. 大正- <  年、 ？ S 

£靑草に夏日照り澄み ひろ^.-と裾野倾けり そ のかた むき を 

地 を こめて たどよ ひ 動く 霧の 脚 麓の 傾斜の 熔岩 濡らす 

£ 山腹 に 立 ち 見 は る かす 傾斜 の 線夕筌 な， ^めに 切り てし 曳 けり 

^地球 はめぐ りけ らし も 起きて 兑れば 澄み つかれたる 星々 の 光 

i: 日の出 前の 杠み眞 に 受け 富士山の 東 傾れ は 染まりた るか も 

いたど リ 

^山へ とにく 翊 日の いろの 黄い ろき に 虎杖の 葉の いや 綠 なり 
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§ 服 を はな つ この 大倾れ を 一 一口 か、 り攀ぢ きとお も ひ 足 を やすます 

四十 六 iH より 成る 大部の 連作. その 中より 僅々 八^ • もとより 片鳞に 過ぎぬ が 利 玄の富 

士 山の 歌の 特徴 は 窺へ ると 3 ャ r 可憐な もの を 好んだ 利玄 にかつ した 壯大な 方面が あった 

かと 思 ふと 實に 面白い。 人 問 一人の 包容力と か 感動の 領域と いふ 事を考 へて 兑 るの も、 ^ 

人の 一生涯の 作品 を通覽 する に當 つて は、 極めて 意味の ある ことで ある。 人に よって は 平 

素 ともかく 練磨， 彫琢した 作品 を 月々 の 誌上に 發 表して ゐて も、 いざ それが 一冊の 歌集と 

か 全集と なって 兌る と、 卷を 通じ て 大同小異 の 似通った 色彩の ものば かり 竝ん でゐ て卒讃 

に堪 へぬ 程 怠屈 を铋 する 場合が ある。 一 歌人の 眞の儕 値 はや はり 全 柒 となった 時か少 くと 

も 歌集と なって 兑な いと 判らぬ もので あらう。 右の 富士山の 歌 は 利玄が 小さい ものと 同時 

に 如何に 大き いもの を攝取 し 得 たかを 示す に 足 る 代表的 の もので あらう。 昔から 富士山 を 

眺めて 歌った もの 枚 擧に遑 がな く、 又 自ら 登りつつ 歌った もの も 亦 非常の 數に 上る であら 

う。 然し 富士山 を 之れ 程 まざまざと 全體 的に 描き出し、 幷 せて 自然の 大きさ、 宇宙の 偉き 

さ を實感 的に 彷彿せ しめた 點で は， 利玄の 右に 出づる もの は先づ ない と 云って いい。 利玄 
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の 富士山 は， 登りつつ 展開して 來る 富士山と、 登りつつ ある 自我と を こと 剁 力に 叙した も 

ので、 叙景、 叙事， 抒情 を 打って 一 丸と した 規模 宏大なる 一 篇の詩 を 生み出して ゐる。 茲 

に 四十 六^: 全部 を收錄 する ことが 出來な いのは 定 に 遣憾 である。 せめて 4r 二三^ あげて 兑 

ょラ。 

^富士山の 頂上 なれば 登山^: どち 人？ i 同志 のよ しみ を感す 

§ 甲斐の 側に 白き は 雲と 見し 間もなく はびこり 上る この 量 は 如何に  ク 

^山に 醉 へる 服 を ひき 入れて 我れ の 前に 奈落へ 低まる 傾れの ひろがり  5 

表晃の 技法から 云っても 例に 依って 古典 様式 に 捕 はれす、 さりと て 音律 を 無視した 散文 

に墮 せす、 古^ あり、 新語 あり、 文語 系 あり、 散文 脈 あり、 機に 臨み、 變に應 じて 自在な 

る 配置、 虚々 實々 の 妙 を 得た ものである。 笫九首 「人間 同志の よしみ を感 す」、 笫十^ 「は 

ぴ こり 上る この 量 は 如何に」、 等の 大膽 極まる 句法 を 始め， 第二 首 「裾野 傾けり その かたむ 

きを」、 第三 首 「た ビょひ 動く 霧の 脚」、 第 四^ 「夕 空な、 めに 切りて し曳 けり」、 お 六^ 「紅 

み眞に 受け」、 第 七^ 「山へ とどく 朝日の いろ」、 第 十 首 「白 き は 雲と 兌し^も なく」、^ 十 一 


首 「山に 醉へ る 服 を ひき \ れ て」、 等 それぞれ^^ 深く、 就屮 第五^: 「地球 はめぐ りけ らし 

も 起きて 見れば 澄み つかれたる n 生々 の 光」 に 至って は 正に 驚哎 すべき ものである。 地球 は 

めぐりけ らし も、 澄み つかれたる ffi 々の 光、  利玄の 表現力が 明治. 大正 歌壇に 於いて 

否 古今 の 短歌お に 於て 如何 に 特異な 地位 を 占める もの である か を 想兑す るに 足る もので あ 

る 0 

p 朝日の 中 御^浦 峠 のぼりた るに 海 服 をう てり 紺靑 のか ^ やき ssm 、さ？ 3 ギ _ 3 

S 崖 下の 人家の 列に ふか/^ と^ I き 灣ぞた 、 へ よりたる 

g 浦波の 巖 かろく o つ 朝の a ぎ 底の 藻く づに 日は徹 りたり 

S 遠 淺の濱 に 寄り 來て波 ひくし 渚の 砂に 這 ひひろ がれる 

うねり 浪 舟を搖 りすぎ まな かひに たかまり 行け る その 眞蒼さ よ 

S わが 舟を搖 りと ほり ゆく うねり 浪斷 崖の 根に. C ち揚 ぐる 見 ゆ 

之れ 亦 五十 首から なる 一大 連作、 刊 玄の逑 作 中， 數 から 云へば 之れ が 第二 位、 富士山が 
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第三 位で ある。 右に あげた 僚- 僙數 首で は 到底 この 大作の 眞價 は傳へ 得な い の が殘 念で あ 

る。 內容 から 云へば 富士山の 歌に 次ぐ 雄大な ものである。 移り行く 景の 丹念な 描寫、 克明 

な 钗述、 恐らく 散文で 行っても ここまで 至る こと は 難 かしいだ らう。 ここに 大きな 波、 小 

さき 波、 船 を ゆする 波、 岩に 碎 くる 波、 洞に 入りて とよむ 波の 一 つ 一 つの 消息 を 見る こと 

が 出来る。 空の 陽の 色、 海に 透る 陽の 色の 明喑を 見る ことが 出来る。 進み 行く 舟の 搖れ方 

を つぶさに 感する ことが 出来る。 海岸線の 彎曲 を まのあたりに 見る ことが 出来る。 洞の 大 

さ" 深さ， 噔さを 眼に 浮べろ ことが 出來 る。 一 E の 行に 滿 足した 空腹 ゃ疲勞 さへ も 體感す 

る ことが 出來 る。 自然に 對 する 利玄 の 執拗な 愛着 は 隅々 にまで 滲透 して ゐて 讀んで 行く う 

ちに 壓 迫と 疲 勞を覺 える 位で ある" ここに 注意すべき は 歌と いふ ものの 在来の 靜的， 詠歎 

的動璣 以外に 旺盛な 積極的 描寫 慾、 极强ぃ 追求 力なく して は 到底 かかる もの は 成りが たい 

ことで ある。 そこに 利 玄の文 擧觀が あり、 短歌 推進の 一 つの i 莨 行 を 見る ことが 出来る。 子 

規、 左 千 夫に 胚胎した 連作 意識 は 利玄に 於て はより 積極的に 實 行され てゐ る。 一有： 竹に 

就いて みても、 第 一 竹 「海 服 をうて り紺靑 のかに やき」 、第一 一首 「眞 靑き灣 ぞた 、 へ よりた 
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る」、 第三 竹 「浦^の 餒 かろく-つつ 朝の^ ぎ」、 お 六^:  r 搖り とほり ゆく うねり^」、 等の 寫生 

的 手腕 は SK; に 恐るべき もので あろ。 ^ほ 五十 竹の 長^、 もとより 穿鑿 すれば 多少 玉石お^ 

の感 ある はやむ を 得ない ことで あらう。 

♦5: 大き 波た ふれん として かたむける 躊躇の 問 も ひた 寄りに よる (ま、， 、ミ年.¥ 二 さ 

£ 大き 波う ねり のびあがり 高みより 磯 もと 搖 りた ふれ 落ちたり 

り 海の 沖 ゆうね り 押し 寄す るいき ほひの こ こ にき はまり 波く つが へ る 

た . 

^ほしい ま.. 1 に の び あがりた る 波のお もみ 倒れ 疊 まりと ぐ ろと 鳴る も 

十三 首の 速 作、 其 中から 四 首。 余の 寡聞 未だ 近代で 波浪 を 歌って 此處 まで 至った もの を 

多く 兌ない。 澎湃 たる 怒濤の 押し 寄す る 有様が よく 寫 されて ゐる。 單 に內容 的に よく 寫さ 

れてゐ るの みならす、 其の 描 線の 雄勁に して、 語音の 壯 重なる こと も 亦よ く 波浪の 大きさ 

と 相俟って ゐる。 寶 朝の 「大海の 磯 もと どろに 寄す る 波 われて くだけて さけて 散る かも」 

はもと より 千古の 名吟 だが、 われて くだけて さけて 散る かも は 波の 性 狀を音 # から寫 して 

_9 ると も 云へ るが、 稍く どき 感 あり、 けれん とも 見れば 兌ら^る 嫌が ある。 然し ともかく 
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一 ル：： でもって 波 を 歌へ る ものと して 偉なる もので あらう。 利玄の は多數 でもって 細かく 叙 

して ゐる。 第一^ 「躊躇の 間 も ひた 寄りに よる」、 第三 首 「いき ほひの こ、 にき はまり」、 第 

四 首 「ほしい ま 、に のびあが りたる 波のお もみ」、 等の 句 は 例に 依って 寫實 でありながら 主 

觀を 移入した ものである。 

^原の そよ ぎひ そけ くく もり 夜の 川風 遠く 吹き 落ちに けり (まれろ H  、大 wsr ミ十； 3 

^通に いふ 寫生 歌と いふ もの を あげてみ る。 右の 一 首で 「川風 遠く 吹き 落ちに けり」 な ，5 

ど は 手腕と いふべき である。 かう いふ 本格的の 手法に も 練達して ゐ たこ と を 窺 ふに 足り 

る。 自然 を 歌った もの は多糚 多樣， 多数に 上る が 今 代表的な もの を：^ るに、 

♦  S 遠诸 よる 波し ろく 夕 n てりこの 巖 かげの 冷え そめし かも (？|  、大 I 年 、一-一十 S) 

だい せん 

£ 大山の 峰の 木 原. V- 遠 入：！： あかく そめ ゐて きざす 夕 冷え (Is 大山、 大正 l、H 千 _  0 

g まさ やかに 沈 透く 小石の ゆら/^ に 見え 定まらす 上と ほる 波 (* 胡、 大 5 ハ年. 一二 ±13 

^宵 はやく 月 かくれた る嗥 くろみ 山 1W の瀨の 高呜り 渡る (溪截 、大正 n 年、 一-: 卞飞し 


£風 埃り 橋に 吹き 立ち 日の くれの 堀割 水の 皺め る さむさ (一一-一 さ ノ、， ま 年、 一- ヒ§ 

第 一 首 「遠 清よ る 波し ろく 夕日て り」、 この 短い 言葉の 中に 歌 はれた ほ然は 大きく 相當複 

雜で然 かも 把握 は實に 確かで ある。 第三^: 「まさ やかに 沈 透く 小石の ゆらくに」 もい い 

が、 「兑ぇ 定まらす 上と ほる 波」 に 至って は寫 生の 妙 ここに 至って 極まる とい ふべき であ 

る。 第五 首 「堀割 水の 皺め る さむさ」 も寫 生と 感覺 との 交錯、 寸毫の 間隙 もたい。 寫 生の 

中に 感覺を 織り 混ぜる とい ふ 行り 方 を利玄 はしばしば やって ゐる。 第一 H 「この 巖 かげの 

冷え そめし かも」 、第一 一^ 「あかく そめ ゐて きざす 夕 冷え」 等 も それで ある。 

うすら 冷たき 夕日 の い ろかも^ を 歸 るから iSf の 鳴り 穴-: 氣に ひ に き 

之な ども 感覺を 通じ て 自然 を 歌 つた ものと して 上乘 の もので あ る。 うす ら 冷たき 夕日の 

色と、 野 を かへ るから 車の 鳴りと が 調和 融合して E 舍路の 一景 を遣憾 なく 描出して ゐる。 

r 筌氣に ひ ビ き」 と い ふ 思 切った 句も實 によく 印象的な 効果 を 奏し てゐ る" 利玄 によ つ て 取 

极 はれた 感 覺は單 に感覺 にと どまら す、 其 を 通して 自然 を內而 的に 把捉し、 全體 として 詩 

の竞に 入って ゐる。 單に 寒い、 あたたかい、 明い、 嵴 いとい ふ末拊 的の もので なく、 それ 
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等 を 含み、 綜合した 高い 歌境に 入って ゐる。 次の 月の 歌な ども 單に 眼で 見た ばかりの 月の 

美し さ を よそよそしく 歌った のでな く、 夜跻を 一 ん 行く 時の 親しき 道づれ として 渾然 月と 

融合した も のとな つて ゐる。 

5： 暮れて ゆく 逍の 底び え 目 あぐれば 月 はみ^に あかるみ ゐ たり (^、大正 桑、 一？ i 

ゆ さむ， <\ と 暮れ ゆく 道を猶 あゆみ 光り そめた る 月 を 見る かな 

^戶 をし めて 月 を あびた る 家の 前 を 人な つかしく 我 はと ほる も 

ゆ 月 あか るく 白き 往還 山 にか、 り 敷け る 冬 木の かげ^みて をり 

月の 夜路を 淋し さう に、 人な つかしく とぼとぼと 迪る 一 人の 人が 全體 的に 現 はれて ゐる 

夕 ひゆる 道と なり £ り莉草 のに ほ ひの 中に 我家 こ ひし も 大 i 年、？  -  3 

ここに も 感覺の 方面の 利玄が ある。 「に ほひ」 とい ふ ものが、 それ を 通して 實 によく 詩と 

なって ゐる。 に ほひ そのものに 興味 を 以て 歌った 感覺に 終った もので なく、 それ を 通し 

て 出来 上った 歌， そこに は 最早 や 末 棺感覺 の 片影 だ もな く、 鄕愁と 云 ふ 如き 人 問 奥底の 詩 

竞を なして ゐる。 「^草のに ほひの 中に 我家 こ ひし も」、 とは實 にいい 實感 である、 「夕 ひゆ 
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る逍 となりけ り」 の感覺 は 更に 此の 一首の 効果 を 完璧な ものと して ゐる。 次の 二 首 もよ く 

似た 歌境で、 に ほひと ひも じさとの 速 合が いかにも 必然で 其 上に 哀愁が 霞の やうに 搖曳し 

てゐ る。 

S 山の 宿 夕 冷えき びし^に 入れば 薪 けむたく ひも じさお ぼ ゆ (伯 1 大山、 大 I 年、？ 一き 

£ 何處 よりか 烟に ほひて 初秋の 夕 ぐれ かへ る 道に ひも じき (新 秋、 大正 i- 年、？ 丸き 

かう い ふ 歌 は 利 玄には 相 當多數 ある。 

5 

6 

5： わが 影のう つる 日な たの 街道 をす でに 何 里 か あるきて 來たリ (伯き 一 I 泉、 大 i 年、？ i 

£ 月夜に なり 晝問ぁ るき し 三 里の みちつ ゆけ く あかるし 俥に て かへ る 

利玄に はかう した 一 首の 中に 長い 時間の 經過を 取 入れた ものが 多數に 上り、 おもしろい 

持 味と なって ゐる" 一 首の 短歌で 立體 的の 上に 更に 時間の 經 過が 加味 される とい ふこと 

は、 夫れ 丈け でも 短歌と しての 世界 を擴 げた ことで あり、 而 して 利玄の 場合 いかにも よく 

板に ついて ゐる。 


S 岬め ぐれば 人家 かたまれり わが 汽船 荒磯に 沿 ひて 久し かりし が (H 向へ、，、 もハ 年、？ -13 

£ 汽車 の ろく 裾山ぞ ひ を 行くな べに 手のと どくと ころに も w 踯躅^ ける (#?ー^せ5 

り肯 道 を 埃 立て 行く 荷車に つ ^きて あるけば 舂日 あっし も く 、大正 <- 年、 一一-十 ES5 

成功した ものに なると 一 首で もって 優に 一 意の 紀行文に も 匹敵す る ものが る。 かう いふ 

行き方 は利玄 のみで は 勿論ない が、 右の 數 首の 利玄の 場合で も わかる やうに、 景色 その も 

のよりも， それ を樂 しみつつ 行く 其の 行路に 歌 因が 發 して ゐ るので、 自然と 歌が 道行き 風 

となり、 かつ 成功して ゐる。 利玄 のこの 方面に 影響 を 受けて ゐる 現代の 歌人 は少 からす あ 

らう 0 

S 村の 家の 障子の 灯影 ぼ ん やりと 道に あ かるむ 夜裴を 行く も (伯 貢 朝？.^、. 年、 一一 一十 一 き 

£ 話し 更け 他所よりか へ る 夜 は 塞し 村の 障子の 所々 の あかるみ 

之 も 前の 月の 歌と 同類で ある。 いかにも.^ 夜の ひっそりした 村路の ありさま がよく 出て 

ゐる。 「ぼんやりと 道に あかるむ」、 「所々 の あかるみ」 等の 句法 も 利 玄獨特 の 自由な もの 

で * 適確な 効果 を 納めて ゐる。 
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E 秋の 夜の 戸外 をさむけ み 着物 审； ね 祭の 人^に まじる 親し さ (太 H  、大 止 セ3; 十；： き 

人中に ふと ふり 仰げば 星ぞら にて 秋の 夜 祭 安くた のし も 

^牛 祭の 宵 更け そめて 地 讓 下り ふところ 手す る 肌の 小ぬ くさ 

利玄 はお 祭が 好きで あつたと 兌え、 心底から 樂 しさう に 作って ゐる。 花 を 好み、 灯 を 好 

み、 而 してお 祭 を 好む。 そこに 何 か 關りを 見る ことが 出来る。 美しい もの、 賑やかな 事が 

好きで あつたと いふ 以外に、 又 人な つかし さがあった ので あらう。 「人出に まじる 親し さ」、 

「人中に ふと ふり 仰げば」 等と ある やうに 祭の 人出が 如何にも 嬉しい ものであった らしい。 

「秋の^の 戶外 をさむけ み 着物 蜇ね」 で いそいそ とお 祭兑に 行く 樂 しさが 體感 的に 現れて ゐ 

る。 「人中に ふと ふり 仰げば^ ぞら にて」 の 巧まざる 發想も 祭の 夜の 感興 を 巧に 捕へ て を 

り、 「ふところ 手す る 肌の 小ぬ くさ」 も 秋の 夜の 寒さが 實感 となって 現 はれて、 祭の 氣分 を 

助けて ゐ る。 かう した 童謠を 聯想す る 作品 も 利玄に は多數 にある。 

鳩 起きて 軒のと やより 挨拶す 花 擅の 芥子 は 朝風に 搖る S; 、大正 元年、 二十 セ 3 

捣が 挨拶す る 等の 發想 は隨 分つ き 込んだ もので 此の 一 首に 異常な 効 菜 を與へ てゐ る。 利 
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玄が 平面 的描寫 より 更 に 深く 浸入 して 心眼 を以 つて 物 を 見て ゐる ことが 歷 然と 證 せられて 

ゐる。 「花壇の 芥子 は 朝風に 搖る」 も 鳩との 配合と して 絡 妙 無比な ものである。 挨拶す、 拣 

るの 上下の 素朴な 止め も 此の 可憐な 童話 風の 一 情景 を 更に 愛すべき ものと して ゐる" - 

草に ゐて わり ごひらけば 眞 上より 野天の 春 日 握釵を 照らす (i  、大正 t 一年、 一二. TS) 

旅行、 遠足の 好きな 利 玄は叉 辨當を 食べる ことが 好きで ある。 その 樂し みは 眞に 旅行 を 

好む 者に 取って 離す ベから， さるもの である 。「眞 上 より 野天の 舂日 握飯 を 照らす」、 は{是 に 天 

眞爛漫 な 表現で 直 心 か佛心 か。 其の 折の 滿足， 其の 時の 食慾の 程 も 言外に 横溢して ゐる。 

舟と めて わり ごひらき をれば しづかな り 岸の 萱 生に 晝 顏は哚 き (雨巧大正5 年、 一？ 一  さ 

この 歌 も 辨當の 歌と して 優れて ゐる。 

この 灣の 波の 最中に 軍艦 5 入り 來て場 を 卜：： め さ 搖ぎも せす (11、 大正 さ、 H 1 1K) 

利 玄獨特 の 手法 を 見る 例で ある。 「入り 來て場 を 占め」 は 軍艦と いふ ものの 大きさ、 重さ を 

想 はしめ るに 足る。 かかる 句法 は 利 玄に初 まって ゐる。 

$ の 西 夕燒け て くき やかに 富士 連山 を 磨ぎ 出しに けり (火 根 畑、 大正 人 年、？ SK) 
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「富士 連山 を 磨ぎ 出しに けり」、 は 例に 依って 鋭利な メス の 冴え を 想 はしめ、 格調の 端： に 

して 微塵の 動摇 なく， まことに 人 祌の拔 である。 

佘-輪 || なくなれる 子を聲 かぎり この 世の もの、 呼びに ける かな g 子 に、 大正 ム年、 ？ § 

子 を 亡くした 時の 歌、 抒情 歌の 一例と して あげる。 金輪際の 一 語、 悲嘆の 極に 發 する 感 

嘆 詞の役 をつ とめ、 絕對絕 命取り 返しの つかぬ 時の 心理 狀態 をよ く 表 はして ゐる。 かう い 

ふ 太つ ばらな 語法 も利玄 はしばしば 行って ゐる。 (昭和 七 年 一 月) 
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r 1 路」 について 


一 路は木 下 利玄の 最後の 忘れ形見 である。 一 路が 世に出た とき 私 は 期待と 宂 奮と に充ち 

て むさぼり 讀ん だ。 その 時 私の 胸に は 吐き出して しま はねば を さまり さう にもない 一 の 塊 

が出來 た。 たまたま 歌談會 が森ケ 崎で 催された 時、 一 路の 噂が 始まった。 私 は 私見の 一 端 を 

披瀝した。 胸の 中 0 塊 は 初めて 僅かの はけ 口 を 見出した。 その 時利玄 の病氣 の^も 出て、 

近頃 は 大分 重い とい ふこと であった。 それで 辁 りけ なすの は 止めようと 云 ふこと であつ 

た。 私 は 最初から 賞め ようと 思って 居た ので さう した。 私の 頭 は その 時 批判的と いふより 

も讃 嘆の 方に 傾いて 居た。 私の 外に 利玄を ほめる 方に 橋 田 氏が あった。 半田、 松 村の：. S 氏 

^冷靜 な 批評 的 態度であった やうに 思 ふ。 然し 何れ かと 云 へ ば やはり 好意 を 持って^た。 
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淺野梨 鄕氏は 「水陸^ 棲」 とか 「ァ メ， 'バ」 とか 云った が 私に は その 意味が 判らなかった。 

その後 私の 頭は讃 嘆から 批钊に 移り、 又 さう なること に 務めた。 

この 歌談會 から 二三 日經 てから、 木 下 利 玄の訃 が傳 はった。 丁度 私達が 森ケ 崎で 氏を批 

評し、 嗥 して 居た 時刻に 氏 は 最後の 息 を 引きと つたので あった。 

草鞋 脚絆に 身 を かためて， 蓑 菅笠に 杖と いふ 出立ち で 徐ろに 花道に 差し かかる 光景 を 想 

像して 兑 る。 それ は 明かに 我が 木 下利玄 ではない。 それと は反對 に、 浴衣が けに 下駄 を は .；： 

き、 麥藁 帽子に ス テ ツキと いふ 輕 快な 散歩 姿 こそ 木 下 利玄の 姿で ある。 

氏な 格に たよって 內容を 歌ら しくす る やうな 事はなかった。 もとより 歌で あるから に は 

格の ない 害 はない。 然し 氏の 新鮮に して 獨自の 內容に 比 ベ れば格 は 甚だしく 影 淡き もの 

となって ゐる。 內 からの 耍 求が あまりに 烈しく、 どうしても 格 律にまで 等分の 力 を 分ける 

ことが 出來 なかった とも 云 へ よう。 


氏 は、 然し 乍ら 氏 自身の 格 を 創造した と 云へ る。 五 七 五 七 七の 關 係が 持つ 傳統的 音律 は 

氏に とつ やさまで 重要な 意味 をな さなかった。 その代り 第一 句の 中の、 或は 第五 句の 中の 

…；： これ 等 を 組み立てて ゐる 言葉と 言葉との 間の リズムが 問題であった。 かかる リズム は 

明かに 在來の 意味で 歌ら しく は 無い。 

音 樂に和 聲學と 云 ふ 約束が ある 様に 歌に も 音律 上の 約束 や 習慣が あるの は 云 ふまで もな 

い。 この 約束 や 習慣 を 破 つ て も尙且 音樂或 は^としての 効^ を 出す の は 1K 才的 業で あ る。 

ヮグナ ー や ホイット マ ン はたし かに かかる 意味の：. 口才であった。 わが 木 下 利玄は 凡そ かか 

る 意味の 天才で あったら うか。 

牡丹 花 は 咬き 定まりて 靜 かなり 花の 占めたる 位置の たしか さ 

こ の窒の しづ もりみ だる もの もな く 床の 牡丹の ほしい ま k に 紅き 

ひくぎ もと 

牡丹 花の 大き 花びら^ はなれ 低木の^ の 地に 移りた る 
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低き 木の 大き 牝 丹花な くな りて その 根の 土に 花びら ぞ ある 

齒 ぎしり をしても この 大膽 さとこの 効 枭とは 吾等の 企て 及ぶ 所では 無い。 この 歌の 前に 

自ら 頭の 下らない 者が あらう か。 かう 云っても 私 は 賞め 過ぎて は 居ない。 此 等の 歌に 於て 

「位置 のた しか さ」 「ほしい ま、 に 紅き」 等 の 大瞻 にし て 直接な る 表現が ぎこちなく r 儿 える 

となれば、 よくよく つむじまがりの あらさがし 家で あらう。 耳 ざ はり どころ で 無く、 莨に 

此の 歌の 生命 は懸 つて 此の 言葉に あると も 云 へ よう。 

；冉び 云 はう。 利玄の 歌の 强 みは 內容の 美し さ、 內容 の音樂 である。 古き 音諧を 破って 新 

しき 音諧を 創造した 事に ある。 ボ b ボ& に 格 を 解き ほどいて、 更に 今 一 度 自分自身の 仕方 

で 組み立て なほして 示さう とした。 吾々 は， そこで、 格に おびやかされる 事な く、 ごまか 

される 事な しに、 直接に 內容に 親しむ 事が 出來 る。 ここで は 吾々 は 純粹に 詩に 親しむ 事が 

出来る。 法則 やお 惯に 遊ぶ か はりに 詩に 親しむ 事が 出来る。 「傅 統」 のヴェ ー ルを とほして 
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夢に 遊ぶ か はりに 實 在の 白日の 下に この 眼で 兑、 この 手で 斶り、 この 鼻で かぐ 事の 出來る 

世界 を 示して くれた。 いはば 氏の 世界 は 吾々 が 朝夕 呼吸して ゐる その 世界に 過ぎない。 し 

かも 何と 云 ふ 美しく、 匂 ひ 高き 世界で あらう。 

地球 はめぐ りけ らし も 起きて 見れば 澄み つかれたる 星々 の 光 

草に ゐて わり ごひらけば 眞 上より 野天の 舂日 握飯 を 照らす 

冬空 の 西 夕燒け てく き やかに 富士 連山 を 磨ぎ 出し にけ り  " 

おき わたす 今朝の 大霜日 を 浴びて 野 山の 光い と きらびやか 

子等の 列 わが 傍 を ゆくな べに 子供のに ほひ を させに けらす や 

汽車 の ろく 裾山ぞ ひ を ゆ くな ベ に 手の と^くと ころに も 丹 躑躅 咲け る 

日向 路の 街道 埃 灰 ぼ こり 馬車に て 日ね もす 南し 南す 

朱欒 蜜柑 花盛りに て 日向 路は 俥して 行く に 風 香に 滿 てり 

馮車 過ぎ て あげ し 土 ほこり 路ば たの 野薔薇 の 花へ なびき しづ もる 


パ夜 になり^ 問 あるきし 一一： 里の みちつ ゆけ く あかるし 俥に て かへ る 

氏 は 武装せ すして 易々 と 自然の 關門を 通りぬ け， その 懐に 抱かれた。 傳統 の所產 である 

歌 を 以て そこまで ゆけ る 事 を 示して くれた 第 一 人 者で ある。 在来の 歌 は 主として 型に 飜譯 

し昔樂 に飜譯 した 「自然」 であった。 利玄の 世界 は 荒き 自然の 土壤 そのもの であり、 露け 

き 野草の 肌 ざ はり そのもの である。 

急に なれる 山に 面む かひ 足 もとに 力 を いれて 岩 ふみの ぼる 

山 へ と^く 朝日の いろの 黄い ろき に 虎杖の 紫の いや 綠 なり 

富士山の 大き 傾き 遂に 上り 石ころの 地に ころぶ しにけ り 

6  な だ 

眼 を はな つ この 大 傾れ を 一 一日 か 、り 攀ぢ きとお も ひ 足 を やすます 

利 玄の味 は 「時代 味」 に對 する 「世話」 の 味で ある。 大 向う をうなら せる やうな r 兒ぇ」 でな 
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く、 眼の 前の 人に 向って 云 ふ地聲 である。 聲を 大きく した 政談 演說 でな く、 ひそ やかに し 

て物靜 なる 座談で ある。 血氣に はやる 靑 年の 勇ましい 呤 詩で なく、 獨り とぼとぼと 野路 を 

歩く 時の 口笛で ある。 氏の ま はりに は 大勢の 聽 衆の 代りに ささやかな 花が あり、 壁が あ 

り、 庭が あり， 虽が あり、 一本の 野道と 小川と が ある。 氏 は そこに 滿 足せる ものの 微笑み 

をた た へ て、 花 を 眺め 庭 を いぢり などして 獨 りの 生活 を 慰んで ゐる。 

芥子の 荅花 になり 了へ 花びらに 荅 のとき の 皺 殘しゐ る 

こ の 寺に とまる ことにして くつろげば 大和の 田 舍の夕 ぐれ しづか 

うすら 冷たき 夕日の いろか も 野を歸 るから 車の 鳴り 空氣に ひに き 

花から 花へ 蜜 を 吸つ てま はる 聰明に して 惠 まれた る 降で ある。 

富士山の 頂上 なれば 登山者 どち 人間 同志の よしみ を感す 
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草に 居て 友と 辨當 つか ひ をれば この 友の ことが い や 親し もよ 

「をの こや も」 とか 「たらち ねの」 とかに よって 現 はされ る 男性 味 や 人間味 はない。 のしかか 

り ザ 吸 をと める やうな 惱みも 無い。 人 を 殺す やうな 重さ も 無い。 しかし 敏感なる 一本の 觸 

角 を 持って 狹 いながら 美しく 香り 高い 花園に 遊んで ゐる。 そこに は慼史 もな く 未來 もな 

い。 傅統 もな く 習慣 もない。 慼史 古き 大 原に ゆき. 奈 良に 詣で、 東 山 法 念 院を訪 づれて も 

氏 は 純粹に 現在の 感じ を 感じた。 氏 はこと さらに 名所に 至って 名所の 味 や、 所謂 a  I カル 

カラ ー を 現 はさう と はしなかった。 そもそも 個人個人の 感性 を 離れて、 地方色 も 名所 色 も 

ある 害 はない。 氏 は 何 所へ 行っても 自分の 眼で 視、 自分の 耳で 聽 いた。 寂 光院へ 行っても 

ことさらに 古めかしき 氣持 になら うと はしなかった。 

庵室の 障子 あかるき 午後に して 茶 を 汲む 尼の 頰の杠 きこと 

たまたま 追憶す ると しても 

祌武：  火皇 の御颐 かけ 岩 あり 天皇 もっかれ 給 ひけむ われ 等の 如くに 
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位に とどまって ゐる。 ここで も 氏 は 依然として 下駄に ス テッキと 云 ふ 姿で ある。 

利 玄の歌 は朗々 として 誦す 可き 歌で はない が、 かみしめ 味 ふべき 歌で ある。 然し 思 はす 

口に 出して 一 倡 三嘆して 見たい 歌がない 事 はない。 それ もき まりき つた 節で はうた ふべき 

ではない。 又 歌 そのものから 受ける 感じ も 決して 朗々 たる もので はなく、 むしろし はがれ 

氣 味の ギ クシ ャク した 調子で ある。 

氏の 歌 は 平面 的で なく 立體 的で ある。 更に 時間が 加って 四次元の 世界で ある。 純 粹な如 

實な 時の 移り行き である。 そこに 云 ふべ からざる 祌秘的 雰圍氣 を 形づくる。 さう 云 ふ 類 は 

第一 に 牡丹の 歌に 指 を 屈す 可き であらう。 その外、 

泊る 町 へ 舂 日夕 づき 未だつ かす だまりこくり て 歩く 久し さ 

たい. J ま へ  う-つま さ よ さむ 

太子 前に 電車 を 下りて 太秦 の 夜 靡 を ゆけば 虫す だくな り 

歩み 入る 太子 堂境內 そち こちに 灯 見えつ ゝ足 もとの くらき 
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秋の 夜の 戶外 をさむけ み 着物 重ね 祭の 人出に まじる 親し さ 

人中に ふと ふり 仰げば 星ぞら にて 秋の 夜 祭 安く 樂 しも 

感受した ものに 忠實 であるが、 時として それが 筆 足らす となり、 或は 過ぎた るの 恨み を 

抱かし める。 しかも かなり 多くの 之 等の 例 を 見出す。 道程に ある 作者で ある を 思へば やむ 

を 得まい。 しかし 私 は 氏が さう 廣ぃ 領域に 於て 完成す るで あらう と は 期待し ない。 只 氏の 

限られた る 分野に 於て その 本領 を 成就した であらう 事 を 信す る 者で ある。 かくて の眞 

珠は將 に出來 上らう とした 所で 惜しく も 止んだ U しかし 眞珠 は眞珠 として 他と 異る光 を 放 

つて ゐる。 (大正 十四 年 九月) 
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「紅玉」 を證 みて 


私 は 先に 本誌 十四 年 九月 號に 於て 主として 「一路」 について 木 下 利玄を 論じた。 今 「紅 

玉」 を讀 むに 至って 感慨 さらに 新たなる ものが ある。 「一路」 を 論じた 時 私 は 大體に 於て 利 

玄の 特質 を 述べた つもりで あるが * その 前篇た る 「紅玉」 を讀 むに 及んで さらに 作者の 特 

質に 觸れる 事が 出來 たやう に 思 ふ。 

利玄は 疲れた 頭 を 休め、 いらだった 祌經を 和らげる 歌 を 作る。 喧騷な 市街から 人 を夕暮 

れの 田園に 述れて 行き、 人と 共に この 和やかな 風景 を樂 しむ。 
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終日 を戶 外に はたらき 大き 足しつ とりはこ びか へ る 百姓 

^穩負 ひだまりう つむき 百姓の やから か へ る も 夕 星い くつ 

夕 ひゆる 道と なりけ り^: 草のに ほひの 中に 我家 こ ひし も 

舟と めて わり ごひらき をれば しづかな り^の 萱 生に 亶 顏は唉 き 

かう 云 ふの を 一 つ 一 つ 味って 兑 ると、 しんまで 疲れた 頭が、 すうつ と-霧が 晴れる 様に は 

れて、 硬ば つた 祌經が 暖かい タオルで 撫でられる 樣に譯 もな く 和らいで しま ふ。 そして、 

ああ 好い な、 と 云 ふ 微かな 溜总が 極めて 自然に 出て 來る。 そこに はい は ゆる 枯淡 や、 いは 

ゆる 嚴肅 ゃは寸 毫も 顔 を 出して は 居ない。 斯様な もの を 要求す るまで もない 程 吾々 はすで 

にこれ 丈け で 十分に 幸； i であり 得る。 否、 かかる 要素 をい かなる 場合、 いかなる 歌に 向つ 

て も 要求す るの は至當 ではない。 その 解決の 鍵 はこれ 等の 歌が 握って ゐる。 しかし 尙 これ 

等の 歌に も， ひどく 荒々 しく 人の 氣持 を亂 さない 程度の 感傷 や 哀愁 やが 織り込まれて 居 

る。 此の 感傷 や 哀愁の 綏の 震動 は、 無用 意な 吾等の 胸の 鉉 にも 極めて 自然な ともなり を 呼 
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び 起し、 同一 の 震動 律で 吾等の 反歌 を 誘 ひ 出して くれる ひ 

遠く あそび しみじみ か へ る 夕 冷えに 淡色 さ ゆるみち のべ 野菊 

みづ うみに 岸の 靑山 うつり ゐて あそぶ 此の 日 も 夕ち かみきぬ 

もの や はら かな タ ツチと、 しめ やかな 內感の 持主 は 叉 月の 夜 を 歌 ふに 適して ゐる 

暮れて ゆく 道の 底び え 目 あぐれば 月 はみ 筌 にあ かるみ ゐた. 9 

さむざむと 暮れ ゆく 道を猶 あゆみ 光り そめた る 月 をみ るかな 

くさ S 

月 あかるく 草木 まざ まざ てらさる 、道の ゆくてに 歩み を はこぶ 

月 を あび 道の ベ 冬木立て る 下 われ 一 人のと ほり ゆく かも 

戶を しめて 月 を あびた る 家の 前 を 人な つかしく 我れ はと ほる も 

わ- f  くわん 

月 あかるく 白き 往還 山に か&り 敷け る 冬 木の かげ 凍み て をり 
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ここに +、 獨り とぼとぼと、 山路 をた どり 歸 つて 來る 作者 を 見る。 彼の 胸中 * 何の こだ 

ぱり もな く、 至極 のびのびと * それで ゐて 我が 宿 こ ほしく、 いそいそと 歸り來 る 姿が 見え 

る。 今 彼 は 月夜の 山路の 中の 一分 子であって、 月と 共に 呼吸し、 月と 共に 遊んで ゐる。 甚 

だしく 眾 純な 氣 持で 月光の 中に とけこんで ゐる。 古 來歌ひ 古 された 月が かく も 無造作 

に、 然 かも かく も 効果 多く 歌 はれた 例 を 見ない。 衣冠 束帶 をぬ ぎ 捨てて、 着の み 着の まま 

の 散歩 姿で すん すん と 自然の 中に とけて ゆく 作者の 姿が ここに も 現 はれて 居る。 ここに は 

萬 葉 集の 月 もな く、 古今 集の 月 もな く、 はた 西 行の 月 もない。 ただ 彼が わが 目で 見 わが 手 

で 描いた 月が あるの みで ある。 尙 彼の 月 は必 すし も膽を 凍らしむ る 装 月で はなく， 冬の 月 

夜と いへ ども 一度び 彼の 筆に 觸 るる や、 殴く 親しみの ある、 向って 呼びかけたい 様な 月夜 

となる。 

利玄は 幼年の 思 ひ 出が 好きで あり、 子供の 歌 は數少 いが なかなかに 捨てが たい。 

舉 校に 初めて われの 入りし 時 廊下に かなしく 自家 をお も ひき 
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夕月に みんなの 影のう つり 居る 地 をな つかしみ 踏み/^ 遊ぶ 

子供 ゐて 蜜柑の 香せ り駄 菓子屋の 午後 日の あたらぬ 店の 寒け さ 

遠足の 小 學生等 有頂天に 大手 ふりく 往來 とほる 

子供 等 は 列 を はみ出し わき 見 をし さ^めき やめす ひ きゐら れて 行く 

街 を ゆき子 供の 傍 を 通る 時 蜜柑の 香せ り 冬が ま. た來る 

曇り 海 太鼓 ひ ビ かす 子供 等の すなほ さかなし 敢へ て およげる 

4 

8 

かう いふ 風の 歌 は 「一路」 の 中に も ある" 利玄の 子供 はや はり 獨特 である。 我等 は 利玄と 

共に 乳臭い、 蜜柑く さい、 頰が 林檎の 様に ふくらんだ、 手 を 霜 やけで 赤く 腫ら したいたい 

けな 子供 を^る。 やはり 子供と 云 ふ 概念 を 通さす に 直接に 子供 そのままが 迫 つ て 來る所 利 

,玄 の 妙味で ある。 子供の 可憐な 仕萆 や、 いたいけ な 物 云 ひ は 幾度 か 歌 ひ 古された。 が利玄 

の 描く やうな ほんた うに 乳^い 子供 はかって 歌 はれなかった。 子供の 他に も， 利玄は 可憐 

な 生物 や、 可憐な 草木 を 愛する。 


■ 鳩 起きて 軒のと やより 挨拶す 花壇の 芥子 は 朝風に 掭る 

この 歌の 味な ど はとても 利玄 ならではと 思 はせ る。 この 捣の 可愛らし さ。 朝風に 搖れ 

る 芥子の やさし さ。 そして 鳩と 芥子の 對 照の 如何に 面白く、 叉い かに 输書 的で あるか。 そ 

して 又い かに 總べ てが 生動して^ る ことか。 つい 微笑 を禁 する 能 はざる 程の 品 高き ュ ー モ 

ァ さへ 含まれて 居る ではない か。 しかも その 技巧の 何ぞ 素朴に して 直截なる。 かうな ると 

萬 葉 もへ ちま も 無い。 

物 かげに 布ぢし 目高の にげさ まに さ、 濁す る 春の 水 かな 

保護色に かくれお ほせし つもりに て 寄り目の 魚の 水底に ゐる 

水底の 小魚の 服 玉 は 寄り目に て 生意氣 なれ ど 可愛く ある も 

いかなる 嚴肅 主義者 も、 いかなる 枯淡 崇拜者 も、 叉い かなる 骨 趣味 者 諸君 も、 とにかく 

この、. 1- にくき まで あからさまな 可愛 さ、 生ま 生まし さの 前に は無條 件に 兜 を ぬぐで あら 
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う。 鳩の 歌 や これ 等の 歌 を 見る と、 それだけで 旣に 利玄が 並々 ならぬ 素質の 作者で ある 事 

力 わ 力る 

しんめ 

2 はと この 新芽 ほどけぬ その 中に その 中の 芽の た、 まりて ゐる 

に はと この 芽の ひろげ もつ 對 生の 柔 かき 葉に 風 感じ をり 

かうな ると 旣に單 なる 植物で はなく、 命 を ふき 込まれ、 む づむづ と 動いて ゐる 生き物の 感 

じで ある。 にくらし くも 生きて 居る。 生きて ゐ ると 云 ふの はかう いふの を 云 ふので ある。 

利玄に 於て は 子供 も、 目高 も， 寄り目の 魚 も、 鳩 も、 芥子 も、 に はと この 新芽 も、 一様に、 

同程度の 愛で 生かされて ゐる。 「 一 路」 の 中の 芥子の 歌 等 もま さに 此の 類で ある。 

利 立 は 又 「靜」 を 歌 ふに 妙 を 得て ゐる。 殆んど 一 物 も 動かない、 しんとして ひそまり か 

へった 靜 である。 それ は單に 平面 的な 靜 ではなし に 奥行きの ある、 時 問の 推移の ある、 祌 

祕 にまで 深められた 靜寂 である。 或は 時として 靜中 微かな 動 を 配し 或は 勅 中の 靜を歌 ふ。 
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. れ 等の 歌から 受ける 感銘 は いづれ も、 結 菜と して 靜 寂の 感じで ある。 

花びら を ひろげ 疲れし おとろ へ に 牡丹 重たく 蓦を はなる & 

山 あ ひのこ こまで 入り こみ 海す めり ひくく 垂れた る 松の しづけ さ 

こ の灣の 波の 最中に 軍艦の 入り 來て場 をし めさ 搖ぎ もせす 

これ 等の 歌 は 「一路」 の 中の 「牡丹 花 は哚き 定まりて 靜 かなり 花の 占めたる 位置の たしか お 

さ」 や 「この 室の しづ もりみ だる も の もな く 床 の 牡丹 の ほしい ま \ に 紅き」 や 「牡丹 花 の 大 

き 花びら 專 はなれ 低木の 下の 地に 移りた る」 や 「低き 木の 大き 牡丹 花 なくなりて その 根の 

土に 花びら ぞ ある」 等と 共に 利玄の 最も 異彩 ある、 文字通り 追從を 許さぬ 方面で ある。 試 

みに 現 歌壇に 於て 靳 くまで 色彩 を 異にする、 斯 くまで 祌祕 的な 類例 を 他に 探が しても 恐ら 

く徒勞 であらう。 


利玄 に感覺 的の 方面が ある。 ここで も直觀 的な 把握と、 直截なる 發 想が 奏効し、 利玄と 

共に 食愁を 感じ， 利玄 と共に 香 を かぎ、 利玄 と共に 音を聽 き， 利玄 と共に 手觸 りを感 する 

こと を 禁じ 得ない。 

めつ  ぺ んた S ま へ 

學校 の 白壁 に 熱き 冬 日 かも 辨當前 の 授業 鬧 はつつ 

草に ゐて わり ごひらけば 莨 上より 野天の 春 日 握釵を 照す (一 路) 

夕 ひゆる 道と なりけ り^: 草のに ほひの 中に 我家 こ ひし も (w  S) 

山の 宿 夕 冷えき びし 湯に 入れば 薪 けむたく ひも じさお ぼ ゆ 

木の 花の 散る に 梢き 見 あげたり その 花のに ほひ かすかに する も 

锊 を ゆき子 供の 傍 を 通る 時 蜜柑の 香せ り 冬が また 來る (w  S) 

と は 云へ 之 等 の 感覺的 の もの は單に 五官の 面白さに 低徊し て 居る の ■ ではない。 感覺を 通し 

てた まし ひと 握手して 居る。 
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利 玄は祭 が^きで ある。 殊に 夜 恋の まつりの 夜を懊 手で もして そぞろ歩き する のが 好き 

である。 「一路」 でも この 色彩 はかなり 强く 出て ゐ るが、 「紅玉」 にも 旣に 胚胎して ゐる。 

堀割 の 低き 堤 ゆき 冬の 宵の 心な ごみぬ 初 卯の 歸り 

宵闇の 本 所の 堀割 岸 ひくみ 水の 明り を兑 つ」 あゆむ も 

夜祭り を 好む 利 玄は叉 夜 さむの 灯 を 好む 利玄 である。  お 

村の 家の 障子の 灯影 ぼんやりと 道に あかるむ 夜寒 を 行く も 

この 村里と もし 灯しめ り 家々 の はなし 更けたり 星空の 下に 

利 玄に又 次の 様な 方面が ある。 


わが 影のう つる 日な たの 街道 をす でに 何 里 か 歩きて 來 たり 

入海の 潮た ひらにく もり をり 岸の 堤 を ややに 遠来し 

等 は r 一 路」 の 中に も數例 あるが やはり 利玄の 特色 ある 方面で ある。 歩いて 來た道 や 過ぎ去 

つた 時 問に 對 する 淡い 物な つかしき 追想であって、 これが 殊更に 追想 したと 云 ふ 風で な 

く、 極めて 自然に あら はれて ゐる。 云 はば 溜息の 様に。 第一 かう いふ 微かな 陽炎の 樣な氣 

持 をし つかりと つかま へ るに は 我等 は あまりに 鈍感で ある。 こ の 氣持を 過不足な く 表現す 

る 事 も 多くの 人に は 期待 出來な い 。 

繊細な、 もの やさしい、 可憐な 方面 を 見なれ た 眼に は 次の 様な 歌 は 驚異でなくて はなら 

ぬ。 

大き 波た ふれむ として かたむけ る 躊躇 の ^ も ひたより による 

海の 波め がけた る璣に 遂により 力 かたむけ 倒れと よめり 
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海の 沖 ゆうね り 押し 寄す るいき ほひの ここにき はまり 波く つが へ る 

た * 

ほしい ま、 に のびあが りたる 波のお もみ 倒れ 疊 まりと どろと^-る も 

たけ  はず  しほ さる 

波の 丈 遂にく つがへ り彈 みあが りひし めき 寄す る 荒き 潮騷 

しらめ わ  く 

くだけた る 波の 白 泡い つ さんに ひろがり つめん とき ほひ 寄せ 來も 

等の 作に 至って は、 「われて 碎 けて 裂けて 散る かも」 の 歌 を 聯想させる 程カ强 ぃ描寫 である。 

「一路」 の 中の 富士山の 歌 もま さに 此の 類で ある。 有り 餘る 力と、 素朴な 魄 によって ひた 

押しに 押し 進んで 居る。 しかし 力の 充實は 時として 矮 少な る 短歌に 過剰な 負擔 を擔 はし 

め、 落 付と ゆとり を 失 はしめ る。 それ 故 カは感 する が 肩の こり を覺 ゆる 事 も 無いで はない。 

「一路」 を 論す る 時 も 私 は 利玄は 所謂 生活 味 や、 男性 味に は、 乏しい とした。 「紅玉」 に 

も 確かに この 觀は ある。 それに も 拘らす 私 は 紅玉の 中に 子 を 失った 挽歌 三篇 を發兑 して 異 

とする ので ある。 就中 最後の 「夏 子に」 と题 する 一 篇には 流石に 淚を誘 は. e る。 
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病める 子に 心 はか、 り 夢に 見つ うつ k に 思 ひつ 安眠し なさぬ 

吾子よ/ \ くるしから めど 力いだ しこ のいた つき をし のぎて くれよ 

眞 夜中 を戶 外にす さべ る 風の 音 わが 子よ 父 はこ k に ゐるぞ も 

肉 身の 拾て はて かねし 望 さへ 今 は 絶え ゆき 吾子 死ぬ るな り 

金輪際 なくなれる 子を聲 かぎり この 世の もの 、呼びに ける かな 

肉 身の 愛 は 遂に 利玄 をして 情熱の 詩人たら しめた。 はぢも 外聞 もな く 只管に 泣き^しむ ^ 

一 侗の 人間が ある。 

利玄 にも 叙景 歌が 可な り ある。 

^京の そよ ぎひ そけ くく もり 夜の 川風と ほく 吹き^ち にけ り 

わが 舟の 波 はより ゆき ひそ/ \ と 江の いや はての 葦 問に 人る も . 


秋 づけば 露 深 小 野の せゝら ぎの こもら ふ 水に ゆる k 草の 秘 

つき y し うは  のぼ お 

朝の 潮 ゆたかに みて り 築 岸に 上搖れ 波の 上り下りす も 

生 ひ よれる 眞菰の 中の 川 水 を 發動船 ゆきう ねらせに けり 

今 これ 等の 歌 並びに 前に あげた 多くの 歌に 就いて 之 を 叙景 歌と いふ 範疇から 考へ て兑 る。 

利玄の 叙景 歌 は 多く やはり 動きと 奥 ゆきと 主觀 とが あり 時として 時間 も 加 はって 渾然たる 

雰圍氣 を 構成して ゐろ。 然し 之 等の 歌 を單に 叙景 歌と か、 寫生 歌と 云って しま ふに は 惜し W 

ぃ氣 がする。 といっても 利玄は 所謂 寫生 的な 手法 はあり 餘る程 持って ゐた。 又 如何に 寫す 

可き か を 苦心し 過る 稃 苦心した。 それに も 拘らす 彼の 面目 は 平面 的な 叙景 歌 ゃ寫生 歌に は 

^しなかった。 彼の 狙 ひ 所 ははる かに 高く、 彼の 技倆 は 一 寫眞屋 にして しま ふに は あまり 

に 優れて ゐた。 それ は 上に あげた 歌 を 一 々撿 索して 見れば 直ぐ わかる。 

上に あげた 歌に 近い 優れた 歌も尙 可な り 多く 有る し、 又單に 普通の 意味で、 卽ち必 しも 

獨自 でない 歌の 中に も相當 に 秀歌が ある。 又數に 於いて 之 等の 歌に も 劣らぬ 程の 凡作 や 失 


敗の 作 も ある。 然し それ 等の 多く は 前に も 云った 様に、 あまりに 細心に 工夫した もの か 或 

は 意 あまって 筆 足らざる 所から 來てゐ る。 勿論 初期の 作に は 甘い もの や、 感傷的な もの も 

相當 にある。 しかし かう いふ 時代に も旣に 「うす 曇 遠い かづち」 の 歌 や 「鳩 起きて 軒のと 

やより 挨拶す」 の 歌 や， 「花びら を ひろげ 疲れし おとろ へに」 の 歌な どが 散見す るの を兑 

る 時、 決して 初期の 幼い 作に も 失望され はしない。 ともあれ 隨分 とよみ づ らい、 ぎごちな 

い、 苦心した 割に 味の ない 歌も數 々ある。 かう いふの が 紅玉の 中の 失敗 歌の 大多数 を 占め 

てゐ る。 

眞黑 雲片签 寄りに おつかぶ さりな & めなる 太陽が^ 山 射れ り 

太陽の 前に 大きく ろ 雲 はだかれば 深 かや 山の 光に ぶれり 

苦心の 程 は 察 しられる が こんなの が 二つ 三つ 出て くると 少々 頭痛 を覺 える。 汗 だくに な つ 

て、 額に 靑筋を 立てて 却って 益々 めんだ うにして しまった 傾向が ある。 


( 94  ) 


高く 低く 舟搖 るう ねりに 心 とられお ほひ かぶされ る 窟兑る こと は 見つ 

かうな ると 意味 さへ 解し にくい。 これまで 失敗し な いまでも、 妙に 低徊したり、 とてつ も 

ない 言葉 を 持ち出して 來て 我等 を 困らす 事 も ある。 

にんげん ぶれ 

巖 穴の 波 呜の音 こと/^ \>  く 人 問 舟に あつまり とよむ 

•P と 

舟 は 沖へ うねり は 磯へ^ の 下に 行きち が ひゆき ちが ひ 浦 わ こぎ 出づ 

「加賀 の 潜戶」 と 題す る 一 篇は 大概 崖と 海と 波と 磯と 舟と 窟 とから なって ゐる 長篇の 連作 

である。 そこで 彼 は 丹念に 崖から 海 をの ぞいて 見たり、 眞劍 になって 窟を のぞいたり、 波 

の 一つ 一 つの 行動に 注意した りして ゐる。 まるで 科學 者の 様な 綿密なる 觀 察と、 一 物 もの 

がすまい とする 鸫の冃 鷹の 目の 探究 慾と で 終始して ゐる。 たと へ 「斷 崖の 最ぅ へに 松 をい 

た^き 底つ 巖 根に 波く だけよ す」 の 様な わかる 歌が 少々 あっても * 私に は 一 向 面白くない。 


一 虔 から 海 をの ぞく」 歌に もう やめて 欲しい と 云 ひたくなる。 一 體に對 象に つき 過ぎて ゐ 

る。 い たづら に 骨折 損の くたびれ まう けの 觀が ある。 しかし かう いふ 失敗 も 如何にも 利玄 

らしい 眞 正直な 失肷 である。 

利玄に 在來の 意味の 音 樂的ト ，1 ンが 乏しい と 云 ふ 事 は 確に 認められる。 3M の音樂 ならば 

やはり 無い より 有った 方が 良い にき まって ゐる。 しかし 利玄の 中に も 他 の 有數な 歌人に 

見る 樣な、 或は 時として それ以上の 昔 樂的ト I ンを 有する とさ へ 思 はるる 若干の 作を兒 る 

事が 出來 る。 それ は 私が 今まで 上げ 来った 歌の 中に 容易に 發兒 する 事が 出来る。 又 利玄ー 

流の 調子と いふ ものが あって これが なかなか 拾て がたい。 前に 上げた 「寄り目の 魚」 の 場 

合 等 何とも 云 へない 面白さが あるで はない か。 ああい ふ 題 村 を ああい ふ 風に 歌 ふの は 最も 

利玄 らしい 所の 一 つで ある。 それに 利玄の 歌集 を 讀んだ 後で 我等 はモ ノト ー ン (單 調) に 

倦む 事がない。 之 も 利玄の 持つ 音 衆が 0: 並で なく、 變 化の 多い 證據 であって、 さう いふ 所 

は、 一冊の 歌集に なって 兑な いと、 わからない 所で ある。 一首 一首 丹念に しらべて 兌る と 

可な り 瑕が ある 様で も、 一冊の 歌柒 になって 見る と、 打って 變 つて 面白味が 出る のと、 之 
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と 反對に 一 竹 一 ^.H 見れば、 渾 然とした (y 成 品の 觀を呈 しても、 一 冊の 歌％ となって みろ レ- 

ー  向つ まらない のが ある。 

「紅玉」 はや はり 優れた 歌桀 である。 「紅玉」 は 上述の 如き すぐれたる 諸相 を 持って ゐ 

る- それ を 一貫して 利玄 らし さが、 沁み 込んで ゐる。 若干の 中性の もの をの ぞいて は 失敗 

の 作にまで 利玄の 息が 通って ゐる。 「紅玉」 を 讀んで 「一路」 に 至る 毎に、 私 は 只 一路に 繼ぐ 

可き もう 一 冊の 歌集が 出なかった 事 を 恨事と する ものである。 (大正 十四 年 十二月) 
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慈 

m 


, 庭 苔 一 を 讀 み て 


「庭 苔」 は 四季 折々 の 風物 を 歌った 歌集で ある。 わけても 花の 美し さ、 小鳥の 可愛 さ 等。 

凡て； 大然の 美しき ものの 中の 最も 美しき ものが、 あはれ 深く、 歌 はれて ある。 「庭 苔」 は 美 

しき 季節の 歌集で ある。 

この 歌^ を 讀んで 行く うちに、 季節の 移り 變 りと 云 ふ ものが 今更の やうに 興 深く 感じら 

^, そこに 哚 き^り、 ^ を 結んで 行く 花， そこへ わたり 來て やがて 又 逃げて 行く 鳥、 など 

ゥ町憐 ない となみが、 次から 次と 展開して 來る。 この 歌集 を讀 んでゐ ると. 季節 を 愛し * 

自然の 虱 物に 自ら 親しみ を 持つ やうになる。 わけて 花に、 鳥に。 


( ioo  ) 


t ま 

^ふけて： i 雞 頭の ひろがりし 花に も 葉に も^ 溜りけ り 

たね 

祜れ そむる^ 雞 頭の It はま だかた まら ざれば こぼれ ざり けり 

タ づ く 曰 落ち た る 後 の 花畑^き むら さきの ゑぞ 菊の花 

さみだれの 雨の 時 さく あ ぢさゐ は 水に ひたりて & あげに けり 

い つまで も ふぶ みて^かぬ 沈丁花 心 もとな き 春の^ さや 

繁蕖の や はら かき寳 をむ しりみ っ舂 日の くれの 惜 まるる かな 

どうだんの 花 ちりしかば 靑き 葉の もとの 姿と なりに ける かも 

-、 き  ち さが V み.？、 み 

浮 霧の 消えう すらぎ て^ 方の 湖のお もての あら はるる かも 

味亮 のうかべ る 兑れば 湖 のこ ほり はい まだ 張りつ めぬ らし 

夏の 日の ひでり つづ きに 枯れ もせぬ 藜の 葉 をば 食 ベて みに けり 

うちわた す 岡べ の 桃の 若 立ちて しもと に ほへ り舂 たつら しも 

あ, を  かげ 

日 をよ けて 夏靑々 とき ささげの 廣紫は 深き 蔭 をつ くれり 

さ よ  け は ひ  i-t む あまの がは 

ト夜 ふけ て^の 氣色ぞ 身に せまる ひくく 傾く 天河 かも 


( ioi  ) 


秋の 雨降りて やまねば 庭 苔に 土のお ちつく 秋は來 にけ り 

この 本 はの どかな、 ほがらかな 鷹 撝な氣 分に 充 ちた 歌集で ある。 この 本 を 讀んで 居る ふ- 

心 持が 自然と のびのびして 來て、 ゎづら はしい こと を 忘れ、 こせこせし たこと を 思 はぬ や 

うになる。 日本人 本 來の樂 天、 自然への 親和力、 日頃 忘れて ゐ たやうな それらの ものが， 

自ら 甦って 來る。 

か かづら ひお ほき わが 家 を 離れき て山邊 にくれば げんげ 花盛り 

あわただしく 來 りし 用 はまと まりぬ ひとり げんげの 花 田に あそぶ 

春の 日 はの どかに てりて 暇 あり わが 子が 植 ゑし 樱 草の 花 

さび 

萩が 枝に ちり 淺 りたる 花 寂し この 夕 庭の 去りが てぬ かも 

庭 苔に は繪の やうな 世界が ある。 けばけば しい 油繪 ではなく" 些かう すく ぼかされ たや 
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つな 日本 II の それで ある。 それ は寫實 でな く、 氣分を 主と する ものと 一-二へ よう。 形^で は 

なく、 その 趣味と でも 云へ よう。 ここで は餘 りに 物事に つく ことが いと はれ、 少しば かり 

離れても の 事 を 美しく 見る ことが 好まれる。 

手入れせ ぬ 庭 松が 枝の しげり 葉のお ほほし 春の 月 は 細くて 

庭 松の 枝に かかれる 月 かげの 春の 夜 なれ やうち かすみつつ 

. 紅梅の 一 重の 花の 色の 濃 さ 幹 細く して 老木な りけ り 

. . うすら 氷に 小鴨ね むれり さ ざれ 波よ する 日な たの 方 へ は 行かで 

「庭 苔」 は あたたかい 氣 持の する 歌集で ある。 決して 暑い 歌集で はない。 凉 しい 歌集で 

ある。 が 然し 寒い 歌槳 ではない。 「赤 光」 は ある 意味で 暑い 歌集で あり、 「柹陰 集」 は荥ぃ 歌 

集で ある T 庭 苔」 に 夏の 歌がない と 云 ふので はない、 然し 暑い 氣持を 起させる ものがない。 

冬の 欲がない と 云 ふので はない、 只 寒い 感じ を 起させる ものがない。 然し 總じ てこの 本 は 
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あたたかい 氣 持から 凉 しい 氣 持まで * 季節で 云へば 秋から 春に かけて が 一 番 多く 歌 はれて 

ゐる事 も事實 である。 

然し 結局 「庭 苔」 は 春と 云 ふ感の 歌集で ある。 

なげき 悲しむ こと はあって も 取亂す ことなく * 觀念 思索す る こと はあって も あっさりと 

深入りし ない。 克明に 形象 を寫し 出さう とすると ころな く， 執拗に ものごと を 追求して 叙 

ベる こと もな い。 

云 はば 齋 藤 茂吉 氏の 情熱な く、 島 木 赤彥の 意思た く、 窪 田^ 穗 氏の 哲舉 がない。 叉 子規 

の直觀 なく、 左 千 夫の 人間味な く、 節の 才氣 がない。 然し 乍ら、 これらの 誰に も缺 けて ゐ 

た 或は 不足して ゐた ところの 美しき 自然 へ の 趣味が 獨り 「庭 苔」 一 卷を 通じて ゆたかに 支配 

して ゐる。 

ここに 天然、 わけて 花鳥に 對 して、 いささか 十 2 風で は あるが、 然し 生々 と 感觸を 動かし 

て ゐ る .1 人 の 耽美 家 乃至 浪漫主義 お が あ る。 
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花鳥の 美し さ を 歌 ふこと は必 すし も 「庭 苔」 の 著者の みで はない。 然し かくの 如くい ささ 

か 古風に その美し さに 執し、 時として 溺れん. はかりで ある 場合 を 他に 見出す こと は少 い。 

多くの 人 は 人事 現象 乃至 人事 行動の 一部と して 自然 を觀、 それ を 自我と 自然の 融合と 考へ 

る 傾き も ある。 然るに 「.： ^苔」 の 著^: は 自然 を それ. 0 身、 獨 立の ものと して：^、 從 つて 獨立 

に 自然の 中に 美 を 求めよう とする。 何もの も 忘れて 自然につ き、 愛惜しょう とする。 然し 

その 愛惜 は 決して 節度 を 忘れない。 そこに 西洋 書で なくし て 日本 書が W 來 上る 所以で あ 

る。 又もの 足りな さも 時として そこに ある。 又 著者の 自然に 對 する 態度 は • これ を寫 生し 

ようとす る 動機よりも、 それに 憧憬れ ると 云 ふ 方で ある。 出来 上った ものに 克明な 形象な 

く、 主觀、 風韻と 云 ふ ものが 勝って ゐる 所以で あらう。 

趣味と 云 ふ 文字 は 近來餘 りに 虐待され て 来た。 苟も 文 學に たづ さはる 者 は、 趣味と 云 ふ 

言葉 を 潔し としなかった。 それ 以上 何もの か大 いなる もの、 何もの か 深い もの を、 誰でも 

が、 W 時で も、 求め 得らる るかの やうに 思って ゐた。 然し 彼等の 大部分 は 趣味 さへ 判って 


るる^: は少 い。 

龜 

. 町 事に も ひどく 驚く ことなく" ひどく 悲しむ ことなく * 然しす ベての 出來 事に も冋 情が 

もて、 些細な もの 事に も 輿 趣が 動く とい ふ 境に 入った 人の、 理窟 を拔き にして の 遊ぶ 心 

持、 茶 を 飮み庭 をつ くり、 花 を 愛し、 月 を 賞す る 心 持に は 極めて 自然な 日本人ら しい 風流 

が ある。 香 を 焚き、 書 霜 を 眺め" 古 虱な もの を 賞す る 心 持 は、 たと へ 今日で は隱居 臭いと 

か、 老ん 趣味と か 云 はれよう とも、 古くからの 傳統的 趣味と して 根强く 吾等の. M の 中に 流 

れてゐ る。 西洋の 文物に 心醉 する 人達で も 相當の 年齢に なると i 口 どす ベて が 日 木 的に な s 

り、 此 一一 か 傳統 的な 趣味に 傾く ところ を みても わかる。 

無花果の 實が なりたる をめ づ らしみ 夕月 かげに はし ゐ せりけ り 

ゆ ふが ほ は ほのぼの 哚 けど あかと きと 烏が 啼 けば 萎む 花 かも 

ゆ ふが ほの 花 ほのぼのと ひらけ どもぬ ば 玉の 夜 はみ じか かりけ り 

さみだれの ふりつづければ 蒼朮 をた きて 今宵 は ひとりす わりぬ 


さみだれの 雨 夜に 戶棚 かたづけて 濕 M お ほきき；；： とりいで つ . 

いにし へ の 架が 御 筆蹟の 珍しき にもろ もろ 人の 息 かかるな り 

お ほいなる 人が てがみの 假名 文字 はと どこ ほりな し 筆ぶ とに して 

氣分 乃至 趣味 は 意思の 一歩 手前の ものである。 意思 は寫 生し 叙事す るが 氣分は 詠歎し 耽 

溺 する。 それ は必 すし も 意思の 不足 を 意味す る もので はない。 必す しも 回避 を 意味す る も 

ので はない。 時として 寫生 せんとす る 意思 を ことさらに 詠钦 に：^ 戾す こと さへ ある を 思 は 

ねばならぬ。 

一定の 距離 をお いて、 もの を 眺める こと は 面白い ことで ある。 誰か この 時觀 察の 細微な 

ら ざる を咎 むる 者が あらう。 否む しろ 細微なら ざら むが 爲 めに 故意に 一 定の 距離 をお くこ 

とが あると も 云 へ よう。 

所謂 寫生 風の 歌 もないで はない が、 數は少 い。 立派な もの も あるが、 その 邊が 氏の 領土 

と はどうしても 思へ ぬ。 寫生 は^ 木赤汔 に、 叙事 は 中 村憲吉 氏に、 情熱 は齋 藤茂吉 氏に 扇 


が 上らねば ならぬ。 然し 钗景、 寫 生の 歌に もや はり 著者ら しいと ころが ある。 趣味に 傾く 

人、 氣 分の 人。 

I そば  け" さ ま しろ 

松の 葉の 細 葉 細 葉に おく 霜の こまやか にして 今朝 眞白 なり 

すゑ  よ ぞ. o  はろ 

天 河流る る 末 は 消えに けり 消えて 夜 さの 喑く遙 けき 

秋の 雨降りて やまねば 庭 苔に 土のお ちつく 秋は來 にけ り 

极 あがりの 松の 下 土う ちしめ り 秋 はこ まかき 苔む しにけ り 

靑々 と 粟の 垂穗の ゆれつ つもい まだ 朝日 は筌 にの ぼら や 

粟の 穂の 靑々 垂 るろ 朝露に 日の さし 來 るが 遲き里 かも 

うちな びく 粟の 垂穗の 芒に おく こまかき 露の しげき 朝 かも 

やぶから し 

さみだれの 雨に のび ゆ く 烏 歛苺竹 垣 こ え て繩に な りつつ 

文 机の^ 子の 花し ベく づれ 落ちて 硯の 中の 墨に ひたりぬ 

の = の ノ暮恋 く さ びし きに 竹ハ 古葉 の しげく ち るか も 
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然し やはり 怙趣、 氣分を 多分に 持つ 人 は、 ^^を B すに は 不充分な ところが ある。 

「庭 苔」 の 著者 は 又 人事に 關 する こと、 それに まつ はる 感情 を 可な り澤山 歌って ゐる。 

この 意味に 於いて 著^も 亦 人間味の 持主で ある。 然し それ は 極めて 風變 りで ない 人 問 味で 

ある。 世の常の 人の 如く 感じ^: の 常の 人の 如く 行ん。 そこに 著者 は滿 足し、 たのしんで ゐ 

る。 この 本に 現 はれた 奢 者 は 詩人の 如く 怙熱 家で なく、 又 所謂 藝術 家の 如く 奇行 家で もな 

い、 又 悲憤 家で もな く、 快樂 家で もない。 趣味 を 持ち * 氣分を 持つ 人と して 靜 かに 思 ひ、 

^かに もの 事 を 行って 行く。 そこに はや はり 春の 感じの 著者が ゐる。 花 を 愛し、 月 を 愛す 

る 趣味 のん としての 人怙が あら はれて ゐる。 そこに 强く はない が 氣品を 保てる 抒情 歌が 生 

れ るの は 無理な きこと である。 

この. ^情 を 歌った もの、 所謂 抒情 歌の 部類の 歌 は 數も澤 山 あるが 又 質と しても すぐれて 

ゐる ものが 多い やうに 思 ふ。 ^田 空穗 氏の 此の方 面 は 思索 家と して の 人間が 顔 を 出し て ゐ 

るが、 「庭 苔」 では 常の 人と しての 感情で ある。 
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著^の 人情 は 母に、 子に、 妻に、 子規に、 左 千 夫に、 齋 藤茂吉 に、 島 木赤汔 に、 云 はば 

一番 近い 人に、 その 故に 一番 無理な く 歌 はれて ゐる。 而 して その 人情 そのもの も 又 格刖何 

と 云 ふ 程の もので はない。 只 然し その 如何に 平凡なる が 故によ きこと か。 

そこに は 些か 年齢の 老いた、 然し 心 持の み づみづ した、 ひねくれて ゐ ない、 常に 周圍の 

者に 暖ぃ 親しみ を以 つて 接して ゐる人 を 兌る。 世の中に 可な り 長く 生活した 人の 安心、 落 

つき、 經驗 * 理解と 云 ふ ものが 土臺 となって、 感する こと 述べる ことに 必然性- 安當 性と 

云 ふ ものが 與 へられる ので あらう。 

秋の 夜 を まだつ る 蚊帳に つぎあてて わが ふり 妻 はお もやせに けり 

* ん くわ  わが 

子ら のた め 火入れし 行火 子ら いねて 我 足 あぶる 霜夜 ふけけ り 

こ ほろ ぎ  いた 

蟋蛑 はなき そめに けり 母の 陘 また 痛 むらむ 寒さいた りぬ 

蟲 なきて 夜の のび ゆく はつらし とふ 母の かごと をき くがくる しき 

わが どち の あつまり よりて いは へれば 必 ^に 事な かるべし 


( H" ) 


たらち ねの 母の 病 を うれ ひっつ 霜 どけお そき 冰土を ふむ も 

ま ひるま 

眞晝 間の 母の ふしどに すわり ゐて たたみの よごれ^れば さびし も 

を さな子 は 土筆つ みきて 數ょ むと 土 を こぼせり わが 文 机に 

怫 前の 讀經 きき つつお も ひ いづ る 昔の事 を 誰と かたらむ 

御名 をば せめて はけが しまつら じと 願 ふ すら だに われお ぼっかな 

ふるみ 

力 へ り 來し君 ふとれり と つ つましく 古實の い ふ をき くが うれしき 

抱き あけ て 外に 出づれ ば嬰兒 のす こし おもたくな りに ける かも  ， 

この 朝げ 桐の 花 吹く 屋敷町い とけな き兒を 歩かせに けり 

御 墓石 御名 の くぼみに うす 苔の つきた る 見れば 年 ふり にけ り 

はし ゐ して 湖の 見 ゆる を よろこびぬ 君が 家^に 今日は 來 つるよ 

や 今-ぐるみ か  もばら 

燒 胡桃 嗨み つ っ飮 めば 茶の 味の^に したし 君が もてなし 

「庭 吾」 の 著^ は 洗練され た 語感の 所有者で ある。 感じの よき 語の 逑績 そのままで 旣に吾 

^を 滿足 さす こ とさへ あ る。 もともと 歌と い ふ もの は 耳に ^へ ろ ものであるから  一 ^11: の 似 


^の ^なり 大きな 分 を 語感が 背負 つて ゐ ると^ つてよ い。 さう いふの は讀 んで兑 ると * す 

ぐ 理窟な しに 同感で き無條 件に 面白い なと 思 ふ。 さて 內容 としての 意味 はと 云 ふに 必 しも 

大きい もの はない。 た だ 「庭 苔」 の 著^ は 歌と いふ ものの 領分 を よく 心得て 居る 入で ある。 

歌と いふ ものの 骨 をよ く 呑 込んで 居る 人で ある。 歌に 過剩な 負擔ゃ 柄に ない 荷物 を 負 はす 

やうな ことなく、 如何に すれば 歌が 誰に もよ くわ かり、 誰に も 愛好され る やうになる か を 

工夫して 居る。 ^感の 問 题も寳 に 之に 關 係して ゐる。 

然し さう 云 ふこと を 落つ いて 考へ る やうなん はや はり 一 方 心の 餘裕の ある 人で あり、 氣 

分， 趣味の 人で あると 思 はれる。 

古來の 日本式な 物の 感じ 方， 趣味 性が 新しく 甦って 來て、 なる 程 それでよ いの だと 現代 

の 吾々 に 納得させる。 そこに やはり、 新時代の 人と しての 著者が ある。 そこに 時代の 橋 わ 

たし をす る 人が ある。 たしかに 吾々 は それによ つて 素 追に、 趣味の^: 界に 入って 行く こと 

が出來 る。 人が むつ かしい 所に 苦心して ゐる 問に 氏 は 通俗的な 所に 工夫して ゐる。 故に 氏 

の 歌 は 通俗的で ある。 人が 歌を欹 以上の ものに 向上 させよう として ゐる 間に、 氏 は 歌 を 歌 


( I に） 


らしく 整へ ようと 務めて 居る。 此の 意味で 氏 は傳統 主義者で ある。 

木 下 利 玄を思 はしめ る もの あると する は 私の 偏見で あらう か。 何れも 自然に 親しむ 程度 

の强ぃ 人で ある。 そこに 共通 點が あるの かも 知れぬ。 自然 を 目的と して 兒、 決して 手段と 

し て 見な い と ころが 相似 通 つて ゐ る。 然し こ んな事 は 些細な 問趨 である。 

とほ  なか もけ お まっしゃ 

境內は 夕日 遠で りさ くら 花^ける が 中に 朱の 御 末社 

なづな  .=.<>  て だつ み  _» ん しゃ ラ 

薺ぐ さ花哚 きに けり 表立 見ば えなき こそ 本性なら め 

春 待ちて つぼみ を ひらく 黄水仙 下む きに けり 八重のお もみに 

稻の 田の みち ありき つ つ 月 を 見る 今宵の われ は ひとりな りけ り 

著者の 舞臺が 大部分 趣味の 舞臺 であるが 爲 めに、 失敗の 歌 も 多く この 部類に ある。 餘り 

に 言葉の あやに 捕 はれた もの * 餘 りに 溺れた もの。 
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薛 松の 枝 さしお ほふ 下 苔の ふくむ しめりの 足り もたら. f も 

こ に は  bf-  9  9  9  9  9  9 

崖 下の 家の 小 庭に 竹 垂れて 靄 立 こむ る 夕な がめ かも 

趣味が すぎて しなと なって 居る。 又 之れ に 近い 低徊趣味の ものが 他に も 多々 ある。 

綠語、 かけ 一一 一一 n 葉、 連想、 洒落な どの 使用に 依る あや、 つやと 云 ふこと が 表面に 立ちす ぎ 

て、 本た うの 歌の 姿が かくれて しまった やうな の も ある。 

春の 月お ぼろげ ながら もとの 身に たち か へ るべ くお も ほ ゆる かも 

かくしごと あるに あらね ど われひとり 嘆く 夕の 枇杷の 木の 花 

ゆ ふ ど 

木枯 のす さぶ 夕戶に 枇杷の 花 さびし けれども 實を むす ぶら む 

人の 身の ま はり 合せの すべ のな さ 梧桐の 葉に 風 わたるな り 


ぉ穗氏 は^を 超越した 歌 を 作らう としたが、 岡 麓 氏 は 歌ら しきょき 歌 を 作らう とし 

た。 i や； 穗 氏が ありきたりの 字ら しからぬ 字 を かき、 岡 氏が 字ら しき 整 ひたる 字 を 書く とこ 

ろに も 意味が ある。 

ァ ララ ギ 派と いふ 一 派 は 其の 由って 來る ところ 遠く、 その 色彩の 極めて 鮮明なる 一 派で 

あった。 それ はァ ララ ギ 調と いふ 一一 一一 c 葉が 現在 如何に ボピ ュ ラ ー になって ゐ るか を 見ても 肯 

けよう。 ァ ララ ギ調は 此の 派の 內 だけに 止まって はゐ なかった。 . 

さう いふ 狀態 にあって、 然 かも 本家本元の ァ ララ ギ 畑に 在って、 不思議に も 其 臭味の 少 

い 人に 岡 麓 氏、 古泉 千 樫 氏な どが あった。 

述懐 風な 歌、 觀念 風な 歌 は 「庭 苔」 の 著者に 向かない と兑 える。 淺く輕 く、 胸 を 打つ もの 

が少 い。 

い そがし きおも ひ をし つ つ.， 曰々 をた やすく 過すな まけぐ せかな 


("5) 


い つ はりの 多き 心 を 悔い つ つも 眞 面目に なれば ひたすら 苦し 

汝の ためよ かれと 思 ふ 親心と ほらぬ もの か 親と 子なる に 

かたお も ひ 

親と 子の したしみう すくなり ゆけ り 親 はなげけ ど片 E=J に て 

趣味の 人 は 深く 思索に 立 人ら うとし ないで、 よい 加減の 所に 止まって しま ふ。 

彼 の 大震 火災 の 歌の 如き" 悲慘な 事件 を 叙事す るに 當 つて は 又 氏の 筆が 如何に 振 はない 

ことか。 や はら かい 線と， うすい 色彩の 持主 は 彼の セン セ イシ ョナル な 出 來事を も， 同じ 

く おとなしく， 品よ く、 落つ き はらって 描いて ゐる。 

やけち と 

いもうとのお もちや は 家の 燒 跡に 形の ままに 殘 りて ありけ り 

あさはかに 家居 移しし 悔心 この やけあとに 立ちて 嘆か ゆ 

さわがしく あつまり よりて 燒 跡に 人垣つ くる 物見 ごころ か 

夕 まぐ. d 時雨 ふり^でて 燒 跡に 立てる も 行く もみなぬ るる.^ り 
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「庭 笞」 一 卷は趣 深き、 花園の 如き ものである。 そこに は 四季 とりどりの 花が^ き、 

がうた ふ。 これ 丈け でも 現今め づ らしい 歌粜 である。 如何なる 歌集 も かやう に 多くの 花と 

鳥と 木と 草と を^ 情 を もって 歌った もの はない。 たしかに、 この 意味に 於いて、 「庭 苔」 は , 

乾喿 せる 現 歌壞に 投じられた 一 の 淸凉劑 である。 語感と いふ ものの 凡てが 此の 著者の 解す 

る やうな もので は あるまい が、 兎に角 この 歌集の 有する 語感 は 叉 快い 洗練され たもの の 一 

つ である" 

これら 以外の さまざまの 世界、 より 深い 感動の 世界 等 を 「庭 苔」 から 期待すべき ではな か 

らう。 意思の 世界、 情 熟の 世界、 思索の 世界、 神經の 世界 ：•：：. それ 等 は 「庭 苔」 とは遙 かに 

緣遠 きもので ある。 (昭和 二 年 一月) 
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田 

順 

お、 


川 田 順 論 

II 根 柢に 在ろ ものに 就 て II 

彰義隊 

僕 は 彰義隊 が 好きだ 

きりり と 締まった 面 立の かれ 等 

白 鉢 卷白櫸 

袴の もも だち 高く 取 つ て 

さあ 來 いと 身 構へ する 

あの 江 戶っ兒 のかれ 等が 好きだ 
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五月な かばの 大雨の なか を 

湯 島から 根津 から 廣 小路から 

黑門車 坂 門 穴 稻荷門 

上野 八 門へ 押し寄せる 軍勢 

その 指 棟 者の 大村益 1 一郎 西 鄉吉之 助 

偉い人 達 だが 

みんな 田 舍者だ 

多勢に 小勢で ぶっかり 

鐡砲 玉に 白 匁で 匁 向 ふ 

あの 血氣の 侍 達 

押し倒された 幕府の ために 

ひとはだ 脫ぐ 謀叛 人 等 
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江 戶っ兒 の 最後の 花火 

大伽籃 炎上の 火焰 

兩 大師の 金文字の. 立札 

がんな ベの 屋根 ハ 罹の 彫り も の 

黑 門の 彈 丸の 雨 

草鞋ば きで 杖に すがりた まふ 

輪 王 寺の 宫の 落人 姿 

斬り 倒された 洋服 兵士の 

紅での かぶりもの 

天 野 八 郞の血 刀 

お祖母さんの 寢物^ 
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坂 本の 拚 ^紙お 

團子 坂の 菊人形 

淺 草の 芝居で 

僕 の 直 心 に 彫り つけられた 

上野の 戰爭の 繪卷物 

、江 戶っ兒 の 最後の 花火 

僕は彰 義隊が 好きだ (mw お" *「 おの 水が くれ」 より) 

川 田 順 は 「江 戶っ兒 が 好き」 であり 「田 舍 者の 大村ゃ 西鄕は 偉い人 だが」 嫌 ひなので あ 

る。 そして 川 m 順 自身 江 戶っ兒 である。 「日本 歌人 人名 辭典」 (短 欲 研究 第二 卷 第一 號 附錄) を 兌 

ると、 明治 十五 年 東京 下 谷 三味線 堀に 生る、 と ある。 今の 歌壇に 東京 生れ は 川 田 順の みで 

はない。 例へば 吉井勇 (芝)、 松 村英ー (芝)、 金子 薰園 (神 田)、 依田 秋擺 (深 川)、 土岐 善^  m 
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草)、 植 松壽樹 (四 谷)、 西 村陽吉 (本 所)、 など も 東京の 生れで ある。 ただ 川 田 順 は 東京 生れ 

とい ふば かりで なく、 江 戶っ兒 とい ふ 感じで ある。 江戸つ 兒と いふ 感じの する 人 も 川 田 順 

のみで はない かも 知 れな い。 その 中に 在って 川 田 順 は相當 濃厚 に 江戸つ 兒 とい ふ 色彩 を備 

へて^ る。 それ は 氏の 人の 上に も、 作品に ついても 云 ふこと がで きる。 氏 は擧校 卒業 以來 

久しく 大阪に 生活して 居る。 それに も 拘らす 氏の 江戸つ 兒 らし さは 消耗す る ことがない。 

「橫 堀の 柳 芽 を ふき 春 はきぬ 少し はわれの 大阪 じみよ」 (伎 藝天 ょリ) と 歎いて 居る 位大阪 

の 水が 滲まない こと を 氏 自身 も 知って 居る。 私が ここに 生れ 故鄕 とい ふこと を 持 出した の 

は、 作者が 意識して 居る と 居ない とに 拘ら す、 其 作品に 生れ 故鄕 とい ふ ものが 働き かける 

力の 意外に 大き い こと を 思 ふからで ある。 この こと は 作家が 年功 を經れ ば經る at 著しく nw 

立って 來る ものである。 北 原 白 秋 に 南！： を 齋藤茂 吉に北 阈を窪 田 空 穂に 信 濃 を 見る こと は 

其 代表つ 例で あらう。 さう して 川 W 順に 江 戶っ兒 を 見る。 江 戶っ兒 にも いろいろ あらう が 

川 田 噴 も その 中の 一 型で あらう。 
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そ 乞 はしゃち こばって 居ないで， くつろいだ 姿で ある。 ^なれ、 場 なれの した 姿態で あ 

る。 內 氣に對 する 陽氣 である。 女性的に 對 する 男性的で ある。 隱遁 的獨善 的と いふよりも 

出世間的 である。 凝集 的と いふよりも 發散 的で ある。 一途に 拘泥せ す、 自由にして 豁達で 

ある。 衣冠 束帶 でな く、 碎 けた 丸腰で ある。 午 ：！ 足らす の 片言で なく、 流暢に して 逮意 であ 

る。 さう して ® 々饒舌で あり. 又卷 古で さへ ある。 如上の こと は 氏の 作品 全體を 通じて 多 

少 ともさう いふ ことが い へ るで あらう が、 第一 一 歌集 「伎藝 犬」 あたりから やう やく 明瞭に 

なって 居る。 然し 第一 歌集 「陽炎」 時代の 濃厚な 浪漫的の 靄の 中に も 旣に其 芽生え を 見る 

ことができな いこと はない。 

S 一  言の 情 を 聞きて わが 戀の なれり と 早くお も ひける かな 

£ 旅寝して こし 方 語る 友 六 人 父母な き はわれ 一人の み 

^'いかで S を はりの 日と も 嘆 くらむ まことの 戀は 今日より と 思 ふ 

「なれり と 早くお も ひける かな」， 「父母な き はわれ 一人の み， T 「まことの 戀は 今日より 

とョ 3 ふ」 などに 於る 何の こだ はり もな き氣 さくな 發 想が 目につく。 もとより 味 は ひとい ふ 
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もの は 未だない。 

第一 一 歌集 「伎 藝犬」 に 入って からさう いふ 特性 は 稍 著しくな つて 來るひ 

s 中京の 舊家 そだちと めききし ぬ あらす や 今の 一 一人の 女 

やさしき 目 見 こそ はさ も 似たり けれ この 弟の 膽の太 さは も 

g: 冴えと ほる 雪 風の 日の 筌の下 一 戰 して 亡びけ むか も 

S ち さき 國も 生きて しあれば せねば ならぬ 戰 なりけ む そこ 故に 悲し 

^：强 き 勝て 强きは 勝てよ IK つ 日の 光の もとに はばかり あらめ や 

西曆ー 千 九 百 十七 年い くさの 雲に 明けて 寒し も 

ふり か へりい かに 思へ ど 仕 棲の あはぬ ところの あるが おもしろ 

せんまん ねん  ひ 4 や 

は 千 萬 年 お な じゅき きに とら は て 大日 輪 も 牢舍を 出で す 

g 横 堀の 柳 芽 を ふき^ はきぬ 少し はわれの 大阪 じみよ 

^この 家の 大き 廂 のかげ に 住め どこの 大き 家 はわれら ぞ負 へる 

U 初めての 歳暮の 夜業と その 時の 牡蠣 飯の 味 を 忘れ かねつ も 
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窓^ 子 六尺の 面 一 ばいにし だれ 柳の 露粱 ゆらげり 

公園 の 動物園 の 鶴の こ ゑ 冴 え 沈む 夜 を かき みだすな り 

護謨の 木 は 塞がりて 紫に 力なし 十二月の 疾風 尸の 外 を 行く 

奈良山 を 草 萩 ふみて ょぢ ゆけば 頭の そら はあくまで も靑し 

き埋 むく さはぎ の 花い ろくす み眞 日の 草 山 しらけ 光れり 

いかるが の 白 攒怫 のまろ き 一お ほそる やすす ろ 秋の 日の 寒き 

寧樂 へ い ざ伎藝 天女 のおん 目 見に ながめ あこがれ 生き 死なむ かも 

附鈕 のとれ し 寢卷を 着せられて さびしう 床に は ひりけ ろか も 

お ほば 

下 谷の 何 町と やら 祖母より ききぬ 忘れつ 生まれし ところ 

槽の 木に 啄木鳥の うつ 音け たたまし 氷 張る 湖の 汀な りけ り 

篤を聽 きけ り 或は 湖のう へ 或は 灰 ふる 高 はらに して 

雪の 淺問見 てゐる われの わきに 來て 宿の 小 女ろ がお 手玉 をと る 

火山灰の 赭黑の I と殘 雪と こね かへ し 行く 六 人の 靴 


い 27  ) 


^ 撥 泥 あげて 駱駝の 車と ほ るな り 楊 の 花が ふ はふ は と 落 つ 

^雨 あがり 曠野の なかの 都會に 着きて 石で くぼく の 大路 を 驅るも 

W 町 はての 火屋の 草原よ こぎれば 秋の 雲雀の ふためき て 立つ 

S 白 楊の 並木み ち 前に ゆく 人の 雨傘す ぼむ るに われ も すぼめたり 

C 

S 雞 頭の 燃 ゆる 葉 色に けおされて ほかの 草木の くす みたる 頃 

^水 やり 日に あて 或は かげに 入れて 十 鉢の花に 心 つくす も 

お 何の 虫 か 生きて さびしう 樫の 木の 秋の 嫩槧に 喰 ひさが りたる 

お燈の 下に 敷熨莫 藍を展 ベ たれば こ ほろ ぎ 跳ねて やや 夜寒な リ 

C 

^ 一  人 ある 秋の 莨晝を 庭す みに 檻の 兎が ことこと いはす 

^ からからと 牛乳屋の 車 すぎゆきぬ 間もなく 百舌が 鳴き はじめたり 

お  一一 一一 C 絶えて 久しき 今日は 堪 へがた しあ はれ あはれ 君 さきく います や 

之 等 は 歌と して 決して 佳作とば かり は 云へ ない。 只 之 等から 歌風の 特徴 を^る ことが 出 

來る。 . 
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(1) の 「めききし ぬ」、 (2) の 「膽の 太 さは も」、 <3) の 「ー戰 して」、 (4) の 「そこ 故に 悲し」. 

( 5  ) の 「強き 勝て 强き は 勝て よ」、 「は ばかり あら め や」、 等 も 飴 龍 情緒と いふ もの はない が、 

市井の人 らしく- 物事が 輕 妙に 克明に かたづけられて 居る。 私 は 曾て 「ざく り ざく りと 小 

氣味 よく、 思 ふ 存分に 切り 捌いて 行く やうな 手際」 (歌 さ觀照 第二 卷 第三 號) と 氏の 技 を 評し 

た ことがあ るが、 その 「sl」 時代の 技法の 胚胎 はすで に 此の^から あつたの である。 又 同じ 

「鵠」 評で 「端然と した もので ない」 こと を 指摘した ので あつたが、 之 は 凡そ 川 田 順 全般に 

苴 つて 云 ふこと がで きょう。 上品に 對 する いきの 味で あり， 世話の 味で ある。 さう して さ 

うい ふ 風趣 はすで に 右の やうな 時代の 歌に も あら はれて 居る。 「所謂 本筋 味と いふ ものから 

平氣で はみ出して ゐ るく.， て 度胸と いふ もの を兑 る」 「た ^この度 胸 一 つ で危く 歌に し てゐる 

場合 さへ 僅少で はない」 とも 評した ことがある (同上)。 それが やはり 旣に 早く 「伎 藝犬」 時 

代から 誕生して 居る。 いや 遠く 「陽炎」 にも 見られな いこと はない。 

この やうな こと は 又 (6) の 「is 曆 一 千 九 百 十七 年」、 (7) の 「辻 棲の あはぬ ところの あるが お 

もしろ」、 (8) の 「千 萬 年お なじ ゆききに」 「大日 輪 も 牢舍を 出です」、 (9) の 「少し はわれの 大阪 
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じみよ」、 (^) の 「この 大き 家 はわれら ぞ炱 へる」、 5) の 「六尺の 面 一 ばいに」 、(は) の 「^きみ だ 

すなり」、 (； ：！：) の 「寒がりて 葉に 力なし」、 (S) の 「あくまでも 靑 し」、 (S) の 「さびしう 床に は ひり 

ける かも」、 (^) の 「ふ はふ はと 落つ」、 (^) の 「石で くぼく の」、 お) の 「ふためき て 立つ」、 (ゆ) 

の 「けがされて」、 (お) の 「兎が ことことい はす」、 (S) の 「あはれ あはれ 君」 -等々 にも 十分 云 へ 

る。 一 胃 一 句 を 取 出して 云 はなく とも 全 體 がその 風 態を以 つて 莨 かれて ゐる のが 多 い。 

流暢に して 達意で あり、 時として 餘 りに 輕 妙で あり、 大现 石の 滑 膚に油 を 敷いた 如く、 

こちらから 歌を讀 まなく とも- 歌の 方で 玉の 如く ころころと ころんで 來る のが ある。 私が 

そこに 江戸つ 兒の卷 舌 を 聯想す るの は 思 ひすぎ であらう か。 (^) の 「いろくす み 3 典 白の 草 山 

しらけ 光れり」、 (H) の 「まろき 肩 ほそる やす すろ」、 (25) の 「ながめ あこがれ 生き 死なむ かも」、 

(S) の 「ききぬ 忘れつ 生れし ところ」、^) の 「けらのう つ 音け たたまし」、 (お) の 「われの わきに 

來て 宿の 小 女ろ がお 手玉 をと る」、 等 も それで ある 3 語呂の 整った 歌、 調子の よい 歌 は 川 W 

順の みに 見る ので はない、 むしろ 遙 かに 川 S 氏 以上の 人 も あらう、 それに も 拘らす 之 等の 

歌が 卷古を 聯想せ しめる とい ふの は 如何なる わけで あらう か。 私 は 「ら」 行の 一昔の 决 適な 禅 
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入に よる. ので はない かと 考 へる。 然しい かに 「ら」 行 音が 適宜に 這 入つ て^ても それだけで 

江 戶っ兒 を 想 はせ る もので はない。 そこに は、 必すゃ 「いき」 とい ふ ものがなくて はなら 

ぬ、 「いき」 は のん ベんだら りと 牛の 涎の やうに 悠長であって はなら す、 きりつと 引きし 

まって 早口でなくて はならぬ。 而 して 川 W 順の 場合 正しく この 條件 を備 へて 居る。 その 勢 

よき ものに 至って は 口角 泡 を 飛ばす 慨が ある。 語音、 語調が 强く はげしい からで あ ふ。 口 

ごもる のでな く、 强く 高く * はっきりと 吐き出す ので ある。 だから 哀音 樓々 とした 感^ 調 

と はならぬ。 このお もむ きを 樂 器に 比すれば 投琴 でもな く、 セロ でも コントラバス でもな 

く、 さう した 嫋々 たる 餘韻を 引く：^ 音で はなく、 恐らく トラ ンぺ ット の嗬れ 晴れし い、 勇 

ましく 克明な 管 音で あらう， 時として ォ ー ボェ、 或は ホルンの 如く 牧歌 調を帶 びる ことが 

あり、 バス ー ンの やうな 憂^な 鄉愁 を呈し 米る こと も あろが、 等しく 膂の音 を 想 はじめろ 

ものが ある。 

「山海 經」 (第 一一； 欲^) に 入って は 更に この 特長 は顯 著に なって 來ろ。 (やはり 必 しも 夯歌 
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でない もの も あるが、 思 切って 自我 流と いふ 意味で 左の 一 群の 中へ 人れ て 見た の も ある )_ 

圈點 のと ころ を 注意して 見たい。 

s この 吹き 方 野 分に して は なまやさしされ ども ひれふす 鷄 頭の 花 は 

E いかるが の泣佛 たち 泣き 悶え こらへ かねた る その 聲 きこ ゆ 

^み 熊 野の 日の 岬 をし 越 ゆる ほど 少し 榣 りたれ こ の 夜ら のよ さ 

5, 潮騒の 岬の 脚の 石の 上 をす ぶ ぬれに ぬれて 湯に ゆく われ は 

^目に は 見る 赤 濁り 浪 舟の 中 ひた 照る 眞 日に 照り さらされつ 

g 旅蓰屋 のきた なき 風 9C に は ひりたり さるすべりに 日の 照りつ くる 時 

S ここまでと 俥 を 下り て 徒行けば 草深 道 の鷄 頭の 花 

g 掌 を 開けて 薪窣 のむ くろ 兑せ たれ どつ ばらに も兑 すわれ は 行きに けり 

夕 川 を榜ぎ たみ 歸る藻 刈 舟う づ だかき 藻 の 水 泥を垂 らす 

S 江の 口に 張りき り 網 を 張りて あれ どか ま はす 通る その上 を榜 ぎて 

n 夜 釣 人 ひそ やか なれ やわれ はも 話しかけむ としたれ どやめ つ 


2- n は 暮れつ い つの まに かも 知らぬ 問に 向う の 寺の 門 は閉ぢ たり 

ゆ くれな ゐの 躑躅 の 花に 埃 立て 船 下りし 人の ぞ ろぞろ 行く も 

ああお もしろ われ も 舟して 遊べれば いろいろの 舟の いきか ふ： 哀川 . 

女た ち 啷 筒 動かし 空氣を 送る あはれ なる かな やわき H: も ふらす 

S 尾長 だよ そうら も 一 つ 尾長 だよ 引きす り 人る る 大き 縫鲛 

雲雀が 呜 くこの 野つ ばらの 日の 光 あはれ 何處 かに 雲雀が 鳴く も 

S 鑌 山の 南蠻 鳥の さびしぎ 聲 ここに ゐる間 はきかねば ならす 

W 我が 船 をき ほひ 追ひ來 るいる かの 群 ほど へ て 見れば なほし 追 ひ來る 

§ 波の 上に 躍り あがり 落つ る 海豚の 群 そこに もこ こに も 飛沫 を あげつ 

^ 靑波を 大き 海豚 の くぐる 見 っ澜 干に つ かまり 3 獎下を わが 見る 

S い 群れて は 浪の秀 の 上に 躍り あがる 海豚の 腹の 白く 光りつ も 

S 波の 上 を かけら ふ 海豚 專念 なり 頭 そろ へ ていかけ らふ 見 ゆ 

ゆ 砂の 上に 据ゑ し大釜 ふつふつと 煮えく りか へ る 湯 は なまぐさし 
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"いつぼん の 雌蕊が 殘れり 椿の 花す ぼり とぬ けて 落ちに けらし も 

^痛く も 痒く も あらね 動かれぬ 仰向け 臥しの. s つまで ならむ 

)• ち さ どこ  攀 99999 摯曹 9  99  9  (  9  9  W  9  9  9  9 

？：: 朝 床に よまねば ならぬ ものにして 新聞 を もて 來 うるさき もの を 

^わが 足の 小 窓の 下の 土の 邊に あまり まぢかに 虫呜 ける かも 

) ,  お ほご i  、、、*、、、、、*、、、、、、、、、、、、 

S かなし 妻 大事ら しく 言 ふめれ ど いづれ にな りても よき 事なら む 

^ 生 國魂も 坐 摩 も 過ぎぬ この 今日のお 舟 ま つり は拜 まねば ならす 

^公園の 廣 つばの 土 まぶし かり 向う に 紅き 夾竹桃の 花 

之 は 「山海 經」 の 中の 同種の もの だが、 前者よりも 更にく だけて、 平 俗と なると ころ， 

口語 調 散文 調 も 亦遙に 多分に 混入す る ことになる。 羽織、 袴で 端坐す るので なく、 浴衣が 

けの あぐら か 散歩、 又は 人 も なげな あくびの 如き もの、 呑 氣な獨 りごと * または あけつ ばな 

しの 感歎詞の 如き もの、 それらの すべ て は 取りす ました 格式と いふ もの を かなぐり すてた 

のびのびした 世界で ある。 さう いふ 所に も 歌が あり、 詩が ある こと を 指し 敎 へて くれ、 暂 

^にやって 兌て くれたの が 之ら の 歌で ある。 氏 は 木 下利玄 とよく 比 絞され、 私 も 花卉の 歌 
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について^ 氏の 態度 を 比較 撿 討した ことがあ るが (短淤 春秋 七 年 三月). 利 玄の方 は 詩 性と い 

ふこと にかけ て は 川 m 順より 上で あるが、 -HE 由 豁達と い ふこと にかけ て は 川 田 氏に 劣る。 

かう 考 へて 來 ると 利 玄 は堅氣 な田舍 ものと 云 ふ觀が あり、 順の 方 は 場 なれた 都會 人と いふ 

氣 がする。 利 玄は讀 めば 讀む程 詩人で あつたと いふ 感が あり、 順は讀 めば 讀む程 人間 臭く 

なって 来る。 利 玄には 詩の 香氣 さかんだ が、 順に は 體臭も 混って きこえて 来る。 時として 

體 溫が傳 つて 來、 唾氣 さへ 散って 来る。 

かう いふ 風 態 は 「靑 淵」 に 入っても 相當に 見出す ことができる。 然し 前， 者に 於る が 如く 

奔放 無碍で なく、 稍 形 姿 を 整理し 来り、 藝術的 効果への 客觀的 考察が 費され 來 たかの 觀が 

ある。 

W 朝 明の このいた だきに 登山の 人 大勢 ゐ つつ 靜 かなる かも 

お 湖の 上に 嶋 あら はれて いなのめ の 雲 は 靴げ ゆく ひとひら ひとひら 

り 花 野原 目 交に 紅した かや まの 上なる こと を」 おれて 見て ゐる 
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め 八月の 夕 かがやきの 雲 ひとむら 湖の.. 一 方に すべな く 赤し 

^葦い 邊 の^の 贅の 子の 長々 しそれ に 沿うて 船の しばらく 行く も 

g 丘の 上の 墓 原の 晝 うららな り H 向 ぼ こして いこ ひて 行かな 

g 牛車 靑竹 積み て ゆきに けり 竹 は 引き すられ 音た てにつつ 

g ながながし 竹 を ひきす る 牛車つ い て 行く わが 足た ゆくなる 

g 磯山 の 出鼻に 立てば 海つ ばめ 脚の 下から 飛び 來る 飛び 來 る 

^石 走る 瀧の 水上 ざぶ ざぶ と 踏み わたる われ や 足 は 痺れたり 

n 谷底 のこの 石 河原 くれは てたり^ 草す ひすて て す な は ち 歩む 

M 祝 人の 呼び入れて くれし 廂の 問に かしこまり すわり 塞 さ へ つ 

r-リ 君が 家に かくて この 日 を らまく は 安倍の 文 珠院は 行かす ともよし 

； 33 向つ 邊の 庹 菰の 茂り 厚ぼったし まっすぐに 舟 を 突き 入れて 見 度し 

s 男 宽 の 黄い ろ聲し て 呼ば ふ聲っ ひに とほれ り わたしび と 下り 來 

^小屋お り 來て卅 の 綱 ほどく わたしび との あた のろのろ しわれ は^れて ゐっ 


n ふなべりに ひたとい 寄りて 釣れる から 小舟 はこ ちらに 傾い てゐる 

rii」 及び 更らに 「立秋」 に 至って は 益々 落つ きと 均勢 を 加へ、 全體 として は ^ 々の 様 

相 を 具備して 來てゐ る。 それらの 屮で 特に 著しい 色調に 就て 考へ て r 几よう。 

上述からの あり やう は、 餘裕 あり 且つ 自在な ュ ー モリ ストと なって あら はれる。 「吉 桢 

ま亮に 贈る 戲歌」 は 川 田 順の 最近の 歌桀 「立秋」 中での 壓卷 であるが * 人に 向けられた^ 

謔 として 全 歌集 中で も 白眉で あらう。 

ひさびさに 歌 作らむ と 構 ふれば われながら 可笑し 欠 仲の み出づ 

すこやかに 歌よ ます 吾 兄に あやからば うれしから む を 欠 仲の み出づ 

湯に は ひり 心^けつ っ誥ひ 居れば うるさく つてよ と 妻に 篤ら えつ 

吾 兄の 歌 を 午睡よ 覺 めて よみ をれば ま づぃ歌 多し うまい 歌 も ある 

太り肉 まなこ 細めに 笑ま ひっつ これの 坡輪 よたれ やらに 似る 

肉太の 吾 兄が からだに 汗 あえて 作らす その ffl みのらす ば あはれ 

馬 さへ や 座敷に 上る 野の 家に 朝寢 すぐして ふぐり 踏まるな (十三せ 屮七 2 
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之に 似た ものに 第 四 歌集 「靑 淵」 の 「印旛 沼の ほとり」 が あり、 欠 仲の 歌 ほど あから さ 

まで はない が、 言外に 漂 ふ飄逸 味を滿 喫す る ことが でき る。 

£ や 

は ひり 來 てま づめづ らしみ 鳥屋 ごもる 七面鳥 を 兌た るかな われ は 

は ひり 來て わがい ふ聲の はしたなく 大き かりし かも 七面鳥 は 寢てゐ るに 

わが 聲に 七面鳥の 目 ざめ しと 思 ひし は あらす やつば り 寢てゐ る 

わがせ の 酒 飮む兑 れば眼 を 細め ふ ふみ ふ ふ み飮 めり 見ら くと もしき ？ - "中より，：") 

S. ち 之 もや はり r 吉植庄 亮を訪 ふ、 薄暮 その 家に 着きて」 よんだ ものである。 人事 諧謔 調 が 

としてす ぐれて 居る もの は此 外に も 至る ところに 散見す る。 むしろ 川 田 順の 人事 歌 は 多 少 

ともこと ごとく ュ ー 乇 レス ク であると 云 ふこと がで きる.。 否、 ただに 人事 歌の みで はない、 

自然 風物 を 歌 ひ、 事柄 を 叙べ るに 當 つて、 そこに 必す 若干の ュ ー モアが 漂 ふ。 日本語に は 

ュ - モアと いふ 洋語 を正當 に飜譯 する シノ 一一  ュ ム がない、 諧謔と 假 りに 云っても 少し 意味 

が强 すぎる。 川 田 順の ュ ー モア は 諧謔と いふ 程の はっきりした 色調 を 持たぬ 場合が 尠 から 

す ある。 さう して 其 をュ ー 乇 了と いふ 廣ぃ意 味に 解 するとき， 吋う やら 落つ くやうな^ がす 


る 0 

世の中の ものごとが 凡そ 底が 兑 えて 來 * 人の なす 事， 云 ふ 事の 裏が わかって 來れ ば、 ュ 

1 モアの 薄紗に 依って 蔽 ひかくし、 生き^く のびのびした 世界に しょうと する。 ュ，' モア 

は 人 を 厭世 觀 から 取り 戾す。 ュ I モア は 都會の 濁りと 穢れ から 人 を 洗濯して くれる。 だか 

らュ ー モア を 理解し なければ 人 は 都會の 生活に 堪 へられ. ない。 つまり ュ ー モア は都會 生活 

の 安全 辨 であり 荒海の 避難 港で ある。 それ は 或 意味に 於て 現實 からの 回避で あるか も 知れ 

ない。 「リアリストと は 麻醉劑 なしに 生活しょう とする」 (ゲ ラボ ォ) 者の ことで あり、 宗敎 

も 麻醉劑 とせられる 場合に 在って はュ ー モア も 一 つの 麻醉劑 であるか も 知れない。 この 意 

味で は 川 田 順 は リアリスト ではない。 凡そ 川 田 氏 は 所謂 リア リス トと いふ 色彩で はない。 

然し この こと はな ほ 考察の 必要が あり^の 機に 讓る。 ともあれ、 ュ， I モア は 人が 人と して 

生きて 行く 行路に 於て 必要な 笑 ひで あり、 必要な 休息で あらう。 

被 生の 家 (十一！ 一首 中 六 首 より) 
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この 夜 ふけ を 誘 はれて われ も 見に は 行く 余-蓮 花と いふ 妓 生の 家 を 

門の 戶は ほそめに 開きて 女 見 ゆ その 手に 持てる 手燭の 光に . 

韮 臭き 朝鮮 料理 は 食 はすと 言 ふこの われ を敢へ て もてなさむ とす 

李翠松 も 朴山紅 も われ を 知れ どこの 金 蓮 花 かしこ かりけ り 

きいさん や ♦* と  ほほ^ 

妓 生の 日本一 一一 一 C 葉の さへ づりを 聽 き 微笑みて 煙草 ふかす も 

歸ら むと おりたつ われに 吾が 靴 を そろ へ し 玉 手し ろく は 光りつ 

之 等の 連作 を 全部 あげる ことができな いのは 殘念 であるが、 之 丈け でも 十分 その 異體を 

知る ことができる。 前揭の ニ述は 短歌と しても 興味深い もので、 如斯 もの は 現 歌壇に 於け 

る 特殊の 存在で あると 云 ふこと がで きる。 後者 「妓 生の 家」 は 一篇の 短篇 小 說を想 はしめ 

る 記述 的 連作で、 調子 をぐ つと 下し、 一段と 打ちく だけた 行き方で ある。 私 はかう 云 ふ 風 

格 を 「多作 者 川 田 順」 (短欤 ^秋， 七^ 十 一 月) の 小論の 中で、 一 糨 特異の 川 田 式 散文 性と い 

ふこと を 以て 說 明した。 それ はなに か； つの 新しい 短歌 様相 を 暗示す ろ ものであって * 從 


( Ho) 


來 の 格式 通り の 定 石觀念 を以 つてして は 鑑 (A す る ことができぬ ものである こと を も 云って 

おいた。 そこで は 方法と して 述作と いふ 形態 を 極度に 利用し、 殆ど 其の 限界に 至って 居る 

觀が ある。 然し 尙こ の邊 のこと に 就いては 多くの 試練 を經 ねばなる まい。 

高  お  詣 (佛法 僭の 歌 六 酋屮ょ リー 一一 首) (立秋より) 

奥の院 十八 丁の 夜 を 行きても^ かねば ならぬ 怫法倂 鳥 か 

ぶつ ぼんそうぶ つぼん そ う と啼く 聲を聽 いた 事に して 寢ね たらば 如何に 

ねむき 眼して 三 寳鳥を 待た むよ は あすの 朝起きて 鴉 麻 呂聽け 

之に ついても 同じ ことが 云 へ る。 さう して 之 等の 作品で はけ だし 餘 りに 川 のく づし 

が 見える。 

祯 輪の 欤 (十二 酋屮 七^) (立秋よ リ) 

ほ の 暗き 棚 の 上より ひそ やかに われ を 見て ゐ る 古 糚輪達 

こ の 部屋に 吾が あらぬ 時 は 坡輪逹 ひそひそば なしして や 居る らし 

あ をに よし 奈 良に は 十：： き佛 たち 吾 家の 棚 は 古 坡輪逹 


( 【4【 ) 
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^輪 もよ いくさ 人 ありた を や 女 あり 狗も豕 も 庭 鳥 も 居り 

この われ やまた も 坡輪を 買 ひて 來し 妻に 叱られ 子に 笑 はれつ 

ましら かも 人 かも 鬼 かも こ の垧輪 われに も わからね を かしかり けり 

たれ も來て ほめて はくれ ぬ古坡 輪な がめ ながめて 今日は 暮らしつ 

「坡 輪」 は 川 W 氏の 蒐集し、 愛玩す ると ころと 聞く。 坡輪は 川 田 氏に 取って は 生きた 存 

在で あり、 「我」 に對 する 「汝」 であり、 十分 ュ ー モアの 世界で ある ことができる。 ここで 又 

私はュ ー モアと いふ 言葉の 抱擁す る內容 について 斷ら ねばならぬ。 凡そ 常識的に 淺く 解せ 

られ てゐる この 言葉 は 到底 右の 如き 作品の 特殊の 味 感をー 言に して 覆 ふこと はでき ぬ。 眞 

實 愛着の 相に 徹して、 そこから； g いて 來る 悲喜こもごもの 一一 ゥ アンスの 底に 何 か 不思議に 

魅惑 的な 眼 を 開いて ゐる ものが ある、 それが ュ ー モアで ある。 だから ュ ー モアに は 常に 淋 

しさと 哀れ さとが つきまと つ て： ^る。 

喫  婢 (九^ 屮ょリ 三 首) (立秋より) 

女 もよ 十日し 兑 ねば へ 馴れたり w« もさ も あらば あれ あはれ IT! やよ 


( U3) 


邪淫 戒飮 酒戒說 きしみ 怫 も！；； 草の こと は 言 ひ 給 はすろ 

こ のこ もる 煙草の けむり 妻よ 然颦み 面すな 芳き馨 なり 

煙草 も 決して 此處 では 死物で はなく、 作者に 取って 生き生きとした 愛着の 目的物で ある。 

四 十 ん歳 冬日 (八 首 中 四 首) (立软 より) 

梓弓い そ ぢは 近し 今日まで は 生けろ 甲斐 ありき 明日 は 知らね ど 

梓弓い そぢは 近し 今 さらに あれ もこれ もと 何ぞせ はしき 

梓弓い そぢは 近し 生きて なほ 知らねば ならぬ 何事の 有らむ 

梓弓い そぢは 近し ひたぶ るに 錢を數 ふる 男な りけ り 

.21 己が 自己 を かへ り^る。 かへ り 兌ら れた 自己 はすで に對 象と なった 自己で あり" 「汝」 

である。 しかも それ は 全くの 他人で はない、 自己の 映像で あり、 自己の 歷史 である。 そこ 

にュ ー モア を 向ける 丈の 距離と 餘裕 がで きて くる。 吉植 庄亮に 向けられた ュ ー モア、 妓生 

に 向けられた ュ ー モア、 法佾ね に 向けられた ュ ー モア、 锨 輪に 向けられた ュ I モア、 喫 

殆 に 向けられた ュ ー モアが 今度 は 自己に 向けられる。 その 自己 はかへ り： a られた 自己で あ 


り、 距離と 時 問と を 措いた 自己で あり， 對^ 化された 自己で ある。 謂 はば 自己で ありな が 

ら他 入で あり、 他人で ありながら 自己で ある。 熱して よい か 冷めて よい か 分らぬ 其 プロ か 

コ ン トラ かとい ふところに ュ ー モアが 面 を のぞけ る。 自嘲と か 自省と か 云 ふの は 凡そ 都会：： 

的、 懐疑 的、 然 かも 餘裕 ある 知識 生活の 所產 である。 川 田 氏が 自己 を對 象と して、 ュ —モ 

ァ 化し 得た こと は 不思議で はない。 

右に あげた 諸 作品の 味 は 勿論 單に ュ ー モアと だけ 云って しまへ る もので はない。 之 等の 

作品の 底 を 流れ て^る 溫ぃ 人間味、 人の 肩に 手 を かけて、 親しく 呼びかけて 來る 情味と い 

ふ もの は 氏の 此の 領域 の 歌に も摻 潤して 居る こ と を 認めねば な らぬ。 

諧謔 は 所謂 グロテスクと あ ひ 通す る。 諧謔 は 「を かしい」 ことで あり、 グロテスク は 「お 

もしろ い」 ことで あり 「あやしい」 ことで ある。 「おもしろ、 を かしい」 こと はお と 獵奇と 

を 云 ふ 事になる。 勿論 通俗に いふ 「おもしろ、 を かし」 であって はなら す 飽くまで も藝 術と 

しての それでなくて はならぬ。 「おもしろ， を かしく」 とい ふこと は 一 つの^ 紀末的 傾向で 
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あり、 都會の インテリゲンチャ Q 通有性と 兑て よい。 私 は 「歌と 觀照」 第二 卷^ 三猇 (七^ 

三 月) に 於て r 鵲を讀 みて」 の 文を發 表 したが、 「鹊 はお もしろ い 歌 染， じある とい ふ點 から も 

近^め づ らしい ものである。」 と 述べ、 其 例と して 「豚」、 「豚の 去勢」、 「九 政 里 第一 號墳」 

「文 1 ^王 陵」、 「經 學院 にて 祭器 を觀 る」、 等の 中から 抄出した ので あるが、 此 外に グ n テ ス 

クの歌 は 川 田 順に 於て は 珍しくない。 

, 大活佛 (十^ 0( 鹊 ょリ) 

この 寺に 大 喇嘛 敎王 いますな り鵲 歩く いら かの 上 を 

この 奧に大 喇嘛 敎王 いますな り衞士 のか かぐる 帷幔の 重さ 

垂り 重き 帷幔 くぐ ると 大 喇嘛 の 後足 を 見たり 現し からめ や も 

まなか ひの 大 喇嘛 敎 王片哚 みに 哚 ませる お ぼ ゆ 現しから め や も 

大 喇嘛 の 御 足の もとに うづく まる 仔犬 愛憐 しも 熟睡せ りけ り 

お ぎろ なき 喇嘛 に はい ませ 窺 兑れば ほのぼのとして 童-顔な り 

この 大き 活佛の もの を 吿らす こゑ靜 かに 低し 親しみお ぼ ゆ 


( M5  ) 


喇嘛の 御^の 翊光 深し ゑの ころ は覺 めて 微かに 頸の 鈴の 音 

ひとたび はんしえん.. T  t  -. 'か A 

ま 一 度と 班！： 喇嘛 を窺兑 まう す 明日 は 西藏に まさきく いませ 

喇嘛の 御座 を まかりいで 來 つくれな ゐの 芍薬の 花に 息 づきに けり 

で やつ とした 怪奇な 場 面 を 眼前に 浮べる ことができる。 かかる 境 を かやう に 生かす こ と 

がで きたの は 川 田 氏を以 つて 最初と する。 氏の 「內」 にある ュ ー モアと グロテスク とが 大 

喇嘛と い ふお あつら へ の 相手 を 見つけて 思 ふ 存分 取組んだ かたちで ある。 さう して 其處に 

見逃して ならな いのは 氏の 描寫 力の 異常な 底力で あり、 ねばり 氣 である。 僅かに 身 澄 を 物 

語り、 風景 を寫 すと いふ だけの 場合 は 誰し も 割合に 無專な もの だが、 かう した 複雜 した 場 

面 を • 立體 的に 叙べ 描く とい ふ 段取りと なると、 才能の 有無の けぢ めが はっきりと 分れて 

來る。 私 はこの 大活怫 一 篇を 讀んで 腹の 底から^ いて 來る 複雜 なお もしろ さと を かし さと 

を 林お. f  - る ことができぬ。 

印 ii 沼の ほ ミリ 巾 セ面鳥 (八： fH 中 五^ 0( 青^よ") 

七面鳥 の そり の そり と 歩み 居り の マて り の そり と^ 晝 の ^を ♦ 


( 14<5  ) 


露し ら^の 黄に よご れゐる 羽ぬ け 鳥 七面鳥 は 見ら くう とし も 

わがせ の 七 面 烏 は 野 飼な りぬ け羽ぞ 多き 逆 羽 鱲羽も 

くれな ゐの うすら 目蓋け うとき ろ 七面鳥の 寢てゐ る 兑れば 

にくし 

^り 暑し 七 面.：： r の くれな ゐ の 肉 嘴 の 垂り はけう ときろ 力 も 

之 もお もしろ を かしい 歌の 部類で ある (昭和ん 年 六 H) 


「鵲」 は 「おもしろい」 歌集で あると いふ 點か らも 近頃め づ ら.， i いもので ある。 「おもしろ 

眛」 と は 「おもしろ を かしく」 等い ふ 普通の 意味よりも もっと 奥の ものである。 そして 面白 

^とい n もの は 決して 出さう として 出せる もので なく、 人々 の 持： 1 から 自然に^ 出す る も 

ので ある は 云 ふまで もない。 北 ( 「おもしろ 味」 は 「鵲」 に 於て は 歌 村に 現 はれ、 歌境に 現 ±, 

れ、 句法に 現 はれ、 而 して 發 想に 現 はれて ゐる。 r 鹊ヒ卷 を 通じて 多少と も 其 味の 窺 はれ 

ぬ もの はない が， 次の やうな もの は 就中 目立つ もので あらう。 


y  hi ひぎ 

ひ 草 むらに 土 掘り あさる 腺の 仔ら 鼻な やぶり そ專 念に なり て 

£ おぎろ なき 瞎 (野の 原 は 募れ はてて たぐ こ こもとの 豚の なき ご ゑ (ナ i 十 七 W の 中) 

/  ひとむ き 

境、 村、 もとより あはれ にも を かしき さまで あるが、 ひの 一 鼻な やぶりそ^ 念に なりて」 

ゆの 「ただこ こもとの 豚の なき ご ゑ」 の 句の 行り 方、 想の 向け 方 はまこと に ふさ はしい も 

のと 云 はねば ならぬ。 いぎたない 豚 も 之れ 位 愛すべき 浮彫りに されて みれば 成程 歌 村に 扮 

てた もの はない。 

9 

のろ  き  4 

ひ隊麿 は；！： きものち ふし かすが に ふぐり 截られ て 帝 かざらめ や も (大： 止 十五、 极のカ势七れの 中)  い 

は 豚 麿 も ふぐり 截ら るる は 痛から し 官； 哉 悲しき なき ご ゑ 立て つ 

g 瑜の 木に 鵲 めら はさけ ベ ども 悲しき もの は 豚の なき ご ゑ 

は阪 まろ を 足と り据 ゑて む ざむ ざと ふぐり 截 るら しその さまお も ほ ゆ 

おも ふだに 痛から す や も 豚 まろの ふぐり を截る はけ だし 菜 刀 

「豚 麿」 とい ふ 語から して 先 づ可笑 味 を 誘 ふ。 あの 體に 人間 並に 「麿」 S 敬語 を 奉った 


効果 は 侮り 難い。 麿 はもと もと 圓の 轉義 で才氣 あり 角 あるに 對 する 語と 考へ 来れば 一 朁. の 

含蓄が ある。 「豚の 輕業」 とか 「豚の 木 登」 と考 へ^せて 反語 的 諧謔に 充 ちて ゐる。 「ふぐ 

り」 は 勿論 「陰 囊」 の 古語 だが 「や はら かく、 ふつく り」 した もの を 直ちに 聯想せ しめる 

い  5 ベ や 

ものであるから、 古語ながら 活 きて 使 はれて ゐる。 その他 はの 「宜哉 悲しき なき ご ゑ 立て 

す  A 

つ」、^' の 「fl めら はさけ ベ ども」、： ^の 「足と り据 ゑて む ざむ ざと」、. S の 「ふぐり を截る はけ 

だし 菜 刀」 〜〜 何れも 題材 柄 ふさ はしき 表現で， ざく り ざく りと 小氣 味よ く、 思 ふ 存分に 切 

さば  > 

り 捌いて 行く やうな 手際 は 敬すべき ものである。 全體 として 見て 凡そ" 境 も 句 も 上品な 端 ？3 

然とした 風な もので は 勿論な く、 所謂 グ a テスタ 乃至 ユウ モレ スク であり、 で やっとした 

下手な 味 は ひと もい ふべき もので あらう。 かう いふ 味の もの は 「鵲」 の もつ 滋味 の 大きな 部 

分で あり、 一 つの 新しい 境 趣で ある。 短歌に 於る 狹. い 意味の 本筋と いふ 味より 一寸 外れた 

特殊 わ も. のであって、. ながな か 誰に も^ 來る業 ではない。 大ざっぱに 分けて 兑 ると 叙事 風 

に * すべき もので、 「詠 ふ」 とい ふ 以外に 「描く」 若く は 「叙べ る」 ことの 手腕 を 要する。 

云 ふまで もな く 結果と して は 「歌」 になって ゐ なくて はならぬ。 中 村憲吉 氏な ど は 素より 別 


の 風貌 だが 叙べ る ことにす ぐれ、 川 E 氏 も 同じく 「描き 叙べ る」 ことの 優れた. ^であらう。 

尙ほ 似た 感 味の もの を あげて 兑 よう。 

W いその かみ 古 境の 土 踏み、 W り あな やと 思へ ば 牛の 糞な り き S むお 新 J^!w) 

£ たくつ ぬの 新羅の 王のお くつき を ひた 寄り 見る と 牛の 糞 踏みし 

E 牛の 糞に 靴 すべらしつ あたり 逡を つくづく 兑れば 牛の 糞 多し 

牛の 糞 を 踏んだ 歌 を 作った 人 は 恐らく 外に あるまい。 それ は ともあれ 「いその かみ」 と嚴 

くそ  て れんて くだ 

めしく 古式に 出て おいて 蓆 突に も 「牛の 糞」 とく だけて 來る、 そこらの 手練手管 は 巧い もの 

である。 この チャン ボン こそ はこの 題材， この 歌境 をい やが 上に も 特^に し、 怪奇に する 

ほんだ ラ  かん-た ラ  ほんて  ぎゃくて 

に與 つて 力 ある もので、 「本 逍」 に對 する 「問 道」 であり 、「本手」 に對 する 「逆手」 とい ふ 

べき もので あらう。 然し、 かう いふ あぶなっかしい 「はなれわざ」 は淮 にも 出来る もので 

はない。 「たくつ ぬの」 の 古語 枕詞と 「牛の 糞 踏みし」 の 對照も 同じき 趣で ある。 氏に かう 

いふ 行り 方 は 至る所に ある。 然しい つも 成功して ゐ ると は 勿論 云へ ない。 それ 程 题材、 歌 

境が 奇異で なくと も、 「おもしろい 味」 の 歌 は 「si」 に澤山 ある。 
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こ ひ. e  ひ Ji- ふ； -づら か な 

S 石 人 は 胡 人な りけ り ちぢれ^の 髯深 面の 愛憐し きか もよ (M 々文 KWSK£ 中) 

^栲紲 の 新羅の 王のお くつき は 鳥け だものら 四方 八面に 立つ 

E み 墓 邊の守 部が 伴と 戈 とれる rtl けだものの 顔の 愛憐し さ 

£ いにし へ にあり ける 王 は 獸らを 守 部に 立た せ 安眠した まへ り 

何とい ふこと なく 「おもしろい」 歌で ある。 茲に 至って、 此の 著者の 縦横な 才氣、 あ ふ 

るる 諧謔 をた た へ た 風貌 を さ へ 想 la する ので ある。 

山 如何な るお どけ 者 かも 考案せ し 豚 のかた ちせ る これの 齋瓮を (Igfi^m)  ^ 

なれ  ( 

豚よ 豚 その 生まれに て齋^ にし かたどられ むと 汝も思 はめ や 

るの 乙が た  くじ  みた ** 

E 豕型 のこれの 齋瓮を 供 ふ る 時 孔子の 御靈も 笑む にち が ひ 無し 

この 一連 は 凡そ 說 明に 勝ち、 具象の 味に 乏しい が、 なほ かつ 面白い 風體 である。 「如何な 

るお どけ もの かも」、 「豚よ 豚 その 生まれに て」、 「孔子の 御 S も 笑む にち が ひなし」 等の 碎 

けた 大膽 な發想 や.？ 法 は 氏の 特徴 を 極端に 發 揮した もので あらう。 それと 同時に 尙 かつ 膝 

が ほぐれす ぎ、 おもしろ 味 を 通り越した 嫌な しとし ない、 之れ に 類す る ものに 次の やうた 


作が ある。 

きいさん  い  に ry ん 

H 妓 生に 吾が 言 ふ 言 槳 多ければ て れく さがる よ：：： 本の 藝ぉ ^s$..^0i£ 

ttn  レか. b 

SI 妓生 ょ汝を さびしと 友 は 言 ふ わ れも 然^ ふその まなざし を 

かう いふ 胡 坐 を かいて 高 笑す る やうな 歌 は 集中 必 しも 尠 しとし ない。 もとより 川 W 氏の 

場合、 拙に あらす して 上手 0 變態 であり、 力不足せ る Q でな く 溢れす ぎた 餘裕 なので あ 

る。 かつ 叉 そこに 所 本筋 味と いふ ものから 平氣 ではみ 出して ゐ るく そ 度胸と いふ もの を 

見る。 度胸と 云った が 川 E 氏の^ 中 この種 多く、 ただこの 度胸 一 つで 危く 歌に して ゐる？ ％ 

合さへ 僅少で はない。 

,  二 

花卉の 歌に 於て 川 田 順 氏と 木 下 利玄の 態度 , 行き方に 興味 あろ 對照 を见 つけたので^: い 

て 見る。 一首 一首の 價値 品等で なく、 表現の 態度、 風體 の比跤 である。 

£ 家 刀自が：^ に 來と言 へ ば 暮れぬ に 今日 も來て 見る 芍藥の 花 花、 S) 
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り 昨日 見し 日中の 花 も 今日の この 夕 花 もよ し^ 藥の花 

ナゎ 

^緣 側に あかる く^り 吾が 見る や 夕日の 庭の 芍藥の 花 

を經 つつ 葉 深く なれり 散りが てに 保ちて 紅き 芍薬の 花 

^夕 花と 暮れ ゆく これの 芍藥の 深く 沈める から くれな ゐを 

§ 芍藥の 花 を 剪らむ とおりた ちし その 人の 手に 光る 鋏 を 

^ひとり 居の 旅の やどりの なぐさに はこれ をと 乞 ひし 芍薬の 花 

んづく 

g 就中 くれな ゐ濃 しとお も ふなり 剪りて くれたる^ 藥の花 

g ^藥 はい まだ あか けれ 軒 さきの 蟲 寄せの 燈の ともる 黄昏 

氏が 何時も 必 かう いふ 風に 花卉 を 取扱 ふと 云 ふので はない が、 少く とも r 鹊」 中で は 「芍 

藥の 花」 (その 一 ) 及 (その 二)、 「赤 唐 辛」 等 も 同じ 行き方で ある。 又 この 一 速 は 花卉の みな 

らす 凡そ 氏が 自然 風物に 對 する 態度の 一端 (全 班で はない) を も 含んで をる とい ふ. お 味 か 

らも 與 味が ある。 云 はば、 寫 生で 行き度い やうな 場合に、 氏は必 しも 寫 生で 行かない とい 

ふこと である。 この 芍藥の 歌 も 明かに 寫生 ではない。 心理的に 云へば 芍 藥を寫 生せ むと す 


( >54  ) 


るよりも、 r 藥に まつ はる 入 事、 ヌは 事柄の 方に より 多く M (が * り、 そこに 欤 因が 發 した 

ものである。 つまり^ 藥 そのもの 丈け を觀照 するとい ふので なく、 それ を 中心として それ 

に 伴 ふ 事柄 を も 併せ 含めて 樂 しむと いふ 行き方で ある。 (然しと どの つまり はや はり^ 藥の 

花 を 喜ぶ とい ふ 結 菜に 立 至って ゐる) —— かう いふ 方法 も 亦 拾て 難い こと を 此の 一 篇 で舉 

び. e る ことが EE 來る。 ££、 云 ふまで もな く 事柄で あり、 ほんの 校拶の 一はし の 如うな も 

の！^ が、 言々 句々 の 味に よって 生き、 かつ 直接に 寫 すので なしに 間接に 叙べ る ことに 依つ 

て、 芍藥の 花 をた のしむ 心 持 を 一ば いに 出して ゐる。 「夕日の 庭の^ 藥の 花」 は簡 にし 

て 効果的な 寫生 だが、 「緣侧 にあ かるく 坐り 吾が 見る や」 が 自已の 叙述で あり、 人事で あつ 

て， この 一首の 重心 はこの 方に 在る。 £^ に 至って 初めて 花 そのものの 觀 照に^ 注して ゐ 

るが 餘り 深入りし たもので なく，  W の^、 で 又 再び 人事 味が 濃厚に なって ゐる。 そして 右 

の 九 首の 中、 秀歌 は 山^; の 人事 叙事 風の ものである ことに 思 ひ 至れば、 氏に 取って 

かかる 歌風の. 5 つて 來る ところ 遠き もの ある を考 へさされる。 序に (その 一 )、 (その 二) か 

ちも拔 いて 參考杧 供しょう。 


£ 庭 ぐちの 木戶を ひらけば 向つ. 澄に むらがりて 紅した つ 藥の花 (み 止^、 人 S 中) 

ゆめ づ らしき 老樹なる かも この 槐崇り あるべし 注 連結 へ 吾が 兄 

g 下の 街の 往 くさ 歸 さに 眼に つきし 若葉 大木 はこの 槐 なりき 

W 芍槃の 花 を兑に 此の 旅人 は 明日 も 參來む 勿 構 ひそ 吾が 兄 

之れ 等が 人事 味、 叙事 味に 横溢し、 其 使句發 想に つきぬ 妙趣 ある はくだく だしく 說 明を耍 

しないで あらう。 

£  一一 一一  n さへ ぐ韓 のみや こに 何 は あれ ど 吾が 兄の 庭の 芍藥の 花 (I  二、 十^ s 屮)  ゆ 

g 言 さ へ ぐ韓の 京に かくれな し 君が つちか ふ^ 藥の花 

g この 庭の 古き 槐の木 かげに て 去年 も 吾が^し^ 藥 の 花 

£ 夏 花と 羿が つちか ふ ^藥 の 濃き くれな ゐの すべ もす ベ な さ 

^押し 默 りなが むる われに くれな ゐに 燃えて は 卿 一め く^ 藥の花 

. ^しきし まの 歌に 吾が しつ 吾が 兄に は 酒の さかなの 芍藥の 花 

^しきし まの 歌に：. fj: がしつ 冢刀. E は输に 描く これの ^藥 の 花 


と 居て 時 も 知らねば いつしかに タづ く 庭の^ 藥 .ぃ 花 

氏の 先 著 r 靑淵」 の屮 から 之れ に 類した もの を搜 して ると r 濱 木綿」 ー篇を 得た。 

リ^の 端に 遠 白く 兑 えし 濱 木綿の 花の ほとり に 今は來 にけ る (零输 、じ S 中) 

£ この 礎 は 莨 深 草の あら 草に はま ゅふ哚 けり 行く 人な しに 

如上の 歌風と 最も 好い 對照 をな す もの は 木 下 利玄の 花卉の 欤 である。 一 一人 は 同じ 心の 花畑 

で よく 比較され る 人で ある。 

S 牡丹 花 は^き 定まりて 靜 かなり 花の 占めたる 位置の たしか さ (れ *s 芥子. 千： S 中) 

£ 花びらの 匂 ひ 映り あ ひくれ なゐの 牡丹の 奥の か^ょ ひの 濃 さ 

^牡丹 花 の 大き 花瓣^ はなれ 低木の-卜の 地に 移りた る 

£ 低き 木の 大き 牡丹 花な くな りて その 根の 土に 花びら ぞ ある 

W 芥子の 荅花 になり/へ 花びらに 蒼のと きの 皺の こし ゐる 

ざっと こんな ものであるが、 この やうに 利玄の 花卉に 對す る 態度 は純粹 に 觀照 的で あ 

り、 その 歌風 は 生 一 本の 寫生 である。 (改造 社、 0s^m,  00, 拙文 木 下 利玄參 ii) 一 、いに 
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對象を 凝視し， 直ちに 其 核心に 突き進ま うとい ふ 行き方で ある。 川 出 氏が 事柄 を 叙べ ると 

いふ 行方で あるに 對し、 利玄は 物を寫 すと いふ やり方で ある。 一 は 外延 的で あり， 他は內 

包 的で あると も 云へ よう。 彼 は餘裕 ある 態度で 周圍 から 抱攝 的に 「物に 就いて」 お o、 之 

れは ひたむきに 「物 そのもの」 を 目の前に 示さう とする。 結果と して、 前者から は ー篇の 

小品 文 乃至 短篇 小說 にも 比すべき 感銘 を 受け、 後おから は 一 個の 彫刻お くば 絡 II に 似た 印 

象 を 受ける。 この 二様の 倾向 自體に 就いては 勿論 何れ を 可とし 何れ を 否と するとい ふべき 

性質の もので なく、 又 所謂 抽象的， 具象的な どの 皮相の 標準 を以 つて^ 別され る もので も 

ない。 又 川 W 順 や 木 下利玄 がい つも 如上の 様式の みに 從 つたわけ でない こと は 云 ふまで も 

ない。 たと へば 川 田 氏の 第三 歌集 「山海 經」 を披 いて 兑 ると 「椿と 牡丹」 とい ふの が あつ 

て、 其 取扱 方 は 木 下 利玄と 類似して ゐる。 

5： 呤き 凝らす 大き 椿の 花 ゆ ゑに 部屋ぬ ちの 夜は靜 まりに けり ($ お 丹， 九れ S 中) 

£T い つぼん の 雌蕊が 殘れ り栴の 花す ぼり とぬ けて^ ちに けらし も 

^花瓶の 肩 を t りて 落ち ぬらむ 瓶の ま はりの 花 一 つ 二つ 
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£ぉ ち 散れる 大き 花びらお のづ から 影 持ちて 居り 眞晝の 土に 

說明 する 迄 もな く 「花に 就いて」 でな く 「花 を」 歌った もの、 然 かも 利玄の 牡丹の 歌と^ 

地、 乎 法に 至る 迄 どことなく 相似の 點 ある は 注 S を牽 く" 然し この 方面の 川 田 氏 は 何と 云 

つても 叙事、 人事 態の 氏 獨自の 歌境に は 一 歩 を讓ら ねばなる まい。 II 

かう いふ 考へ 方 も 歌人 を 全 體 とし て 比較す る 上に 於て 何 かの 役に立つ かも 知れな い 。 

(昭和 七 年 四月) 


( ゆ） 


一， 旅^」 を^み て 


川 田 順 氏の 歌に 就て は、 私 は 今迄 數 回の 機會で 凡そ 云 ふべき こと は 云って 來 たやう に 思 

あ ザ つら 

ふ。 だから 今 事 あたらしく 論 ふ 程の こと はない。 殊に 「旅 臈」 は、 著^も 云 はるる 通り、 前 

著 「立秋」 と 殆ど 同 一 範疇に 屬 する、 と 云 ふ 事 は 一 讀 わかる ことで、 「立秋」 迄の こと を あ 

らまし 書いた 私 は、 最早 や 殆ど 申 述べる ことがない 苦で ある。 然し 讀ん でゐ るう ちに、 一 

つ 一 一つ 感想が 浮い て來 た。 卽ち 求めら るる 儘に 綏る 次第で ある。 

「旅 鳩」 を 讀んで 第一 に 感じた こと は、 心境 歌、 乃至 抒情 歌が 多くな つたこと である。 若 

し 前 歌集 「立秋」 と 比較して、 どこか 違った 處が あるかと 云へば、 この 點を私 は あけたい。 

「立秋」 も、 其の 前の 歌集に 比べる と， 心境 的、 ^^的の ものが ふえて ゐ るが、 「旅 鳴」 で 
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は 此の 色 合が 又 一 段と 濃厚に な つた 感が ある。 「立秋」 や 「鹊」 でも さう だが、 川 田 順 氏の 仕 

事 は 今迄 は 叙事 的な もの 叙景 的な ものに 優れた ものが 多かった が * 「旅 臈」 に 至って 此の 風 

貌 は稍變 移を來 たした と觀る ことができる。 ここで 抒情 的と 廣ぃ 意味で 總 括した が、 之 は 

常然 「心」 に關 する ことで あるから 心境 的と 云 ふこと がで き、 又 「人」 にか か はる 事で あるか 

ら、 人事 的と 云 ふ もの も 含められる。 つまり 事物、 風景な どい ふ 遠心 的な 世界から、 心境、 

人事 等の 求心 的 世界に 軸が 動きつつ あ^ゃう に 觀られ る。 之が、 「立秋」 から 「旅 臈」 にかけ 

ての 大きな 流れで ある。 風景、 事物で は、 問 接に 心の 在り 處が窺 はれる が、 心境、 人事で ^ 

は 接に 心の 姿が 現れる。 「旅 臈」 はさう いふ 意味で、 直接に 氏の 「人間」 に參 入す る 通用門 

が、 前 歌集よりも 更に 廣く 開放され たとい ふこと がで きる。 

さう いふ 事 は 外的な 條件、 たと へ ば 旅行した かどう かと 云 ふ やうな 事も關 係が あらう 

が、 內 的に 心の あり やうに 因る ことが 多から うと 思 ふ。 年齢 や 生活の 關係も あらう。 とも 

かく， 氏の 作品 は 初期の もの は、 別の 意味で、 卽ち 甚だ 浪漫的の 色彩に 富む 抒情 歌と いふ 

かたちで、 心事 的で あつたが、 中頃に 至って 叙景、 叙事に 傾き、 心事の 方面 は 韜晦され た 


觀 があった。 が、 近著に 至って^の 姿で それ を 取り 戾 しつつ ある ものと 思 はれる。 それが 

「立秋」 の 頃から 稍 著しくな り、 「旅 臈」 でい よいよ 濃くな りつつ ある やうに 思へ る。 著者 

も 云 はるる 如く 作歌の 態度 及び 傾向 は、 「立秋」 と 「旅 臈」 とで は 殆ど 同 一 範疇と 云 へ るが、 

如上の 意味の 濃度の 差 を 充分 認める ことができる。 この 差 は ひいて 此の 歌集の 相貌に 幾分 

の 特質 を與 へ る ものである。 

今 あらまし 繰って 見る と、 「立秋で」 は、 六 年間に 「欠 仲の か はりに」 「小 出粲 大人」 「四 

十八 歳 冬日」 「埴輪の 歌」 「姉 綾子 を 悲しむ」 「喫煙」 など 抒愦 的な もので あり、 「旅 牴」 で ^ 

は 一 一年間に、 「友人 不在」 「みたまの 前に」 「新 大擧 生」 「多 摩 陵詣」 (後半) 「五十一 ー歲 夏日」 

「鄭 孝胥 先生」 「家庭の 晚餐」 「讀 明月 記」 「皇太子殿下と 鯉幟」 「竹 柏 園 大人に」 等 多数の 

此の 種の 作が あり、 夫々 心事に 關 する ことで ある。 之 は 大まかに 表題 的に 觀 たの だが、 他 

の 部類に も 此の 種の 作が 散在して ゐる こと は 云 ふ 迄 もない。 ともかく 心事 的の ものが 著し 

く增 して 來 たこと は、 この 邊 でも 旣に あきらか である。 

いづこに か雨づ つみして へら 鷺の隻 脚 男い まだ 歸らぬ 


たはけ たる いづこの 呆子か 贈り 來し 机のう へ ひこれ の 甘栗 

♦ittu  かそ  おく ど  ♦*  6 

ちちの みの 父の 愛兒ぞ この 道の 深く 幽 けき 奥處に 參スれ 

大地震の 搖り襲 ひ 来む 將來の 日 も汝が 行く 道 は 崩れす あらむ ぞ 

妻子ら の 足ら へ る 顔 を 今日は 見つ これ だけにても ありがたく 思 へ よ 

いにしへ の 賢き 人に 恥ぢ思 へ ど敢 へ て 貧しく は なられぬ ものな り 

老 詩人 鄭孝胥 先生 はありが たし 笑み かたまけ て 吾が 手と らしぬ 

先生の 笑 ひ は 昔ながら なり 大きく しづかに 笑 ひた ま へ り 

いづ  ある のこ 

滿 洲阈大 宰相の 名と 孰れ かも 海藏樓 詩集 或は 遗らむ 

このう まき 飯の あ ぢはひ を 幾夜 かも 忘れ 居たり き默 りて 啖ふ 

なにほど も飮 まぬ 酒 ゆ ゑ ますら をのき ひて 歸 らく 醜 かるらし 

所勞 かと 問 ふ 妻 を かし 勤めに は 行きた く 無くて 今日は 行かぬな り 

この 恥辱 も 愛し 兒ゅ ゑに 忍ぶ ぞと 書きし 條は 吾が 讀み 反す 

A こ  た ま み ほほ  ひ だ 

n の 皇子の 玉の 御顿 のまろ まろと 今日 このごろ はい や 肥立ちい ませ 
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先生に こた ふる 道 は 唯 一 なりよき 歌 作る こと 然か思 ふわれ は 

なり は ひの 事し げき 時 逆し まに 吾が 歌 ごころ 冴え も徹 るか 

同 鎖す 萬葉藏 のと びら 開けて ね も ごろ われ を みちびきた まふ 

き 性的 抒情 歌、 かう いふ 逆說 的な 言葉が 許されるならば、 氏の 抒情 歌 はま さに 此の 圈內 

に 在る。 つまり 现 性の 勝った 感情で ある。 或は 理性 を 多分に 混へ た 感情で ある。 謂 はば 分 

刖 盛りの 感情で ある。 初期の 夢 多き 浪漫的 感情 は、 ここで は 分別に 富む 現實 的な ものに 移 

行して ゐる。 年輩の 所爲も あらう が、 根が 都會の 人で あり" わけて 所謂 江戶っ 子と いふべ 

き 人で あり、 さらに 知識人で ある こと， 及び 氏の 生活、 天賦より して 必然 かうな るべき 運 

命 を もった もので あらう。 私 は 氏の 最初 期に 屬 する 歌集に 於て すら、 旣に 典型的 都 會人を 

見、 江戸っ子 を 感じた ので あつたが (川 E 順 論)、 今や それ はかう いふ 風な 方面に 發展 して 

來 たものと 兑られ る。 心境に は 益々、 綽々 たる 餘裕が あり， 心情 は 愈 ゆたかな 理智の 采配 

を 受けて ゐる。 わけて 氏の 場合 しばしば 角度が 諧謔 的に 偏向して 行く 事 は 最も 著しい 風貌 

だが、 その 邊の事 も餘裕 派、 理智 派と も 云 ふべき 特質から 理解で きる。 氏の 心境 歌が 諧^ 
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に 富み * この 方面に 獨自な 歌境 を拓 いて^られ る 事 は 私 も旣に 幾度 か 述べ 來 つた 通りで あ 

るが， 「旅 臈」 でも 「友人 不在」 等 は 其の 好例で ある。 

氏の 心境 歌 は 所謂 身邊 歌と いふ 類で はない。 氏 は その 人で ないか も 知れない。 火鉢の 緣 

を 撫でながら • おもむろに 身 逢 を ささやく とい ふ 柄で はない らしく、  乂今の 生活 も そ 1 を 

要求して ゐな いで あらう。 だから 心境の 歌と 云っても、 題材 は 身 邊雜 事と か 日常茶飯事と 

か 云 ふ ものと 趣 を 異にし、 特殊 的で あり 選擇 的で ある。 つまり 身逡に 湧出す る歌材 とい ふ 

よりも、 機會 あって、 外の 環境から 選び 取る 歌 村の 方が 多い やうで ある。 だから 全體 とし お 

て 身邊の 世界 を 構成して 居らす、 陰影 も 豊富で はない。 この 事 は都會 人、 理性 人と しての 

氏、 及び 社交の 世界の 中央に 坐ら せられて ゐる 現在の 氏と して、 寧ろ 自ら 期して 居られる 

ところで あるか も 知れす， 少く とも 身 浚 韜晦の 必耍 から 未だ 完全に 開放され てゐ ないで あ 

らうと 考 へ られ もす る。 

氏 はもと より 一 面に 於て 詩人で ある。 それに も 拘らす 他面 世間 人で ある 事を强 制せられ 

てゐ る。 氏 は 一面 所謂 ざっくばらん とも 云 ふべき 開放 的 界を 持つ 人で ありながら、 それ 


に は 正 反 對な 態度 を餘 儀な くされ るんで ある。 あぐら を 欲しつつ ^袴の 端坐 を强要 せられ 

る 立場に 居られる。 かう いふ 兩 極性 は 氏の 現在が 受けねば ならぬ 十字架で ある。 若し 現在 

の 氏から、 現在の 氏ら しい 現實 性が 生れる とすれば、 恐らく 此の 二重 性と、 そこから 起る 

苦悶と からで は あるまい か。 

然し 氏の 明敏 は、 さう いふ 一 一律 背反 的 苦悶に いつ 迄 も 滞って ゐる程 野暮った くない かも 

知れない。 或は 現在 旣に それ を超划 して、 豁然た る 無碍の 心境 を 開拓して 居られる かも 知れ 

ない ので ある。 たと へば 氏の 心境 歌が 選擇 的で あり 機會 的で ありながら、 その^の 範圍內 ^ 

，では 自由 豁達で あり、 隨分 羽目 を 外して くつろいだ 感懷を ものされ てゐ るの も、 苦悶 超剠 

の 象 かも 知れない ので ある。 さう いふ こと は 殊に 「旅 鳴」 に 見られる。 そこで 氏の 心境 歌 

は、 廣く はない が 其の 範圍內 だけで は 自由 無碍と いふ 感じ を もつ 所以で ある。 つまり 横の 

自由 を 幾分 犧牲 にす る ことによって、 縱の 自由 を 獲得した ものと 考 へ られ る。 

右. の やうな こと は 凡そ 「立秋」 から 「旅 臈」 について 云へ るので あるが、 「旅 臈」 では、 「いに 

しへ の^き 人に 恥ち 思へ ど敢へ て 脅しく は なられぬ も のな り」 とい ふ 問題の 歌が 一 連 あ 


る。 之 は 相 當議^ を まき 起す ことで あらう が、 之 は縱の d .m に 於て は、 稍す ぎた 戳が あり、 

場合によって は挑戰 的、 誇示 的に も 取られ さうな 甚だ 損な 歌で あるが、 他面 この 歌 は 一 つ 

の 重要な 問題 を 孕んで ゐる。 私の 考へ によれば、 現實 とい ふ もの は主體 的で あるべき であ 

り、 從 つて 各人各様の 現實が あるべき である。 金 持に は 金 持の 立場からの 現實が あり、 貧 

者に は 貧者の 立場からの 現實が あるべき 苦で ある。 而 して 此の 歌に は 明かに 富裕 者の 立場 

から 出發 した 現實が ある。 作者 は先づ 其の 出 發點に 勇敢に 立て 蓰 つたと ころ 甚だ 意義が あ 

ると 云 はねば ならぬ。 世の常と して 富者が 貧者 をよ そふ こと は、 現代に 於て 特に 流行す る 

ところで あり、 のみなら すそれ は 一の マンネリズム でさへ あって， さう いふ 態度 は 難い 事 

ではない。 つまり 餘裕の ある 人が、 雷同 的に 貧乏 歌 をつ くって 恥と しない 世の中で ある。 

さう いふ 中に あって、 人 は 人、 己 は 己と いふ 具合に、 敢然と 富裕 者の 立場に 立って、 そこ 

から 湧き出る もの を 歌 ふとい ふこと は斷 じて たやすい ことで はない。 さう いふ 意味に 於て 

此の 歌 は 充分 問題 性 を 持って ゐる。 只 然し 「恥 ぢ思 へど」 と 云っても、 一首 全 體に眞 に 「恥 

ぢ思 ふ」 氣 持が 餘り 出て ゐ すして、 「貧しく は なられぬ ものな り」 のつつ ばな した 方面が 强 
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く 響く ので、 深い 現實感 が 外れて 行って ゐ るの は 惜しい。 この 一連 は 凡そ さう いふ 點で撗 

をして ゐる e 

今後 氏の 心境 歌が 縱と 横と に 幅 を 加へ て 行く ので あらう が- そこに 氏の 現實 とい ふ もの 

が主體 的に どう 取扱 はれ 發展 して 行く か は 私に 取って 興味 ある ことで ある (昭和 十 年 M 月) 


氏 朋文屋 土 


土^ 文明 氏 は 過日 「城 東」 (短歌 研究 一 月) 一 篇を發 表し、 都會 情景の 詠 出に 特異な 風貌 を 

展開して 兒 せた。 それ は 大朿京 二十 區が 二十 人の 作家に 依って 歌 はれた 際であった。 この 

事 は 各 作家が 如何に 都會 を觀、 如何に 都會を 扱つ たかを 比較す るに 丁度 好い 機會 でも あつ 

た。 

深 川す ぎて 荒き 道路 は 踏み切り ゆく 貨物 專用線 又 城 東 電車 

小 工場に 酸素 熔接の ひらめき 立ち 砂 町 四十 町 夜に ならむ とす 

私 は これら を 評する に 「其 區域 特有の， 景物が 小氣 味よ く 把握され、 それが 装飾な しに、 

無愛想に、 然 かも 彫塑 的に 切り出されて 居る」 (短歌 研究 二月) とい ふ 言葉 を 以てした。 又、 


「ここに は 言 紫の 表面に あら はれた 說 明が なく、 形容が なく、 ただ 對 境の 觀 察と 把握の み 

で 押し切って ゐる」 とも 評した (同上)。 云ひ換 へれば そこに は 詠歎と いふ 動機の 代りに 把 

握が あり 感情の 代りに 物體が 横た はつ て 居る とも 見られる。 少く とも 在來の 意味の 感情と 

詠歎と は 背後に かくれ、 あからさまな 物體と 把握と が 前景 を 支配して： ると 言へ よう。 從 

つて 歌ら しい ひびき 少く、 歌ら しい 表情に 乏しく、 或は それ 等の ひびきと 表情が 故意に 殺 

されて ゐ ると 觀る ことができる。 さう して そこに は 只默々 として 沈欝な 相貌 を呈 した 工業 

都市の 雜然 たる 體軀が 冷く なげ 出されて 居る。 さらに 氏 は 最近 「鶴 見 臨港 鐵道」 (短 欲 研究 W 

五 H) とい ふ 一 篇に 於て 前者と 略 似通った 次の 如うな 歌 を ものして 居る。 

船體 がふる ふば かりに 汽笛 呜らす 貨物船 は枯 葦の 原 中に して 

たくましき 大 葉ぎ しぎし 萠 えそろ ふ萆 原に 石炭 殼の道 を 作れり 

嵐の 如く 機械う なれる 工場 地帶 入り 來て V 間の 影 だに も 見す 

貨物船 入り 來る 運河の さきにな ほ 電車の 走る 埋立地 見 ゆ 

凡そ かやうな 歌 は 明かに 「物に ついて」 Sachlich 歌 はれて 焐 り、 のみなら す、 「物と 物 


に 終始して」 歌 はれて 居る と觀 るべき もので あらう。 

「物に つく」 とい ふ 氏の 傾向 はこの やうに 都會 情景に 於てば かりで はなく、 凡そ 氏の 近 

頃の 他の 歌境 に も あまねく 現 はれて ゐる 基調で ある。 ただ 右の やうな 都會 情景 歌に 於 て最 

も 著しく かつ 異色 ある ものと なって 居る。 近代の 都會は 幾多の 新しい 物 を產み 出し、 それ 

を 街頭に 誇示して 居る。 そこで 氏の 「物に つく」 とい ふ此 傾向 は、 都會 情景 歌に 關 する 限り 

/ィヱ ザ ハリヒ カイト 

「新しき 物に つく」 倾 向と 云 ひかへ る ことができる。 之 を 今の 歌 擅に 於け る 新即物 主義の 

傾向と 見做しても 差 支ないで あらう。 尤も、 單に 新時代の 都會を 歌 ひ， 機械 を 歌 ふと 云 ふ 

こと は 氏に 始まった ことで なく、 又 現に 氏の みの 歌境で はない。 殊に 機械の 世界に 至って 

は 氏 は 寧ろ 遲 まき 乍ら 近頃 手に つけ 初めた 觀が あり * 決して 先覺^ でもな く、 水先案内の 

ザ ハリヒ カイト 

役 もして はゐ ない。 それに も 拘らす 私が 氏 を 以て 即物的 倾 向の 著しい 作家と 觀 ようとす る 

の は、 其の 即 物性が 濃厚で ある こと、 而 して それ を 短歌に 作り上げる 度合の 比較的 高い と 

い ふ點に 於て である。 たと へば 「深 川す. ぎて」 の 歌 (引用 歌 第一 首) に 就いて 考 へても、 第 

一 から 結句に 至る 迄 殆ど 「物に ついて」 の 世界で あり、 「物から 物へ」 の 把握 を 通しての 
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現實の 探求で ある。 さう して茧 要な こと は， それが 短歌と して 相^ 優れて ゐ ると 云 ふこと 

である。 單に 「貨物 專 S 跺义 埗東電 単」 と 云 ひ 放ち、 又 「深 川す ぎて」 「荒き 道， 路は」 「踏み 

切り ゆく」 とい ふ 一 つ 一 つ 無駄の ない 「卽 物的」 把握の 中に も 周到な 用意が あって、 氏が 

ただに 昨日 今日の 現實 探求者で なく， 又 短歌 者と しての 修業の 淺 からぬ もの ある を 想 はせ 

るので ある。 さう して 此の 歌境の かう いふ 歌 ひ 方 は 多く 追從を 許さぬ 世界と して 充分 注目 

されて よい ものと 思 ふ。 

然し 私 は かう した 傾向の 委細 を ものがた るた めに 尙 少しく、 必す しも 優れ てゐ ない 作品 

を あげて 見ねば ならぬ。 やはり 鶴 見 臨港 钱 道の 中から 拔..  

臨港 鐡道 終點 にして 乘降 者な しもの 賣る 店な し 住宅な し 

解體 船の 現場と い へ る枯 原の 道 は 工場に ただに 入り 行く 

よし 切 か 雲雀 かこ ゑの ひびけ る は 工場 地 帶晝の 休 憇時か 

この やうに 一 見物が ただ 列べ られ 又は 置かれて ある 丈に 見える 作品 を 見る 事 さ へ ある。 

私 は そこに 此の 傾向が 孕む 危險性 を問题 として 兌たい。 云 ふ 迄 もな く 物と 事と が 置かれた 
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丈に 見える ので は 歌で もな く 詩で もない。 然も さう みえても 成 功して ゐ る もの はして- 0 

る。 この 成否の 分れ 目 は 何に よるので あらう か。 物と 事との 世界が 詩と なり 歌と なる た 

めに はなに より さきに まづ、 それが 內面 的に 統 一 され、 たまし ひ を 吹き込まれなければ 

ならない と考 へられる。 その 努力が 右の 三 首の 如き ものに 全然 あら はれて 居ない と 云 ふの 

ではない。 私 は 之 等の 作品に も 玩味 咀嚼す る 事に 依って 一 種 特異な 持 味 を 見出す こと も 出 

來る。 只 然し、 そこに は 抒情詩の 世界と して、 餘 りに 所謂 「冷き 秩序」 (ベルト-) が 全體を 

支配して ゐ ないで あらう か。 所謂 「ただ 事實 だけ を 褐げ、 およそ 可能な 極限にまで 意識的 

に沒 感傷的」 (ハインツ • キン ダ- マン) の *1 界 では あるが、 これ を 短歌の 世界と して 兑 ると 

き餘 りに 記述 的と 思 はれる。 然し 一方で 私たち は、 專ら 「事物に 即して」、 すな はち 純粹 

に客體 そのものに 即しても *  Q 我と いふ もの を 表現し 得る こと を 一 應は 知識と して 知って 

居る。 我々 の 自我が 「客觀 の 中に 沒 入した 時， 客觀的 存在 そのものが 自己 自身の 內容を 表 

現す る」 (SIE 幾多 郎) と考 へる こと もで きる。 土  S 文明 氏の 右の 場合に 於ても、 さう 云 ふ 

ことが 云へ ない こと はない。 そもそも 「臨港 鍅道」 「解體 船」 「工場」 「工場 地帶」 とい ふ 如 
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きもの を えらび、 それ を あの やうな 具合に 觀察 把握 するとい ふこと それ 自體 がすで に 土：^ 

文明 式で あると 云 へ よう。 そこに 私達 はた だち に 土屋 文明ら しさ を 嗅ぎ出す こと も でき 

る。 而 して この場合 只 それ以上の もので はない。 私 は、 そこに 此の 道の 行くて に 横た はる 

一 つの ディ レンマ、 少 くと も危險 性が あるので はない か を豫感 する ことができる。 それ は 

又 一 般の即 物 主義 文學に 於る 障碍で も ある。 かう した 「物事に 卽 する」 すな はち ザ ッ ハ リ 

ヒの倾 向 を 極端に 徹底せ しめる とき、 即ち 「物事」 にっき 了せ たと き、 そのと き主觀 とし 

ての 「心」 が 逃げ、 形骸と しての 「物」 が殘 るので は あるまい か。 この 深淵から のがれる 

道 は 只 一 つと 考 へられる。 それ は內に 燃える 主 觀の强 さで なければ ならぬ。 燃える， 王觀を 

內に湛 へ つ つ 「物に 即する」 のでなければ ならぬ。 この やうに 知識と して この 難關を 調和す 

るの 道が 考へ 得る にも 拘ら す、 短歌と して 如何に 至難で あるか、 それ は土屋 文明 氏の 之 等 

の 作品 自身が 物語 つて 居る。 相 當强靱 な 感情 の 持主と 思 はれる 土屋 文明 氏 を 以てして もな 

ほかつ しばしば 蹉跌せ しめる とい ふこと が、 この 道の 行くて に 横た はる 問題でなくて はな 

らぬ。 「二月 某日」 (ァ ララ ギ；： ： 月) にも この 倾 向が 歌 はれて ゐる。  
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軍艦 は 出で たる あとの 軍港に 春の 潮み ち くらげ 多く 浮く 

幾隻か 灰色の 入渠 船の 後に て 赭き 建造 船に と ど ろく 音 あり 

之 等 も 成程 特殊の 相を呈 した 作品で は あるが、 堂に入る に は 未だしと 云 ふ 恰好で ある。 

都會的 事物の 歌 は 「往還 集」 (大正 十四 年 —昭和 m 华) にも 見られな いこと は， ない が， 其の 

見方 歌 ひ 方に 未だ 最近 程の 特殊な 樣相を 呈 して 居る と は 思 はれない。 然し やばり 相當 の も 

の は ある。 

新しき 橋つ くり 居り 赤々 と燒 けたる 鍈を 投げ か はしつつ if?) 

鍈を 打つ 器械の 音 は 電車に て 川 を 渡りし ここに 木魂す 3 よ 

「ふゆく さ」 (明治 W 十二 年 I 大正 十一 一一 年) では 特殊 相 はさら に 稀薄で あるが、 他の 自然 詠 

唱歌な どに 比すれば やはり 氏ら しきものが ある。 

くわ もゥ る. * よこた * さ すす め 

ながながと 貨物車の 橫 はり 求 食る 雀の こ ゑ さむげ なり (大正 九 年) 

あげば  きた  たいし  ば  きリ ふゆが 

牛 込の 揚 場に 来り われ は 立つ 石お ろし 場の 桐 冬枯れに けり K 八 £ 

氏 は現赏 主義者 だと 云 はれる。 然し リアリスト は 氏ば かりで はない。 又現寶 主義 は 今に 始 


まった もので はない。 それらの 現實 主義と 氏 の 現在の 現 寳 主義と が どの やうに 逮ふ であら 

うか。 今現實 の 世界 を 「物」 と 「人」 として 考 へて みる。 多くの 歌人 も 「物」 を 歌 ひ • 「人」 を 歌 

ふ。 又 多くの 歌人 も 「現 實的」 な 方角から 之 等の 社 會を歌 ふ。 然し それらの 人々 の 多く は 其 

現實を 詠歎し、 說 明しょう とする。 土屋 文明 氏 は 詠歎と 說 明と を できるだけ 殺し、 現實の 

「物」 そのものに 卽し、 現實の 「人」 そのものに 即しよう とする。 然も 氏 は 勿論、 抒情詩と し 

ての 短歌 を 忘れる ので はない T 殊に 短歌に 至って は 抒情詩の 最大 特質た る 感動の 直接 表現 

とい ふ 一 點に 於て、 實に 抒情詩 中の 抒情詩と も 云 ふべき もの」 (短 馱識座 第 四 卷)、 と說く 氏で 

あるから に は、 寧ろ 先頭に 立って 短歌の 抒情 性を强 調す る 人でなくて はならぬ。 氏 はこの 

根本 觀 念の 上に 立って、 いざ 實 作の 段取りに なると 努めて 感情 を 壓し隱 さう とする。. それ 

はどう いふ こと を 意味す るか。 それ はとり もな ほさ. f 最大限度に 感情 を 節約す る ことに 依 

つ て 最大限度 の 抒情 的 効果 を 得ようと する ことになる。 そこに 氏の 新しき 態度— 即物的 傾 

向 I が あり、 又 そこに 異常な なやみが あると 云 はねば ならぬ。 それ は 前に も 述べた やうに 

氏の 感情と 鍊 達と を 以てしても、 なほ かっしば しば ディ レム マと なって あら はれる。 この 
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凡そ 特異の 態度 は、 成功 すれば 特異の 魅力 を 有する 作品と なること もで きる が、 失敗 すれ 

ば 又實に 索寞た る 形骸 を さらす のみで ある。 r 實に卽 く」 とい ふことの 一見 安樂に 見えて 其 

實 容易なら ぬ 困難 を 想 ひ 見る がよ い。 「現象 を 純粹に 把握し、 先入 概念、 先入 判斷 なしに 現 

象の 本質 を勞苦 獲得」 し 「客觀 の 明晰 判明なる 把捉に 迄 到達す るに は 特殊な 叉 大きい 努力 

を 必要と する」 (ライナハ) と 云 ふこと になる。 更に、 かう して 研究し 獲得した 客體 の^ 界を 

抒情詩と しての 短歌に 迄 再現せ ねばならぬ。 この 一 一重の 困難 は 脆弱な 神經と 虚弱な 皮膚の 

所有者に は 到底 征服す る ことができない 難關 でなければ ならぬ。 そこに は科舉 者の 探求 力 

と藝術 家の 直觀 力が 同時になくて はならぬ。 「自然 科舉に 行く を 得 ざり し 少年 時代の 境遇 

を 顧みる かかる 折に は」 (ァ ララ ギ五 H0、 と 歌 ふ 氏 は あるひ は科舉 者になる ベ かりし 人で 

あった かも 知れな い 。 それ故に こそ 此の 客觀的 態度が ある と兑る こと もで きる 。「藝 術 家 は 

舉 者の やうに 客觀 的で なければ ならぬ」 とい ふ 標語 を 氏の 場合に 當て はめて 兑ても 決して 

無理で はない。 叉 耳 を 聾する 機械の 騷 音に 堪 へつつ 冷靜に それ を觀 察し、 分解し、 構成す 

る 「ェ ンジ ニァ」 の 風格 を 氏の 作品に 見る こと もで きる" 然も 尙ほ其 氏に 取っても ザ ハリヒ 


カイトと 同時に 詩 を 要求す る こと はしばしば 困難であった。 

卽實 的の 歌の 中へ 時々 氏 は 思 ひ 切って I. 觀念」 を 織り まぜる。 それ は 無論 イデ ォ a ギ ー と 

いふ 程の もので はない。 かくて 一方で は感 をつ とめて 抑咪 しょうと する 氏が、 他方で は 

煤發 的に 觀念を あら はに 出して 躊躇 はない。 そこで 極端に 無表情の r 卽物 歌」 と 同時に、 

極端に 觀念 露出の 「概念 歌」 が 相 幷んで 現 はれる。 たと へば 「鶴 兒 臨港 鐵道」 に 於て 次の 

やうな 作品が 見られる —— 

橫須賀 に 戰爭 機械化 を 兑 しよりも ここに 侗人 を 思 ふ は 陰慘 にす ぐ 

無產派 の 理論より 感情 表白より 現前 の 機械 カ專制 は 恐怖せ しむ 

ここに は 多分に 觀 念が あり、 思想が ある。 むしろ 觀念 そのもの、 思想 そのもの であると 

觀る こと もで きる。 然も 之が 短歌で あり、 抒情詩で あるた めに はこ こに も 「感情」 の 表出 

がなければ ならぬ。 

然し どこから みても、 此の 場合 在り 来りの 意味の 短歌 的 感情の あら はれ はない。 たと へ 
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ば 「陰 慘に すぐ」 と 「恐怖せ しむ」 とい ふ 表 はし 方 を 例に 取って 見る。 若し 之が 「みじめ 

なりけ り」 とか 「おそろしから す や」 であったならば それ 丈で も旣に 幾分 在来の 短歌ら し 

い 抒情 味を附 加した かも 知れない。 それ を 「陰慘 にす ぐ」 と 云 ひ， 「恐怖せ しむ」 と 云って 

生の 感情 直抒 でな しに、 反省し 客觀 化された 感愦 として 表 はされ て 居る。 反省され 客觀化 

された 感情と いふ ものの 行く 方は觀 念で あり 思想で ある。 右二 首 もさう して 思想 的、 觀念 

的 色彩 を帶 びる に 至った ものと 觀る ことができる。 勿論 これ は 第五 句 を 一 例に 取って 見た 

にすぎないが、 右二 首の 全貌に 就いても さう いふ ことが 云へ るで あらう。 その やうに 感情 お 

を 反省し、 冷却し、 理智 的に 形成 するとい ふ 傾向、 それが 又卽實 的の 道に 於る 一 つの あら 

はれで なければ ならぬ。 思 ふに 卽實 性と いふ こと は、 「物」 を觀 察する 時に も あら はれる が、 

心を抒 ベる ときに も あら はれねば ならぬ。 だから 土屋 文明 氏の 作品に 極端に 無表情な 「物 

體」 が 刻み出されて 居る かと 思へば、 極端に 冷い 感情が むき 出されて 居る。 さう いふ 「 感 

情」 の卽實 性と いふ こと も 「戰爭 機械化」 と 云 ひ 「機械 カ專 制」 と 云 ふやうな 近代的 物事 

を 前にした とき、 其の物 事に ふさ はしい 抒情 法と 觀る こと もで きる。 之に 似寄った 場き は 


廣須貲 軍港 見 學の歌 (二月 某日、 ァ ララ ギ三 月) である。 ここで も 右に 擧げ たやうな 物 體の卽 

實歌 (前 揭) と 丼んで 感情の 卽實 的倾向 を兑る ことができる。 

三 笠 艦 見つつ ぞ思ふ 力つ くし 戰ふ はた だに 功利の ための みなら じ 

此 所に 戰 死の 人の あと 見れば 生き 死の 吾が 觀 念の 變る とも 思 ふ 

ここに 思想 化され、 觀念 化された 感情 を 見る ことができる。 それ は形づ けられた 感情で 

ある。 軍艦に 乘り、 戰爭の あと を 想 見し、 大砲に 關 する 知識 を 得る ときの 感動 は、 最早 や 

在来の 型の 感情 表出で は 間に合 はぬ。 この 際 在來の 短歌 的 感情に 取って 代 はる もの は 「新 は 

しき 物」 に卽 いての 感情で なければ ならぬ。 それ は 軍艦に 乘り、 大砲 を 見、 戰爭 を考へ る 

時 e なくて は 起り 得ぬ 特殊な 感情でなくて はならぬ。 それが 其 際の 感情の 「實 に卽 く」 こ 

とで ある。 それ は 其の 特殊の 感情の 本體を 追求す る ことで ある。 それが つきつめて 右の 歌 

の やうに 反省 的と なり、 思索的と なって 行く であらう ことが 考へ 得られる。 さう いふ 傾向 

は 次の 如き 新しき 事件に も 及ぶ。 

外國 文豪 来りて 此 所に ありと いふ 意識 は 吾の 粗野 か 偏狹か (||$円月) 


新しい 物 を 前にしても、 在り 来りの 見方 考へ 方です ませる こと もで き、 在り 来りの 詠歎 

で片 づけて おく こと もで きる。 さう して 右の 場合 は 明かに さう でな く， 新しい 物 を 前にし 

ての、 その物に 卽 いた 特殊の 新しい 兑方， 新しい 抒情が 努力され てゐ る。 然し 土屋 氏の 場 

合、 新しき ものの 見方、 歌 ひ 方は必 すし も 「新しい 物」 を 抑に した 時ば かりで はない。 _ 

まことに 女の つつまし さは 容色と 共に 失する ことこの 女の この 文章の 示す が 如し 

(同上 十二  H:) 

父の 罪に 警察に 引かれ 僞證 せし 幼き 夜の 記憶 は 打ち消しが たし (S 上 十一 ガ) 

土屋 文明 氏に かう した 傾向が 現 はれた の は、 私の 知る 限りで は 極めて 最近の ことに 葛す 

る。 私 は 之 等の 短歌の 1 にある 態度 乃至 文 舉觀を 右の やうに 解釋 したので あるが、 ひる 

力へ つ て 之 等の 作品から 實^ に 受ける 短歌と しての 感銘 は 如何で あらう か。 まま： y も！ f に 土 

屋 文明 氏の 心い き， 語氣、 肌 あ ひ、 に ほひ 等を感 取す る ことができ、 ^そ 0 ヒ, j 氏の 短歌 

觀文 舉觀の あら はれ を兑る こと もで きる が、 それ以上の 深い 感銘 を 受ける こ とがで きょ 

い。 私 は 之 等の 短歌 を 近代的 理智的 文 舉觀の 一 つの 試作 的、 近 程 的 所 產と觀 て、 なほ 前^ 
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を 待望す る ことにしよう。 

去 完成 は聲 調の 上に も殘 されて 居る。 新しい 歌境に は それに ふさ はしい 新しい 聲 調が 要 

求せられ ねばならぬ。 土屋 文明 氏 は そのこと を 知り 過ぎて をら れる であらう し、 現在の 氏 

の聲 調の 混亂 は、 取り もな ほさす 其の 模索の あがき を 反映して 居る と 観られる。 私 は 「氏 

の 開拓せ むと する 歌境が、 詩と して 鍬 を 入れる に餘 りに 未だ 固き 土壤 である」 こと を 指摘 

し T だから 打 込む 鍬の きっさきと 土塊との 觸れ合 ふ 音 は、 決して 快い 諧 音で なく、 しばし 

ば 軋 音で あり、 雜音 であり、 又 しばしば 字餘 りで あり、 破調で ある」 と 述べ 、「ここに 開拓 

者の 未完成に ふさ はしい 音樂が ある」 (短 研 二月) こと も肯ふ もので は あるが、 それ は飽迄 

も 「未完成の」 であらねば ならぬ。 けだし 氏 自身と しても 現在の ままの 表現、 聲 調で 滿足 

して は 居られない であらう。 

氏 は 物の 世界と 同時に 「事」 の 世界 を 歌 はむ とする T 物に つく」 と 同時に 「事に つく」。 

然し この 二つの 相 はもと もと 別の もので はない、 等しく  r 寳に卽 く」 ことの あら はれで な 
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ければ ならぬ。 だから 之 を卽實 的と いふ ことができる。 ザ ハリヒ とい ふ 言 槳 は元來 この 兩 

相 を 含んだ ものである。 

氏の 「事に つく」 世界 は、 又 主として 「動きつつ ある 事」 についての 世界で ある。 氏 は 

動きつ つ ある ものと して 「物事」 を 把握しょう とする。 「自然」 も 動き つ つ ある ものと して 把 

握され る。 私 はこの 境 を 現在から 出發 して、 過去の 二 歌集に 溯って 探って みょう。 

一 一日して 利根の 川 沿く だり 來ぬ ここに 波 崎に あがる.！ H 波 (ァ ララ ギ- < ま 《0 

すぎに し 日い かりて 妻が たたきつけし ほととぎす は 庭 隅に 靑く芽 立ちぬ (E 上) 

露し げき 物干の 上の 星月夜 子供 を寢 せて 妻の 來に ける (E 六 年 十月) 

暑き 夜の 更けた る^ 地に 松 ありて 月の かかれる 時に 歸 りぬ (lis 年) 

X つ ひば リ 

か はるが はる 幼き 一 一人お ぶ ひっつ 登る 峠に 夏 雲雀な く  (15 

水 落ちて 野榮の 屑の くさり 居る 湖の みぎ はに 歩み 來に けり (ふゆく さ As 

この 「自然」 と 「我」 との 動け る 交流 は旣に 「ふゆく さ」 時代から 芽生えて 居る が、 そ 

れが 獨自な 徹底 を 兌せ るに 至った の は近來 のこと である。 然し 單に 自然 を靜 的の 自然と し 
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て 眺め 寫 し、 從て非 特質 的な もの は 「ふゆく さ」 に 最も 多く、 近来に 至って 著しく 減じて 

来る。 

動きつつ ある 世界と して 就中 最も 近く 最も 親しい もの は 「我」 の 世界で ある 。「我と 汝」 

の 世界で あり， 「我と 彼」 の^ 界 である。 それが 「行 爲」 そのもの として 素朴に 把握され， 

詠歎 や 敷衍が 避けられよう とする。 それ は 丁度、 「物と 物」 が 素朴に 歌 はれよう としたと 

同じで ある。 かう いふ 特徵 は旣に 「往還 集」 の 後半期から 著明に なりつつ ある。 

玉 川に 一日 あそびし a と 子 は枸祀 をつ み 川 砂 を さげて かへ りぬ (ァ ララ ギ八年 f)  お 

C 

幾年 かねが ひし 風呂桶 を^ ひ來り 五日ば かり は つづけざまに 浴む 3 セ * 千  一 i 

春に 向 ふ 夕 空な ごむ 丸の 內 植木鉢 を かひ また 饀パ ンを買 ふ 

後れた る 食事に ゆけば あたり 居る 子供 を 妻 は 外に 追 ひ 出す S  一  J 

若き 友 は 水 瓜 を 二つ 持ちて ゆく 上衣 をぬ ぎて 吾 はっかれ ぬ 月) 

家に ある 幼 等が ため 出先なる 伊豆の 蜜柑の 一 箱 を 買 ふ (sis) 

父 死ぬ る 家に はらから 集りて おそ 午 時に 鹽鮭 を燒く  (同 よ 
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遠々 と來て 診た まへ る 君が まへ に くどくど 病 を 云 ふ 父 を 聞く  (2 上 > 

子供 等 を 引きつれ 出で し 年の 暮 三越に 來て 小便所き く  0 卜) 

祖父 の やま ひ氣づ か ふ 妻子 等に 潮た るる 鯊の 包 を わたす (|£ 

あゆ  も ご  いま  i す まなみ 

おとろ へ て 歩まぬ 吾兒を 抱き あげ 今 ひら くらむ 蓮の 花見す ニゅ くさ.^ 正 十三 S 

かた  はま  なぎ す  ふね 

語りつつ 濱に いづれば お ほ ははの ffl に 据われる 船 を よろこぶ (S5 

正 岡 子規 を 自然主義 を 代表す る ものと し、 齋 藤茂吉 氏に 表現主義 的倾 向を兑 (ァ ララ ギ 一 

月號 拙文)、 今、 土屋 文明 氏に 卽 物的 傾向 を 見出さう とする こと も、 偶然で ないか も 知れな 

い。 然し 卽實的 乃至 卽 物的と いふ 言葉 は元來 それ 自身 「不明瞭な 矛盾の 多い」 現代語で あり、 

從 つて 其れが 抱擁す る範 圍は廣 いもので あ る こと は、 「新寫 m 主義」 「新しき 現實」 「魔術 

的寫實 主義」 「表現 派 的 自然主義」 「狂信的 自然主義」 等の 別名が ある 所から 見ても 想像で 

きょう。 かう いふ 言葉が 土屋 文明 氏の 全部 を 物語る こと はでき す、 又土屋 文明 氏 以外の 人 

でも この 名稱の もとに 呼ぶ ことができる 一 面 を 持つ ことができよう。 のみなら. f 現代の 日 

本 歌壇 そのものが、 多少と も 其 傾向 を帶 びて 居る と 云 ふこと がで きょう。 私 はこの 意味で 


現代 歌壇の  一 sg^g を も 批評した ことになる" その 中に 在って 土屋 文明 氏 は その 色彩の 殊に 

著 L レー 人で ある。 私 はこの 事實を 偶然と は 思 はない。 そこに は 氏の ft 格 こ S ざす；^ 然 ft 

が あり、 又 其の 胚胎 は 旣に前 歌 殊に 「^還 集」 に 見られる。 さう して 共 上に 氏の 先行 

者 力ら の 歷史が 支配して 居る。 獨 乙に 於る ノィ H ザハ リヒ カイトの 發生 がさう であった や 

うに、 土屋 文明 氏の 卽實的 傾向 も、 過去に 子規の 自然主義 (テ， "ゼ) と茂吉 氏の 表現主義 

(アンチ テ ー ゼ) とがあって、 其の 綜合 (ジン テ ー ゼ) として 現 はれた ものと 解釋 する こと 

もで きない 事 はない。 勿論 土屋氏 自身 それ を 意識して 居られようと 否と は 問題外で ある。 

私が ここに 述べた の は土屋 文明 氏の 最近の 歌風 を 出發點 として 其 獨自な 方面に 就いての 

考察で あるが、 其慼 史的 發展を も 併せ 述べる ことによって * 氏の 二 歌集 「ふゆく さ 一 「主 還 

集」 を 貫流す る 基調に も觸れ たつ もりで ある。 私 はこの 特徵の 方面と 同時 こ，、 #徵 ならぬ 

方面、 たと へば 在 來の傳 統的詠 風が 現在で も散兒 され、 「往還 集」 で 相當に 見出さ ぇ>  「ふ 

ゆく さ」 に 至って は^だ 多く：^ られる 事に ついて、 それらの ことに 就いて. H 今： ^ は 待 別の 

興味 を 感じない。 (昭和べ 年 六月) 


长吉 茂璩齋 


齋 藤茂吉 氏の 歌論 


齋 藤茂吉 氏の 歌論 はいふ 迄 もな く寫 生の 說 である。 然し、 そもそも 短歌に 於る ^生と い 

ふこと は、 人 も 知る やうに 正 岡 子規に 初 まって ゐ る。. それが 齋 藤茂吉 氏に 至って 補遺" 擴 

充 された ものと 兑る ことができる。 寫 生と いふ 大黑 注の 礎 をお いたのが 子規で あり、 それ 

を 基と して 宏壯な 殿堂 を營ん だのが 茂吉 氏で ある。 「實 相觀 入に よって 生を寫 す」 の說 がそ 

れ である。 寫 生と いふ 一 本の 柱が かう いふ 間口 奥行 を そな へた 大 伽藍に 出来 上る 迄に は、 

茂吉 とい ふ統 鉗の 外に、 左 千 夫、 節， 赤彥 などい ふ 下ば たらき が 介在し、 それぞれ 部分的 


な 仕事 を：？ 受けた の は 云 ふ 迄 もない。 

子規が 寫生 とい ふこと を唱へ 出した の は、 彼の^^に よる 直 觀が與 つて ゐ るの は 論を俟 

たぬ が、 常時の 主潮た る 「现 想」 とい ふ ものに 對 する 反動と して 成立した とい ふこと もで 

きる。 「畫の 上に も- 詩歌の 上に も现 想と いふ 事を稱 へる 人が 少 くないが、 それら は寫 生の 

味 を 知らない 人」 (^牀 六尺) であると 云 ひ 、「理想の 方が 餘程 淺翊 であって、 とても 寫 生の 趣 ゆ 

ぶの 變化 多き に は 及ばぬ 事で ある」 (同上) とい ふの も 彼の 现想嫌 ひを證 する に 足りよう。 

その 理想に 對 する 反 措定と して 先づ寫 生と いふ ものが 持ち出されて 居る こと を 知る。 理想 

的な ものに 反對な もの、 そこに 此の 派の 寫生 主義の 胚胎が あり、 それ はやが て、 常に この 派 

の 精祌の 中心 を 貫流す る 一 つの 主潮と なって ゐる ものである。 

凡そ 思惟の 流れ は 常に 一 一つの、 王 流と なって 繼 承され て 行く。 之 を プラト I ン 型と アリス 

ト テレス 型と いふ ことができる。 前者 は 現象 を 超越， して イデア を 追求す るので あり， 後者 


は 現象 そのもの 、中に 存在 を 探らう とする ので ある。 前者 は 力 ント 型と いふ こと もで き- 

後者 は ライプ 一一 ッ ッ型 とい ふこと もで きる。 現代に 至って 前者 は 新 力 ント 派と なって あら 

はれ、 後者 は 現象 學派 となって 受け 繼 がれる。 前者 は價 値の 哲學 であり、 後者 は 存在の 折：： 

擧 である。 多くの 文擧 運動 もこの 二つの 樞軸 をめ ぐって 分化 發展 する ものである。 短歌の 

世界に もさう いふ ことが 云へ る。 寫生 主義 は 「價 値の 歌論」 に對 する 「存在の 歌論」 とい 

ふこと がで きる。 前者 は 浪漫主義の 歌論で あり， 後者 は寫實 主義の 歌論で ある。 ここに 於 

て 「思 ふに 寫實 主義と 浪漫主義と は 文舉論 上に 於て 常に 現れる 二つの 倾 向であって， 日本 ^ 

の 歌論に 於る 萬 葉 主義と 新 古今 主義 もこの 二の 傾向 を 根柢に 有して 居る」 (久松 港 I 氏、 歌學 

史の 研究) とい ふこと も肯 ける。 そこから 又 「子規と 鐵幹 氏の 兒辦も それ を 新しく 再吟味し 

たものに 外なら ない」 (同上) とい ふこと も考 へられる。 萬 葉 崇拜の 子規が 「存在の 歌論」 

を 生み出し たの は當 然の數 であり、 それ を繼 承す る 一派が、 たと へ 唱導 者に よって 種々 の 

様相 を呈 しょうと も， 結局 存在の 歌論た る 範疇 を 出で ないで あらう こと を豫 想す る ことが 

できる。 


三 

子規の 寫生說 は、 動機と して は單に 理想に 對 する 反 跪と して 起り， その 論據 も、 直接 交 

遊の 問 柄であった 中 村不折 等の 西洋 ffi* 及 その 理論からの 暗示 を 基と した ものにす ぎす、 

從 つて 立論と して は 極めて 幼稚で あり， 啓蒙 的な ものであった。 然し 子規の 功績 は 其の 基 

礎の 石 を 一 つ 置いた ところに 在る。 齋 藤茂吉 氏の 功績 は 子規の 寫生說 に、 廣き 內容を 持た 

しめ、 一 の 歌論ら しい^^ を備 へたと ころに 在る。 その 理論的 根據に は， 幾分 獨斷的 色彩 

を 否まれな いが， ともかく 短歌 寫生說 に 向って 最大限度の 內容 を負擔 せしめ、 出來 得る 限 

りの 妥當性 を附與 しょうと 努力した こと は 氏の 殁 すべから ざる 業鑌 であった。 

氏の 寫 生の 論據は 主として 東洋 畫 論から 得て 居る。 其 他： t 外、 n ダン、 恒友、 井泉水、 

豐隆， 等々 の 言說を 資料と して 居る。 何れも 斷片 的な 引用 齣で あり、 それに 對 する 斷片的 

な 敷衍であって、 氏 自身の 論理的 體 系に 整理され たもので はない。 もとより さう いふ 種類 

の 歌論 を 最初から 企 11 したので なく、  r 寫 生の 語^ を 用語 例に 據 つて 感 史的に 調べ て 見よ 
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う」 (短 欲寫 生の 說) としたに すぎ. fT 何 かの 機緣 があって 書かれた」 (「同上」 序) 程度の もむ 

であり、 『予 は予の 獨斷の 好みに よって 「寫 生」 ふ 呼ぶ』 (「短 耿ミ寫 生 ヒ家ー iB) とさへ 云 はれ 

てゐる ものである。 さう いふ 論理の 上の 不利益 を 補 ふに 氏 一 流の 熱意と 信念 を 以てして ゐ 

ると ころに、 むしろ 却って 氏ら しいと ころが ある。 

寫生 とい ふこと を^に 「實際 を 有の ままに 寫 すを假 りに 寫 生と いふ」 (子規^ 集 第五 卷、 叙 り 

事 文) 程度の 平 俗な 子 规說の 代りに 、「直ちに 實 相の 核心に 參入 する」 (短 欲寫 生の 說) と 云 ふ 

やうな 深い 解 釋を與 へた こと、 「歌の 上で 寫生 するな ど 云 ふこと は 殆ど 滑稽で ある」。 と 云つ 

て r 寫 生の 語義 をよ く 知らなかった」 左 千 夫の ために、 その 作品 はや はり 眞實 の寫 生に な 

つて 居る として、 寫 生と いふ ものの 領域 を廣 めて やった こと 、「直ちに ik 然 に接觸 して、 寫 

生 を するとい ふの が 現在の 急務で ある」 (節 仝 雄^ s 卷 「欤譚 抄ん讀 みて. 一) と 云って 主として 

天然 接觸の 歌を寫 生の 歌と した 長 塚 節の 解釋に 向って r 寫生は 輪廓 だけの 急所で なく.、 も 


つと 深い 生命の 急所まで も 突 込んだ もので なければ ならぬ」 (短歌 寫 生の 說) とい ふ 內面的 

の 意義 を 提出した こと、 それらの こと はすべ て齋 藤茂吉 氏が 寫生 主義 發展 途上に 寄與 した 

大きい 勳績 とい はねば ならぬ。 「寫生 道 は傳祌 道と 同じ」 (欲 道 小 見) 等と 云って 殆ど 茂吉 氏と 

同じ 境域に 到達して 55 ながら 論據 不足であった 赤谗に 代って、 滔々 東洋 畫論 の 用語 例 か ら 

歸納 して 行った ごと も茂吉 氏の 功勞 である。 

之 等 は 同じ 寫生 道の 家中に 於る 茂吉 氏の 業績 を 示す ものであるが、 一 般 歌壇に 於る 蒙 を 

啓いた こと も 見逃す わけに 行かない。 寫生 とい ふこと を單に 「平面 的寫 生」 とか T 靜 的な 

輪廓」 とか、 又は 「天 然の 外的 描寫。 視覺を 以てする 形象の 描寫」 (短歌 寫 生の 說) 位に しか 

解釋し 得なかった 大正 八 九 年頃の 歌壇の 一 部の 論者に 對 して、 「寫 生に 緣 つて 神 を 見る」 (E 

上) と 云 ひ、 「實 相に 觀 入して 自然、 自己 一 元の 生 を^す」 (问 上) と 云 ひ、 「、王 觀の あら は 

れ でも 寫 生で あり 得る こと を牢 記して おくが 善い」 (同上) と 云って 自己の 感情 も寫 生が 可 

能で ある こと を 云 ひ、 「自然 を寫 生す るの は、 卽ち 自己の 生を寫 すので ある」 (同上) と 云つ 

て 物心 一如の 法を說 いたの は、 當 時の 歌壇の 蒙 を 啓きつつ、 寫 生と いふ 概念の 內容 を擴充 
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した ものと 云 はねば ならぬ。 

五 

氏の いふ 「實 相觀 入に 緣 つて 生を寫 す」 とい ふこと は 「實 相觀 人」 の 部分と 「生 を 寫す」 部 

分と に 分けて 考 へ て 見る ことができる。 實相觀 入と はいかなる 意味で あらう か。 「實 相觀入 

に緣 つて 生 を 1  おした ので ある」 「寫 生と は 實相觀 入に 緣 つて 生を寫 すの 謂で ある」 r 實相觀 入 

によって 自然 自己 一 元の 生を寫 す」 「實 相觀 入して 自然 • 自己 一 元の 生を寫 す」 などと ある。 

そこで 寫 生と いふ こと は K 相觀 入に 緣っ てな される こと， 卽ち 實相觀 入は寫 生と いふ 目的 

のた めの 方法と 解す る； とがで きる。 然 らば 其の 方法た る實 相に 觀入 すると は 如何なる こ 

と を 意味す るか。 實 相と は 「ダス • レア ー レ ぐら ゐに 取れば よい」 と 云 ふ、 又 「現實 の 相な ど 

と碎 いて 云っても よい」 と 云 ふ。 後者 は單に 現象 (pllaenomcn) とい ふ 意味に も 取れる が、 

前者 は r 眞實 なる もの」、 卽 現象の 奥の 本 態とい ふ^ 味に 考 へられる。 やはり 本 態、 本性， 

木質、 とい ふ 意に 解すべき であらう。 本質で なく、 單に 形相なら ば、 それ を觀 入す る 必要 
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はない からで ある。 叉 單に寳 物に つく 位の 淺ぃ 意味なら ば. 子规の 啓蒙 說 とともに 旣に止 

揚 された^ I であるから である。 島 木 赤^も 「物 及 現象の 中核に 潜み 入って 直ちに その 生命 

を捉 ふる を 念と する」 と說 くやう に、 中核に 潜み 入る ので あり、 それ は 現象の 本^ を 把 

握す る ことに 外ならぬ。 寶相觀 入と いふ こと は 本質 諦視、 又は 本質 直觀 とい ふやう に 解す 

る ことができる。 ともかく、 かう して貿 相觀 入は寫 生と いふ 目的の ための 手段と 考 へらし 

る。 

六  ^ 

し .4 -3  しょ 5 

次に 生を寫 すと はどうい ふこと であるか 氏に よれ は  「生 を寫 す」 とい ふこと は、 「生 

寫し」 に 通 ひ、 「生命 直寫」 の義と 謂っても よい。 「生」 と は 「いのち」 の義 であり、 「寫」 と 

は 「表現」 の義 である。 「生」 とい ふこと は 叉 「神」 とい ふこと と 相 通す る。 又 生活、 生命 • 

しょ 5  せい  せいじつ 

生 等 は 皆 「生」 の 一 字に 歸 せしめる ことができる。 支那 畫 論の 寫 生の 「生」 のうちに は、 實 

物、 生、 生々、 生 趣、 生 意、 生動、 生氣 などの 生 も 含んで ゐ ると 看て 好い。 「寫」 の 字 は 表 


現 もしくは 實現 位で よい。  之に よれば 生と は、 生、 あ 趣と いふ やうな 極めて 手近 

な もの 力ら いのち、 生命と いふ 如き 窮極の ものまで 含む ことになる。 その 生命と いふの 

は、 ；大 地 萬 物の 生命で あるが、 同時に 「自然 を寫 生す るの は、 卽ち 自己の 生を寫 すので あ 

る」 (同上) とい ふ 意味に 於て、 自己の 生命と いふ ことに もなる。 生と いふの は 右の やうに 

種々 な 相 を 含められて あるが、 氏と して は 生命、 祌、 いのち、 とい ふ 方に 重き をお いて 居 

る。 ともかく 右の 諸相 を 引き くるめて 生命と いふ 如き ものと 總稱 してよ からう。 さう して 

「寫 す」 とい ふの は 「表現」 の義 であると いふ。 

そこで 「寫 生」 とい ふこと は、 「生命 を 表現す る」 とい ふこと になる。 ここで は、 「寫 生」 

と は 直ちに 「生命 表現」 のこと であり、 ただちに 目的 を 表 はす 語と なって 居る。 氏の 意味 

する この 言葉の 中には、 如何にして 其の 目的 を 達すべき か、 如何にして 生命 表現 を 成就す 

べき か、 とい ふ 手段、 方法の こと は 含まれて 居ない。 


東洋 晝 論に 於る^ 生の 原意 は * して さう い ふ もの を 意味して ゐる であらう か。 東洋 畫， 

でい ふ^ 生 は 方法と E 的と をず、 ね そな へ たもので ある (次章)。 そこで こそ 初めて 藝術 論と 

いふ ことができる。 氏 は 東洋 畫 論で 謂ふ寫 生から、 方法 を輕視 して、 主として 目的の み を 

取上げよ うとされ たかに 思へ る。 そこで 其の 不足 を 「實 相觀 入に 緣 つて」 とい ふ 方法で 補 

はねば ならぬ ことになるの では あるまい か。 その やうに して 氏の 寫生論 は 「實 相觀 入に よ 

つて 生を寫 す」 となって 初めて 首尾 完結した 體を そな へる ことができる。 然し この 時 「寫 

生」 の 語 そのもの は 意義 を 半減され たこと になる。 

「用意， 用筆、 用 色、 一 々生動して 方め て 之を寫 生と 謂 ふべ し」 (小山 畫譜) とい ふの も、 

用意， 用筆、 用 色と いふ 如き 手段、 方法が 先づ 生動す る こと を必耍 とする ので あり、 之 あ 

つて 初めて 寫生 とい ふこと がで きる、 之なければ 寫 生と は 云へ ない、 と 云 ふの だから、 む 

しろ 手段、 方法に 重き をお いた 論で ある。 「花 は 木に 附か す、 木 は 土に 附 かざる に 惑な ぎ か。 
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翦綵 して 人 を 欺かば、 生 意 いづく にか ある」 (同. 上) にしても、 W 「花 は 木に 附き、 木 は 土 

に附 き， 翦綵 して 人 を 欺く ことなくば」 ，5 「生 意が 初めて 生す る」 とい ふので 手段 5； 目的 

£を 兼ね そな へた 論で あり、 むしろ 手段の 方に 多くの 言葉 を 費して 居る。 この 文章の 前に 

來る 「昔 人の 寫生は 先 づ心を 幹に 行り 條を 分つ 分寸の 問に 用ゐ て、 幾多の 曲折、 膚輝. 縱横、 

あきらか 

各名實 を 藪に す 〜：： 」 云々 にしても 「先 づ心 を」 から 以下の 文字 ことごとく 方法の 叙說で 

ある。 「ただ 能く 極 似して、 乃ち 花の 爲 めに 祌を傳 ふるに 稱ふ」 (甌香 節 黉跋) に 於ても、 ただ 

能く 極 似さす とい ふ 手段あって こそ、 傳 心と いふ ことが 可能で あると いふので、 ここで も s 

むしろ 手段の 方が 強調され て 居る。 「生紙 を 用 ゐて寫 生す る は、 必す紙 を 將て扳 上に 貼り、 

竪 てて 手に 順にす るに.^ り。 其對光 をして 坐に 上らし め、 自己 は 心 を 凝し 氣を靜 にし、 (屮 

こんげん  たいじゅん 

略) 渾 元より 法 を 起し、 鼻口 目 眉 耳に 對 准し、 部位 を 分明に し (中略) 秋 毫も 忽過 すべから す。 

淸濁 對定し 濃淡 失 ふな くんば， すな はち 神 完く氣 足る」 (芥子 阛畫傳 £^)。 この 文^でも、 

「必 す」 から 「失 ふな くんば」 迄の 委曲 をつ くした 述說は 作畫の 際に 於け る 具 體 的の 方法論 

で、 さう いふ 綿密な 用意、 手段の 後に 初めて 祌 完く氣 足る とい ふので あるから、 寫生 とい 


ふこと が 直ちに 傳祌を 意昧 しないの みなら 卞、 むしろ 1"^ にあたっての 心がけ、 方式の 方 

を 主として ゐる ものと 考 へられる。 「■ 唯寫生 に て 眞 物 の 性情 を 悟り」 (^山 ) にあっても 寫生 

と は 却って 物の 性情 を 悟る ための 方法と されて 居り、 「寫生 精 H にして、 叉 能く 生動し」 

( 桐 陰 賓論 ) でも 寫 生と いふ 言葉 は 作畫の 方法と して 现 解され てゐ る。 其 他 氏の 引用され た 

東洋 畫 論の 章句の 1  口す ベて は { お 生と いふ こと を、 手段 目的 かね そな へた 意味に 解した もの 

か、 又は 手段の 方に i きをお いた もの か、 あるひ は 手段 そのもので あるかの 如き 句 調の も 

ので ある。 そこに 「生動」 とか 「生 怠」 とか 「神 を傳 ふ」 とかい ふ 文字が 見える こと は 見え 

て も、 寫 生が 成功 すれば， 結果と して そこへ 行く とい ふ 位の 存在で しかない。 だから 寫生 

とい ふこと が ぼちに 「傳 祌」 を 意味す るか どうかに はかに 決定で きぬ。 

この こと は 又 「生 氣」 とか 「傳 祌」 とかい ふ 言葉が、 必 すし も寫 生の 場合の みならす、 

他の 場所に も 使用され て 居る 相當 月並な 文句で ある ことから も考 へ られ る。 試みに 今 東洋 

畫論 集成 を ひらいて 見ても 「凡そ 花卉 を畫 く、 ェ緻 と寫 意と を 論ぜす、 ^筆の 時、 布棋の 

法の 如く、 俱に勢 を 得る を 以て 先と 爲し * 一種 生動の 氣象 ありて， 方め て 死 板なら す」 (芥 
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子 M 蛮傳； 「萬卷 の 書を讀 み、 萬 里の 路を 行き， 胸 屮に塵 濁 を脫去 するとき は、 自然に 

たち どころ 

內營 して 立 に 1； 鄧を 成し、 手に 隨 ひて 寫 出す る も， 皆 山水の 傅 神と ならん」 (« 禪室 隨輋) 

の 如き ものが 兒 出される。 

ともかく， かう して 東洋 畫論 では r 寫生」 とい ふ もの を、 i ま 物に 當 面しての 表現 手段の 

方に むしろ 重き をお いて 解釋 して 居る こと は 確かで ある。 然し そこから 齋藤茂 吉氏は 却つ 

て 目的た る 生命 を 寫す方 を强く 汲み取る (前章 參 gr) 。そこに 氏の 主觀 味と 獨創 味と が 多分に 

あると 云 ふこと がで きる。 

• 九 

かくて 寫生 とい ふこと は茂吉 氏に よって、 「實 相觀 入に よって 生命 を 表現す る」 とい ふこ 

とに なった。 之 はたし かに 寫 生と いふ ものの 原意と は、 全然 別の もので はない にしても、 

少く とも 風貌 を 異にし" 範 圍を變 革した ものと 云へ る。 ただ 若し ここまで 推し 進めて 來た 

内 容に 向って、 今 尙簡單 に r 寫生」 とい ふ慼 史的 名稱を 以て 代用しょう とするならば 賢明 
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と は 云 はれまい。 そこで 「^相 觀入 によって 生 を^す」 と 改^され る 所以で あらう か。 

然し 私 は、 この 標語の 內容 そのものに は 充分 歌み  1 としての 存在意^が あると 考 へる。 そ 

れは 現象の 本^ を 研究す る现 象^派の 存在が 竹學の 界に 於て 一 の 場所 を 卜：： め 得る と 同様 

の 意味に 於て である。 かくて^ 相觀 入に よる 寫生は 歌論と しての 存在意義 は 充分 あるが * 

ここに 文章に よって 示された 限りに 於て は、 此の 歌論の 特殊性 は 未だ 明白で はない。 然し 

茂吉氏 の 場合に 於ても、 氏 が^^ の 作 "1 によって 示 される 具體的 のお 祌 こそ 氏獨自 の もの 

である。 かう 云 ふこと は 凡 そ 歌論と 作品と のれ ふべ き 運命 かも 知れな い 。 

茂吉氏 は 子規の 寫 生 を 評して r 寶 物に 據る ことに 茧 きを 置いて、 傳祌寫 心の こと は 云つ 

て 居ない」 (短歌お 生の 說) と 云 ふ。 かう いふ 茂吉氏 自身 は 前に 述べた やうに 「傳 冲、 寫、. ： "の 

方に 重き をお いて * 實 物に 據るこ とに 重き をお かない」 とい ふ 對跪的 立場に 立って IW る こ 

とに 氣 がっかねば ならぬ。 同じ 寫生逍 に 在りながら、 

庭 もせに 晝照 革の 哚き滿 ちて 上^-の 蟬の聲 しきるな り ？  W) 

代々 木 野 を ひた.^ りたり さびし さに^ きの 命の この さびし さに ^ ク 
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の やうな 風格 懸絕 する 一 一 つ の 作風が あら はれる とい ふこと は、 一 見 奇異の 感 がないで もな 

いが、 前者 は寫 生と いふ ものの 二つの 相の 中、 方法の 方、 卽赏 際につ くと いふ 手段の 方に 

重き をお く 論者で あり、 後者が 目的の 方の 生命 表現に 重き をお く 論者で ある こと を考へ れ 

ば、 歌風の 相違の 由って 來る ところ を 察する ことができる。 (勿論 そこに は兩 者の 性格に 

根ざす 必然的 相違 を 度外視す る こと は できない であらう。 い やむ しろ 其の 必然的の 相違が 

それぞれの 歌と 歌論と を 生み出し たと 考 へられる。) 茂吉 氏の 特色 は實に 生命 表現 的と いふ 

ことに 在る。 氏の 人間の 底に やむ にや まれぬ 生命 表現の 欲求が 燃えて 居る と考 へられる。 

その ディナ ミッシュな 力が 畫 論の 解釋に 獨斷 的、 、H.- 觀的 色彩 を與 へた ことに もなる。 その 

氏が 寫生 道の 流れに 入って は， 其 中に ある 生命 表現の 部分 を 強調し、 發展 させ 义實 行した 

の はむしろ 當 然と 云 はねば ならぬ。 然 かも 其の 生命 表現 は單 なる 生命 表現で はない。 異常 

な 爆 發カを 以て、 怪奇な 焰 にもえ 上って ゐる 生命で ある。 『念々 燃えて 進まう とする 道 は 

「寫 生」 である』 (短 欲お 半： の說) 『「國 溢り 嶺に 立つ 雲」 とい ふの は、 いかに 生 氣充滿 し、 そ 

して それが いかに 寫 生から 來てゐ るか、』 「女 ほしと 叫ばざる の ゆ ゑ を 以て、 客觀 歌、 記述 
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歌の 評語 を^ら せようと する の は， それ は 個人 生.^ の あり ど こ ろ を 知らざる に 因して 居よ 

う」。 

ひた 走る わが 道嵴 ししん しんと 堪へ かねた る わが 道く らし (* 先) 

たまき はる 命 ひかりて 觸 りたれば 否と は 言 ひて 消ぬ がに も 寄る (E 

あかあかと 日輪^に ま はりし が 猫 やなぎ こそ ひかり そめぬれ (5 

ゆ ふ 日と ほく 金に ひかれば 群宽は 服つ むりて 斜面 を ころがりに けり (0 

とろとろと あかき^ 紫 火 もえし かば 女の 男の宽 を どり ける かも S) 

か はむ^-? 

川 向の 金の 入日 をい まさらに 今 さらさらに 我も兒 入りつ (S  • 

之ら の 文章 や 作品に 於て 茂吉 氏の 特色 は旣に 充分に うかが はれる。 ここに 見られる 特色 

はたし かに 茂吉 的で ある。 

一 〇 

私 はかって 氏の 歌風 を 表現主義 的で あると 云った (ァ ララ ギ七 ^一月 )o 以上に 上げた 極め 
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て 少數の 歌と 文意と によっても、 表現主義 文攀の 特質と^ はれる 主觀 的、 絡對 的， 非 論理 

的， 祌祕 的、 原人 的， 直觀 的， 幻想 的、 律動 的、 怪奇 的、 等の 諸相 をう かが ふ ことができ 

る。 (この 事 は 他日 詳論の 機を俟 つが， ここに は 只 暗示して おくに 止める) ともかく 氏の 寫 

生說は 生命 表現と いふ 方に 特色が あり、 その 生命 表現 も單 なる 生命 表現で なく、 右の やう 

な 特異な 色調 を帶 びた ものである 3 

實相觀 入と 云 ふこと が * プレン タノ、 フッセ ー ル 等の 現象 學 (phaenoplenologie) に 於る 本 

質 直觀、 本 態諦視 ( Wesenschau  ) を 想 はしめ る ものが あると いふ こと は、 旣に そこに 「實 相觀 

入」 は 短歌に 於る 現象 舉的 態度で ある こと を豫 想せ しめる。 表現主義 藝 術が 現象 學 派の 影 

響、 刺戟に よって 成立した と 云 はれる やうに、 茂吉 氏の 表現主義 的 傾向 も， 氏の 實相觀 入 

による 生命 表現と 何等かの 因^ 關 係が あるので あらう か。 こ の 歌風と 歌論と をつな ぐ楔璣 

は茂吉 氏 自身の 個に 在り、 氏 自身が ゴホゃ ゴゥガ ン其 他の 表現 派 風な 一 面 を 有して ゐ るの 

ではない かと 思 はれる こと も參考 になる。 子規が 同じ 寫生 道に 在っても、 單 に印籴 的に. 

受動的に 物象 を 表現した の は、 寫生 道に 於ての 印象主義と いふ ことができ るので あるが， 
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そこから 茂吉 氏の 如き 寫生 道に 於る 表現主義 的と も 云 ふべき 作家が 出た の は、 恰も is 叢に 

於る 表現 派が、 消極的な 印象派への 反動と して 起った ことに も 似通 ふ ものが ある。 子規に 

より、 子規 を 發展， させて 行った 茂吉 が、 窮極に 於て 子規と 對立 する 對踱的 立場に 到達した 

こと は、 同じ 寫生 道に 於る 二つの 因子 を 夫々 の 方向に 發展 させて 行った 事から 理解す る こ 

とがで きる。 だから この 二人 は 全然 別の 世界に 在る のでな く、 一つの 寫 生の 世界に 於て、 

其兩極 に 相 對峙し てゐ るので ある。 

更に 喊 史的に 見る に茂吉 氏の 歌 は 子規と は 遠く 趣 を 異に して ゐる のみなら す、 寧ろ 對踞 

的 風貌 を呈 して をり， 左 千 夫と は 一脈 相 通す る ものが あるが. むしろ 似ざる 點を 多し とせ 

ねばならす， 且つ 左 千 夫 は、 寫生 とい ふこと はむしろ 滑稽 だと 云った 位に 寫 生と いふ 意味 

を はき 違へ て 居た 觀が あり、 節の 歌 は茂吉 氏の 歌 相と は 大いに かけ 離れた ものである こと 

は 一 兑 して i かる ことで あり、 寫 生と いふ ものの 解 釋も狹 かった。 赤汔の 歌 は、 寫 生に 就て 
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の 意見 は 茂 氏と 略 似た ものが あつたに かか はらす、 出来 上った 姿 は茂吉 氏と はや はり 大 

分異 つた ものであった。 これらの 事 は客觀 的に 兒て事 賞で あるが、 茂吉 氏に 云 はし むれば 

子規 も、 左 千 夫 も、 節 も、 赤汔 も、 本 統の寫 生を實 行して 居た の だとい ふ。 之 はどうい ふこ 

とで あるか。 寫 生と いふ ものに 對 する 意見が 異 つて 居っても、 又寫 生の 歌 を 作らう としな 

くと も、 本 統の寫 生の 歌が できる とい ふこと は、 所誚寫 生と いふ ものが 甚だ 廣ぃ 意味の も 

ので ある こと を證 して 居る。 ァ ララ ギ 系統 だけでなく、 萬 葉 集の 歌、 それ 以後の 歌で も、 

優れた 歌に ついて それが 寫生 であると いはれ る。 かうな つて 來 ると 寫 生と いふ ものの 特殊 

性 は 大半 失 はれる ことになる。 

然し そこに は 只 一 つ 貫流す る ものが ある。 それ は實 につく， と 云 ふこと である。 架空 的 

な ものに 對 する 眞實 的な ものである。 かう いふ 廣汎な 一 體 系に 對 して 單に それ を寫生 的と 

いふ こと は 確に 適切と は 思 はれない。 だから こそ赏 相觀 入に よつ て 生を寫 すと いふ 風に 敷 

^しなければ ならなかった ので あらう。 この 時 「寫 生」 主義 は實は 「實 相觀 入に よる 生命 

表現」 とい ふ 別の 主義に 取って 代られて 居る ので ある。 もとより 「寫 生」 から 發展 した もの 
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である。 

實相觀 人に よる 生命 表現と いふ こと は、 M フラギ の 道が それに 依って 普遍的 大道に 立つ 

べき こき 約束す f ので ある。 この 時 この 派の 行くて に I 生 主義 時代よりも 自由な 世 

界カ 開けた と 云 ふこと がで きる。 かくて 此の 說は 一 つの 役目 を はたした。 然 かも 今や ァラ 

ラギ は、 さう いふ 仕事の 後に 何 を必耍 とすべき であらう か。 (昭和 九 年 四月) 


村 


歌人と しての 中 村 憲吉氏 を 憶 ふ 


かねて 本誌 (藝 備醫 事) 編輯の 人から、 何 か 歌に 關 する こと を 書いて ほしいとの 事で あつ 

たが、 適當な 管 も 見つからなかった ので、 そのままに 久しく 打 過ぎて 居た ところ、 先般 

巧 度 目 かの 催促 を 受けた 時、 あたかも 廣島縣 が 生んだ 稀 有な 歌人 中 村憲吉 氏が 長逝され て 

間もなくであった ので、 追悼に かへ て 中 村憲吉 氏の 歌 を 紹介し ようと 云 ふこと になった。 

以下 極めて あらまし の 所 を 述べさせて 頂く ことにする。 

中 村憲裏 は、 旣に御 承知の 人々 も あらう と 思 ふが、 先づ 略歷 を 云へば、 廣島置 三 郡 
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布 野 村 上布 野の 人、 明洽 二十 二 年  一 H 二十 五日の 生れ だから、 享年 四十 六歲。 廣島縣 立 三 

好 中學を 卒業して、 鹿兒 島の 造 士館第 七 高等 學 校に 入り、 次で 東京 帝 大法 科を卒 へて、 暫 

く 在京し、 後 一 度歸鄉 したが、 感 すると ころあって 又 都會に 出で、 大阪 毎日 新聞 經濟 部に 入 

つたが、 後 再び 鄕単； 布 野 村に 歸り、 父祖の 家業た る 造酒 業 をつ ぐの 傍ら、 作歌に 專 心した。 

歌 は明洽 四十 一 年顷 から 始め、 正 岡 子規の 根 岸 短歌 會の 系統に 霉 し、 伊藤左千夫に 親しく 師 

事した。 同 系統の 雜誌 「ァ ララ ギ」 發刊 と共に 同人と して 加盟し、 岡 麓、 齋藤 茂吉、 島 木 赤 

汔、 古泉 千 樫、 平 福 百 穂の 諸 同人と 共に、 同誌の 旗幟た る寫生 道に 精進し、 「ァ ララ ギ」 を 

して 今日 あらしめ るに 與 つて 力 ありし 人の 一 人で ある。 歌集に は 「馬 鈴薯の 花」 (島 木赤彥 

との 合著) (大正 七 年) 「林 泉 集」 (大正 九 年) 「しがら み」 (大正 十一 一一 年) 「輕雷 集」 (昭和 六 年) の 

四 冊が ある。 「輕雷 集」 以後の 作品 も相當 ある 害。 この 二三 年 は病氣 勝で あつたが、 佐 伯 郡 

五日市の 海岸に 永らく 療養 生活 をして 居られ， 一 且鄕里 布 野 村に 歸られ た 頃 は 病勢 衰 へた 

ので あつたが、 後 再び 尾 道に 療 病され る ことにな つた。 一時 快方 を傳 へられた が、 五月 三 

日頃から 容體變 化し、 五日の 午後 七 時 g: 十分、 同市 千 光寺 公園 內の^ 居で 遂に 永^され た。 
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葬儀 は 布 野 村に 於て 五月七日 執行され、 ついで 六月 十日 東京 築地の 本願 寺^ 院に 於て、 「ァ 

ララ ギ」 社主 催の 盛大な 追悼 會が 催された。 未亡人 靜子 夫人、 長女 良 子さん が 上京 出席 さ 

れ、 多數の 歌壇 人が 列席， 追悼の 辭を 述べた。 

私 は 氏と は同鄕 でありながら 面識 は 只 一回し かなかった。 私の みならす、 多くの 歌壇の 

人々 も 「ァ ララ ギ」 の 人 以外 は 氏と は餘り 深い 私 交はなかった らしい。 それ は 中 村 氏が 學校 

卒業後 在京の 期間が 少 かった こと、 叉 病氣靜 養の 爲め、 主として 面 會謝絕 の やむな き 期間 

が相當 永かった 故で あらう。 私が 氏と 初めて 會 つたの は 大正 十 年の 秋、 齋 藤茂吉 博士が 歐 

洲 に留學 される について、 歌壇で 送^ 會を 開いた 時であった。 赤 坂の 「もみ ぢ」 と 云 ふ 支那 

料理屋だった が、 會が 終って 皆が 往来へ 出る と、 そこへ あたふたと 馳せ つけられ たのが 中 

村憲吉 氏であった。 其 時 は 多分 大阪に 居られた 頃 だから、 大阪 から 出席され る 汽車の 時間 

の 都合で、 さう 遲 刻され たので あらう か。 其 時 ほんの 僅かの 時間 會 つたの だが 氏の 印象 は 

極めて 鮮明に 私の 頭に 辯り 込まれた。 その 年 は 氏の 出世作 「林 泉 集」 が 出た 翌年だった が、 


其 後 私 は 益々 氏の 作品 を 注意す るに 至った。 同鄕の 歌人と いふの みならす、 氏の 歌 は旣に 

「林 泉 集」 の 上梓に よって 特殊の 風格 を 示して ゐ たので あるし、 最後の 歌集 「輕雷 集」 はい 

よいよ 決定的な 獨自の 地位 を 短歌 史上に 占めるべき ものと して、 私ば 其の 價値 を說 いた こ 

ともあった。 さう 云ふ關 係で 私 は、 氏と 同鄕 とい ふ 以上に 氏の 歌風に は 關心を 持って ゐた。 

中 村憲吉 氏の 歌風 は 決して 最初から 天才 風の ものではなかった。 そこ は齋 藤茂吉 氏な ど W 

と 違 ふ 所で ある。 かって 中 村 氏と 同宿して ゐた倉 田 百 三 氏に よれば、 中 村 氏 は 指 を 折って 

數 へながら 作歌して 居た とい ふ。 この 話 は相當 有名な 話で 他の 人から も 聞いた ことで あ 

る。 「輕雷 集」 の卷末 記に 『私の 歌 は 元来が 拙 修の道 を 踏んで 居る 歌であって 「馬 鈴薯の 花」 

然り、 「林 泉 集」 「しがら み」 然り である。 歌の 草稿な ど は 人に 見られて 恥し い 程に 眞黑の 

改刪を 加へ て 居る、 而 してな ほ 生硬 を脫し 得ない ので ある。』 とい ふやうな ことが 書いて あ 

る。 然し 如何に 眞黑に 改刪を 加 へても、 土臺が 駄目な もの は 仕方がな いの だが、 中 村憲吉 
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氏に も 名人 氣質 があった ので あらう。 先日 築地の 本願 寺^ 院 での 追悼 會の 際、 高等 舉校時 

代、 大擧 時代の 親友の 人達の 追悼 談 によれば、 氏の 文擧、 殊に 短歌への 凝り やう は 並大抵 

の ものではなかった らしい。 學校 は單に 形式的に 籍をおい たに 過ぎす、 講義 も聽 かす、 r ノ 

1 ト」 も 取らす して 歌ば かり 作って 居た ことが 多かった と 云 ふ。 さう 云 ふ 自由 氣儘 な學生 

時代 を 送り 得た の は、 氏の 幸福な 境遇に 負 ふところが 多い ので ある。 ともかく 歌 法に 於て 

は 縝骨碎 身の 業 を 積んで、 漸く 自由の 境に 到り 着かう としたの である。 詩的 素質に 於て は 

充分 惠 まれて ゐ たと 云 へ よう。 

^二 

氏の 第一 歌集 「馬 鈴薯の 花」 は 島 木赤彥 との 合著で あるが、 こ. の 頃 は 習作 時代と でも 云 

ふか、 未だ それ 程 優れた もの は 出て ゐな い。 むしろ 後年 「しがら み」 r 輕雷 集」 等の ある 氏 

として は、 稍々 輕 少な 感 がないで もない。 今 「馬 鈴薯の 花」 の 中から 特徵の ある 二三 首 を 

拔ぃ て 見る。 


5; 曇る 日の こころ を 傷み 野の 空に 虚 吹く 風 を 塞み つ つ 行く 

£ 泣きし かの そのこと 問 はむ もいた はしく 問 遠の 語りに うら 解けん 程 

あめつち  も だ 

は 天地の.^ さびしつつ 會ひ よる や 沈默の 曇り を ものの 散り 來も 

£ 谷の 奥に 蒼く 消 ゆべき 旅の 身 をす ぞろ はかなく か へり 見に けり 

さ ざめ S  は こ 

は窻を ゆりて 行く 風の あり 私語 は 蒼 寒く 車 箱に うまれ 起り ぬ 

\ い し  くもり  おのめ i 

3£ 舗石の 上に 曇 影 ふみ つった また まに 己が 足の 音に さめ 返る かな 

もぐ もぐと 口 を 動かしながら， ま はらない 舌 を もどかしが つ て 居る やうな 様が 兑 受けら 

れる。 重く 硬く ぎこちなく 持って ま はった なかに も、 然し、 何とかして 感じ取った ものの 

中心 を 逸すまい として、 執念く 追つ かけて ゐる やうに みえる。 r 虛 吹く 風」 と 云 ひ、 「蒼く 消 

ゆべき」 と 云 ひ、 「す ぞろ はかなく」 と 云 ひ、 又 「蒼 寒く 車 箱に」 「うまれ 起り ぬ」 等、 まざ 

まざと 苦心の 跡 を 兑 せて ゐる。 結局 成功と は 云 ひ 難いが、 稚拙の 中に ひたすら 通路 を 模索 

して あへ いで 居る ところが ある。 ひびかな いものの 中に、 ひびき を 求めて 居る やうな、 何 

かやる せない 重苦し さ を さへ 感じ るので ある。 かう いふ 憂繫な 風 態が 全部と は 云 はない 
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が、 「馬 鈴薯の 花」 の 中の 相當 大きい 部分 を 占めて ゐる。 この 混沌 は、 然し、 單 なる 混沌と 

して 終る ことなく、 後年 成就され た 氏の 獨自の 歌風の 胚胎と して 次第に 洗練され て 行った 

ので ある。 

尙ほ 「馬 鈴薯の 花」 の 中から 比較的す ケれ たもの を 抄出して みれば 次の 通りで ある。 

S 唐湊 山に 日 は 入り ぬれ ど 海中 は 櫻 島嶺の あかあかと 見 ゆ 

g: 雨 霧 はくら き 麓よ しらじらと 嶺に 立つ 吾れ を 吹きぬ らし 越 ゆ 

g うる ほひの 宜しき 宵 を 野に たてば 汽車 かもと ほく 足に ひびく も 

霧お もく 下り 沈みた る 街並み に ふと かすかなる 柳 ゆれたり 

)  こねれ 

U 瀵の上 を 砂 吹き ゆけば 樹 末より 一一 コ ライ 堂 は 高く 見えたり 

ゆ 秋淺き 木の 下道 を 少女ら はお ほむね かろく 靴 ふみ 来る も 

明治 四十 一 年から 大正 二 年に 至る 間の 作品 を 容れた 此の 歌集 は、 氏の 年齢から 云って 

も、 又當 時の 文壇 歌 擅の 思潮から 云っても、 旺盛な 感傷 性 ゃ浪漫 性が 漲って ゐる こと は當 

然 であるが、 わけて 氏の 場合、 感傷 性 は 鋭く 靑く、 時として 病的に さへ 思 はれる ことがあ 


る。 さう いふ 感傷 性が まだ この頃 は 充分に 客觀 化され 形成され る餘裕 がなかった せゐ か、 

今から 見て さう いふ 部類に は 歌と して は 佳作と みるべき もの は 殆どない と 云って い い。 

凡そ 「馬 鈴薯の 花」 時代 は 中 村憲吉 氏と して 未知 數 時代に 屬し、 決して 優れた 歌集と は 

云へ ない。 見方によっては 同時代、 同年輩の 人達に 比して、 寧ろ 遜色 ある 觀を呈 して ゐる 

とも 見られる。 それが 「林 泉 集」 に 至って 一 躍 存在 を 認められ、 「しがら み」 「輕雷 集」 で 愈 

短歌 史上に 獨自の 世界 を 獲得す るに 至った 徑路に は、 驚異に 價 する ものが ある。 

「林 泉 集」 での 白眉 は 何と 云っても 卷 頭の 「磯の 光」 ー篇 であらう。 「林 泉 集」 を 想 ふ も 

の は 「磯の 光」 を 想 ふので あり、 「磯の 光」 あるに 依って 「林 泉 集」 は 動かぬ 位置 を 獲得した 

と 云って よい。 此の 歌^の 編 態 を 逆 年 順にして、 「磯の 光」 の ある 大正 五 年 を 先頭に 持って 

來 たこと は 策 を 得た ものと 云へ よう。 連作に なって ゐて、 抄出した ので は 全體の 感銘 を 稀 

薄れ. T る，^ 
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. は 身 はすで に 私なら すと おも ひっつ 淚 おちたり まさに 愛しく 

ヌ もの 思 ひお もひ敢 へな く 現つな り 磯 岩 かげのう しほの 光 

^岩 かげの 光る 潮より 風 は 吹き 幽かに 聞けば 新妻の こ ゑ 

3 磯 潮の ひかり を 浴み て斯 くの みに 常に 眞 幸く あらんと 思 へ や 

n みなぎら ふ 潮の ひかり はお ほけ なし 眼 を 開きて 居て 如何に わがせ む 

之 は 「磯の 光」 の 中の 冒頭 第 一 章 「岩 かげ」 十 一 首の 中の 五 首で ある。 第一 一章 「 晝磯」 一 

首 あり、 第三 章 「海の 珠」 八 首の 中 

^おぎろ なき 息 を もらせり 內の海 八十 島 かげに 水の ひかれば 

s お ほけ なく 淚 おちたり 生 ありて あり 磯の 珠も 母と 拾 へ ば 

g ひとり 來て かなしき 我れ や 礤の波 光り 沫 吹けば まして 愛しき 

等が あり、 第 四 意 「島の 裏に 来りて」 八 首 中 

^島山 を 下れば さみし 隱り 江の むかう に暮 るる ふかき 松 山 

？ 山した に 夕 さり くれば 潮 ふかし 人 草 を かりて 山へ 去りに し 
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)  しょえん  やま  ふ^みち  • 

S?,  の ゆ ふべ 所緣 はふ かし 山 かげの 深滿 しほ を 聞か ざらめ や も 

と 云ん のが あり、 第五 意 「夕 潮」 五 首に は 

M 磯のう へ に 夕 潮の 香 は ほのかな り 舟に か へれば 外 舅 ひとり あはれ 

到 山 かげよ 見れば か悲 しゅふ 潮の 八重 折る 海 はい まだ 明かり 

とい ふの が ある。 總 じて 五 章、 三十 四 首から 成る 連作で ある。 この 作品 等 は 形態 的に も內 

容 的に も、 之 こそ 此の 人の もの だと 云へ る 部類で あらう。 形態と 云 ふの は 連作の ことで あ 

る。 連作と いふ 語 は 正 岡 子規から 始まり、 伊藤左千夫に 至って 意識的 構成 的と なった が 其 

後 同派の 諸氏 も 夫々 の 連作 體を 示し、 又 歌壇 一般に 其の 傾向 は 浸潤して ゐ るが， 中 村憲吉 

氏の 連作 は 規模 を備 へた 構成 的の ものが 多い とい ふ點に 於て、 左 千 夫の 意見 を 一 歩 進めて 

居る と 見る ことができる。 連作の 傾向 は旣に 「馬 鈴薯の 花」 にも 見えて ゐ るが、 明確な 機 

構 を 示し 始めた の は 「林 泉 集」 からで あらう。 「林 泉 集」 でも， 初期の 大疋ニ 年 あたりの も 

の は 未だ 取 立てて 云 ふ 程の もの はない が、 大正 三年の 「馬 柵の 霧」 あたりから ぼつぼつ 氏 

らしい 規模が 見えて ゐる。 「磯の 光」 となって 代表的な もの を 示した と 云へ よう。 作者に 云 
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はし むれば、 皆が 皆 この 意味の 連作の つもりで はない のか も 知れない が * 優篇 佳作と 見る 

ベ きもの は 概ね 連作 態に して ゐる事 は 興味が ある。 こ のこと は 中 村憲吉 氏の 作歌 動機と 

か 感動 內容 とい ふ ものが、 一 首 一 首の 詠歎 的 態度の みで は 表現で きす、 主として 撵構 的の 

連作 を俟 つ て 初めて 落 崈く所 へ 落着く 性質 の ものであった やうに 思へ る。 詠欵と い ふ 動機 

に 加 ふるに • 描寫愁 とか 叙事 慾と いふ ものが あって、 その 要求が 自ら 中 村 氏の やうな 連作 

態とな つて あら はれた ので あらう。 單 なる 詠歎の 氣持 だけで も、 それが 連績 して 連作と な 

らぬ こと はない が、 さう いふ もの は 萬 葉 時代から も あり、 現在に 於ても 多々 見られる が、 

それに 描寫 とか、 叙事と かいふ 文學的 要素が 加 はった もの は、 おの づ から 別種の 構成と な 

つて 來 るので ある。 「詠 ふ」 とい ふ 歌 因と 同時に、 「描き， 叙す」 とい ふ 歌 因が あつたと 考ヽ 

られ る。 さう 云 ふ 歌 因に 出發 して、 さう 云 ふ 連作 を ものした 人 は 他に も あるが、 中 村憲吉 

氏 は 濃厚に その 風貌 を 見る ことができる 一 人で ある。 

さう して 出来 上った ー篇の 連作 は、 勿論 短歌の 連り 集った ものに は 相違ない が、 全篇 か 

ら 受ける 感銘と いふ もの は， 單に 一首 一 首の 感銘の 數 學的總 和と いふ 以上に、 有機的の 給 
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合と 統 一 とから 来る 一 種別 樣の趣 態を呈 する もので、 時として 一 篇の 短篇 小說 にも 似通 ふ 

感 味の ことがあり、 又 一 つの 紀行文 又は 小品 文の 様な 効果に 似る ことがある。 「磯の 光」 は 

新婚 當初、 恐らく 瀨戶內 海の 島々 に 旅行しての 作で あらう が、 作者の 感慨が、 磯 岩と か 磯 

潮と か 云 ふ 物象に 托せられて、 巧に 具象され 象徴され てゐ るので ある。 而 して それが 突發 

的に 分立 するとい ふ 風で なく、 時間 的に 連鑌 的に 統一 發展 して 行って、 一 つの 整理され た 

長い 律詩の 體を なして ゐる。 それに 伴って 四圍の 自然 風物の 變 化が 織り込まれ， それに 交 

錯 して 妻、 妻の 父、 作者の 母 等に 對 する 心事の 點緣 があって、 複雜な 多面的な 世界が 展開 

されて ゐる。 かう した 効枭は 一首 一. 首が 偶然に 集合して 出來 上る もので はなく、 全 體の構 

造の 上に 深い 藝術的 釵智、 表現 上の 用意が あって 初めて 可能な ので ある。 

この 一 篇の 內容は 「淚 おちたり まさに 愛しく」 と 云 ひ 「ものお も ひお もひ敢 へな く」 と 

云 ひ 「眼 を 開きて 居て 如何に わがせ む」 と 云 ふやうな 高調した 感情が、 あや ふく 抑制され 


て、 「うしほの 光」 とか， 「あり その 珠」 とかに 具象 化された ものが 基調と なって ゐる。 一本 

氣な 感傷 性 もさる ことながら、 それが 能く 具象 化されて 藝術 作品に 形成され てゐ ると ころ 

が 此の I 篇の 中心 生命で ある。 結婚 當 初の 幸福 や 感激に 之 程主觀 的な 陰影 を賦 した 歌 も 古 

來尠 いが、 又 之 程客觀 的に 形 をつ けたの も 稀で ある。 腹の 中 は 燃える やうで も， 表面 は 深 

淵の 靜 けさ を湛 へて ゐる。 「馬 鈴薯の 花」 時代の あら はな 感傷が、 ここまで 到り 進んだ こと 

は、 藝 境の 進歩と して 著しい ものが ある。 

.其 他， 「馬 鈴薯の 花」 のぎ こちな さは、 ここで はよ い 意味の 重厚 さとな つて あら はれ、 野 

暮 さは 藝術的 しぶ 味に 代り， まとまりな さは 複雜 さに 移り、 茫漠 とした ものが 深みと なつ 

て來っ つ ある やうで ある。 ひびき 少 いものが 何 か 底力の ある 重々 しい 響き を發 する に 到つ 

たかの やうに 思へ る。 この ゆ ふべ、 所緣 はふ かし、 山 かげの、 深滿 しほ を、 閒 かざらめ や 

も- にしても * 人 草 を かりて、 山へ 去りに し、 にしても 音の 耳， 心の 耳と もに 確な もので 

ある。 之が どうして 前 歌集 時代に 眠って 居た か、 寧ろ 不思議な 觀 さへ ある。 然し 「磯の 光」 

は 年次から 一一 一一 u へば、 「林 泉 柒」 の最 後篇で あり、 第三 歌集 「しがら み」 に 踵 を 接して 居る の だ 
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から * 第一 歌 菜 「馬 鈴 薯の 花」 から 見れば 技法 內容 ともに 相當 大きな ひらきが あってよ い 

のか も 知れない。 それにしても 「磯の 光」 は 同 歌集 中の 他の 諸篇に 比して 格段の 優位 を 占 

めて ゐ ると 思 はれる。 さしあたり 其の 次の 「向日葵 花」 十一 首にしても * 象徵 味を帶 びた 

主觀 的な 連作 だが、 「ふかき 曇り」 とか 「お ほほし く」 とか、 又は 之に 類似の 語彙が 連發 して 

煩 はしい 程で あり、 それに 依って^ 張され た 作意の 底が a えて、 むしろ 幼稚な 技と さへ 見え 

る。 r 槻の 道」 十九 首 も 折角の 力作 だが、 大半 は r 戶を 鎖したり 深き ゅふ戶 を」、 「建物の 

壁に 消えた る あはれ」 等の 一 穂の 閑寂 趣味が 露出して 居て、 全體 として 自然 感を 削いで 居 

る。 「磯の 光」 にも 誇張 や 作意が 全然ない わけで はない が、 感動 內容 が充實 して 居る ので， 

それ を 自然な ものと なし 了せ てゐ る。 「春の 鴉」 十六 首の 連作 も 「鴉啼 かざりに けり」、 「眞 

寂しき 晝の 鴉」、 「光りつ かれて 居る 鴉」 等の 語に よって 執拗に 塗られた 象 徵の匄 ひの ある 作 

品 だが、 是等は 連作の 構成と しても 少しく 藝 のない 部に 屬 する もので あら ゥ。 かう した 象 

徵 風の もの も當 時の 風潮と して 嬉しがられ， 新し がられた のか も 知れない が、 今から 見れ 

ば 低， f 趣味 にも 思 はれない こと はない。 せめて 之 を 今少 し く整现 短縮し てきちん とし^も 


ひに したなら 氣持 のよ いものに なったら うと 思 はれる。 總 じて 此の頃の ものの 長 篇には 作 

意が しっこ 過ぎて * 厭氣を 起さし める ものが 散見す る。 比較的 短篇の ものが 其の 難 を 逃れ 

てゐ る。 

さう いふ 意味に 於いて 「草 刈 舟」 八 首 は 全篇 ことごとく 珠玉と も 云 ふべき 好個の 小品 的 

一連で ある。 二三 首 を拔抄 して みれば 

^お ほきみ の 御城 を 見れば みんなみ の 御 ほりの 岸に 草 長け にけ り 

^みか ほりに 乏し 雨ふり 松の した 漕ぎ ゆき 濡 るる 草 かり 小舟 

然し かう 云った もの は感 味から 云 へ ば 淡々 しくて、 寧ろ 氏ら しい 特殊性に 乏しい のか も 

知れない。 

六 

大正 四 年の 作品で は、 r 淺宵 裸馬の 列」 十二； 首が 特異な 伎篇 である。 

ほ  よ ひ あさ つむじ 

^灯な かより 埃の のぼる 宵淺し 十字街に くれば； 汁な がれけ り 
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g 灯の なか を 遠く 疲れて 行くなら ん淺 夜の 辻 5 裸馬の 一 列 

§- 十字路の 幻な か を 過ぎる^ の 列 腹に 射した る 灯の いろの 見 ゆ 

市街の 一 情景が たくます 描かれて 居て、 然かも 氏ら しい^ 侗な 方向からの 觀 方が 窺 はれ 

る" 之に 次ぐ ものに 「千鳥 橋」 「倉庫 街 」 が ある。 深 川 あたりの 倉庫 街で の 堀 や 梳ゃ船 や 

の ある 風景が 克明に、 然 かも 情趣 ゆたかに 描出され て 居る。 かうな つて 來 ると 氏の 把握 圈 

內に 入って 來る 世界 も 可な り 種々 な もの を包藏 して 居る ことが わかる が、 其の 趣向 は 概ね 

限定した もので、 幽かに 寂び た 風韻 を 求めて ゐ るかの やうで ある。  ^ 

黑ぐ ろと 倉 ffi: の あは ひの 隱り 船し はぶき 一 つ 斑け かり けれ 

g 倉庫 竝の 堀のお くが へ 夜 ごもり に 入り 行く 船の 水 棹のお と 

雜 然とした 場末 町の 泥 川の 中に も、 之 丈け の 美 を發^ し 得る 氏 は、 大まかに 云って 現寳 

主義者と 云 ふよりも、 同時代の 多くの 歌人 達の 如く 「a マ ンチ スト」 の 部に 入るべき 人で 

あらう。 同じ 場末 風景で も * 之 を 現 「ァ ララ ギ」 の 編輯 者た る土屋 文明 氏の 次の やうな r リ 

ァ リスト」 的倾 向に 比べる と、 兩 者の 風格の 相違が はっきりして 來る。 


深 川す ぎて 荒き 道路 は 踏み切り ゆく 貨物 専用線 又 域 東 電車 

靄 を 渡り 來る 遠き うなりの 親し さよ さわぐ ともなき 夕 潮より て 

前者 はうつつ の 世界の 中に、 うつつ ならぬ 美 を 創造しょう とする かの 如く、 後者 はう つ 

つ そのものの 中に、 意味 を觀 取らう とする か. の やうで ある。 この 兩 者の 相違 は 人と しての 

相違で も あらう し、 時代の 相違で も ある。 中 村憲吉 氏が 「構 橋 晚景」 を 歌 はう とも 、「千鳥 

橋」 を 歌 はう とも， 叉 r 晝 の燈」 の 如き もの を 歌 はう とも、 それ は 「リアリスト」 として 

の 把握と いふよりも、 より 多分に 象徵 主義 的、 或は 浪漫主義 的 立場からの 觀 方であって、 ^ 

C 

そこに 氏ら しい 立場が ある。 

大正 三年で は 「馬 柵の 霧」 二十 四 首の 長篇の 連作が 最も 光って ゐる。 個性的 賦彩を 問 は 

十と も、 自然 を 自然と して 客觀 的に 寫 取った ものの 中での 代表的 佳篇で あらう。 粒 揃 ひの 

なかから 數首 を採錄 して みれば、 


，おく 山の 馬柵戶 にくれば 霧 ふかしい まだ 吹きた る 合 歡の淡 紅 はな 

糾草 のなか 馬 柵 をく ぐる 樋の みづ 霧り て隱 らふ 他の 山 垣に 

^山が きに 唤く 合歡 見れば 霧の なか 淡くな れゐの 秋 さびに けり 

> 霧ながら 明るく 濡れし 馬 柵の 戶を 鎖して 入れば ふかき 松 山 

叮露 ふかく： i 子の はな 摘みし かば 狹霧 はの ぼる その ふか 草に 

の 如き ものが 立 所に 拾 ひ 得られる。 然し 是 等の 佳品に も 中 村憲吉 氏ら しい 獨自性 は 未だ 乏 

しいと 云へば 云へ ない こ ともなく， 或は 長 塚 節 あたりの 自然の 觀 方に 通 ふ ものが ある やう 

にも 思へ る。 特殊な 作品と して は 「峽驛 の 葬禮」 二十 首が ある。 

さ- 7  s つ  えきろ  めか まじめ  - 

お 葬列の ぐんじゅ うの 顏 日に 向きて 驛路 をき たる 赭く眞 面目に 

お， とぶら ひの 行きて 曲れ る 宿 は づれ峽 の戶ロ へ 道 はるか 見 ゆ 

. ) ,  V- やなみ  やまばた 

，うまや 路 の屋竝 みの 上の 山 畑に とぶら ひ 出で ての ぼり ゐる見 ゆ 

叫と ぶら ひの 幾 白旗 は 山の べにた ゆた ひに しが 今 は 入りに し 

お 葬列 は 山に かくれて やや 久し 峡間に 高き 日の ひかり かも 
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かう いふ 特異な 題 村が、 印象的に 縝々 と 叙せられ て ゐる所 、いかにも 中 村憲吉 氏ら しい。 

後年 圓 熟した 叙事 的 連作の 胚胎が この 邊 にも 見られる ので は あるまい か。 

大正 一 一年に は 之と いふ 程の もの は 見當ら ない。 

この やうに 「林 泉 集」 の 初期の もの は、 佳作と 雖も 未だ 獨自 性の 濃厚な もの 少く、 多少 

の それ は數 へる 事が できる が、 後期の ものに 至って、 次第に 獨特の 風格 を 加へ る やうに な 

つて ゐる。 この 風貌 を 一 つの 個性的 作風が 成熟す る 前の 暫定的の 混亂狀 態と 觀る こと もで 

きょう。 然し 「林 泉 ％」 の 存在意義 は 「磯の 光」 ー篇で 足りる ものと 云へ る。 少く とも そ 

れに 系铳を ひく 幾つかの 作品 あれば 多く を 望む 必要 は あるまい。 

次の 「しがら み」 に 至って こそ 初めて 完全に 氏の ものと なった と 云 ふこと がで きる。 

九 


( ) 


あ 三 歌集 「しがら み」 の 特質 は 一 冊と して 連作の 態 をな して ゐる ことで ある。 一 つの 歌 

柒 がまと まった 連作と いふ 觀を呈 して ゐ るの は、 中 村憲吉 氏の 「しがら み」 をお. S て は 恐 

らく 他に 類 を 見ない ところで ある。 凡そ 連作 風の 歌集と 云 へ る もの は 他に も 在る かも 知れ 

ない が、 之 程 統一した 感味 を與 へる もの は 殆ど 他に 匹 疇 を 見ない ので ある。 これに は此頃 

から 著者の 生活 そのものが 定まった ことと、 作歌の 技倆が 圆 熟した ことが 基礎と なって ゐ 

る。 作歌の 技倆と いふの は 勿論 一首 一首の 練達の 目 ざまし いこと も 見逃せな いが、 述作と 

いふ ものが 愈 手に 人って 来た ことが 認められねば ならぬ。 「馬 鈴薯の 花」 に 蒔かれ 「林 泉 

集」 で埒 はれた ものが 「しがら み」 に 至って 實を 結んだ と 云 ふこと がで きる。 今迄 は 一 つ 一 

つの 題 村に ついて、 その 中 だけで 纏った 連作で あつたが T しがら み」 では 歌集 全體 がー つ 

の統 一 體 となって ゐる こと を 注目せ ねばならぬ。 それに は 一 連 一 篇が それぞれ 纏った もの 

でなければ ならぬ の は 云 ふ 迄 もない が、 それ を 更に 高次の 立場から 統括して ゐ なければ， 

一 冊と しての 纏った 感銘 を與へ る こと はでき ない。 數年 問に わたる 數十 篇數百 首の 作品に 

，して、 その やうな 意味の 有機的 關聯を あたへ ると いふ こと は、 容易な 業で はない ので あ 
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る。 作歌 態度と か 短歌 觀と いふ ものが 一 つの 劃期に 達して 安定して 來 たこと" そこから 來 

る 作歌 技法の 落着きと い ふ こ とが 土臺 とな つて ゐる こと は 言 を俟 たぬ が、 それ を斯 くも 尨 

大な 一 冊の 連作 歌集に 仕上げる ために は、 そこに 執拗な 構成 葸欲 ともい ふべき ものが なけ 

れ ばなら ぬ。 私 は それ を 連作 意識と 云 ひたい。 さらに 構成 的 速 作 意識と 云 ひたい。 構成 的 

連作 意識と いふ もの も必 すし も 中 村 憲吉氏 のみでな く， 過去に も 現在に も 無い こと はない 

が、 中 村憲吉 氏に 於いて は、 その上に 執拗な とい ふ 形容詞 を附 加し なければ ならぬ。 「林 泉 

集」 に 在っても、 可な り 構成 的 速 作 を^て 來 たので あるが、 遂に 「しがら み」 に 至って、 大 

きい 成熟 を兒 せた とい ふこと がで きる。 尙 「この 集の 單純 體」 とか 「しがら みは 元來 この 特 

徵で 一 貫した 峡村雜 詠」 などい ふ 氏の 言葉で も わかる やうに、 この 歌集の 感 味の 統 一 とい 

ふこと は 著者 自身 も 意識し てゐ たので はな い かと 思 はれる。 

「しがら み」 がー つの 連作 歌集と して 統整 された 感を與 へる 今一 つの 根柢、 生活 その も 

のが 整理され 安定して 来たと いふ こと は、 歌集の 內容 から も 勿論 推量され るが， 實 際に 於 

て さう であった こと は 著お 自ら も 語って ゐる 。「不規律で 頹廢 的な、 笪佌 間の 生活に は 全く 
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根 を もたぬ、 放肆な 生活 をして ゐ たので あるが、 その 『林 泉 集』 時代の 生活 を 顧みる と 

『しがら み』 時代に 表 はれた 余の 生活な り氣 持な りに は. かなり 著し ぃ變 化が 伴うて ゐ 

る」 「この 境遇の 變化 にも 慣れる につれ て、 余は训 種の 慰めと 意義と が ある こと を 知る」 そ 

れは 「余に とって 忝い 心境の 變 化であった。 思 ふに 『しがら み』 を 『林 泉 集』 と 分って、 その 

特徴 をな すに 至る もの あれば、 それ はこの 變化 であるか も 知れない」 とい ふ 可な り 明瞭な 

著者 自身の 言葉と なって あら はれて ゐる。 之 等の 事 は 林 泉 集の 浪漫的、 象微 的な 歌風から 

「しがら み」 の 現實的 風姿に 至った 經過を 理解す る 資料と もなる ものである。 

. ,  一 〇 

內容 から 見ての 「しがら み」 は鄉 村に 於け る 山川 草木と 土俗 人情と * それから 家業 を 中心 

としての 著者 自身の 生活と である。 或は それらの ものの 渾然 融合した ものである。 長 塚 節 

の 「土」 が鄕 土小說 として 微細 克明な 點に 於て 古今に 絶して ゐ ると 云 はれる やうに、 中村憲 

吉 氏の 「しがら み」 は鄕土 短歌と して 委曲 をつ くし 精細 を 極めた 點に 於て 比類 を兑 ない も 


ので ある。 單 に斷片 的に. 偶然 的に 鄉 土に 於る 自然 を 詠 じ、 風俗 を 描く とい ふの は 他に 類例 

なき を 憂へ ない のみなら す、 むしろ 多き に 過ぐ るか も 知れない。 然し それら 鄕 村に 於る 種 

* 相が 全體的 統一 の 中に 融和して ゐて、 恰も 一 篇の鄕 土小說 であるかの やうな 觀を呈 する 

の は 「しがら み」 をお いて は斷 じて 比類がない と 云へ る。 其 中で 最も 代表的 作品と 思 はれ 

るの は 「雨蛙」、 「夕 雨」、 「塞し ぐれ」 T 山守」、 「歸 住」、 「大寒」、 「大 氷柱」 等の 諸篇 であらう。 

ゆ 土間のう へ に 燕く だれり 梅雨ぐ もり 用 もちて 今日は 人の 来らす 

店の 間の あかり 簿らみ 道路より 土に ほひつつ 雨 ふらんと す (は 上 21S4.1* より)  ^ 

夕 ぐれ は 端 居の 鍋に もの 焚きて 食す によき ほど 雨した たれり 

^たまさかの 雨に おちつく 吾が ゅふ餉 妻に く はしき 物言 ひに けり (以上 タ 雨ナ：| ょュ 

^ 鬥倉 へ 俵 負 ひくる 寒し ぐれ つ ぶ さに 人 は 今日 も 濡れたり 

C  か y  くら ど  な 

お 朝 ゆ ふに 鍵 を 鳴らして 我が 閉づ るお もき 倉戶も ひき 慣れに つ つ 

ゆ 冬に 入りて 納米 減りぬ 倉に つるす 秤の 棒の 日々 に 冷た さ 

g 秋され ば 孫に も 米 を 背負 はしめ 山の 家より 人き たりたり 


山家び と 老いて なほ 生く この 年 も 手作り 米 を はこび 来れり 

^うす 暗き 倉の 隅 かも 依 かき 老いし がな やむ 息 ぎれ きこ ゆ (SH«;-」 ぐれ 十ク より) 

S 秋 づけば 山の ぬすみの また 增 加えぬ 今朝 もこと 吿げ 山守き たる 

M 朝 まだき 敷居 を またぐ 山 もりの 顔す でに 動き 小言 をい ふ も 

ぉ荷繩 さげて 山へ ゆく 人と ほりたり 霧の なかより 我れ に 會釋す 

S いさかへ る 一 一人の こ ゑの 木魂して 秋 山の ひより しづかなる かも 

S 山 もと へ 人 を ゆるして 去らせたり 黄 紫の 問 を 下り 隱 るみ ゆ S.T: 山守 十 At 中より) 

^ 山 かひの 秋の ふかきに 驚きぬ 田 をす でに 刈りて 乏しき 川 音 

)  * ろ ほん？ ん 

S 忘れた る 十 呂^ 算 にな づ みつ つ 村び との 節 を 日日に 見知りぬ (以上ほは十 さ" * より) 

g 大寒の 夜 さり 凍みた る 土間の 瓶 今^ 汲む 酒に 薄氷う かぶ 

S 樽 負 ひて はいる 人 あり 小 蓑より 乾け る 土 問に 雪 を こぼして (以ト ：+、<? 一  货中ょ ユ 

^ 酒藏も 母屋 もし づ まり 初夜 搔の^ 摺 りうた はすで に. i:- み た リ 

^この 家に 酒 をつ くりて 年 古り ぬ 塞 夜 は鈸に 酒の 滴る おと (や： さ * より ) 


(^35) 


すなら  く. i  たる ひ 

^^竝 ベて 火 を 焚く 酒藏 はぬ くみ 持ち 屋根の 雪と けて 大垂 氷せ り 

\f くわい レ よは わい びき  のき たる ひ  r\  . - 

S 會所 場に 寢鼾 ふかき 雪ぐ もり 軒 は垂氷 の ひ る も 凍み 居り S 上大 * 柱 八 首 中より) 

■  お ほ をけ 

井に 鳴く ねす みあり 大 桶の もろみの 泡に 燈 照らし 居れば 

)  ひさん ぼい し 9-  ひそ 

^人影の 大きく うごく 倉の 燈に 酸敗 酒の 處置を 秘かに はかる S 上 油 ぉ十 一？ より) 

これ 等の 作品に は、 自然の 中に 生活が あり、 生活の 中に 自然が あり、 人事と 天然と 相 交 

涉 すると ころに 密接 不離な 關係 があって、 著者が いかに 親しく 自然 • 生活の 瑗 境に 生きた か 

を 物語る ものである。 「まことに 此處で 生息して ゐる もの は、 草木 鳥獸 魚介 さへ も 一 つと し ；：？ 

C 

て、 人 の 社會と 密接なる 交涉を もって、 廣 い ー團の 社會を 造らぬ もの は 無い」 と 云 ふや 

うに、 すべてが 內的 調和の 世界へ 攝 取され ようとして ゐる。 そこに は 退嬰的 消極的と いふ 

よりも、 肯定的 積極的の 意欲が 動いて をり、 在来の 田園詩 歌 一般に 見る やうな 牧歌的 諦念 

的な， 繊弱な 哀調 は 見る ことができない。 尤も 「ある 時には 出て 眼に 入る もの は 皆 山なる を 

眺めて、 此處に 永久に 住まねば ならぬ かと 思って、 余 はしばしば 云 ひやう のない 寂寥 を感 

じた こと も ある」 ので あるが、 「慣れる につれ て训 種の 意義 を 見 した」 ので あり、 作品に 


も 此の 能動的な 情意が 動 いて ゐ る T 或は そこで 最も 博 い 人生の 眞に參 候す る こ とが 出来る 

ので は 無い かと 思 ふ」 等の 言に 徴 すれば、 わびし かるべき 山村の 生活に 著者が いかに 生 甲 

斐を 見出さう と 努力し たかを 知る ことができる。 又 その 努力が 酬 いられて ゐる事 は 作品に 

よ つ て も 認める ことができる。 

その やうに 氏の 取扱った 自然の 中には 山村 生活の すべ てが あると いふ こと は、 氏の 連作 

と 離して 考へ る こと はでき ない。 かやうな 意圖は 述作 を俟 つて 初めて 可能な ことで あり、 

又 かやうな 意圖が あるから こそ 連作と な つ てあら はれる とも 云 へ る。 できる 丈け 種々 相 を 

取り入れて， 立體 的に 一 つの 世界 を 動き 出さし めようと する に は 連作に 依る の 外 はない。 

縦に 見れば 連作と いふ ことで あるが、 横に 見れば 叙事と いふ ことで ある。 

自然 は 氏に 於て は 叙事 的 自然と いふ ことができる。 全部が 必し もさう でな いのは 無論 だ 

が、 全體 として さう いふ 感銘 を 受ける。 さう いふ 作品が 全篇の 主潮 をな して ゐ るからで あ 


( 237  ) 


らう。 右の 引例 歌 も 其の やうな 部類と 見る ことができる 3 これらの 作品の 叙事 的 筆法 を迎 

つて 兑 るに * 至る所に 著者 獨自の 叙 法を發 見す るので ある" (^)の「^もちて今日は云々」* 

(何) の 「つぶさに 人 は 今日 も おれたり， T お) の 「鍵 を 鳴らして」、 (？) の 「冬に 入りて 納米 減り 

ぬ」、 (S) の 「孫に も 米 を 背 ^はしめ 山の 家より 人き たりたり」、 <s) の 「山家び と 老いて なほ 生 

く」 「この 年 も 手作り 米 を はこび 來れ り」、 (S) の 「老いし がな やむ 息 ぎれ きこ ゆ」、 <s) の 「今 

I  やよ. 0り  ^* 

朝 もこと つげ 山守き たる」、 お) の 「山 もとへ 人 を ゆるして 去らせたり」、 (g) の 「會所 場に 寢鼾 

ふかき 雪ぐ もり」、 {^) の 「酸敗 酒の 處置を 秘かに はかる」 •：.：： 等 は その 一例に すぎない。 

「しがら み」 の 中心 生命 は 右の やうな 作品に 見る ことができ るが、 一般に 秀作と 認めら 

るべき 作品 は 決して 之 等の 部類の みに する もので ない 事 は あらためて 云 ふを俟 たぬ。 然 

し 「しがら み」 は 之 等の 作品の みで も旣に 優越性 を もつ ものである。 

1 二 

以上の 作品と は 稍 風貌 を 異にする が、 同じく 山村に 於る 出來 事と して， 鄕 土色に 充ち、 


( 2J8) 


「しがら み」 での 雄篇に 數 へる ことができる ものに 「砲車 隊」 の 一 速が ある。 ここに も 行 

きと どい た 叙事 的 描寫が あり 、 それに 依 つ て 情景が 生動し て ゐ る。 

ゅ夾 間より 兵き たる 見 ゆ 遠くに て此處 にき こ ゆる 聲 あげて をり 

f 朝 照ら ふ 宿驛に 入りく る 先頭の 馬上の へ いの かげの 大きさ 

^ 店 さきの 障子の 棧へ震 ひつ つ 砲^の 列の ひさしく とほる 

^騷 めき て^を 犒 らふ 宿驛 のなかに 役場 史員は こえ 嗄 しけり <  t  £ よ") 

この 外に 「舂 映淸霄 」 と いふ 百 穗畫伯 を 山峡に 迎 へた 時の 作、 「富士 見 野」 とい ふ齋 藤茂吉 ^ 

氏 を 富 士見野 高原に 訪れた 時の 作 は、 深く 人情に 徹した ものと して、 「しがら み」 を 語る も 

のに 取って 逸する 事ので きぬもの である。 

^春 あさき 峽は ともしき 水のお と 此處に 住む 我れ を^ ひた ま はね 

g,. 春 山に 敷け る 落葉の ぬく む 如す 君に 會 ひて ぞ 胸ぬ くむ かも (以 h& 峡 「s 十 i 中よ b ) 

f 惜 みっつ 刖 るる 我れ ら^がた のむ S がいの ちを^に 來 りたり 

^阈 高く はやく 冷たし 秋に 人り て刖 るる 君に 會 ひに 來れり S- ま .》& 十 まよ ) 
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此の 外に 長篇 「比敦 山」， 「病床 惜春 賦」 が ある。 . 

I 三 

最後の 歌集 r 輕雷 集」 では、 氏の 叙事 連作 風の 歌 態が 愈圓 熟して、 特異な 題 村の 方へ 仲 

びた ことが 著しい 相貌で ある。 「桂 離宮の 歌」、 r 淸凉 殿」 の やうな 歷 史的 遣 跡 を 取扱った も 

の は 其の 代表的な もので、 之 等 は 「 輕雷 集」 での 壓卷 とい ふば かりで なく、 氏の 全 作品 を 

通じても、 最も 異彩 ある 部に 屬 する。 之 を 歌壇 的-膝 史的に 見ても 此の 種の ものでの 逸品で 

あると 云っても 差 支な からう。 正 岡 子規に 「績 平家物語」 が あり、 伊藤左千夫に 「梅雨 金 

閣」 があって も 遠く及ばない。 かう いふ 歌材 への 著者の 深い 關 心と 細な 觀察 は、 これらの 

作品 を 單に歷 史的 回顧的の 抽象的 作品に 終らし めす、 具 體的現 « 的の 存在と して 我々 の 眼 

の 前にお いて くれ る。 然 かも そこ に 作者 の 人間の 奥底から 輝き い づ る 內面的 の 陰影 を兑落 

す こと はでき ない。 ここに 方法と して 叙事 連作 的 技法が 役立って ゐる こと も 認めねば なら 

ぬ。 むしろ この種の 歌材 こそ 最も 叙事 連作が 威力 を發 揮す る 好 壇場で なければ ならぬ。 


^あわただしき 今の 世に 作す 物なら すいに しへ の 林 泉の 大き 寂し さ 

^天然の 深處 のこ ゑ を 聞く ごとし 人の つくりし 大林 泉の 宮に 

^この 林 泉に 寂び てた ふとき 殿づ くり 屋根 しづか なれ ど 高き 床 かも 

殿づ くり いみ じき 林 泉に かな ふ ベ く 奪ら 省き て よく 配りたり (以上 桂 《f5im 中よ，) 

^大內 の 御 庭の 砂 は ひろくして 樹は 何も 植 ゑす 雨の しづか さ 

お 現に も しづかに 鳴れり 宫 のうちの うつぼ 柱 へ つど ふ 雨み づ 

^ 御 住 を 我が すめらぎの 遊ば ししむ かしの 宮は實 つつまし き 

. ) -  おち じ のき 

S 淸凉 殿の 落 敷に 下り て 振り あ ふぐ 時雨の そらに 大きなる 簷 (以上？ 2SK 一王 香 中ょ*0 

いにしへの 林 泉の 大きさび しさ、 天然の 深處 のこ ゑ を 聞く ごとし、 とい ふ 如き 主 體的內 

面 的 把握， 專ら はぶきて よく 配りたり、 屋根 しづか なれ ど 高き 床 かも、 とい ふやうな 單純 

にして 然 かも 的確な 叙述 を よくよく 鑑賞 味 到すべき である。 之 等の 作品に 匹敵す る ものと 

して 「栂の 尾 寺」 を あげる ことができる。 

"山河 はむかし ながらに 閑 かなれ 聖 おはせ し 丘のう へ の 寺 (as 尾 寺屮首 中より〉 
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^我れ ひとり 寂しく ひこり タ 谷の isi 葉の 茶屋に 柿を貧 ひ 居る (タ川 さ？ 一一 £-1 

之 等に は 宗敎的 高揚され た 精神が ほの みえる。 凡そ 現實の 中に、 それ を 超えて 高き 深き 

もの を 求める 意欲と いふ やうな ものが r 輕雷 集」 にいよ いよ 著しくな つて をり、 作品に 一 

段と 精祌的 深み を與 へる に 至って ゐる。 

之 等に 次ぐ ものに 「土 佐 泊」、 「裏 淡路の 旅」、 「，1 良灣の 月」、 「比 歆山夏 安居」、 「永 平 寺 

の 夏」 等の 佳篇が ある。 就中 「福 良灣の 月」 はす ぐれて ゐる。 

I- 丑 三つ はものの 昔 さへ ふけて 行く 福 良の 灣の 二十 一 夜 月.  3. 

び 月 も 出よ むかし 平家 g 落ちび との 浪 まくら あと 福 良の 灣に 

s いにしへ の 幼な みかど も傯 ばし し 浦 回の 月は缺 けにけ るか も 

g 福 良に は 月影 ふけし うしろ 山い にしへ さびて 夜 あらし 出で ぬ (以上 一！ I 良 S の 月 十二せ 中より) 

自然の 中に- i 史が 生きて をり、 それ も 文字に 書かれた 歷史 でな く、 作者の 血 を 流れて ゐ 

る膀史 となって ゐる。 勝史が 作者の 人 問 を 通して CI 然の 中に 生きる ので ある。 かくて ここ 

にも 叙事 的 自然の 例 を 見る ことが でせ る。 


(お） (91)  (90) 


之 等の 作品 だけで も、 「輕 ^集」 の 傑出した 存在 價敏 は搖 がす ことので きぬもの である。 

.  一 四 

この 外に 注目すべき 作品 は r 關 東大 震 火災」 の 歌 二十 首， 之 は 他の 作者に 於ても 然 うで 

あるが 如く、 この 著者で も 力作の 割に 奏効が 伴 はない 憾が ある。 然し 「大きみ の國 のうれ 

ひの 夜に 入れり 都の たより 遂にき こえす」 や 「國 こぞり 電話 を 呼べ ど 亡びたり ゃ大 東京に 

聲 なくなりぬ」 等 は 氏ら しい 名吟と 云 ふべき である。 其 他 「月 ケ瀬 行」 t 燕 岳 登 行」 等も努 

力した 長篇 とい ふ 意味に 於て 注目され る 作で あるが、 之 等の 中には 佳作 は 比較的 少ぃ， 「鳴 

門潮濶 記」 は 力作に して 佳作の 多く を 有する ー篇 である。 然し 之も怨 むらく は 稍 長き に 失 

す る 嫌が あらう。 

春のう みに 淡路島 かげ 大きな り 山に は垂 りて にごる 綿雲 

阿波の 海に 潮 立ち そめぬ 打ち い で て 淡路島 を 見れば 磯 もしら 波 

波立ちて 鳴門 を いづる 春し ほの ひろがり とほ き 海と なり ぬ る 2 十.：. H 中 .5) 
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小品 風の ものの 中に 「六 甲 水車 村」、 「梅林の 鶴」 等の 如き 佳品が ある。 殊に 後者 は 集中 

で 小品 中の 絡唱 である。 今 七 首の 中から 四 首 を 抄出して 見る。 

i, 竹 むらより ぎ 梅^に 吹き こ ゆる 風 はさむ けれ 花の 遲 るる 

s 枝が ちて 蕾ながら の 梅の 園 しら 鶴 を淸く 居らし めに けり 

^春 さむき 梅の 疎林 を ゆく 鶴の たかく あゆみて 枝 をく ぐらす 

i,4l 林の 外にで て 鶴 は 羽ばたけ り 芝生に つくる 影のお ほき さ 

靑楚高 逸の 風趣 まことに 三 歎に 價 する ものである。 

私. 上に 於て 氏の 四 歌集の 特質と 存在意義と を ざっと 物語った 心算で ある。 「^泉 集」 

に 依て 特異な 存在 を 知られた 作者 は 「しがら み」 に 進み、 さらに 「輕雷 集」 を 出す に 至つ 

て 我が 短歌 史上に 輝かしい 足跡 を 印す る ことにな つた。 然 かも 四十 六 歳に して 棺を 覆うた 

氏ま^ ほ將來 なすべき 業 鎮を殘 したで あらう と 思 はれる。 痛惜お く 能 はざる と ころで あ 

る。 藝備の 歌壇 は 氏の 長逝に よって 未曾有の 歌人 を 失った ことにな り、 日本の 歌壇 は 最も 

獨自な 歌境 を 有する 歌人の 一 人 を 失った ことになる。 (昭和 六、 八、 十月) 
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「輕 雷集以 後」 を讀 みて 


一 

故 中 村憲吉 氏の 遺作 集 r 輕雷集 以後」 を 去年の 暮 から 春に かけて 一 讀 した。 氏の 在 生 中 

の 四つの 歌集に 就て は、 「歌人と しての 中 村 憲吉氏 を 憶 ふ」 の 拙文で 述べた が、 この 記憶が 

まだ 薄れない うちに、 最後の 歌集 r 輕雷集 以後」 の 讀後感 を まとめて おく ことと する。 

開卷 劈頭に 「阿蘇山の 歌」 とい ふ 三十 三 首の 連作が ある。 第一 章 「阿蘇山 途上」 は單に 

序 歌と いふ 程の もの だが、 第二 章 「阿蘇 大 裾野」 に 特色が ある。 

阿^び と は 物 荷 負 ふことう とむらし はっかの 荷 を もみな 牛に 付く 


野 を みれば 豊け かれ ども 物う とき 阿蘇の 國人 富めり とも 見えす 

阿蘇山へ わが 乘る牛 を やと ひけり 茶屋に 曳 きくる 矮き赤 牛 . 

あか 牛 は 見から おとなし 阿蘇び との 飼 ふ は ほとんど 赤毛 牛なる 

單に 地方色と いふ 以上に、 民情 生活が 織り込まれて 居り、 更に それへの 批判が 示されて 

ゐる。 かう いふの は 「しがら み」 から 旣に 見られた ので あるが、 「しがら み」 では 住み慣れ 

た鄕 村に 於け る それで あり、 ここで は 異鄕に 於け る それで ある。 異鄕 「阿蘇」 の 風物に 接 

して 之 丈け 觀察、 批評が 行きと どき、 表現の 腰が すわって ゐ るの は 「しがら み」 で 養 はれ ，1 

た 眼と 腕の 賜物で ある。 地方に 旅行して 單に 土俗 風物 を觀照 的に 眺める のでな しに、 其の 

底に ある 生活 相 を 把み 出し. て來 て、 生ける 全體 として 描き出す とい ふ 事 は 一 朝 一 夕に 出來 

る ことで はない。 根柢と して は 農村 生活 そのものの 體 験と 理解と が 必要で あり， 表現と し 

て は 叙景の 技倆 以上に 叙事の 手腕 を 必要と する。 かう いふ 事 はこの 著者 は 「しがら み」 で 

十一 一分に たたき 込んだ 害で ある。 「しがら み」 での 歌境 を 移して 異鄕に 及ぼしても あやふや 

な 所がな いのは、 土臺 がしつ かりして ゐ るからで あらう。 其 上 「阿蘇」 では 批判の 眼光が 


鋭くな つて 來てゐ る。 この 一 竞は r 輕雷^ 以後」 に 於け る 注目すべき 作品の 一 つと 思れ は 

る。 それから 二十： A 程 は^に 何の こ ともなく 「銀閣寺」 とい ふのに 来て， 

竹林のお くに 斑 雪の 銀閣寺 庭 しづ やかに 山に むかへ る 

林 泉のう へ に 高く は植 ゑぬ 古 赤松の 雪 を こぼす が 池に おもしろ 

山際に わきて 寒け き庭づ くり 山み づ 凍り 池へ ながれす 

「輕雷 集」 の 「桂 離宮」 や 「紫宸殿」 程 規模 は 大きくな いが、 簡素 逸 俗の 風趣が 加 はつ 

たやう に 思へ る。 かう いふ^ 史的 歌 材を單 に 回顧的 觀念 的な ものと せす、 飽く迄 事 實描寫 ^ 

に 徹して、 然 かも そこに 自ら 時の 流れへ の 感慨 を にじませて ゐる 具合 は 此の 作者 をお いて 

他に 求むべく もない。 かへ すがへ す も 尊-直して よい。 このす ぐ 後の 「江 波」 とい ふ 二 首に 

何となく あはれ を感 する。 

舂 さむき 入江に あそび 白魚の 生きて わかき を 酢に つけて 食 ふ 

. 島 々にしら 雲居り て 明るき は 海 ばらのう へ舂 になろ らし 

r.GI 魚の 生きて わかき を  一 「海 ばらのう へ 春になる らし」 に 何 か 哀傷が 響く。 健^の 


衰 へと 關 係が ある の^も 知れない。 之に 糗く數 題、 調子が 弱く 低くな つて ゐ るの は 私の 田 4 

ひなし の爲 ばかりで はなから う。 然し 「女 亀 山」 に來て 張り を 取り 戾す。 

阈 境に いざよ ふ 雲ゃ國 ばらの 雪 もし ぐれ もこ の 御山より 

うつ そみ の 命 さみし もこの 山に 百世の 後の 樹を植 うわれ は 

格調の 强さ大 いさ、 左 千 夫 を 思 はせ る ものが ある。 集中で も 珍しい ものた が、 全 歌^で 

も 色 合 を 異にする もので あらう。 之 は 異例で ある。 

昭和 五 年に 入って 「病床 漫詠」 が あり、 成程 さう だった かと 思 はせられ る。 聲 調に 及ぼ 

す こと は爭 はれぬ ものである。 r 舂雜 詠」 の 中に 

おく 山 は 芽吹きの おそき 樹 ごもり に 淡 くれな ゐの桂 木の はな 

春に して 芽吹かん とする 枯山は 木 原の 上ぞ 霞み わたれる 

の 如き 作品が ある。 天衣無縫と 云 ひたい もの だが、 どことなく 弱々 しい。 とろり とした 油 

つ こさ や、 ねつち りと した 骨つ ぼ さが 影 を ひそめて ゐる。 いは ゆる 圓 熟した 境で あるが、 

微かに 肉 體の衰 を 匂 はす ものが ある やうに 恩 へ る。 然し かう いふ ほそぼそ とした 趣 態 は 今 
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迄 も 全然なかった わけで はない。 

昭和 五 年での 牧穫は 「佛法 僭 鳥」 一連の 作品で あらう。 之は义 「輕雷 集 以後」 中での 佳 

篇に屬 する。 十 首の 中から 拔 いて 見る。 

御廟 杉に 月 照りき たる ひがしより 佛法佾 鳥のと ほく 呼び そむ 

月の ぼる 高 野の 奥 は ひろから し 佛法僧 鳥の 鳴きつつ 移り 來  ^ 

ぶつ ぼ ふそう 御廟 月夜に 來て なけり 露の なかより ほがらかに 鳴く 

遠山の 月夜に 答 ふこ ゑお こり 佛法情 鳥 は 一 つに てあらぬ 

ぶつぼう そう 月 照る 山に ふたつ をり 鳴きう つり つ つ 夜もすがらなる 

聖域に 於る 祌祕 的な 筌氣 が、 怫法 僧 鳥 を 中心として よく 描き出されて ゐる。 「とほく 呼び 

そむ」 「鳴きつ つ 移り 來」 「月夜に 答 ふこ ゑお こり」 「呜 きうつりつ つ 夜もすがらなる」 等に 

鏢緲 たる 空間が あり、 それが 之 等の 歌に 永遠 感と でも 云 ふ 內面的 奥行 を與 へて ゐる。 然し 


それが 「御^ 廟の杉 はしげ けれ 三寳 のこ ゑな く 鳥 をと こ 世にまで も」 となると 露 竹に 意 n 

が 出て 來て興 を そぐ。 この 一 連に 鑌く 「高野山 眞 別處」 も 「佛 法儈 鳥」 に 似た 氣 分の もの 

であるが、 之に 比すれば 濃度 やや 淡く、 觀念 味が 加 はる。 

ゆ ふぐれ て 寺^に 來れ ばいき ほ へ る 細 谷川 や 雨ふり 增 しし 

に は たづみ 砂の 流れし 寺 門み ち 杉 は 日 ぐれて 零きつつ をり 

山 ふかく ED 暮 るる 寺に 世 を 思 へ ばむ かし もい まも あらす しづけ し 

寺 門に て 敬 禮の鐘 をつ きて 入れば 山 へ ひびきて 音 あはれ なる  W 

水のお とかす かにす る は 日の 暮れし 厨裡 にある ひは筧 かも 落つ 

うつし 世に. 久遠の みち は戀 はすと も わが 下 凡 さへ なげかで 過ぎし 

十七 首 中から 佳作 を 拾って 見た。 コー、 四， 六 首 目に は 宗教 的觀念 味が 窺 はれる。 宗教 的 

と 云 ふこと は 「輕雷 集」 でも 見られた が、 r 輕雷集 以後」 に 至って 濃厚に なって ゐる。 其の 

意味で もこの 集は晚 年の 作品ら しさが 窺 はれる。 宗敎 的と 云 ふの は、 ここで は、 高野山の 

自然と 藤史 とが 釀し 出す もの を 引き くるめて 作者が 感 取した 實感 であって、 必 しも 佛敎信 


仰の それで はない。 だから 信徒 違 吉 よりも 歌人^ 吉が 多分に 出て ゐ るの も 論を俟 たぬ。 又 

自然 祌 とい ふ氣味 もない こと はない。 それが 「曰の くれのこ ころ 戀 しもと どまり て 山林 

のこ ゑ を 深く きかむ か」 等になる と 作意が 見えす ぎて 面白くな いが * 他の 多く は 自然の 風 

物に 托して 具条 化されて ゐる。 前の 「佛法 僧 鳥」 も 無論 この 穉 類での 秀篇 である。 この 邊 

で 少しく 技巧 上の 事に 斶れ ると、 此の 作者 は 名詞 や 個 有 名詞 を 一昔 律 化し 內面 化して、 其の 

場合に ふさ はしい 効果 を あげる。 「高野山に 後 夜の 月て る 御廟 奥」 「御廟 杉」 「御廟 月夜」 「今 

にし づけし 眞^ 處院」 「戒壇 院を嚴 にもつ」 「厨 裡 のみぎ りの 大備前 甕」 など も その 一 例で ^i- 

ある。 

語音に 敏感と い ふ 事 は rn 卞 きつつ をり」 の 如く 無理な 冒險 をす る ことに もなる。 ，とい 

ふ 名詞 を 動詞に 活用した もので t 馬 鈴薯の 花」 の 「馬 柵の 霧」 にも 此の 例が 一 つ ある。 無 

論 「しづく」 とい ふ 動詞 は 別の 意味な ので ある。 

彼方の もの を愤れ ると 云 ふ 事が 浪漫的の 一 つの 性狀 とすれば， 天ト" 的な もの 未來 的な も 

めの 外に、 過ぎ去りし ものへの. 慮憬 追慕 も 亦 浪漫的で ある。 この^ 味に 於ても 屮村^ 吉^ 


は^ 漫 主義の 一 人で あると いふ ことができる。 

過去の 關心は 憲吉に 於て は、 r 淸凉 殿」 「桂 離宮」 (輕雷 集) 「銀閣寺」 「紫宸殿」 (輕 雷集以 

後) の 如く 藝術的 造型 的な 物への 場合、 「比 数 山」 (しがら み) 「栂の 尾 寺」 「比 叙 山」 「永 

平 寺」 (if 雷 集) 「 怫法佾 鳥」 「高野山」 「夢 殿 祕怫」 (輕！ c 集 以後) の やうに 宗敎的 遺跡に 

關 する 事が あり、 「阿波 十郞 兵衞」 「猪 山 貝塚」 「土 佐 泊」 n 幅 良灣の 月」 「竹 島」 (輕雷 集) 

「飛鳥」 (is 雷 集 以後) の 如く 檨 史的 物語 的な 場合 等が あるが、 之を廣 義に歷 史的 浪漫主義 

と 謂 ふこと もで きょう。 然し 前に も 言った やうに 單に 空想的 回顧的で なく、 あく 迄 も 眼前 

の 事物 を 通して 感慨 を 織る ので あり、 從 つて それ は 現在の 感懐で ある。 かう 云ふ麼 史的の 

事物 を 詠む に當 つて、 この 人の 叙事 連作 的 手腕と 云 ふ ものが 役立って ゐる事 は旣に 述べた 

S りで ある (歌人 まして の 中 村憲吉 氏^ 憶 ふ) C 私 はかって r 輕雷 集」 の 一 つの 特徴 を 叙事 連 

作と 云 ふ 言 紫 を以 つて 表した が， 此の 歌風 は 「輕雷 集 以後」 にも 及んで ゐる。 

この 外に 五 年中で 佳 いのは 法哓 寺の 「夢 殿 祕佛」 であらう。 七 首 中より 次の 如き ものが 

ある。 
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そそぐ 陽に 甍 がしろ く.^ 炎 はけり いみ じき 御屋の 四方の しづけ さ 

»,  こんじき たい 

いみ じく も燈に 照りいで し 御 ほとけの 金色の 體 あたたかく 兑ゅ 

「熟 荒」 一 篇は必 すし も 秀吟と は 云へ ぬが、 農村 世態 を 歌った ものと して 注意すべき 作 

品 を 混 へて ゐる。 

町へ 負 ふ 米み な 安く 値切られて 農夫ら かへ りい かりて ぞ云ふ 

V  r ほ -ゥ きぶとり 

米價 やすき 不滿の 遣れぬ^ 夫 あはれ 村 係 給 取 者 を いぢめ はじめぬ 

之 等 は 大體に 於て 「しがら み」 の 延長と I ^る 事が 出来る。 「山 どり」 もさう である。 1® 

特異の 音調お 示して 風變 りな 相貌 を呈 する ものに 「植 田卽 事」 が ある。 

飾られて 田に 入る 牛の いり 組みて き ほひ 相 追 ひ代搔 きめぐ る 

しろ 牛の 田を搔 きなら す 直ぐう しろ 燕 あつまりて 餌 を ひろ ひ 舞 ふ 

夕づ くや m 植 仕舞の 代搔 きも 唄 も 大鼓 もとみに せ はしき 

一の 四、 五お、 二の 五 句、 三の 三、 四 句に それが 見られる。 かう 云 ふ 音律 は 憲吉に 今迄に 

珍しい の ひ、 何 か 一 つの 試み かと も 取れる。 題材 柄、 かう 云 ふ 俗謠的 旋律 を 混へ たの かも 


知れない。 昔あった 繪 本の 情緒 も 出て ゐる。 之と いふ 優れた 歌 はない が、 全體 として 兒謠 

的 風韻が 流れて ゐる。 いつも 厳かに 端坐して ゐる やうな 此の 人の ものと して は變り 種に 霉 

する。 「太鼓に ぎ は ひ田植 はじまる」、 「申 刻 茶 飮を食 ひ はじめたり」 「か は づを粛 きし 繪を 

おも ひ 出づ」 の 句法 も それで ある。 然し この 筆法が 後の 作品に 筋 を 引いて ゐ ると 思 はれる 

のが ある。 「梅雨」 の 中に 「山が はは 怒りみ なぎり 濁りな み 風 を はらみて 川た かく 飛ぶ」 が 

さむ レ ぐれ 

あり、 「帝 釋峽」 に 「飛ぶ 雲 も. 卜り ゐ舞ひ 米よ：：」 が あり 「初冬」 に 「寒 時雨 降りみ 降らす み染 

めな づ み：：」 とい ふの が ある。 ともかく 此の 逡 は嚴肅 主義に 輕妙 主義 を 配した やうな 不調 

和を感 する。 前 歌集に は 見なかった 處 である。 

「山火事」 「泰山 行」 「飛鳥」 「初冬」 「液 雨 ひさしき に 倦みて」 等に は 退屈な 歌が 大部 を 

占めて ゐる。 かう 云 ふたる みは r 輕雷 集」 や 「しがら み」 には餘 りなかった やうで ある U 

やはり 健康の 消長と 關 係が あるので あらう。 

六 年に 人って、 さう 云 ふ 感慨が 作者 自身から 聽 かれる。 

ことわり は 病みて いなめね 老 にいる 四十 過ぎての 身の 無理 かたし 
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病みながら 如何にお もへ どす ベ のな し 吾が 身に きざす 老 をう ベな ふ 

六 年での 特異な もの は、 やはり 秀作と は 云 へ ぬが 、「熱の 故に や 疲れながら 怪異の 夢の 數 

々を 結ぶ」 とい ふ 六 首 一連で ある。 此の 類 は 前 歌壤に 見ない。 

誰か 吾 を 此處に はこびし 寢 ながらに 見 はらす 丘の 岩のう へ の寢床 

わが 來し はむかし 隱 者の 庵なら し 山が はなが れ奧 ぶかき 里 

こ の 人らしい 夢で ある。 南 霰 的 仙人 を 想 ひ 出す。 南 翥 と 云 へ ば さう；： ムふ 歌が ちょいちょい 

散見す る。 尙六 年で は、 纏った 作と して は 格別の もの はない。 點在 する 佳作 を あげる と、 

秋に してやう やく 逢へ る 月夜 かも 病み 經し 日數 忘る るに 似つ 

月よ みの 圓 かなる 見れば とこと はに 天に かかりて ひとり 照る らし 

月の出の 夜々 にお くれて 照りき たる 軒の 芭蕉に 露し とどなる 

いなはら わせ ほ  か ひ 

稻 原の 早稻穗 にしろ く 照る 月 は 夜ごとに 明し 山の 峡 にも 

も  ぷる 

病む 部屋に もの 思 ふ 夜 はいたく 更けし 西の 障子に 月の 照らしぬ 

小山 田 を 刈る 人 兌れば 時 じくの 栗をぞ ひろ ふ稻 のなかより 
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山の い /はま はりの 林 伐り ひらき こと 足る 畑に ふゆ 菜靑 みぬ 

そこば くの 稻 刈られ ゆく 田 を みれば 山より すぐに 烏 下りた つ 

等が ある。 意力 的な 構成 的な 連作が 殆どな く、 無駄の な い 小篇を 多く 見 るに 至って ゐる。 や 

はり 肉 體の衰 へと 關 係が あるので あらう か。 夫に 代って 內面的 精神的 深みが 頓に加 はって 

來る。 月の 歌の 如き， 永遠 感、 無常 觀と いふ ものが 愈々 枯淡な 表現 を 取る にいた つて ゐ 

る。 稍 蒼白に ほそ ぼ ほと 瘦 せた 態で は あるが、 この 高さ は 前 歌集の 何れに 於ても 未だ かつ 

て 到達され なかった 處 である。 表現 技法 は 益々 自在の 境に 人りつつ ある。 

七 年 は病氣 保養の 爲に 五日市に 轉地 となり、 歌は少 いが 凡そ 六 年の 繽 きと 見る 事が でき 

る。 次の 如き 作品が ある。 

旅に して 今宵 住み つく 家のう ら枯蓮 田 に 時雨 降り い づ 

春の 日の 尕臾 に閬 くれば 鉢の 牡丹 一 一日 かかりて おもく 開きぬ 

五月雨 は日暮 にやみ てこの 堀の 干瀉の 尻に 水鷄 なくなり 

家 ゆする 風 を し 聞けば 山 かひ は 遠き そらより 木が らし 來る 
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い  い なき 

ふる 雨に 山へ 去 ぬらむ 夕 がらす 田 ごとの 稻城こ え 越えて とぶ 

昭和 八 年 は 本 集で 最も 充實 した 部分で ある。 量に 於ても 質に 於 て もさ う 云 ふ 事が でき 

る。 「輕雷 集 以後」 が晚 年の 完成 味 を 示した とすれば、 八 年に 入って 鷇も ふさ はしく それが 

云へ る。 六 年頃から 其の 氣配は 見える が、 八 年に 来て 愈 安定し、 むらが 無くなり、 たるみ 

が 失せ， 均等に ゆきわたった 世界 を示顯 して ゐる。 內容及 技巧に 於て この 人と して 行く と 

ころ 迄 行った とい ふ 感じ を 受ける。 かう いふ 事が 起る ために は、 一人の 作者が 最晚 年に 足 

を 踏み入れる 事が 必要で あるら しい。 私 は 多くの 歌人に この 例 を 見る ことができる。 中 

村 憲吉氏 も、 この 翌年 永眠した ので ある。 

然し 完成 味と は 如何なる もので あらう か。 一 人の 藝術 家が 完成の 域に 近づく と 云 ふこと 

は その 人が 持って ゐた 一切の 所有 を、 一 も 失 ふこと なく， そのまま 保持しつつ 完成に 入る 

ので あらう か。 私 はこ こに 疑問 を 抱かざる を 得ない。 完成と は 或 もの を 失って、 或 もの を 


加へ る ことで ある。 中 村憲吉 氏の 場合 もま さに さう である。 この場合 * 濃度に 失って 箭澄 

を 加へ、 意力に 失って 枯淡 を 加へ る。 又 構成 的な もの を 失 つて 詠歎 的な もの を 加へ、 横溢 

する もの を 失って 均整 味 を 加へ る。 あるひ は 幅に 失って 奥 を 加へ、 動に 失って 靜を 加へ る 

と 云 ふこと もで きる。 かう いふ 相貌 は 初期の 「林 泉 集」 から 晚 年の 「輕雷 集 以後」 に 至る 

推移の あと を ものがたる もので あり、 未完成な もの と 完成 的な も の との 交代 推移す る 消息 

をった へ る ものである。 

ここで 又 未完成な ものに は 未完成な ものでなくて は 得られな いものが あり、 完成 的な も 

のに は 完成 的でなくて は 得られな いものが ある こと、 兩者は 凡そ 同時に は 相容れ ざる もの 

である こと * 前者が 後者に 移る に は、 或る 物 を 失って 或る 物 を 加へ るので なければ ならぬ 

事を考 へさせられる。 さう して それが、 肉體に 失って 精神に 加へ ねばならぬ 場合に 至って 

は， そこに 深い 生命 的 悲釗が ある。 「輕雷 集 以後」 に 於け る 完成 味 もこの 範疇 を 出づる こと 

がで きない。 藝 道に 於て、 しばしば 死が 完成 を 早め、 完成が 死 を 早める とい ふ事實 はいた 

ましい 十字架で ある。 


(258  ) 


r 輕雷集 以後」 に 於け る晚 年の 感味 も， 一言に して 云へば 肉體 的な もの を 失って * 精神 

的な もの を 加へ たと 見る ことができる。 

八 年の 作品で 私に 最も 好ましい もの は 「愚 庵和尙 遺愛の 狗子 木彫」 の 歌で ある。 この 一 

篇は乂 氏の 全生涯に 於ても 異色 ある ものと 思 はれる。 木彫の 狗子を 通して * 病臥 中の 心境 

が 淀みな く 流れて ゐる。 氏の 宗敎的 心情が 好材料 を 得 ていよ いよ 圓滿 具足 の 表現と なつご 

現 はれた ものと 見られる。 然も 和やかに 充 ちた 光りの 中に 一脈の 寂寥が あるの は、 旣に地 

上 的のに ほひ を 離れつ つ あるので あらう か。 

物 さやぐ 春に 病む とき 慰めて 愚 庵の 狗 子の 奇 しく 來坐 せる 

枕べ に 木彫の 狗は ひと 日 居れ 病の ひまに 手 をのべ て撫づ 

傳 はれる 木彫の 狗子は 愚 庵和尙 が： i で て艷づ き 生ける 如し も 

眉 ふとき 愚 庵 を 思 へ ばす み染 のころ もの に 犬 を だき^る 

ひとり 居て 君が むつび し 木. のい ぬ は 生ける ごとくに 今にの こりぬ 

愚 庵の 狗 子の 奇 しく 來 ませる、 病の ひまに 手 をのべ て； つ、 生ける ごとくに 今にの こり 
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ぬ、 等の 簡 にして 含む 所の 多い 言葉 は 未だ 嘗て 以前の 作品から は聽 かれなかった ところで 

ある。 

之と は 趣 を 異にする が、 「山茶花」 七 首の 連作 も 集中の 佳作で あらう。 「山茶花」 を 描きつ 

つ 作者の 心の あり方が 充分に うかがへ る。 叙べ 描く とい ふよりも、 詠ひ抒 ベる とい ふ 味に 

近い。 曾て さきに この 人の ものであった 叙事 的の 風貌が 晚年 著しく 抒情 味に 轉 じつつ ある 

を 想 はせられ る。 

II 栽に 霧な がるれば 朝 あさを 紅き さ ざん くわ 花 ふえて 見 ゆ 

山茶花 はつぎつ ぎ 紅き^ もてり^ きを はるべ きとき の 知らな く 

さ ざん,、 わ 

霜し ろく 葉に 置く あさ は 山茶花に くれな ゐの露 凍るべく 見 ゆ 

村雨が あられと なり て 暫時 ふ る 庭 は さ ざん くわ に 花 ゆたかな る 

冬 にいる 庭 かげに して 山茶花 の は な 動かし て ゐ る 小鳥 あり 

花 ふえて 見 ゆ、 ゆ、 きを はるべき ときの 知らな く、 花 ゆたかなる、 はな 動かして ゐる 小鳥 あ 

りの 如き 簡 にして 短い 文字の 中に も、 こめられ たもの は 決して 尠 くない。 かう いふ- S:® 的 
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移行 は 「輕雷 集 以後」 の牧 獲と して 見逃す 事ので きぬもの である。 廣ぃ 意味で 抒情 的 移行 

と 云 ふこと がで きる。 

曾てむ しろ 多く もの を 云 ひすぎ たと 思 はれる この 作者が、 今 は 極めて 言葉 少なに なって 

ゐ るの も 注目すべき である。 この こと は 一首で も 云へ るが 大きい 構成 的な 連作が 失せ、 殆 

どす ベて 小品 的 形態に 移って ゐる事 は 著し. i 現象で ある。 ここで も 力に 失って 心に 得る 姿 

が 見られる。 無論 そこに 體 力の ことが 考 へられる。 

あからさまに 抒情の 姿と して 表現され たもの の 中、 病中の 心境 を ものした ものに 優れた 

ものが 多い こと はさ も あるべき ことで あらう。 かう 云 ふ もので も、 無暗に 感傷的に なら 

す、 多分の 餘 裕を殘 して ゐる。 

夜半に して 月 いづる ころ を 病む 室に ねむり 覺 むる は あはれ なりけ り 

ふるさとに 病む 身 か へりて 心 やすし あ を 田 夏山 臥て ゐても 見 ゆ 

戶開 くれば ほしいままなる 朝ぎ り はやま ひの 床のう へ を 吹きす ぐ 

目覺 めた る 夜半に わびしき 蚊の こ ゑの 耳の あたりに 來るを とら へ ぬ 
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冬ぬ くきみ なみ を戀 ひて 自動車に て 病む 身 をう つす 吾が 旅 あはれ 

道の べに 湧 井 ありければ 藥 服む 水 を もら ひて 車と どめき 

その他 一 般 抒情 的な ものと して 次の 如うな ものが ある。 この種の ものに は 佳作 は 多くな 

いが、 その 中から 次の もの を拔 くこと がで きる。 この 三日間 は實 にみ じかし、 君 は 老いつ 

つ われ や 病みた る、 の 様な くつろいだ 自由な 表現 は 今迄に は 見られなかった もので * や は 

り 完成 期の 俤を やどす ものと 見られる。 然し 元來 かう した 直情 直 露の 類 は、 この 作者に は 

得手の 境で はなく、 數量も 多から す、 佳作 も尠 い。 そこに 此の 作者の 內輪 さや 堅氣 さが 忍 

ばれる。 

あづまより はるか 來給 ひし 君と 居て この 三日間 は實 にみ じかし 

下駄 はきて 比釵 山越えし こと 思 へ ば 君 は 老いつつ われ や 病みた る 

さ ざん くわの 哚 きを は る ベ き 冬に し て 君 は 吾が 家 をす ぎ て 宿り し 

其の 他 八 年で は 次の やうな 佳作が ある。 景物の 中に も 何か晤 憎た る 陰影が 漂って ゐ ると 

思 ふの は觀る 者の 主觀 であらう か。 次の 三 首な どに 見ても 其の 色調が しのばれる。 赠 くど 
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ん よりした 不安な ものが 搖曳 して ゐる。 かう いふの も 以前の 作に は 見られない 事で あつ 

た。 ここに やるせない 重壓 した ものが 感じられる。 私 はこの 五日市 邊の 地形 を 知って ゐる 

ので、 わけて 之 等の 作品に 關 心が もてる。 

窓の そと は 海よりの ぼる 後 夜の 月 あたりの 喑き濱 を 照らしぬ 

物ぐ らく 月 照り いづる 夜半より ぞ とほき 濱邊に ふくろ 頻き啼 く 

こ の 宵 を 海に 音な く似ノ 島に 水 氣をふ ふむ 月 上りけ り 

其 他 左の 如き ものが ある。 之 等は從 來も必 しも 無い わけではなかった が、 洗練され 垢拔 

けがして 來てゐ る。 

白 牡丹 は しづか なれ ども 哚 かむ とて 蕾が しらの 張りき りて 兑ゅ 

眞夏 野の かがやく 遠方に 雷な りて 雲た むろせ り 可 部のお く 山 

いき ほひて 獨 りなみ だつ 峽の 川な ほ谿 おく は 降り 鑌げ るら む 

秋 山に 雨 はるる とき 木の間より 熟れ 田 へ いでて 鴉の 啼 きつ 

みね 

山 かひに 霧吹き はら ふ 靑ぞら は 黄葉の 嶺に かかる 朝 月 
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「歳 首 有感」 とい ふ國家 世相 を 歌った もの 等 は 流石に 何 かそぐ はぬ ものが ある。 病臥 中 

の 故に 殊に さうな つたの かも 知れぬ。 山村 社會 のい きさつ は 板に 着いて ゐる この 作者 も、 

天下 國 家の 事になる と、 勝手が 違 ふので あらう。 然し さう いふ 題材に も 努めて 關心を 持た 

うとした 意氣 込み は ほの 見える。 

九 年 は總計 僅かに 十數首 あるの みで ある。 その 中から 次の もの を 拾 ふ 事が できる。 

ん ゆき  ベ にさ ざん くわ 

庭木々 の 深雪の したに 哚 きのこ る 紅 山茶花 は あはれ なり けれ 

ふかぶかと 庭木の 雪 を 散らしつつ 山 小鳥 ゐ ていろ 美しき 

吾が^: 癒えな ば ゆき て奥津 城に 居 給 ふ 君 を ゆりても お こ さむ (平 しむ) 

以上で r 軤雷集 以後」 は あらかた 觀 察した つもりで ある。 これで 中 村 憲吉の 全 歌集に 就い 

てー應 述べ 終った ことになる。 この 外に 晚 年の 未 發 表の 遺稿が あるが (ァ ララ ギ九年 十一月 

眯參 照) 佳作 は少 い。 (昭和 十 年 二、 三、 四月) 

ゾ 
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氏 水 牧山若 


若 

ヽ 

山 

牧 

水 

月 台 三十 年代な 四十 年代に かけての 我が 曰 本の I 一は 未曾有の 激蠻 遭遇した。 因習 

勺； i から 開放 的^ |さ 、ス ツル ムゥ ント ドラングから 讓義 へ、 浪漫主義 

から 自然 蠢 への 歩み は僅 僅十數 年間に 成し 就 げられ た。 歌壇 のみなら す  一 1,^ 

震の 分野に 於で さう いふ 事が 云へ るが、 傳統の 夢が 深く 長かった 1 では 殊に 著し；； 

龜動皇 した。 開放への 通路 は 或は 西洋 思想 輸入から 或は 萬 葉 精神の 復活から なされ 

た。 I て 微細に 觀察 すれば 多種多様の 相貌 を呈 する ので ある f 之 を 一首に し 5Z  I 


固定した 形式に 對 する 生命 開放へ の 運動であった。 私 は 凡そ この 時代 を 日本 短歌 史に 於る 

ス ツル ム ゥント ドラング 

「暴と 两 迫」 (Sturm  und  Drang) の 時代と いふに 躊躇し ない。 それ は 忽ち 浪漫主義/、 

自然主義 へと 急速な 歩 を 侈した が， 一 面 又 * 浪漫主義、 自然主義 を その 中に 旣に 孕んで ゐ 

た。 だから 此の 時代の 歌人 は 程度， 色彩の 差 こそ あれ、 概ね 浪漫主義 者で あると 同時に 自 

然 主義者であった。 其の 中で 若 山 牧水は 最も 多分に， 二元的 娈素を 持って ゐた 一人で ある 

と考 へられる。 それ は 第一に 彼 自身の 生现 であった らうが、 又 一方 彼が 歌壇に 現 はれた 年 

齢と 時代と に關 係す る 所が 多かった。 彼 は 新 詩 社の 風靡した 夢 多き 明治 三十 年代の 後半 か お 

ら 作歌 を 開始し、 尾 上柴舟 等の 唱導した 自然主義の 歌壇 浸潤 期と 共に 四十 年代に 入って か 

ら 最も 活潑な 作歌 行動に 入 つ た。 かう 云 ふ 事 は牧水 の 歌風 を 知 る 上 に 逸す ベ から ざ る 事項 

である。 

私 は 歌人 牧 水の 全貌 を 種々 の 方面から 討究しつつ 其の 木質 を 知らう とする ので あるが. 

牧水 を單に 一 自然主義の 歌人と する 從來の 一 元 的牧水 觀に對 して！ 一元的の 立場から 批判し 

て 行かう とする ので ある。 


二 

若山牧 水の 第； 歌集 「海の 聲」 は 「われ 海の 聲を 愛す」 とい ふ 序文で 始まって 居り、 「白 

鳥 はかなし からす や 空の 靑 海の あ をに も 染ます ただよ ふ」 とい ふ 有名な 歌 が 冒頭 第一 rm 

(牧水 全集 第一 卷) に 現 はれて ゐる。 さう して 此の 歌集 は 海の 歌が 大半 を 占めて ゐる。 牧 水の 

自然 は先づ 海と いふ もの へ の 特殊の 關 心から 開始 されて ゐる。 その 海は必 しも 單 なる 海 

でな く、 其の 裏に 何 かそれ を 超えた もの を 求めて ゐる 事が 窺 はれる。 「その 無限の 聲の 不安 

お ほき わが 胸に かよ ふとき、 われ はげに 言 ひがたき 悲哀と 慰藉 と を覺ぇ すん ば あらす」、 

「まこと、 われらが うら 若の 胸の 海 ほど 世に も 淸らに また 時お かす 波うて る は あら ざろ ベ 

し」 と 序文に 云って ゐる。 海 はこ こで は 無限の 聲 であり、 悲哀と 慰藉で あり、 又 時お かす 

波う つ 胸の 海で ある。 之 等の 言葉に よって ほのかに 象徴され てゐる 浪漫的 內容 が、 戀 愛と 

いふ 焦點に 集注して 明確な 形象 を帶 びて 来る。 

君 笑めば 海 はに ほ へり 春の 日の 八 百 潮 ども はう ち ひそみつつ 
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ノ 

若 山 牧水略 年 |2  (「剖 作」 お 山牧水 Ffe- 號、 昭和 三年 十  一 8) に據 ると、 明治 四十 一年 *  二十 

四歲、 二月 某 女と 戀に陷 る。 初夏 處女 歌柒 「海の 聲」 出版 云々 と ある。 かう して 牧 水の 歌 

は 「戀 愛」 と 「自然」 に 始まって ゐる。 之 は 後年 人情 歌 入、 s 然 詩人と して 大成した 若 山 

牧 水の ニ大鑌 脈と して、 旣に 其の 胚極を ここに 下して ゐ たと 觀る 事が できる。 戀愛は 甚だ 

しく 淸熱的 な もので あつたが、 注目すべき 事 は それが 內に 燃えた のみなら す， 外に 向って 

「自然」 の 物象に 支點を 求めた 事で ある。 それ は牧 水の 本質 を 究める 上に 逸すべからざる 

根源 的な 事柄で ある。 然し この あたりで は 未だ 流石に 客觀 的な 「自然」 でな く、 極めて 恣 

意 的な 選擇 的な もので あり、 象徴的 浪漫的な ものであった。 それが 對 象から 云へば 先づ主 

として 「海」 となって あら はれた。 ノゲ ー リスの 「靑ぃ 花」 は牧 水で は 「靑い 海」 であつ 

たと も 云へ る。 「靑ぃ 花」 がノヅ 1- リスに 取って 「渴 えた 心情の あこがれの 對象 であり、 一 

切の 無限なる ものが 此の 中に 包括され てゐ た」 (ブ ラ ン デス) やうに、 「靑ぃ 海」 は牧 水に 取つ 

て 「みづ からの 夢 をいだ く」 もので あり 「無限の 岸」 に ひろがる ものであった。 「海斷 えす 

嘆く か 永久に さめやらぬ 汝みづ からの 夢 をいだ きて」、 「手 をと りて われら は 立てり 春の 日 


( 


0 みどりの 海の 無限の 岸に」。 

ブランデスが 「不思議なる 靑ぃ 花の 姿に 於て、 彼の 愛の 目的 を 彼に 豫示 する」 とノゲ ー 

リスに 就て 云 ふこと は， 牧 水に 就いても 云へ ない 事 はない。 かくて 一面 牧水 は獨逸 浪漫派 

の 代表者 ノ，， ヮ 1 'リスに も 似通 ふ 所が あるに も拘ら す、 牧水を 幻影と 放肆との 完全な 惑溺 か 

ら救ふ もの は 他方に 嚴 しく 控 へ てゐる 彼れ の 自然 愛であった。 牧 水の 血の 中には 强 ぃ浪漫 

精神と 共に 強い 自然 愛が 同棲して ゐた。 更に 牧 水の 全生涯 を歷 史的に 兒れ ば、 初期の 作品 

はより 浪漫的 色彩に 富み、 中期、 後期の 作品 はより 自然主義と 自然 愛と が 勝って ゐる。 然 

し 此の 二つの 耍 素は牧 水に 於て は 本質的に 分離す る こと はでき なかった。 

牧水は 「戀 愛」 に陶醉 したと 同時に 「自然」 に 惑溺した。 牧水、 戀愛 * 自然 は 三角 關係 

に 在った と 云へ る。 之 はわけ て 初期の 作品に 著しい 現象で ある。 此の 關係は 時として 渾然 

たる 三位 ー體 をな して、 牧 水が 自然 か、 自然が 牧水 かと 云 ふ 觀を呈 し、 又 牧水は 人間と 戀 

愛して ゐ ながら * 實は 自然と 抱擁して ゐ るかの やうな 情景が 廛 あった。 c 然を 愛する 心 

が、 自然 を 人格化し * 自然に 嫉妬 を感 する やうな 心现 にもなる 事が あった。 
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とも すれば 君 口 無しに なりた まふ 海な 眺め そ 海に とられむ 

戀愛は 行く 所 ま で 行って 冷靜 になる。 「獨り 歌 へる」 ( S 十二 年) 「別離」 ( £ 十 三年) となって 

漸次 冷却し、 「路上」 (四十 四 年) で 殆ど 消滅す る。 其の 情熱 は 他の 形態に 推し 移って 行った。 

一 つに は 自然への 傾 愛と 自己 省察、 二つに は 一般人 情の 世界と 飮 酒の 溺愛が それで ある。 

前者 は 自然主義 的な もの へ の 移行で あり、 後者 は 浪漫的な ものの 繼承 である。 

三  3 

7 

自然 は そもそも 牧 水に 取って、 上に 述べた やうに、 戀 愛と 同じく 短歌の 出發點 であった。 

最初 自然 は戀 愛と 共に あり、 又は 戀 愛の 裡 にあった。 

春の 海の みどりう るみぬ あめつちに 君が 髮の 香滿 ちわた る 見 ゆ 

だから 著しく 主 觀的肆 意 的、 又は 官能的 象徵 的の 色 合に 富んで ゐた。 ここに 於て は 自我と 

自然との 距離 は 最短に 壓 縮され て、 殆ど 境界 を 絶した かの 觀が ある。 戀 愛と いふ もの を 離 

れて 眺められた 自然に 於ても、 感傷 性 ゃ浪漫 性が 甚 しく 優越して ゐた。 其處 から 「自然」 の 


姿 を 見る とい ふよ ひも， むしろ 多分に 牧水 自身の 詩人 的 表情 を 窺 ひ 知る ので ある。 

いくや か は 

一？ 幾 山河 越えさり 行かば 寂し さの はてなむ 國ぞ <?r 日 も 旅 ゆく 

ふるさとの 尾 鈴の 山の かなし さよ 秋 も かすみの たなびきて 居り 

かう 云 ふ 狀態は 「死 か 藝術か j  (大正 元年) 「みなかみ」 (大正 二 年) の 前半 あた. リ迄 つづく。 

「みなかみ」 の 後半と 「秋風の 歌」 (大正 一一 一年) と は 若山牧 水の 全生涯に 於て 一 つの 重要な 轉 

換期を 劃す る もの (後述)、 卽ち、 浪漫的なる ものから、 自然 的な る ものへ の 轉廻點 に 相當す 

る 時期であった。 この 苦悶 を 通過した 後の 自然 は 漸次 客 觀味を 深めて 行った。 「砂丘」 (大正 四 

年) 以後が それで ある。 自然 愛の 人と しての 牧 水の 眞 面目 はさから 初 まる。 

黑が ねの 鋸 山に 居る 雲の 晝深 くして 立ち あへ なくに お 丘 一-ち 

もぜ A ち  かり 

堅 雪の 畦 道 ゆけば 津輕 野の 名 殘の雁 か 遠 空に 見 ゆ 「s 歌. H り 

かひ 

いづかた へ 流る る 瀬々 かしら じらと 見え ゐて とほき 峽 の細溪 「さ！ b し- 5 木」. 5 

片 S に 朱 を かき 流し こがらしの 上總だ ひら は 夕燒け にけ り 「き. i*J.< り 

大浪に 傾き 走る わが 船の 窓に 見えつつ 富士は 晴れたり 


つつ f  ノ 

をち こちに 啼き 移り ゆく 筒鳥の さびしき 聲は 谷に まよ へ り 「くろ 

庭く まに こほりつ きたる 堅 雪に 昔た てて 降る け ふの 雨 かも 

霜 どけの 崖 ゆ 落ち 來るさ ざれ 石の さびしき 音 は 道に 繽 けり 

消つ 降りつ さ だめな き 秋 の 富 士が嶺 の 高嶺の 雪 を 朝な朝な 兑る 

かそけ くも 影 ぞ 見えた る 大空の ひかりの なかに 啼 ける 雲雀 は 「山 #35 より 

奥 ひろき 入江に 寄す る 夕 潮 は 流れさび しき 瀨を なせるな り 

わが 登る 天 城の 山のう しろなる 富士の 高き は あ ふぎ 見 飽かぬ 

まがな しき 春の 霞に 富 士が嶺 の 峰なる 雪 はいよ よかが やく 

ひそ やかに もの いひ かくる 啼聲 のく ろつ がの 烏 を 聞きて 飽かな く 

ゆく りなく 夏野が 原に あら はれし 眞黑き 犬 は 遠くより 吠 ゆ 

をち こちに 百舌鳥 啼 きか はし 垂穗 田の 田 づらは 露に 伏し 白みたり 

くれ！ * 

枯れし 葉と おも ふ もみ ぢの ふくみた る この 紅ゐ をな にと 申さむ 

もみ ぢ 葉の いま 照りに ほふ 秋 山の 澄みぬ る 姿 さびしと ぞ 見し 
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さびし さ よ 落葉が く れに哚 きて をる 深山 りんだ うの 濃 むら さきの 花 

夏が すみかき け ぶら へ る 足 柄の 峯の 上の空 ゆ 飛行機 來る 5i よ b 

老松の うれの 茂みに 吹き こもりと よめる 風 を 聞けば 春な り 

よも  かさ さ >* 

この 阈の山 低う して 四方の 空 はるかな リ けり 鹊の啼 く 

潮 干潟 さ さらぐ 波 の 遠ければ 鶴お ほどかに まひ 遊ぶな り 

枯 草の 伏しみ だれた る 野の 此處に 野路 はかす かに 分れた るか も 

やう やくに 竹の 形 をな しきたり 若 竹 どち のうち そよ ぐなる 

芹の 葉の 茂みが う へ に 登り ゐ てこれ の 小 蟹 はものた ベ て をり 

自然 詩人と しての 牧 水の 風貌 は、 この やうに 「砂丘」 (大正 四 年) に 至って 面目 を 一 新し 客 

觀味を 帶び來 り、 「朝の 歌」 (大正 五 年) 「さびしき 樹木」 (大正 七 年) 「溪谷 集」 (大正 七 年) と 進 

み、 「くろ 土」 (大正 十 年) に 於て 又 「山 櫻の 歌」 (大正 十二 年) に 至って 自然 詠唱 歌人と しての 

牧 水の 全貌 は 完成した ものと 觀る 事が できる。 この 一 一 著は牧 水の 三十 四から-二 十八 歲 迄の 

作品で、 人生に 於ても 生理的、 精神的に 一 先づ 成長 を 完了す る^と 觀られ る。 r 黑松」 に 入 


( 274  ) 


つて 佳品 稍少く 氣魄聲 調の-; おへが 見え * それに 代って 枯淡 柔和の 相が あら はれ て^ろが * 

之を藝 術と 肉體の 方面から 解釋 する に、 こ の 園から (大正 十二^、 三十 九 歳) 身體衰 弱の 兆 

があって， 土肥溫 泉に 滯在靜 養し (牧水 年譜)、 又 半折 短冊 揮毫の ために 東京、 京阪、 信 州、 

千 葉、 栃木、 九州、 北海道. 朝鮮 等に 旅行した りして、 「氣候 風土の 惯れ ざるた めと 積 牛の 

疲勞に 由って 病 を 得、 又祌經 衰^に もな つた」 (牧水 年譜) 事實 から 理解す る こと もで きる。 

大酒の 及ぼした 弊 も 逸する 事 はでき まい。 

牧 水の は 紫 象から 云 へ ば 大小 輕重 あらゆる もの を 網羅し、 山水 草木 禽獸 魚介 花鳥毘 

蟲 日月 星雲の 諸 物 諸相 こ と ごとく 殆ど 歌 はれて ゐな いも $ はない と 云って よい。 (その 中で 

富士山 は 最もし ばし ば缺 はれて ゐる、 秀作 も少 くない。) 彼が 如何に 自然に 親しみ 近より、 愛し 溺 

れ、 細大に わたって 研究と 關心を 寄せて ゐ たかを 之 等の 事から も 知る ことができる。 

彼の 自然 は感 味から 云へば、 おほら かにして ふくらみが あり- 圓 けくな ごや かで あり、 


ぬく とき ゆた けさが ある。 大きい ものに も 滋味と いふ ものが あり * 小さき ものに も 大味 力 

ある。 烈しき もので も騷 しい 所がな く， 微かな ものに も 張りが あると いふ 態で ある。 常に 

おだやかで 然 かも 滿 ちて ゐる。 人な つかしく しみじみして ゐる。 之 は 自然 歌 以外の 歌の 感 

味で も あり、 牧水 その 人から 直接 受ける 印象で も ある。 私が 大正 六 年， 牧 水を巢 鴨 天祌山 

に 訪れた 時の 第一印象 も 正しく 之であった。 その 時 彼 は 「切り口から 血の 出る やうな 歌で 

なくて は 駄目です」 と 云った。 牧 水の 歌の 底 を 流れる 血脈 管の 暖かさ はこ こ から 來てゐ 

る。 丸顔、 なで 肩 型の 溫愦も 彼の 形相で あると 同時に 彼の 歌 相で ある。 

牧 水の 自然 は 態度から 云へば、 自然と 自我との 間に 障壁 をお かす， 直ちに 手 を さしのべ 

て 交る ので あり， 素裸體 になって 飛び込む ので ある。 從 つて 牧 水の 自然 は 思 入れが 深く、 

感情移入に 充 ちて ゐる。 そこに しばしば 「人情 的 自然」 「人格化 された 對象」 が 出現す る 

所以で ある。 一一-お ほくの 人 は 自分が 「自然」 の 一 部で ある こと を 忘れて ゐる樣 だ。 一 部 も 一 

部、 その 極く 內 部の 中心 點に 立って ゐる ものと 兑れば 見 可き 至妙 境に 立って ゐる こと を 忘 

れてゐ る。』 (牧水 仝 集 第ん 卷) と 云 ひ、 『そしてと も すれば 「自然」 を 他人 扱 ひに しょうと する』 
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(3! 上) とも 云 ふ。 牧 水の 自然が 面と 向って 對話 V- る やうな 自然で あり、 人格化 された 自 

然 である 所以で あろ。 叉 「出 來る だけ 深く 自然の ふところに 身 を 托して、 自分と 自然との 

融和 を 計り、 そして 自然の 心 を 自分の ロを假 りて 歌ひ擧 ぐると いふ ことにしたい」 (同上) 

とも 云 ふ。 さらに 自然 は牧 水に 取って 、「ありがた やけ ふ滿 つる 月と 知ら ざり しこの 大き 月 

海に のぼれり」 乂 「いわけな く淚 ぞく だる あめつちの かかる ながめに めぐりあ ひっつ」 と 云 

ふやう に、 歡喜 であり 驚畏 であり 信仰で さへ ある。 牧 水の 自然 はな ほ 「我等 人間 その他 一 

切 を 引つ くるめた 大自然の 諸 現象の 中に 通じて 流動して ゐる 一 種の 靈感， 謂 はば 宇宙 意志 

とか 自然 意志と かいふべ きもの」 (同上) であった。 

卽ち 自己 も 萬 象 も 一 切 を抱攝 した 汎神論 (pantheismus) 的 自然であった。 牧 水が 自然 を 

愛する と 同時に 牧水 S 身が 「自然人」 であった 所以で ある。 牧 水の 自然 は 「自然 愛」 と 「自 

然人」 との 合成の 上に 生れた ものである。 それ は 彼の 血と 肉との 主體的 根源に 發 する もの 

であらう が、 一 方 これ を 喚び 醍し たもの は 自然主義 文學の 思想で ある と 云へ よう (後述)。 
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五 

效し牧 水の 自然 はもう 一 つの 側から 眺めな ほされねば ならぬ。 それ は浪漫 家と しての 牧 

水が そこに 如何に 働いて ゐ るかと 云 ふ 事で ある。 初期の 自然が 不覊 奔放な 浪漫的 自然 で あ 

つた 事 は旣に 述べた が、 後期の 作品に も浪漫 家と しての 牧 水が ひかへ てゐ ないだら うか。 

上に も 述べた やうに、 牧 水の 自然 は 終始 それ を 通して 汎神論 的 乃至 自然 有機 說 的の もの を 

求めて ゐ るので あるが、 又發生 的に 見て 牧 水の 自然 は 浪漫的 戀愛 と共に 起り、 又は その 餘 

瀝 として 出現して ゐる。 又 自然 追求の 動機 は、 牧 水に 取って は 「幾 山河 越えさり 行かば-お 

しさの はてなむ 國ぞ 今日 も 旅行く」 と 云 ふやう に、 寂寥に 追 はれ 目標な き 遠方の 魅力に 誘 

はれて 行く 漂泊の 旅であった。 「一 一十 六歲、 .：.：： 一 昨年の 戀愛 事件との 煩に 耐へ かね 漂浪の 

旅に 出 づ」、 「二十 七 歳、 橫濱を 漂浪」 (牧水 年譜) と あり， 其 後總じ て 旅行 は 病り 如く 膏^ 

に 入った。 之 は 死ぬ る 年 迄 つづいて ゐる。 牧水程 自然 を 愛した 歌人 は少 く- 又 旅行 を 愛し 

た 歌人 も古來 稀で ある。 この 點西 行と 相 通す る ものが ある。 牧 水の 一 生も^ 泊の 一 生と 云 
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つても 過言で はない。 シュ トリ ヒ によれば、 漂泊の 歌は槪 ね^ 漫的 抒情詩で ある。 牧 水に 

取って は 又 日日が 旅であった。 「人生 は 旅で ある。 我等 は 忽然と して 無窮よ. o 生れ、 忽然と 

して 無窮の 奥に 注って しま ふ。 中略。 私 は 私の 歌を以 つて 私の 旅 の その 一 歩 一 歩の ひびき 

であると 思 ひなして ゐる」 e「 獨リ耿 へろ」. W) 。漂泊の 詩人 芭蕉 も 之に 似た こと を 云った。 凡そ 

浪漫 家の 本質 は 目的 を 持たぬ 旅人で あり、 日日 は乂 其の 一部分で なければ ならぬ。 古典的 

性格が 靜止 的で あるに 對 して 浪漫的 性格 は 流動的で ある。 人生 は 浪漫的 性格に 取って は、 

自己 目的の 不斷の 流動で ある。 牧 水の 自然 はか やうな 意味の 「旅」 の所產 であった。 だか 

ら 其の 根柢に 浪漫的な 基礎 を もつ ので ある。 之 は 晩年に 於ても 然ぅ云 へ る。 

牧 水の 自然 はしばしば 牧 水の 聲を 反響した 。「 さ びし き 心う ちつれ てなる」 事が 屡 々であ 

つた。 「筒鳥の さびしき 聲は 谷に まよへ り」 「さ ざれ 石の さびしき 音 は 道に つづけり」 「さ 

びし さよ 落葉が くれ に呤 きて をる」 の 如き もの にも 其の 氣息を 窺 ふ 事が できる 。「浪 漫 家 は 

震へ 聲を以 つ て 寂寥に 向 つ て 叫んだ。 而 して 反響 は顫 へ 聲の答 へ を 返し た」 (ブ ラ ン デ ス ) と 

ハ ふやう に 凡そ 浪漫家 は 自然の 中に 自己の 感情の 唱和 を聽 かう とする ので ある。 かう いふ 


(  279  ) 


(28o) 


風姿 は牧 水の みで はない が、 牧 水に 最も 濃厚な 色調で ある- 

牧 水の 短歌の 聲調は 遠く 高い ものが あり、 遙 かな 空から 響き 來り、 遙 かな 空に 響き 去る 

やうな 鏢緲 たる 餘韻 があって、 極めて 音樂的 効果に 富む ものが 多い 。「幾 山河」 の 如き 若人 

の 朗詠に 適する 幾多の 佳什 を殘 して 居り、 又 自ら 獨自の 朗詠 調 を創唱 した 事 は、 其の 歌 調 

の 音樂的 憧憬 的 である 事と 關 係が 深い。 凡 そ情緖 の 音 樂的內 面 化 は 浪漫 詩歌 に缺 くべ から 

ざる 耍素 である。 之 は 前期の 作品に 最も 該當 する が、 後期の ものに も 云へ る。 

牧 水の 自然に 於る この やうな 浪漫的 諸 要素 は、 全生涯の 作品に 流れて ゐ るので あるが、 

前半に 著しく 後半に 薄れて ゐる 事は爭 はれぬ。 

, 六 

「みなかみ」 の 後半 「秋風の 歌」 の 時代 は * 思想 的 自然主義の 最も 濃厚に 流れて ゐる時 

期と して、 牧 水の 全 作品の 中で 特殊な 相貌 を呈 して ゐる。 「みなかみ」 の 中の r 黑 薔薇」 は 形 

態 上 から 云って も 思 切 つ た 改革 を 企 てて ゐる。 之 は 非 定型 短歌 の 試みと しても 注目すべき 


ものである。 

さう だ、 あんまり 自分の ことば かり 考 へて ゐた、 四邊は 洞の やうに 暗い 

自分 を たづぬ るた めに 孔を 掘り、 孔 ばかりが 若し 殘 つたら 

この 外に 「痛き 冷笑」 「飽 くな き 自己 虐待^」 「薔薇 を 愛する はげに 孤獨を 愛するな り」 

「あるがまま を考 へな ほして みむと する こころと 絕對に 新しくせ むと する 心と」 「言葉に K 

實 あれ」 「考 へだせば みなから つぼ」 等の 言葉が 拾 はれる。 かう した 自己 省察、 自己 群 剖、 

自己 虐待、 懐疑、 不安、 虚無 〜：： の 言葉 は そのまま 當時 輸入の 自然主義の 合言葉で ある。 

かう いふ 傾向 は 「路上」 「死 か藝術 か」； あたりから 初 まって ゐ ろが、 「みなかみ」 に 至って 著 

しくな り、 殊に 型式の 破壞 さへ 行 はれ、 「秋風の 歌」 に 入って 尙ほ 定型で 此の 風が 承 けられ 

てゐ る。 

ぺ つべ つと つばきし にけ り わが 舌に なに かほ こりの たまれる ごとく 

わが 頸の みじかき こと を 悲しみぬ お ほいに われ をのの しらむ とし 

牧 水の 一一 H 紫 を かりて 云へば 「われと わが 生命 を 批評して 居ろ 如き 倾向」 「われに 對 する 
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希望 や 嘲笑」 「自己に 對し、 歌に 對し、 悲しい 慊厭 呪咀」 である。 かう 云 ふ 個人主義 的、 現 

實暴露 的の 自然主義 文學に 感染した 傾向 は 作品 そのものが 本統に 板に つく 所 迄 行かす、 單 

に 試演に 終って ゐる やうで ある。 だから 眞に胸 を 打つ ものが 少く、 時として 深刻なら うと 

す る 焦燥から 空 々しい せりふが 閒 えて 來る。 かう 云 ふ 試練 を經た 後の 作風 は 前に も 述べた 

やうに、 頓に客 觀味を 加へ て來 る。 それ は 主として 自然の 領域に 現 はれて ゐ るが 他の 分野に 

も 窺 はれる。 だから 假り 物の 自然主義 文學 思想 は 本物の 自然主義 を 生み出す 陣痛で あり 楔 

機であった かも 知れぬ。 本物の 自然主義と は牧水 自身の 本然の 0 覺 である。 「自然 愛」 の ぬ 

牧水、 「自然人」 の牧 水が それで ある。 それ は 最早 や 飜譯的 自然主義 では 無く、 牧水 n 身の 

個體的 自然であった。 だから 自然主義と いふ 言葉 は必 しも 使用の 耍 なく、 使用し なくと も 

よくな つてから が 寧ろ 牧 水の 本然の 自然 的 姿態であった。 

牧 水の 全面 を 物語る に、 酒の 世界 は 忘るべからざる ものである。 妆 水の ある 所 影の 形に 


添 ふが 如く 酒が あった。 一例 を 示せば 「明治 四十 a 年； （^月 二日、 甲 州 屋に來 て 二人して 

飮み 始め 二人とも 醉 うて ：•：.： 」 「同 三日， 肉屋に よって^ 盃を 酌んだ 〜； はな 屋と云 ふの 

へ 行く" 三人して 飮み 始めた、 盛に 飮み ：•：：. とつとう 僕 も泥醉 …：… 」 「同 四日、 夕方から ま 

た飮み 始めた」 「同 五日、 角の 一 品 料理屋に よって、 二人で 麥酒を 酌む ：•：：. 」 「同 六日、 廣小 

路で麥 酒を飮 み， i 又 一 猪に 十二 社へ 出かけて、 大に飮 み •：•：.. 」 (牧水 全集 第 十二 卷) の 如 

くで ある。 陶淵 明の やうに 逹， 曉酣 目-歌と 云 ふ 様な 事 や、 暮止 不安 寢、 晨止 不能 起の 狀 態で 

あり、 時には 旣醉 之後輒 翊，, 數句, 自娛 とい ふ 事 も 魔々 であった。 牧水も 淵 明の 如く 酒 を 愛し ^ 

酒に 溺れ 酒の 仙に 人った ものと 觀られ る。 彼が たまし ひを韶 めて 酒に 親しんだ 事 は、 彼の 

酒の 歌の 殆ど 全部が 之を設 して ゐる。 又 彼が 一杯の 盃を 手に して 飲まむ とする 時の 姿態 を 

一 度で も 見た ことの ある 者 は 此の 事實を 疑 ふ 事 はでき ぬ。 牧 水の 嗜酒は それ 自身 I 漫 的お 

愛であった。 シ ュ トリ じに よれば 戀 愛と 酒の 陶醉は 浪漫派の 性格で ある。 

醉ひ はてて は 世に 憎き もの 一 もな しほと ほと われ もまた あり やなし リ 

しらたま 

in 玉の 谫に しみと ほる 秋の 夜の 酒 は しづかに 飮 むべ かりけ り？ r 


，なしにけ ふは暮 るる か 一 一階より あ ふげば 空 を 行く 烏 あり は 

ノ た A  しら ゆ きた 

津の國 の 伊丹の 里 ゆ はるばると 白雪 來る その 酒來 る： t 

A  お 

眞酒こ は 御 そらに 散ら ふしら 雪の かなしき 名 負 ひ 白雪 来る ゆ 

手に 取らば 消な むしら 雪 はしけ やし この 白雪 はわが こころ 燒く W 

宣 りた まふ 御言 かしこし さも あれと やめむ と はお もへ 酒 やめが たし^ 

笹の 葉の 葉す ゑの つゆと かしこみ て かなしみ すする このう ま 酒 を ゆ 

われ はもよ 泣きて 申さむ かしこみ て飮 むこの 酒に なにの 毒 あらむ § - 

妻が 眼を盜 みて 飮 める 酒 なれば 惶て飮 み， おせ 梟 ゆ こぼしつ 

酒 ほし さま ぎら はすと て 庭に 出で つ 庭 草 をぬ くこの 庭 草 を；：： 

之に 比すべき 名吟 は 至る 處 にある 3 牧 水位 多く 酒 を 歌 ひ， 多くの 名作 を殘 した 歌人 は 古 

來絕 無と 云って よい。 大伴 旅人と 雖も 遠く及ばない T あなみに くさ かしら をす と 酒の まぬ 

人 をよ く兑ば 猿に かも 似む」 の やうに 凡そ 旅人の 酒が 理智 的で あるに 對し牧 水の は 沒我的 

であって， 此處 にも 牧 水の 本然が 滲んで ゐる。 然し 之 を^ 史的に 詳細に 觀察 すれば 牧 水に 
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も 浪漫的な 酒 から 稍現寳 的な 酒に なリゅ S5;、 後 ！i 諦 念の 酒と なり S ゆ €.s  、 遂に 

「まぎら は」 さねば ならぬ 「最後の 歌」 ゆと なって ゐる。 酒の 世界に 現 はれた 牧水 は實に 

淚ぐ ましい 程の 眞實 さに 充ち 溢れて ゐる。 之は牧 水の 他の 分野に は 珍しい 事で ある。 戀愛 

を 愛し、 自然 を 愛し， 自己 を 愛し， 人 を 愛し、 愛する 事に 徹しない では 居れなかった 牧水 

は、 殊に 酒 を 愛する 事に 最も 徹底した ものと 思 はれる。 彼は戀 愛に 失望しても 遂に 酒に は 

失望し なかった。 酒に 於て は 牧水は 終始 一 貫して 浪漫 家であった。 

尙ほ牧 水 は飮む 事と 同時に 食 ふ 事 も 好んだ。 

したたかに われに 喰せ よ 名に し 負 ふ 熊 野が 浦 はい ま 鰹 時 

あな かしこ 胡瓜 もみに も 入れて ある これの 鰹 を淺 さうべし や 

之 等 も 如何にも 牧水 らしく 全身 的に 打 込んで ゐる。 それ 自身 目的と して 些の遲 疑 もな 

い。 この 方面の みならす 官能 一般の 追求に は 彼 は 勇敢であった。 それ は當 時の 詩人 文人の 

通有性で もあった が、 牧水は それ を 勇敢に 表現した。 之 は 殊に 初期の 牧 水に 云 ふ 事が でき 

る。 時として {K 能 的頹唐 的であった。 之も當 時の 文人 等の 風俗で あつたが、 凇 水に は 素朴 
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な 自然 さが あ ひた。 持って 生れた 體質 * 風貌から 0 づと匂 ひ 出づる ものが あった。 そこが 

一 般の世 期末 的頹 唐と 異る 所で ある。 

牧水は 人情の 人であった。 之 は 一面識の 者と 雖も 等しく 受ける 印象で あり、 又牧 水の 短 

歌 全般の もつ 相貌で も ある。 若き 牧 水の 人情 は先づ 異性に 對 して 烈しい 戀愛 となつ て爆發 

した。 其の後， 彼の 人情 は 妻、 母， 父、 子， 友、 常睦 山、 敎師. 等に 向けられた。 就中 表 I 

現の 上で は 友に 對 つての 人愦に 極めて 厚い ものが あった。 友の 屮 には子^ が 多く 込められ 

てゐ た。 門弟 を 友と 稱び、 友と して 交涉 した 所に も牧 水の 人情 歌人た る 面目 は 躍如と して 

ゐる。 短歌と しての 秀作 も 此の方 面に 多い 事を肯 へる。 牧 水の 人情 は 詩的 雰圍氣 を 持ち^ 

仰望 的で あり^ 同情 的で あり、 象徴的で あり^、 沒 障壁で 卒直で あ 、淋しがり やで あり 

^. 情緖 的で あり，、 沒條现 的で ある ゆ ゆ。 叉 ほのぼのと 暖かく、 直接 對 者と 手 を 握る 慨 

が ある。 就中 牧 水の：！ 5;: 愦 歌で 著しい 事 は 障壁 を排 して 尜膚で 相手と 交流し て ゐ る 所で あ 


る。 形式と^ 界と を破壞 して、 外部への 融合に 目 ざして ゐる。 その 背ろ に は 常に 孤 獨な牧 

水が ひかへ てゐ る。 自我の 中に 無限の 愛 を 持ち、 それ故に 常に 孤獨 であり、 從 つて さびし 

がり やで あり、 人 なつこくな. リ、 何 かに 支點を 求めよう とする。 この 自愛と 寂寞との 電位 

差から 奔流す る ものが 牧 水の 人情であった。 ここに も 亦浪漫 家と しての 牧 水が ある。 酒の 

場合と 似て 人情 歌人と しての 牧水は 常に 變る ことなく 浪漫的であった。 人情の 人 牧水は 又 

消息に 遣憾 なく 現 はれて ゐる。 「どうも 行けない  實 にな さけなくて 淚の 出る おも ひだが 

 どうか ゆるして 下さい  ゆつ く， りと 遊んで らっしゃい， 素し く、 淚 まことに こぼれ 

むと す」 (牧水 全集 第 十二 卷)。 之 は單に 任意の 一例に 過ぎない が、 かう いふ 調子 は 全集の 消 

息篇の 何れの 頁に も 横溢して ゐる。 「創作」 の 編輯 後記が 往時 一 種の 讀物價 値 を 持って ゐた 

のも牧 水の 人情味 人 問 味の せゐ であった。 短歌と して は 左に 擧げる 如き もの を 多數に 見ら 

れ るが、 此の 中で 少數 の變り its に 遭遇す る。 の 如き 現實的 色彩の 濃厚な もの、 W の 如 

き 思想 分子 を 含める もの 之で ある。 

ふるさとの 美々： U の 川の みなかみに ひとりし 母の 病みた まふと ぞ屮〕 一.， 」，.< り 
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常 陸 山お くるな かれと こころのうち いのる ゆ ふべ は 居る 所 無し は 

ほた ほた とよろ こぶ 父の あから 顏 この 世なら ぬ 尊 さに 淚ぉ ちぬれ g 「みなかみ」 より 

父が の を 聞 くがつら さに われ もせし 咳く せとな り あらた めが たしゅ 

われ を 恨み 罵りし はてに 噤 みたる 母の くちもとに ひとつ の齒 もな き^ 

母 をお も へ ば わが 家 は 玉の ごとく 冷たし 父 をお も へ ば 山の ごとく 溫 かしゅ 

やと 握る その 手 この 手の いづれ みな 大きから ぬな き靑森 人よ S 「？ 32 よゥ 

父の 眼の つめたき 光う つつな き兒 にも わかる か 見れば さびしげ g 「さ &し *® 上より 

をり から やゆき すりび との 聲さ へ も 身にしみ わたり ひとのこ ひしき g  3: 梅 *, 一より 

先生の あたまの 秃 もた ふと けれ 此處に 死なむ と敎 ふるなら む^ 「山 as 欲」 より 

をち 方に 離り ゐる友 をお も ふとき かがやく 珠を おも ひこ そ すれ n 

何事の あると なけれ ど 逢 は ざれば こころ はか わく 逢 は ざらめ や も 

寂しき に耐 へ て 彼 をり さびしき にた へ て われ をり 逢 は ざらめ や も は 
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九 

牧 水の 短歌に は 所謂 現寊 味と か社會 性と いふ もの は 乏しい。 あっても 例外に 屬 する。 前 

章 引例 歌 ggs の やうな ものが それで ある。 「氷屋 は 氷 を かき， 米屋 は 米 を はかり、 裁縫師 

は 衣 物 を 裁って ゐる、 自分の 苦しむ とき、 自分 は 心から 彼等 市民の 幸福 を歡 び、 感謝す る」 

(令： 集 第 十二 卷、 日記 篇) の 如き 文字が 見える が、 短歌に は 此れ 位の もの も見當 りに くい。 か 

うい ふ 現象 は 文壇 歌壇に 未だ 自然主義 以後の 現實 主義 的の 傾向が 充分に 浸透して ゐ なかつ 

た 時代と して 無理から ぬ 事で あり、 牧水 以外に もさう 云 ふ 歌人 は澤山 あるが、 牧水 にさう 

いふ 色彩が 濃 いのは 彼の 性格と 生活と から 來る 所が 多いだら う。 牧 水の 生活 は 文字通り 歌 

に 生きた 人で あり、 他に 職業 を 持たなかった。 彼の 性格と 才能と は それ を 可能なら しめ 

た。 かう 云 ふ 事 は 短歌の 世界で は 少数の 選ばれた 人に のみ 可能であった。 愛する 歌に 生き 

拔く 事が できた の は 稀に 惠 まれた 事で あり、 さう 云 ふ 徹底した 世界から でなくて は 生れ 得 

ない 多くの 作品が 出 來た事 も 無意義ではなかった。 然し さう いふ 利益の 半面に 於て 彼が 失 


つた もの は 他の 半：. S の 現 莨 的社會 であった。 然し 牧水 にも 牧水 としての 現 莨と 社會 とが あ 

つた。 牧 水に 於る 現實の 構造 は、 對 象から 云へば 主として 歌人と しての 牧 水の 生活 圈內に 

ある 事象で あり、 作用の 方から 云へば 自然人 的 浪漫的の ものであった。 其の 種々 相と 色調 

と は 各 章で 述べた 通りで ある。 

牧水 の現實 的 社會は 歌人と しての 牧 水が * その 生活 圈內に 於て その 生活 圈內に 在る もの 

を 取扱った 世界 を 出で ない。 その 生活 圈^: から、 生活 圈外を 兌た 界が缺 けて ゐた。 だか 

ら牧 水の 現實相 は全體 から 見て 廣ぃ とも 云へ す複雜 でもなかった。 自然の 諸相 をい かに 精 

細に 取扱 ひ、 戀 愛の いきさつ を 如何に 事 こまかに. 歌っても、 それ は 自我の 性向の ままに 自 

我の 周圍に 於て 取上げられた 個人的 世界に すぎなかった。 酒の 世界 も 人情の 世界 もさう で 

ある。 それ は 其の 範圍 では 甚だ 徹底した もので あり、 充分 人間的であった。 むしろ 人間的 

あまりに 人間的 世界であった。 この 方面で 優に 歷 史的 地位 をい；： むる ものと 云って よい。 秀 

れた 作品の 數多 をも殘 して ゐる。 凡そ 個 我の 世界 を 離れて 現實の 世界と 云 ふ もの はあり 得 

ない、 侗我も 一 つの 現 莨の 場^で は あるが、 然し 人間と いふ もの は， 分 一個の 人^で あ 
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ると 同時に * 環境の 中^人^ を 意味す る (Das  zwischcnmenschllche:T 環境と は社會 であ 

り、 社 會は單 に 身の ま はりの 個人的 社會 のみでな く、 廣 き社會 一般 を も 含めた もので なく 

て はならぬ。 さう いふ 世界に 向っての 牧 水の 關心は 極めて 冷淡で あつたと 觀られ る。 餘り 

に侗 人的 餘 りに 歌人 的であった。 叉 その 世界に 處 する 態度 も樂 しきに つき 好みに 執す ると 

いふ 味が 強かった。 苦悩 も眞 の苦惱 となら. f 途中で 情緖 的に 處理 された 觀が ある。 そこに 

底の 知れない 逞しい 事實 的な ム のが 見られす、 美的 享受 的な ものが 勝 つて ゐ ると 思 はれ 

る。 芳醇な 作品が おびただしく あら はれ、 堅固な あらあらし いものが 影 を ひそめた 所以で Ss 

ある。 そこに 詩人 牧水 は遣憾 なく 出て ゐ るが、 現 S の 人 牧水は 極めて 淡々 しい 存在と なつ 

てゐ る。 それ は 一面 詩人 的 性格の 勝利と も 觀られ るが、 現霣性 又は 社會 性の 缺如は 否む ベ 

くもない。 性格と 共に 時代の 所爲 であらう。 牧水 逝いて 七 年、 世 は 著しく 動いた。 牧水を 

して 今日 あらし むれば 彼の 殘る 半面 は 何う 開 芽した であらう か。 

一 〇 


「わが 生 はわが 藝 術に 盡き、 わが 藝術 はわが 死に 盡く」 (仝 集 九卷) と 云 ひ、 又 「私の 歌 は 私の 

生命の 碎片 である」 (「獨 リ歌 へろ」 序) と 云 ふやう に、 牧 水の 藝術觀 は 「死 か藝術 か」 と 云 ふ 

所に 在った。 生卽藝 術で あり， 死卽藝 術の 終りであった。 かう 云 ふ 事 はよ く 誰でもが 口に 

する 處 であるが、 牧水は 身を以 つて 之 を實踐 した。 先づ藝 術が あり、 生活 は それに 從ふも 

のであった。 かう いふ 藝術觀 は それ 自體 浪漫派の 藝術觀 であった。 牧水 は先づ 生活 態度に 

於て 浪漫的 藝術觀 を 文字通り 實 行した。 

表現の 態度に 於て 牧水は 「歌 は 自分の ものである」 と 云 ふ。 その 裏に は 「歌 は 人に 見す る 

ための ものに 非す」 とい ふ 事 を 含んで ゐる。 之は獨 りよが り を 意味せ す、 「歌の 大道」 に 通 

すべき ものである 事 を附 加して ゐる (令-集 第べ 卷)。 然し それ は 「自然 に その 大 流の 中へ 出る」 

害の もので， 初めから 「人に 兑 すべき もの」 として 作って はならぬ。 初めに 於て は 依然と 

して 「自分に 見す る氣 で」 作れと いふ (令-集 第 <*卷 。之 等の 事 は初學 者への 啓蒙 言と して 語 

られ たもの だから 深い 意 は 奈邊に 在った か 知らぬ が、 作品に ついて 見ても 牧 水の 歌に は 確 

に 「自分に 兑す」 とい ふ 短歌 觀が 出て 居る。 程の考 へに よれば 藝術 としての 短歌 は 「自分 


( 292) 


に 見すべき もの」 と 同時に 「人に 兑 すべき もの」 でなければ ならぬ。 抒情詩と しての 短歌 

は 自ら 歌って 自らた のしむ ものであると 同時に その 情 を 人に 訴 へ る ものである。 歌 ひたの 

しむ 事と 同時に 人に わかって 貰 ふべき ものである。 後者が 前 者の 後で も從 でもな く、 常に 

同時で なければ ならぬ。 短歌の ことば (Logos) は對老 なしに は考ふ ベ からざる もので あ 

る。 若し 人に わかって 貰へ なければ、 自らた のしむ 事 さへ 失 はれる 害で ある。 かう 云 ふ 道 

理の わからない 害 はない が、 右の やうな 語勢に なって あら はれる 所に、 i り牧 水の 藝術 

觀が 反映す るので あらう し、 又 作品が それ を 裏 づけて ゐる。 殊に 前期の 作 r かさう である。 ^ 

C 

「歌 は 自分の ものである」 と强く 主張す る 裏に は、 どうしても 表現の 客 觀性を 第二に おい 

た 腹が 見える。 自分に 滿 足が 行き さへ すれば よいと 云 ふ 主 觀的藝 術觀が ほの 見える。 牧水 

の 作品の 中の 駄作の 多く は 概して 右の 如き 藝術觀 と關聯 して ゐる やうに 思 へ る。 汝 の獨自 

性と 唯 一 性 を 表現せ よと 云 ふ 浪漫的 人間 學は屢 々藝 術の 法則 性 を 等閑に する ものである。 

殊に 若き 牧水 にこ の 事が 見られた。 

然し 後の 牧水 殊に 「くろ 土」 以後の 牧水 では 狀 態が 異 つて 来る。 この 邊 から 觀方も 表現 


も 著しく 客觀 味が 增し、 均整と 節度が 加 はって 來た。 流動的な ものに 限界が 暗示され、 ヂ 

ュォ 一一 ソス 的なる ものに アポ 口 的な ものが 附 加され て 來た。 「やれやれ 今にな つて 漸く 自分 

に は 歌と いふ ものが 解って 來た のかな ァ」 と 彼 は 「くろ 土」 の 序で 云って 居り、 秀呤 もこ 

の 頃から 頓に增 加して^ る。 かって は牧 水の 立場に 取って 對摭 的の 觀 があった 古典的、 現 

實 的の 立場が いつの 間に か 浸潤し 来り、 相 交流し、 ディア レ クチ イクの： お 合 發展を 兆し か 

けた かの 風貌 を呈 した。 無論 そこに は然 うなるべき 素因が 牧 水の 中に 含まれて ゐた事 を 思 

はねば ならぬ。 スト ウルム • ゥント • ドラングの 若き 浪漫 詩人 ゲ H テ， シ ルレ ルも 後年 その  ^ 

嵐を剌 服して 古典的 現實的 立場に 落着いた やうに、 古来 情熱 的 憧憬 的 未完成 的の ものが 靜 

思 的諦念 的 完成 的な もの へ 移って 行く の は 人間の 運命で あらう か。 

牧水は 自然の 歌人で あると 同時に 人情の 歌人であった。 この 一 一つの 要素 は牧 水に 於いて 

强く 且つ 豊かであった。 牧 水の 唯一 にして 獨 CI な 風貌 は 此の 二つの 變數 の相關 から 生れる 

方程式であった。 この 事は牧 水の 肉體と 生理と から 根づ よく 川發 する ものであるが * 共の 


發展を 助長した の は當 時の 浪漫主義 思想と C! 然 主義 思想で あつ た。 前者 は 情 寿の 人牧水 を 

後者 は 0 然の 人牧水 を目覺 めしめ た。 然 かも 二つの 領域に 在て 牧水は 充分に 個 我を發 揮し 

た。 ^は 日本の 歌壇 一に 於る ス トウル ム *ゥ ン ト •， トラ ングと 其の 次の 時代 を繫ぐ 最も 代表的 

歌人の 中の 一 人で あつたと 云 ふこと が出來 る。 然も 今や 明かに 過去の 人で ある。 現實 性の 

貧困と 云 ふ 意味に 於て。 

十五 冊の 歌集、 五 千數百 首の 短歌と， 其 他の 文章 合せて 十二 冊の 全集 を殘 した 歌人の 業 

鑌に 就て 論すべく 與 へられた 羝數は 僅少であった。 そこで 些事に 觸れ す、 縱に歷 史的に、 W 

橫に 諸相 を 通して 牧 水の 本質 を 探らう としたの が 本論 文の 耍旨 である。 (昭和 九 年 十二 S) 
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北 原 白 秋 論 

1 

北 原 白 秋 氏の 第一 歌集 「桐の 花」 (大正 二 年) は 有名な 次の 歌で 初 まって ゐる。 

春の 鳥な 鳴き そ 鳴き そ あかあかと 外の 面の 草に 日の 入る 夕 

ふ 

悲し さうな 色に 夕陽が 落ちる ところで ある。 それからな ほ讀ん で 行く と 「靑 き果を見 る 力 

なしみ」、 「黑く かなしき 色」、 5 れ たる 園の 白き たんぼ ぼ」、 「病める 兒と黄 t 月の出」、 
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「力 ナリヤの ごとく 顫ふ 日の 光」， 「薄日の しみて 光る さみし さ」、 「tt あかき 爪のう るみ」、 

「桐の 反射の 薄靑 さ」、 「沈 丁の 薄ら あかり」、 「いたいたしき 春の 光」、 「や はら かに 赤き 毛 

絲」、 「珈琲の 紫の 叶-息」、 「紅茶の いろの 养の 日」、 「力 ス テラ の 黄なる や はらみ」、 「フラ ス 

コ の 靑きリ 午 ュ I ル」、 「美しき かなしき 痛き 放埒の 薄ら あかり」 (羝 面の 都合で 欲ん^ く) . … 

あければ 際限 もない。 

すべて これら は 「色」 と 「光」 の 世界で ある。 然 かも、 かなしく さびしき、 うすく や はら 

かき、 ふる ひお のの く 世界で ある。 或は その 影で ある。 時として 追憶 ゃ戀 慕、 又異 阈的獵 

奇的、 或は 又 病的 頹^ 的、 架空 的 情緒 的の 世界で ある。 かくて 「桐の 花」 は先づ おびた だ 

しく 多種多様な 色彩と 光華と 陰影の 氾濫で ある。 その外に は 

玉 赤き 蠟マ ツチす る 草の なかすで に^の 臭氣 むせべ り 

の やうた-香 氣の 世界が あり、 色彩の 世界に 次ぐ ゆた^な 相を呈 して ゐる。 「调れ ゆく 花 Q 
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香」 * 「沖举 玉藻の 香の なげき」， 「ほのかなる 水く だもののに ほひ」、 一松 脂のに ほひの ごと 

く 新しく」、 「ふくらなる 羽毛 襟卷 のに ほひ」、 「ふりそそぐ 香料の ごと 滲みる ゆめ」、 「どく 

だみ の 花のに ほひ」 ：••：： その他 もろもろの 官能と その 交錯が 織りな す 世界 * そこに 「桐の 

花」 が 成しと げた 新鮮な 業鑌が ある。 

わけても、 ここに 旣に 「眼の 人」 白 秋 はまが ふかた なき 獨自の 存在 を 開始して ゐる。 白 

秋の 服 は貪楚 にかが やき， あらゆる 色と 光と 其の 陰影 を 吸 ひ 取らう とする。 

かくて 白 秋 は 官能の 人と して 登場す る。 これらす ベ ての 官能に 通す る こころ は 浪漫と 象 

徴 である。 然し その つよさ は當 時な ほ 強烈と 云 ふよりも 寧ろ あえかに さびしい いろ あ ひで 

ある。 

わけて 官能的 象徴的と 云 ふこと は 「桐の 花」 の 特性で あり、 これが 「桐の 花」 をして m 

本の 歌壇に 於る 獨自な 出現たら しめた 所以で ある。 

二 
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日本に 於る 浪漫 詩歌の 傳統 は、 お 崎 藤 村の 「若菜 集」 (二 卜 年)、 土 井晚翠 の 「天地 有情」 

(三十 二 年)、 與 謝野鐵 幹の 「東西南北」 (二十 九 年) 、「天地 玄黄」 (三十 年)、 同 晶子の 「みだれ 髮」 

( 三 十四 年)、 河 井醉茗 の 「無 弦 弓」 (一一 一十 四 年) などに 依って 形づくられる。 然し この 時代 殊 に 

與謝野 鐵轮を 中心として 云へば、 獨創 性の 高潮、 自我の 自由なる 迸 出、 奔放 粗 豪の 詩境と 云 

ふ 意味に 於て、 浪漫主義と 云 ふよりも 寧ろ、 獨 逸文 學 史上に 於る 天才 時代 「暴 と 衝 迫」 運動 

と酷以 した ものが あると も 云 へ よう (現代詩. 茅 野蕭々 • 日本 文學. 岩波)。 (私 は 若 山牧水 論. 改造 社 

日本 文學 講座に 於て 之に 似れ 意見^ 發 表しれ が、 後 茅 野 氏の 右 意見^ 發見 しれ)。 然し 日本に 於る W 

「暴と 衝迫」 や 浪漫主義の 推移 は必 しも 獨 逸に 於る やうな 順序 を 踏ます、 急激に 相繼ぃ 

で 起り、 又は 同時に 起った と兑 るべき ものが あるので * この 時代 を 一般に 呼び なれた 名稱 

に從 つて 浪漫主義の 時代と 云っても よから う。 かくて 浪漫主義 は 三十 年代の 前半に 於て 開 

花し つくした。 

日本に 於る 象徴主義の 歷史 は、 上田 敏が 「明星」 誌上に、 フランス 近代 象徵 派の 詩を譯 

して 連載した に 初 まる。 然し 嚴密に 云へば、 旣に 三十 一年の 頃 上田 敏は シムボ リズム 運動 


の 我國に 於る 最初の 紹介 論文 を 書いて をり * 其 時旣に 象徴主義の 橄は释 かれた ので ある 

が、 一般の 注意 を 喚起した の は 三十 六 年の^で あり、 更に 三十 七 年頃から は 詩壇に 其の 影 

響 をみ るに 至った (上 m 敏. 折戶彫 夫. 改造 社 日本 文學 I! 座) C さう して 譯 詩集 「海潮音」 が 世に出 

たの は 三十 八 年で ある。 

北 原 白 秋が 「明星」 に 入って 本格的に 作詩 を 始めた の は 三十 九 年で ある。 だから 白 秋の 

業繽は 主として、 浪 漫主讒 時代の 末期から 象微 主義 時代の 全盛期 頃に 利 まって ゐ ると 云 へ 

る。 四十 年に 作った 短歌に 自ら 官能的 象徵 的と 云 ふ銘を 打って をり (現代 短馱仝 集. 白 秋 年^)、  ^ 

四十 二 年に は！ y 本に 於る 最初の 官能的 象徵 詩集 「邪宗 門」 が 出で、 同年 「桐の 花」 の 歌風 

を 樹立した と 云 ふ (同上) o  r 桐の 花」 が 浪漫的 色彩 や」 も 持ちながら * より 多分に 官能的 象徴 

的で ある 所以 を， かかる 歷 史的 回顧に 依っても 窥 ふこと がで きる。 

俊 成の 「幽玄」 や 芭蕉の 「寂び」 も 一 つの 象徴と 云へ ない こと はない。 幽玄 は ：= 本の 象 


徴 であり 象 徵は佛 蘭 西の 幽玄で あると も 云 へ る。 そこに 一 脈 あ ひ 通 ふ もの 無しと しない。 

然し 白 秋が 「桐の 花」 に 於て 能動的に 受 入れた もの は 飽く迄も 異！： 的 象徴主義であった。 

rwj 蕉 の 寂び はま だ うらわかい 私達の 落つ くと ころで ない」 (喪の 思) とされた。 

象徵 主義 は佛蘭 西に 於て、 浪漫主義 及び 自然主義の 反動と して 芽生え、 事實 感情の 記述 

を排 け、 影像 及び 音樂 によって 暗示 を 求む る 創作 態度 を 云 ふので あり (象徴主義 • 鈴 木 信 太 

郞. 岩波 世界 文 學、、 其の 性格 は 情調 象徴 を 特に 极木 とし、 祌經の 世界 を 重視し、 思想 は 主と 

して 頹唐 的で ある (日本 象徴^の 硏究 裒耿之 介 • 日本 現代お W 究)。 又 上 W 敏に 依れば 「幽 婉奇 ^ 

聳の新 聲」、 「放縦 生活の 悲愁」， 「冷 艷素 香の 美」 と 云 ふ 如き 屬 性が 兑られ (海潮音 序)、 叉 「幽 

婉 微妙」、 「幽婉 繕緲」 T 捉ふ ベから ざるの 陰影」 と 云 ふやうな 形容詞が みられる (幽趣 徵 韻)。 

これら は 日本に 於る 幽玄の 種々 相た る 「餘情 幽玄」， 又は 「高 情孤聳 」、 「高 情骓 韻」、 「優 

婉 典雅」、 あるひ は 「長 高」、 「心細」、 「遠 白」 などい ふ 境 趣 (日本 歌 學史. 岡 崎 義惠. 改造 社 短歌 講 

座) と 一脈 あ ひかよ ふ ものが あり、 又、 ス テフ アンヌ • マラルメ をして 云 はし むれば 「這 

般 幽玄の 運用 を象徵 と名づ く」 (上田 敏. 海潮音) と 云 ふこと にもなる。 だから 東西 古今 期せ 


十して 相 交流す る もの もない こと はない。 

然し 北 原 白 秋が 「桐の 花」 で 追求した もの はあくまで 「新 様の フランス 藝 術の 鋭敏な 新 

らしい タ ツチ」 であり、 「痛い ほど 顫へ て ゐ る 近代 人の 神經」 であり (桐の 花序 文)、 又 「メ 

ヱ テ ルリ ンクの 悲愁と 神秘な 蒼い 陰影」 (盡の 思) であった。 さう して 此の やうな 祌經 ゃ感覺 

の 尖鋭と 弒 唐と は 取り もな ほさす、 佛蘭西 近代 象徵 派の 最も 特徴と すると ころで ある。 

かくて 「桐の 花」 の 功績 は、 異國の 詩 を 日本の 歌に 攝り 入れた ことで ある。 之に よって， 

日本の 詩 を 新く し、 ゆたかに し、 成長 させた こ とで ある。 然し 元 來異國 の 詩と 日本の 歌 

と は、 そのまま では 融合し 難い ものであった。 それ を 如何にして 融合せ しめた か。 「桐の 花」 

の 白 秋に よれば、 日本の 歌 は 「古い 一 絃の古 琴」 であるが ゆ ゑに、 複雜 深刻な 新人の 象徴 

の 世界 を 奏する には餘 りに 哀れな 寥 しい 樂 器で ある。 だから 新人の 宫能 は、 この 本来の 歌 

の 哀調 を 傷け ぬ 程度に 常に 弱く 顫 へて をらねば ならぬ と 云 ふ (桐の 花序)。 つまり 新人の 宫 
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能 も、 ただ 「一 絃の古 琴」 に, る もの 丈け を 歌 ひ、 或は 乘る やうに 弱めて 歌 ひ、 それ 以上 

強く 烈しい 官能 は 詩の 方に 讓る。 だから 白 秋に 取って は 「詩が 色彩の 强ぃ 印象派の 油繪な 

らば、 歌 は その 裏面に かすかに 動いて ゐる テレビン 油の しめりで あらねば ならぬ」 ことに 

なり、 叉 「詩が 奔放 自由な シム フォ- 一 ー の 新曲に 自已の 全 感覺を 響かす」 ものと すれば、 歌 

は 「その後から 爪彈 きする 寥 しい 一 絃の古 琴」 だと 云 ふこと になる (同上)。 事實 「桐の 花」 

の 能の 世界 はかなし くさびし く、 うすく かよわき ものである こと は旣に 述べた 通りで あ 

る。 さう して これ 以上の 强く廣 い 世界 は 「邪宗 門」 (1: 十二 年) 「思 ひ 出」 (四十 四 年) などの 詩 

集の 方に 讓られ て ゐる事 も事實 である。 

この やうに 詩と 歌との 領域 限界が はっきりと 意識され、 それが 創作に 實 行され てゐ ると 

云 ふこと は、 詩 も 歌 も 出 來る白 秋の 如き 人に 初めて 可能な ことで あり、 かかる 才能 その も 

の は 稀に 惠 まれた 出現で なければ ならぬ。 然し それが 爲に 氏の 歌 そのものに 對 する 要求 は 

當時 甚だ 矮小に なった こと は 否まれぬ。 實に 短歌 は 「吹 笛の 哀音」 にす ぎす、 「玉虫の やうな 

光」 にす ぎなかった (间 上)。 
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ところが 「楠の 花」 の 終り ころに なって 狀 態は變 つて 來る。 哀傷 篇が卽 ち これで ある * 

どん底の 底の. 監獄に さしきた る： 太つ 光に 身 は^れに けり 

この 日の 光り は旣に 昨日の もので はない。 もはや 幽趣で も微 韻で もな く、 三 千 世界に あま 

ねき 無量 莊嚴の 光で ある。 赤き 花 も 昨日の 赤き 花で はない。 身 を もってな げき 取る 世界で 

ある。 歌 はすで に 「綠 の古寳 玉」 でも 「杏仁 水の 匂」 でも あり 得ない。 「身の上の 一大事」 (四 

十五 年) のために もはや 「夢 ての みは ゐられ なくなった」 からで あり、 所謂 「靈魂 試煉の 

日」 (翻刻 新版 わ、、」 がさ) が來 たからで あらう。 

異國の 詩の 攝取 によって 一 新風 を樹 てた 歌 は、 ここで ふたたび 「身の上の 一 大事」 によ 

つて 相貌 を變 へつつ ある。 

五 
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第二 歌集 「雲母 集」 (大正 四 年) となって 風貌 は 完全に 一 變 する ひ 

煌々 と 光りて 動く 山 ひとつ 押し 傾けて 來るカ はも 

大鴉 一 羽 渚に 默 ふかしう しろに うごく 漣の 列 

世界 は 難 生の よろこびに 充 ち、 さながら 光明 遍在の ちまたで ある。 「大事」 はやう やく 解 

決し 相 州 三 崎の 空と 海の 光り は、 今 は 大ぴら にわが ものである。 (大正 二 年)。 さう して ここ 

に 「眼の 人」 白 秋 はいよ いよ その 面目 を あら はす。 「眼の 人」 白 秋に は變り はない が、 その 

「^」 が 見た もの は 昔日の それで はない。 「桐の 花」 が 見た あえかに さびしい 色彩と 陰影 

は、 いまや 煌々 とかが やく 光の 實體と 化しつつ ある。 はったりと 雌 をお さへ る大 鴉、 大地 

の 上^ ごろり ところがる 縫- 炎々 と 帆に 燃えつ く 入日、， 投網の なかに くるめく 大日 輪， 棕 

梠と 棕梠の 問より いづる 閻浮檀 金の 月、 燃え あがる 落日の 櫸、 ：•：.• これら は 「雲母 集」 の 

眼が 初めて 發 見した 特殊の 境界で あり、 歌壇に 於る 特殊の 業績と な つた 所以で ある。 こ 

こに も あらゆる 感覺の 交錯が あるが、 最も 啓 導 的 地位 をお める もの は 光彩の 世界で ある。 
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然も 金無垢 光、 白金 光、 金の 茶店、 銀の さざなみ、 銀 無垢 光、 と 云 ふやうな 光彩の 窮極 地 

が 多數を 占め てゐ る。 その他の 官能 も强く 烈し いものば かりで あ る。 

そこに は 南國の 海の 香と 新鮮な 魚類の 養分と、 二十 九 歳の 血が 句って ゐる。 さう して 之 

等の 歌が 最後の 仕上げ を 受けた の は 「光耀 燦爛たる 小 笠 原 島」 であった (雀の 卵 序 )0 ここに 

は 又.、 ワン • ゴホ の狂氣 的に 燃 ゆる 樹ゃ、 梁 塵 秘杪の 「一 心 敬禮こ ゑす みて」 r 閻 浮の 昔の 日 

に 似たり」 の 宗敎的 祌秘的 圓光も 呼びかけて ゐる (氏 は 大正 二 年 以前に 梁 塵 秘抄か 耽^して & 

る： ちが、 「齊 藤茂吉 選集 序」 に兑 えろ)。 これら 一 切の 條 件と 「心 II 甦り、 新生 是 よ り 創る」 - 

(雲母 集餘 言) の 環境と は 相 協同して 「雲母 集」 の 出世 を 助けた に 違ない。 

「雲 ft%」 がな しとげた 功業 は， ^と 歌との 完全なる 融合で ある。 かう 云 ふ 意味に 於て 

も 白 秋 獨自の 仕事で あり， 劃期 をな した 所以で ある。 「桐の 花」 で 着手され， 然 かも 半ばで 

放置され た 建築が 「雲母 集」 で 一先 づ 完了した と 見て よい。 「桐の 花」 では 半分し か^が 取 


り 人れ られ なかった が、 「雲母 集」 では 他の 半分 を も 取り入れた。 他の 半分と は、 所謂 「色 

彩の 强ぃ 池输」 の 方面. 又は 「奔放 自由な ：：：• 全 感覺を 響かす」 方面で ある。 前に は 之 はこ 

とさら 避けられ、 詩の 方に 讓られ たが、 今 は 勇躍して 取り込んだ 世界で ある。 すな はち 又 

官能的 象徵 的と いふ 標語の 內容も 必然に 修正され 發展 して 来た わけで ある。 もはや 上田 敏 

もロセ ツチ もない。 いま は 白 秋み づ からの 官能と 象徵が あるの みだ。 かくの 如く 獨自 にし 

て 白 秋 的なる もの は 未だ かってなかった。 だから 「雲母 集」 は 詩と 歌との 融合 をな しとげ 

たのみなら す、 白 秋み づ から を うちたてた。 かくて 「桐の 花」 から 踏み出し たもの は 一先 づ ？ 

「雲母 集」 で 頂點に 達する。 次の 「輪廻 三鈔」 (雀の 卵) から は 又 別の 出發 をと る。 

そこに 行く 前に 私 は尙ほ 一言せ ねばならぬ。 それ は 「雲母 集」 に 就ての 白 秋 自身の 評價で 

ある。 「耻を 云 ふと 私 は 雲母 集で 失敗した」 (雀の 卵大 序)、 と 云 ふの は 私と は 大分 見方が 遠 

"。 「桐の 花で 完成した」 と 云 ふの も 私 をして 云 はし むれば 全然 反對 で、 「雲母 集」 に 於て こ 

そ 其の 道が 完成した ので ある。 その 根據 は上來 述べ 来たった ことに つきる。 「桐の 花で 完成 

した もの を& ひきって 破壞 し、 自己 革命 を やって みた」 と 云 ふの は、 一見 肯け るが、 單な 


る 破壞ゃ 自己 革命で なく、 さらに 高い 綜合 を 成し 就げ たのが 「雲母 集」 である" ^の 方に 

讓 つた 半分 を 取り入れて、 歌と 詩との 綜合が 略 完全に なされた からで ある。 さ^して 之 

こそ、 そもそも 「桐の 花」 の 最初からの 運命で あつたので はなから うか。 强 ひて 失敗の 歌に 

ついて 云 ふの は當ら ない。 「雲母 集」 は大體 歌と しても 成功して ゐる。 たと へば、 「雲母 集」 

と 1  口 ど 同時に 出版され、 畧 同様の 境地 を ものした 詩集 「白金 獨樂」 (大巧 ーバ や) 中の 傑作 「日 

光」 に 就て みるに、 

兩手ソ 口 へ テ 日の 光 掬フ心 ゾァ ハ レ ナ ル。 

掬へ ド 掬へ ド 日の 光、 

光リ コボル ル 1 音モ ナク。 

の 如き も， 之に まさると も 劣らぬ 多くの 歌 を 「雲 ほ 集」 中に r 几 出す のは^して S 難で はな 


さて 「雀の 卵」 (大正 十 年) 中の 第 一 期 「輪廻 三欽」 を兑 る。 

もめつ ち  いくせん にち 

天地 を 泣きく つがへ し 幾千 日 泣き ひたす とも 我 は 貧しき 

父母の 裂けし ころもの ほこ ろび を 縫 ふ 針す らも 無き を 吾妹よ 

これらの 歌 を 見て 先づ 第一 に感 する こと は、 從來の 三 歌集と は 全然 風 態 を 異にする こと 

である。 全然 出 發點を 異にし 極 を 異にする 氣 配が 先 づ 目につく。 先づ 登場す る もの は、 ，E 

分 や 妻 や 父母 や  の現實 の 人間 * である。 それ も 瘦せ衰 へ、 泣いても 泣き きれぬ 貧し さ 

などの 世界で ある。 さう して 之ら の 世界 を 把握す る 仕方 は宫能 的で も感覺 的で もな く 人間 

的な 方向から である。 さらに 表現 手法 は 古典的で あり 萬 葉 的で ある。 凡そ これらの 風貌 は 

来 だ 曾て この 作者に は 見られなかった 所で ある。 (こ のなかに 僅に 從來の 白 秋 的なる もの を 


( 312) 


求 むれば、 感情の 横溢、 高揚と いふ 方面で ある J 一先 づ これ を 古典的 現寳 的轉 廻と 云ゥて 

おかう。 

この 古典的 現 實的轉 廻 はまこと に 目 ざまし いもので あつ て、 これ こそ 正に 從來の 白 秋 的 

なる ものに 對 する 極度の 反 措定であった。 私 はこの 邊に 作品の 價 値よりも 轉廻點 としての 

意味 を 見る。 「大正！ 二 年 小 笠 原 島に 渡り」 「心痛の 極を盡 し」 「六月より 一 人 嶋に殘 り」 「詩人の 

窮乏に 倦き たる 妻と 別る」 (年譜) などの 事件 前後の 歌が 卽ち 右の 歌で ある 。この-頃から 精神 

的 物質的 兩 方面に 於る 人 問 苦 世間 苦が 初 まる。 「詩人」 白 秋 は 必然に 「現 實人」 白 秋と もなら 

ざる を 得ない。 「輪廻 三鈔」 は 詩人と 現實 人との 相克 界 である。 かやうな 事 枘は現 實的轉 廻へ 

の 具體的 基礎と なった であらう。 然も 大事な こと は 白 秋の 藝術觀 そのものが 能動的に 推移 

發展 した ものと 見ねば ならぬ 一 事で ある。 これに は 又 時代の 趨勢 を も 者 へねば ならぬ。 

旣に 明治 三十 五 年、 尾上柴 舟、 金子 蒸 園の 「叙景 詩」 運動が 初 まって、 反 明 S の 第 1弾 


が投ぜ られ、 翌三 十六 年に は 伊藤左千夫 等の 「馬 醉木」 が發 W され、 「萬 紫 論」 丼に 「今 ひ 

所謂 新派の 歌を排 す」 が 現 はれ、 同年 金子黧 園の 「白菊 會」 生れ、 反 浪漫主義の 提唱 あり、 三 

十八 年に なって 尾上柴 舟， 前 田 夕暮、 若山牧 水の 「車 前 草 社」 成立す るに 及んで 歌壇に 於 

る 自然主義 運動 は 稍々 具體 的と なり、 四十 一年に は 北 原 白 秋， 吉井 勇， 木 下 杏太郎 等速 袂 

して 新 詩 社を脫 退， 同年 「明星」 は廢刊 され * 之に 代って 萬 葉 復古 的 現實. 王義の 「ァ ララ 

ギ」 が發刊 され、 四十 三年に は牧 水夕暮 などの 創作が 出て、 r スバ ル」 への 攻擘 あり， 大正 

二 年齋藤 茂吉の 「赤 光」 出で、 「ァ ララ ギ」 の 作歌 傾向 や 主張が やう やく 歌壇 的と なり、 同年 

土岐 哀果、 西 村 陽吉の 「生活と 褻 術」 創刊が あって 生活 感情の 表現の 提唱と なった。 この 

邊で 最早 歌壇に 於る 自然主義 乃至 現實 主義 系統の 地盤 は 充分 固められて ゐる。 さう して 白 

秋の 「輪廻 三鈔」 の 歌 は 大正 三年の 生活から である。 白 秋が さう 云 ふ 時代の 筌氣を 吸 はない 

害が なく、 吸 はなければ 不感症で ある。 殊に 白 秋茂吉 の 間の 相互 影響 は 否定す る こと は 出 

卞ぶ (齋 藤茂吉 選集 序、 北 原 白 秋) C この 外に 尙ほ 年齢 その他の 條 件も考 へられよう。 

ともかく 白 秋に 大きな 變 化が 来た。 然し この 大反 措定 はいつ 迄 も 反 措定の ままで はな か 
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つた。 

九 

-  a. れば  ...  - 

いそがしく 濡 羽つ くろふ 雀 ゐて夕 かげり 早し 四 五本の 竹 

あな かそ か 父と 母と は 目の さめて 何 か宜ら せり 雪の 夜 明 を 

之が 「雀の 卵」 第二 期の あらまし の 相で ある。 「自然」 が 又 取り かへ される が、 すでに 

「雲母 集」 の 豪華な それで はない。 父 や 母 をめ ぐる 人間的 感情 は 依然として 多數 をい：： める 

が、 「雀の 卵」 第一 期の それよりも 落つ きを 示す。 總 じて 自然と 人間と は、 客觀 的、 觀照 

的の 方向に むきつつ あり、 第一 期に 於る 手法の 古典 風 は 次第に 拭 ひ 去られて ゐる。 之 を 要 

約 すれば、 「雀の 卵」 第一 期の 大廻轉 は 次第に 偏向され て、 综 合の 地帶に すすむが 如くで あ 

る。 而 して 此の 傾向 は 第三 期 「葛 飾閑吟 集」 に 至って 明瞭な 姿 を 見せる。 作品 はま だ 秀作に 

乏しい。 


第三 期 「葛 飾閉吟 お」 前 班の 面目 は 次の 如くで ある。 

翊 ぼらけ.! 天晴れて 黍の #： 水に 雀 羽た たく そのこ ゑき こ ゆ 

ぼつぼつと 雀 出て 來る殘 ゥ風ー 一 百 一 一十 日の 夕^ 晴れて 

二十 年 前 私 は 之ら の 歌 を 愛唱し、 今 も 記憶に 新なる ものである。 この 雀 は 「桐の 花」 の や 

うに センチメンタルな もので はなく 、「雲母 集」 の やうに 極彩色な もので もない。 簡素な 水 - 

墨に 淡彩 を 施した やうな、 又 云 ひかへ れば 寂に 入らう として なほ 朗 かさ を 失 はぬ 雀で あ 

る。 又 「秋 ふかむ 夕日 明り ゃ枯小 竹に 雀 羽ばたく その 閑け さ を」 の やうに 努めて 閑寂に 入 

らうと して 幾分 焦燥の みえる もの 等 も 散^す るが、 次第に 練磨され • 結局 

虹の 輪の 七色 ふかき 片裾は 雨し とどな り 早^ W の 上 


と 云 ふ 境に 至. つて ゐる。 第三 期で は 對象は 殆どす ベて 「自然」 である。 さう して 其の 觀照は 

細か さと 確か さと を 加へ、 表現 は 內容と ぁひ應 する 域に すすむ。 のみなら す、 それ 自體が 

音 樂的 諧調 を 示す やうに なって 來る。 かう いふ 秀歌 はさう 澤山 はない が、 ともかく 「雀の 

卵 I が，^ に 到達した 境域で ある。 ここから はもう 第 四 歌集 「白 南風」 がそ こに 見えて ゐる。 

「眼の 人」 白 秋 はかくて 一二 度び 現 はれる。 ゲェテ がさう であった やうに、 「眼の 人」 の 前 

にば 常に 「自然」 が對 象で ある。 今や 白 秋の 前に は專ら 自然 を觀る ことが 仞 まる。 一切の 家 

財 を賣り はら ひ. 「妻の 仕舞の 扇」 しか 殘ら ないやうな 貧苦の 只 中に あって、 彼 は 雀 を 見つ 卫 

め、 自然 を 凝視す る。 かの 「詩人」 と 「現實 人」 との 相克 は 最早 や 過ぎし 昔の ことであって， 

今 は 「詩人」 が 完全に 「現 實入」 を 征服しつつ ある。 白 秋の 自然 研究 は 命が けで あつたと 云 

へる。 と 同時に 短歌 觀は 「柄の 花」 の 「遊び 盡 くした 小鳥の 日暮れて 歸る 古^」 ではなく 

て、 白晝 大童な 「積極的 生活」 となる に 至った。 

一 〇 


「桐の 花」 では 色^の 寂び はま だ うら 若い 私達の 落つ くと ころで はない とさ^た 力 今 

± 「つくづく 慕 はし いのは 芭蕉で あり 光悅 であり 太雅 堂で あると される」 (雀の 卵. 大 序)。 さ 

うして 「葛 飾 閑 吟桀」 の 冒頭に は ^蕉 を^ はせ る 序文が あり. ^蕉の 「うきわれ を 寂しがら 

せよ 閑古鳥」 の 句が 附記して ある。 ここに 於て 靑年白 秋に 於る 西洋の 象徴 は 中年 白 秋に 於 

る 日本の 寂に 置き 換 へられる。 三十 七 歳の 白 秋に は 肉體と 生理の 寂も來 初めて 差 支ない。 

之 は 西洋 的なる ものに 對 する 日本的なる もの、 近代的なる ものに 對 する 古典的なる ものの 

交代で ある。 かの 象徴と は宫能 を 仲介と しての 陰影、 暗示で あつたが、 この 寂と は 「俸 鋭 £ 

なる 官能 を S じて^の 露. la 相に 徹する」 (同上) ことで ある。 だから 前者 を 非現霄 的と すれ 

ま^ 者 は 現 的で ある。 然 かも 後者 は それ を 通して さらに 其の 奥に 祌 機が ひか へ てゐ る。 

だから 後者 こそより 高く より 深い 「眞の 象徴」 とされる (同上)： ここに 現實 的なる ものと 象 

徵 的なる ものとの 握手が 結ばれる。 この 象徵は 「桐の 花」 や 「雲母 集」 の それより 一 廻り 高 

い 段階に 在る ものである。 

「雀の 卵， L で强く 主張され る 一 背樂 的と 云 ふこと も、 「雀なら 雀の 羽ばたきの リズムが そめ 


ままに 一一 In 葉と なり 躍動」 する やうに せん 爲の 方法であって * かくて 初めて 眞の 象徴詩が 生 

れ ると 云 ふ (同上)。 つまり 音律の 方からの 迫眞 である。 又 一方に 於て， 「言葉 は それ 自身 生 

物であって、 自らの 聲色 香味 を 有する が 故に、 一音で も ッボが 外れる と 直ちに 顔色が 蒼く 

なる」 (同上) と 云 ふ 意味に 於て、 音律 そのものが 獨 立した 有機的 整 美 をな さねば ならぬ。 

かやうな 二つの 意味の 昔 樂性は 又 「雀の 卵」 からの 特性で ある。 

「雀の 卵」 の极 本性 格 は、 「雲母 集」 までの 西洋 的 近代的 象徴的な もの を、 一 たん 極度に 

否定して、 其の 對躕的 場所に ある 日本的 古典的 現實 的な 立場 をた て、 やがて 前者と 後者と 

の 間に^ 合統 一 が 行 はれよう とすると ころに 在る かの 如くで ある。 然か もこ の 最後の 統 一 

は 僅に 着手され たのみで、 其の 任務 は 主として 「白 南風」 に 委ねられて ゐる。 

尙 ほこの ^(大正 七ん *九 年) から 白 秋の 童 讅、 素 詩、 直話が 日本に 一 つの 新體を もたらし、 

歌に も その 影響 ある ものが 發 見され る。 

1 1 
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おらた よ 

木 蘭の 濃き 影 見れば 良夜 や 月の ひかり は 庭に あかりぬ 

月 あかり 水脈 引く 雲の 波 だち て 夜空 はすす し 水の ごと 見 ゆ 

「白 南風」 に はこの 程度の 秀歌 は 至る所に ある。 前 歌集 終末の 延長で あり 到着 點 である 

こと は 一 見に して 明瞭で ある。 

第 四 歌集 「白 南風」 (昭和 九 年) から 今の 「多 磨」 (昭和 十 年 發刊) にかけ ての 時代 は 若干の 推 

移 は あるが、 これ を 一括して 述べる のが 便利で ある。 この 時代 はいろ いろの 意味で 從來の 

ものが 行くべき 所へ 行き、 それらの 間に 綜合 統一が 出來 かかって ゐ ると 見られる。 謂 はば 

一 つの 綜合 地帶、 それが 「白 南風」 の 風貌で ある。 

先づ 日本の 幽玄と 西洋 S 象徴との 統一で ある。 「近代の 幽玄 體」 (白 南風 擦 筆) と 云 ふの 

は 卽ち道 般の楔 機 を 節約した ものである。 「幽玄 を 思 ひ、 有心に 遊び， 徹して 寂び に 身 を 

托す」 (多 麼辆 ig) と 云 ふ 所から みれば 明かに 傳統 的の 幽玄の 遵奉で あるが、 「感 覺， 感情、 

智&に 於て はあくまで も 近代 人と しての 自己に 卽す」 (，y 南 a 擦 筆) から 云へば 近代的^お 
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性の 尊重で ある。 傳統的 幽玄 を 生かす に 近代的 感覺を 以てす る、 卽ち 「近代 の 新 幽玄 體 の 樹 

立」 (多 磨 網領) となる 所以で ある。 これ は 取り もな ほさす 「畢竟 は 幽玄 を 思 ひ 象徴 を 思 ふ」 

(同上) ことになる。 「第 期の 织徴 運動」 と 謂 はれる のが 卽ち 之で ある。 之 は 幽玄と 象徴 

の 結合で あると 同時に 傳統と 近代との 約束で ある。 

次に 浪 漫精祌 と現實 主義との 融 交で ある。 旣に 述べた やうに 白 秋に は 浪漫的の 素質が あ 

り， 浪漫 時代の 筌氣の 中に 作歌 を 始め、 何れから 見ても 浪漫 精神 は 白 秋の 本質の 一部で あ 

る こと は 云 ふを俟 たぬ。 それが 「多 磨」 時代と なって 「期す ると ころ は浪漫 精神の 復興」 と 云 ゆ 

ふ 一 つの 自覺的 再建の 意識と なって 來る。 然し 「踰 ゆべき もの は踰ぇ ：•：.： 實相を 修業」 し 

た 後の それで あるが 故に 旣に 昔日の それで はない。 その 方向 變換の 舵 を 自然主義 乃至 現暂 

主義が 握る。 かう 云 ふ 動向 は 「白 南風」 時代と なって 殊に 顯 著な 表示 を 取る T 眼前の 實相 

に その 寫 生は卽 して、 一 に その 最 奥の ものに 迄 も 徹しな く て はならぬ， T 「私 は寫生 をす 

る。 寧ろ 卽 きすぎ るまでに 寫生 はして ゐる」 (同上) に それらの 消息が みえる。 然 かも それ 

を 通じて 自然の r 祌」 「大 虚」 に參 じょうと する。 ここに 寫實を 通して 浪漫 精神に 通す る 意 


向が みられる。 又 「こ 乃寫生 に 根柢 をす ゑて， しかも 眼前に 幽遠 を 思 ふ」 (同上) ので ある 

から、 寫 生の 道 は 又 幽玄 乃至 象徵に 通す る。 かくて 象徴と 浪漫と 現實と は交融 して 三位 一 

.體 となる。 之 を 言ひ換 へれば， 寫實を 通して 新しい 浪漫ゃ 新しい 象徵へ 入らう とする のが 

「白 南風 多 磨」 時代で ある。 然 かも 其の 新しい 浪漫、 新しい 象徴と は 何 か。 それに 依って 初 

めて 特殊な 白 秋が 現 はれねば ならぬ の だが、 ここから は說 明の 糸が 絕 たれて ゐる。 恐らく 

そこから は 白 秋の 個の 問題で あり * 作者 自體の 直觀的 問題で あるが、 所謂 「白虹 精祌， r 

「秘密 莊 厳」、 「曼荼 の 風光」、 「公開 祕密」 と 云 ふ 如き. S 秋專 用の 語彙が その 窮極 地を晴 示 w 

する かの やうで ある C 

對 象から 云へば 「白 南 ％」 は-: U 然の 徹底的 探求で あり、 純 粹の觀 照で ある。 (拙文. 北 igA 

秋の. R 南風. 時事 新報、 及び、 .S 南風^ 讀 みて. 短耿 研究 參 照)。 この 意味に 於て 古今 無双で ある。 

顧 望 すれば、 主觀 的、 観念的、 印象的の 諸 要素 は ほとんど 一掃され て、 今や 自然 は 本來の 

玲瓏たる 眞：， 貫體 として 追求され ようとす る。 「眼の 人」 白 秋の 前に は 今， 無^の 詩的 源泉 

として， 自然が よこた はる。 さう して 今 は 此の 無 盡藏を ひらくべき 確かな 键が 握られた。 


それ は寳 相に 卽 くと 云 ふ 「方法」 である" さう して 义 自然の 中に 「何 を」 見るべき 力 も 示 

さ 1 た。 それ は 「近代の 幽玄」 なる ものである。 實に卽 する ことに 依って 自然 を觀、 自然 

を觀る ことに 依って 神 を 見る と 云 ふこと になる。 ここで 一 先づ 此の方 向 は 頂上に 達する。 

ここら は 齋藤茂 吉の實 相 觀入說 と 紙 一 重の 差で ある こと も旣に 述べた 所で ある (短歌 研究 十 

年 十二月 )o 前 歌集で 唱 へられた 音樂 性と 云 ふこ ともこ こで は實踐 的に 行 はれて ゐる。 そ 

お 歌 觀自體 も、 最初から 見れば 「詩の 餘暇」 から 次第に 發展 して 「積極的 生活」 となり、 

遂に 「生死の 道な り」 (白 南風 序) に 至った。 ^は 之に 反し、 次第に 主位から 從 位に 下つ E, 

た。 

かくて 「白 南風」 時代 は 「雲母 集」 と は刖の 意味の 頂上で ある。 之ら を ひき くるめて 云 

へば 「白 南風」 は 今迄の 歌 態の 綜合 體 であり、 其の 方向での 最も 高い 完成 を 示した もの 

である。 然も 之が 終で はない。 すでに 一 つの 囿定 がみえ、 之 を破壞 する の 必要と 衝動 は 昨 

^の 「多 磨」 にもみ えて ゐる。 傳統的 定型 的なる ものの 過重 は 旣に爭 ふべ くもなく 其の 意 

^で 第二の 「桐の 花」 の ごとき 方向と 云へ るが、 今後 はこれ を碎 いて、 もう 一 つ 高い 階段の 
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「雲母 集」 的な ものとの 協力が 必耍 なので は あるまい か。 

一二 

「僕 自身が 詩な の だ」 と は 曾て 白 秋が 洩 した 言椠 である (日本 詩歌の 正統 • 改造 肚 日本 文學講 

&c 詩に 生きる ことが 生活の 大部分で ある やうな 人 は 稀に 選ばれた 存在で ある。 かかる 人 

こ ft つて 生活と は 詩作で あると 云 ふ も 過言で はない。 かう 云 ふ 世界から 實 生活 上の 斷 面が 

狭い になり、 社會 相が 稀溥 になる と 云 ふこと は 論を俟 たぬ。 然し 所謂 「時代」 は 無理 强ひ 

にも さう 云 ふ もの を耍 求しょう とする。 流石の 白 秋 も 全然 無關 心で 居る ことが 3! 來す 「力 

かる 題材 を 全然 否定した ので もな く、 又 全然 歌はなかった わけで はない が、 题 村を擴 げんと 

する 前に 先づ、 他の 詩型 を 選ぶ 場合が 多い」 とされる。 成る 程 氏の 最近の 詩 業 は 一年 問に 

短歌 直 詩 童謠 小唄 民謠 詩歌 謠 詩文 その他に わたり、 無慮 五 百 頁に 垂ん とする 尨大なる 業績 

を殘 して ゐる (仝 貌ニ九 三 五 华)： さゥ して 「近代の 生活 感情、 國民 思想、 社會 機構」 の それ 

f  ^  c  i 「別 こ相應 した 一 々の 詩型 を 創造しつつ ある」 と 云 ふこと である。 さう して 之ら 


の 諸々 の 詩型に 依って 「私の 交響 樂を いっか 完成したい」 (短耿 W 族 第一輯) と 云 ふ 事で あ 

る。 さう 云ふ樂 器の 中に あって、 かって フ リ ュ ゥト でしかなかった 短歌が +は 「自己の 藝術 

の 最高峰」 となり、 從 つて 絃樂器 群 ほどの 重 耍さを 獲得す るに 至って ゐる。 然 かも 依然と 

して、 短歌 は 短歌に 乘る もの 丈け を 歌って ゐれば 無難な ので あり、 場ち が ひの もの は 他の 

詩型に 持って行かれる ことに H- り はない。 結局 は 提琴 は 提琴に 乘る曲 丈け を 奏して をれば 

よい。 それ 以外の 曲 は 他の 樂 器で やる。 それ は 白 秋の 如き 多 數の樂 器 を 所持す る 人の みに 

許される 特權 では あるが、 眞の 意味の 交響 樂が 成. リ立 つに は、 一 つの 共通の 曲に 向って 各 

樂 器が 一 せいに 奏鳴 すると 云 ふこと もなくて はならぬ。 この 意味で 種々 の 詩境 を 種々 の 詩 

型に 分配す ると 云 ふの みで 安心して をれ る もので はない。 事實私 は 氏の 業 緩の 全部 を應史 

的に 一 通り 調べ 最近の 三 冊の 「全貌」 も 一 讀 した 所で あるが、 成程 「分配の 法則」 は 或る 程 

度迄實 行され てゐ るが、 分配した が爲 めに 果して その 時 形に 特殊な 効果 を もたらした かど 

うか は 疑問の ものが 相當 ある。 ある 意味で 多 數の樂 器 を も つ 者の 悲哀 さへ 感じぬ ではな 

い。 私は考 へる、 各 詩型に 分配す る 前に 先づ 短歌 をして その 重荷 を 負 はしめ よと。 猛 をし 
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て 云 はし むれば 愛する が 故に 「いた はる」 のでな く、 愛する が 故に いぢめ るので ある" それ 

が 折角 「最高峰」 にまで 成長した 短歌の 運命で は あるまい か。 さう 云 ふことの 可能な 晴示 

を 「白 南風」 中の 霜と ラヂ ォ、 麻布 第三 聯隊、 父母の 冬、 梅に 寄せて、 砲車 タンク、 燈火 

管制な どの 作品に 見る ことが 出来る。 之ら a: 然觀照 以外の 歌境に 就て は 他に 論すべき 機 を 

もち 度い が、 かう 云 ふ 境 を もっとす すめ、 又 社 會曆も 人 問 曆 も 遠慮なく 手 をつ けて いいの 

では あるまい か。 ただ 其 の 仕方 は ど こ 迄 も 白 秋と し て の 獨自な 把握がなくて はならぬ は 一. ム 

ふ 迄 もない。 

附言、 --の 一文 は 主.、」 して 北 原，；：： 秋の 本質 ミ 其の 發展 w 云 ふ 事に 重さ^お いた。 未發 表の 歌集に し 

て^代 短歌 仝 集 や 北 原 白 秋 令-集に 出て ゐろ もの も 一 通り 目^通しれ が、 本筋に 關係 うすき 限リ 之に 觸 

れな かつれ。 (昭 年 十 一 年仄 月) 
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「文献 篇」 に 三 大別され、 その 考察、 
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ろ もので あろ。 


矢張り 將來の 阈文學 界^ 背負って ゐ 

る 少壯學 者の 第 一 線に も ろ 人で あ 

る。 萬 葉 集  、、の 日本 思想の 精華 

.WJ ^云 ふべき I は 唯 だ 夂義的 乃至 

は 文字 的解釋 では 解決 出來ろ もので 

はない。 この 意味から、 わが 高^先 

^は、 これ か K 族學 的に 研究し つ、 

ある^- *、、 ； して 特異の 立^に ある。 

初めて 世に 問 へ ろ 第 一 著で ある。 
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； t 緙質は 餘リ にも 有名で あるが、 そ 
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その 作品ん 訪れて、 工人 S その 作品 
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筆 集 だ C 陶器に 興味^ 持つ；！ 人々 は 
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にむ 興味 ある 書. た 


祌戶の 商大 & 授から、 大朝 論^ 委 BT 
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新 I 


最 


新 最 


&  A-        \ ル下 #ニ盯 ； ^河 巿都京  ^  W 

K 薺乂人 番麥 六ま^ 八 阪大 眢渙 兄 铰 


横の ミ粱榮 て 奇^ 徳 
溢蘊 しに^そ 術即川 
さ蓄て は擔の 家藝侯 
ぜ^  、絡つ 妙で 術の 

て 筆藝對 す: 技 も £ 序 
ゐに 術に のは^ 考に 
る し 家出た' 、 、へ あ 

0    、ジぉ に畏 同て る 

妙し ぜそ く  B きゐ 通 
技て ぬれ もに るり 
以の C 故幾學 0  、 
上 阿本' こ 度 者ァ阿 
の 部眷餘 かた' マ 部 
興 氏 は 興 合 °チ 氏 
味が^ や 覽そュ は 
な そ 者 M のし ァ奇 


女生 思 世 も ッ人死 
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さして 德川 家へ 御 降嫁され、 よく 朝. 

幕の 問に 斡旋 維新の 大變 革な M 滿に 

^決されべ く 努力され.^ {3；： 樣。 まこ 

i 曰 木^ 人の ^鎩 であ リ、 その 短 さ 

御 生涯 は K に淚ぜ すに は 居られ 

さ だ" ^者 はお 樣 研究の 榴成 者。 


垒寸） [ ^下 條ニ 町^^ 巿都京 仓 
阮養ズ 人 番^ 六 g« 八 汲 大替渙 兄 W 


再 


最 


望 


川； ffl 順 箸 


俊 威 -定 家 • 西 行 


W 六, •  一二三 〇 S  • 美本 

定锾 ぬ圓* 逸 料 +  5 錢 


- - 一ぶ 一 


«SK レぎ 

寫 翁 


輔恩 想と 生理 


W 六 四 〇 〇 夏 . 篛ク 》 ー ス 

s  ^is  .  ^ 料 十 5 錢 


越智眞 逸 箸 


心の 衞 4 


SH 〈判 ニー 七 〇 真- コク トン 织 

定 SA 狯 餞 料 給 5 錢 


萬 葉 時代 w 對峙ぜ ろ 短馱の 最盛期 新 

古今 時代の 研究 は、 年^ 遂 ふて 深 か 

らむ さす。 著者 川 田 氏が、 新 古今， _す 

代 研究の 先覺 者で あ る - - w は 言^ 待 

れ す。 本せ に收 むろ は、 佼 戎.定 家 • 

家 隆， 西 行， 慈 tT 良； i に すろ 縱撗 

の 評 詾ミ名 欲齄貧 ミ T 新 今せ- w 萬 葉 

集」 「藤 原家隨 論」 「西 行傳記 歌鈔」 等 

で 幾多の 新說ミ 示唆な 藏す C 


世界の 至寳 w された ソ ビ H ットの 大 

生 珣 學者、 故パ ヴ 口 ゥ敎授 の 門下の 

俊逸で あり、 日本に 於け ろ 唯 一 人 者 

慶大の 誇り さすろ 新進 學者 だ。 のみ 

ならす、 今や その 文名 は嘖々 V- して 

文筆 界に華 々しい 活躍^ っ^け てゐ 

る。 本書 は その 著者の 最近の 隨筆集 

であろ o 


精祌 ミ肉體 ほご 密接 不離の 關係 にも 

ろ もの はない。 それが 如何に 微妙 深 

^の 影響^及ぼ すか は 幾多の 螯學的 

實 驗が證 明す る C それ故に われく 

が 健康^ 保持 ぜん  >」乜 ば、 疾病^ 治 

癒す るに は肉體 的の 衛生 W 精祌 的の 

衛生が 必耍 でもろ C 
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！ 大が痛 に 返う が 敷 記の ： 

5?- く  ^し しに ォ居事 世 ！ 
翁 °傳 てす： 、モ はは 相 
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° 士 底 、つし c  o 叫 


^SA^ffl 一  京劢碧 

學 窓 


WH へ 判丄 ニニ 〇 真 莨 +禁入 

定馕 «  国 料 給 5 錢 


； 3 つ くり 返す 


W ュ 〈判 ニー 一二 〇裒 • 別 染總布 装 

—定 _ 镇 —貳  圓 •  ^/ 料 給 5 錢— 

翳學 博士  .  «*^f  >4 ^ II 

森 W1 正 馬， 博 土^ p^^2=w,vw 


餘鎌 t 得療 法 
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親友で おつ；： iw 熟の 詩人 石川琢 木の 

パ- ソナリ ティ I ^々右す ろ 偉大な 

影響な 與 へお 佥出ー 博士の 隨筆 集。 

博士の 隨 筆 ほ ，w 迫力 あろむの はない 

その 中 等 學校& 科窨 に轉 載され てゐ 

る ものな V- は、 何れの 學 生も^^-流 

して 讀む V-1K ふ C もって その内 容^ 

知る、、 さが 出來 やう。 


說 は^ 法 —— 暨者 ゃ藥に a 放 5 れ^ 

^者が、 宇佐 博士の 說得 療法で ケ n 

リミ 癒ろ。 如何なる^ 法 か。 な， 

人^ 說 得すれば よいので あろ。 、- 

れは、 一般 家^で 應川 されれ なら、 

ま、 -ミに «f 寶な癍 法で もろ C 是非 一 

家に 一 害^ 備へ ておいて 欲しい もの 

であろ。 
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玩具の^ 集 家で あろ w 同 S- に、 玩具 

^系統的に 研究して ゐろ 唯一 の學者 

であろ C 本書 は 玩具の 持つ 醫學的 役 

割、 迷信 的 役割^、 仝^ 六 百 稀の も 

のに 就いて 叙述 しれもの = 

好 * 家 は 勿 5P、 玩具 ^集 家の 指^ 

書 さして、 阼 右に、 旅の 飽に 入れら 

れ 度い C 


作^ 道雜話 -—— 稍々 5キ鬥 的な 名稱の 

锨ひは あるが、 内^ は 多 趣 多岐、 然 

も鲆快 ig 脫、 ^のゥ の. ^も 知らぬ、 

人 も 企ら ますして^ の US 諦^ 知リ， 

不知 不識 のうちに 现淤^ の^ 幅^ 會 

^すろ 事が 出來 る。 著者 は 货 作者 ミ 

して は 敬增の ffi 鈸 であり、 批評家 

しても 最高 蜂で あろ。 


詩增の 元老で おり、 同時に 文：？ のべ 

タラ ン である ^*,:;r^ の 隨筆鉱 であ 

る。 本甞は 唯に 詩人  >」 しての 隨锋に 

止ら す、 文增 五十 年の 錄 であ 

リ、 プ 口 フヰ 1- ルで も めろ C 詩人ら 

しい デリ ケ.. 'ト の摯、 幽谷の 谷 問の 

閎の樣 な氣品 は、 他の 隨肇 に 見られ 


佐 藤 潔 箸 


玩 具と 緣起 


W 六 判 • W5〇 真 • 凸 敉 四 o〇 傾 入 

定 a^K<^ 錢 • ^料柃 5 铙 


尾- W 駕ー 一郎 f 


隨挲 ？  0  -^w 
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版 二十 


Ifji       #  1 ^下 俊 二 町;^ J 可 巿都京  ^ 

賈 A 人 番參 六蜜贰 A W 大替渙 兄 K 


生^の 目^ S く 世界 隨 一 の 大都市 -I 

ュ-ョ _ クの特 JgR.、； して、 令名.^ 

著者 は、 今 や 大 K 朝日の 「新 知 

識」 V して、 「頭 腦」 ミ して 論説委員 

さして 活躍〜 てゐ ろ。 本書 は 著者の 

該博な^ 逸ミ、 趣^の 璺富^ 雄^に 

物語ろ。 


凡そ 物に は 2： ありて 果が ある C  ^際 

問題 又. ^りで ある C 本書 は^ 界の重 

大問题 ^知ろ S にに、 矢張り 大戰前 

後からの 阔際 外交、 政治、 餒濟、 M 

事^ 知られに なら WC 本書 は、 現在 

の 世界 W 勢に 勿 il、 將來の 推移^も 

判斷し 得る やう 苦心して 書かれれ 斯 

界唯 一 の威摧 書。 


綺羅 さながら 5: の 如 さ 現代 麝^に も 

つて、 最も 天才 的な の はわが 溪仙氏 

だ。 それ は 獨リ繪 のみに 限らない。 

その. X、 その番 、その 詩 悉くが 高 逸で 

もり 同時に 奇逸、 風 a だ C 特に その 

文章 は 形 葸に着 ぜ す、 獨 自 の もので 

一 ^の 禪 認銶^ 讀 む^ 昭 めろ。 唯 だ 

澄然 、こ讃 むに は 餘リに おしい 氣 かす 

る C 妙な 言葉；；.： が 心 讃 すべさ もの だ 


^籠 翻 S 藤 ® 進  一 Ef 


讀 時代 步ぉ 


KM ハ 判. 三 5〇y,^ ク V 1 ス 

定值貳  》• ^料狯 5 錢 


大阪 朝日 ほ，^, i 

進界： H 動く 


お 六 判 . ^色 •  • 

ぬ 僂貳圓 5 狯錢 • ^料耠 5 餞 


小 

定 5 

憤 判 

花 

宮 

定ほ 

筆 

S 六 

ォ • 

贰判 

i 

O 

薆 

圜； 

2t — 

y)  ！ 

真 

魚 

ま ： 
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遨入 
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風 
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i 居 

ェ 裟 
難 

一入 
錢り 

萬 葉學者 ミ して 欲 人 さして 日本の 褪 

威れ る搏士 が、 恰も 夫婦の 巡禮の や 

うな 氣 易い 心持ちで、 前 牛^ 博士が 

後 牛^ 夫人 雪 子 女史が 五十 年の 長い 

間、 筆の まに/ \ 書かれれ 珠玉の や 

うな 隨筆集 だ c  .C が 害 院獨特 もの C 


著者 は 江戶 趣味の ぬ 厚な 入で ゎリ、 

同時に 江戶 時代の 研究者， た —— 花 に 

島に W リ V- リの趣 あ リ、 風に 月に、 

つき ざろ 味に ひの あろ 隨^ 柒。 新 

にして 幽婉、 平明に して^ 趣 ゆれ か 

なろ 内容 C その 廿 ra 章の いづれ もが、 

吾々 の 生活に 即した 尤も 手近な 話題 

であ リ、 感興で あろ。 家 のつ れつ 

れに 旅の 伴に 絕 好の 良書。 


洛 北大 原の 里、 三千 院前に 四季 茶屋 

か 營む內 侍の 尼なら « 美 はし い 優 婆 

0, 小塥德 子 女史 は 京の 名物 女性 w 

して、 將；： 又、 俳人、 欲 人、 窗人ミ 

して 知られて ゐろ C 山：！ W 十 W 年^ 斯 

道に 精進した 女史の 隨锥 ％ であり、 

半 自叙 傳だ。 


學士^ 食 裊  t  I 1 

文 孿馎士 佳々 木 i  ^.MffNS 

g 綱 氏 夫人 佐々 木 1 ？ 


〈^ニー 一三 〇夏*蕃# 装幀 紫 * 

定锾ぉ  圜. 遊料狯 m. 錢 


tri     #  i ル下俊 二 町; ^河 巿都京  ^ 

K     I     A 人 番參 六豐东 大替渙 兄 K 


ぬ垂 I; )V 下條ニ 盯淤河 巿都京  仓 

院 1 乂入 番穸六 «戒 八 阪大 替渙 几 W 


十 

1 一 


十 

な 


十 


鼈 華 


W 六 判 ニー ニー  〇 夏 • 装幀 煙甫 紅杜鵾 

定懷贰  圜 料 拾 5 錢 


if 


00  , ) ォて ォ 


W 六 判 • づヅ トン 銶*荽 者 繁-膚 

定馁貳  ^料^ 5 錢 


禪間 >H 


0 尚 


W 六 判 ニー 一二 〇 真 • 荽 者 装 幢 

定儻^  圓* ^料狯 ^錢 


曩-」 名著 「俗 つれ，^」^ 出して 隨筆 

界 に デビ ュ ー しれが、 忽ち に して 斯 

界^ 席捲し、 惟へば 讀書界 に a の 如 

さ絕 讃^ K か 博して 5 ケ年、 、、れ 

なら r 瓢齊隨 筆. マ 銘^ 打っても 恥 か 

しくない VI， 荞者 自身が さ つてお さ 

の 題名^つ けた 劃朋 的の 隨筆 集が 本 

書で もろ C 得意の 短 章-」 得意の- 說 

竪說 は考 恃 つて 深拫 固 柢、 仝 

く獨自 の^ 地^ 拓ぃ たもの さ 云へ C 


故 y  X 首相^して、 新聞 界 唯一 の大 

久保 彥左ミ S 佈ぜ しめ；： 「天聲 人語」 

子、 釋 a^I 氏、 時に 破邪 顯正の 斬 馬 

劍^ 收め、 藐 姑射 山に： W して 俗 鳴ん 

^ひ、 歴&^ ^リ 、彩^,^ まろ。 或 時 

I 僧堂 坐^して 悟笾に iwffi すろ 等 . 

聖. 俗-お stf^ む C 然も、 天縱の g; 

辯へ 音.；.： ろ 皮肉、 洗楝 されれ フ モ — 

^は、 その 博^ 强 ，犯 詞^ 豊富 さ相俟 

つて 將に 天下 一 品の 隨筆笾 かなす 


白隱 和- ：! の史 實^. 經ミ して、 得意の 

禪诲 秘密の 暴露^ 縱 さして、 、- れ^ 

小說風 に 書ゐ^ ものが 本窨 であろ。 

いに ゆる 公案 禪の 如何な ろ もので も 

ろか は 本書に 依 W て^ ミ なつ.^。 德 

富 蘇 峰が 微稱 して 曰く 「本 害 は白隱 

に關 する 書 屮の喾 であらう」 云々 C 


to       #       Jr        J; ル" F#  二 町]^ 河 市 都 京  せ U 

K 菁 A 人 番多六 蜜^; 八 W 大替浪 兄 R 


2 
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最 


東京 帝 大敎せ >K IT  |& 

溼 學馎士  ^ 


—— ザインより ヅル レン へ — 


W 六 判 •  W セ 〇 K  • パタク ラム 裟 

定 懷參圜 5 狯錢 ，^料 is 


や 京 帝 大敎授 

J 孿 博士 


永 并 ft 

人 及び 人の 力 


W 六 判 丄 一一 八〇真* 窗宙 溪仙裴 * 

定 圓八狯 錢*^ 料 給 5 錢 


慶大 馨學 郯敎接 

饔孿 博士 


上 


W 六 判， コヅ トン 紙. 坷梂 ニ装崆 

定懂^ 圜 5 狯鉉 料柃 5 錢 


學醫 者で あり、 哲學 者れ ろ 博士の W 

究は、 その 思想の 闾孰 一. w 相 待って 素 

晴らしい 進 放^み ぜてゐ ろ C ザイン 

(存在) よ リグ ル レ ン (常^) へ— 博士 

は斯く 叫びつ ゝ 令： く 無人の 垸な 行く 

やうお 濶步. ^つ *> けろ 「自然 觀ょリ 

人生 觀へ」 は 最近の 醫學 . 哲學^ 論 

じれ 人生 論で わり、 生命 論で もろ。 


天地に 偉大な ろ もの 多し W 雖も 「人 

の 力」 に 如くな し w 大哲ソ フ ォクレ 

スは^ 破す 著者 はこの 偉大なる 「力」 

な生沽 現象に 即しつ ゝ 生命の 翳學 . 

哲學 . 涟廒ミ 凡 ゆろ 方面に 百 一って 詳 

叙して ゐ ろ。 蓋. L 醫學 書で あ W 同時 

に 哲學書 だ。 

學者 巾の 學者 その 風格 人格 

^畏敬され てゐろ 博士 は、 他 而^ 鍩 

詩文^よ くし、 陽明學 に 造詣^い。 

本書 は 博士が 始めて 發 表しれ 珠玉の 

文字で あろ その 詞藻の 豊か さ、 趣味 

の 高雅 は 「束 京 朝日」^ して 隨 筆の 王 

座 i 讚稱ぜ しむ o 


ル下條 二 町;^ 河 市 都 京  せ M 
番參 六ま^; 八饭 大眢渙 兄 K 


二  I 該 學な季 由の 萬ち や 萬 I 
十 I 方 的ら 節來生 葉廣本 葉 
¥ 面 見ぬ 變^ 育 楠く 草 励 
の！ に 地 c 化 究狀物 同^ 物 

m  \  —か 本^め 態ミ u きた' は 
究 新ら 書考 、^も 代け 唯 
1 生 * は 慮 更推對 のでた' ！ 
莫 I 命 新^し にせ 照 文に^ 

A んし 者て 現しし 獻解に 

の ！ 柘ぃ專 判 代れて や 決 、 I 
費 I ゐ解門 新の 上 、； t 出 字 
m す: 釋のな 動 、常 物來義 1 
小 むが 動 下物 そ 時^な 上 | 
か の 施物 さ 分の の 調いの 
け ださ 生れ 布 名 生"^  cm 
て c れ葸 は 'やの 物し 即釋 


最 


刊 


!E 々木 信 綱 序 


0  i  f 


葛蕖 名歌 


賞 


お 六判丄 一一 一二 〇K* 總ク w 1 ス 

定厦 * 圜八狯 錢* ^料轸 S 錢 


歌壇の 大御所 佐々 木 門下の 逸才 たる 

著者が 卅 年の 努力、、」^^ に 依って 成 

つれ、 萬 葉 四千 五 百 首 中の 名 馱な鑑 

賞し ャ もの だ。 萬 葉 w 云へば 難^な 

面白くない.^ の さされて ゐ.； ，：• のが、 

本書の 出 a に 依って * めて 大衆化 さ 

れた敢 て 凡 ゆろ 階級の 人々 にす、 む 


I 画 ま —ほ I  —ほ I 

葛 葉 動翁考 

0 版 .H^ 一 〇w*^ 虞 0 十二 個 入り 

定 «w 圜 S 狯錢 *^ 料 ー錢 

柬西泳 洛史嚭 

紊 華， 泰 判， 圜版入 +铨裒 

定儍 五 轸錢 料 戴 給 W 錢 


東 に苴る 沐浴 (風 K) に 關 すろ もの 

か^ 集し、 、一れ か 系統的に 叙述し^ 

もの。 日本に 於け る 沐浴の^ 高權威 

書で ある。 圆害 愛好家、 好事家の 唾 

诞 すろ 書 だ。 


i ミ -賴' 論き チ!] 新 


最 


三の 钝 心すし ミ底著 
讀筆な 常て いめす 者 
お j 致 心 住一 敎 、る 浦 
ほは锭 i 管 授こ人 本 
讚 趣で こ の や ゝ は 博 
者 味なれ 愛 w にな 士 
^のく ぞ 竹士歷 いほ 
飽 高て 博な の史 °ご 
か 雅何士 腰 趣 か 旅 
しさでの に窖味 し^ 

め 相 わ 旅 旅な， か 二 愛 
な 待ら に愁 にし 
いつう 對 ^かろ 俚 、 
° て ° す 慰な 鹿謠旅 
再 流ろ むぐ 爪^に 
^^至 旅リ らも 徹 


3S 痛 本 浙潮箬 

賴 漫 肇七郯 集 

〈判丄 一一， K 〇 S • 總ク W  - 'メ 

定懷^  圜. ^料 狯五錢 

lis^ ま 本 浙潮箬 — 

生 会の 第 四 原理 

^ 六 判 \丑 w〇s ，小 缟德 子装膚 

定 a  «  S,  5 铃錢 •  ^/ 料 貳^ ま錢 

glsgl 浦 本 浙潮碧 

旅心 常住 

〈判 ニー 一七 〇 K  • 姥^ 平凡 装爐 

定價贰 圜贰铃 鎵* 遊料廿 * 錢 


沛 本 浙潮搏 士の笫 三 K 筆 集で ある。 

本耆は 題名の 示す 通 ゆ、 著 * が 最も 

得意 W すろ 隨肇^ 七 部門に 分ち て收 

め；： もの、 その 行文の 流麗、 含蓄す 

る 多彩の 趣味に、 愈々 冴え、 その 筆 

致に 益々 汕が乘 つて、 光彩 陸離れ ろ 

ものが めろ。 沛 本ィズ ムの 低徊趣味 

铳溢ぜ ろ もの。 

生现學 界の嵇 威、 ^本 博士の 博識 は 

旣に 定評が ある。 本 害 は それな 衷四 

書す ろに 抝應 しい 書. た C 內容^ 「哲 

學. 『隨 想し 一 許 翁」 「お 行」 の篇に 分つ。 

その 頭 の 透砬に S; 人の 如く、 行夂 

の 妙.^ は 仝く 狨自の もの、 樗 牛、^ 外 

漱 石の 三者^ 打って 一 丸 w して それ 

に 新 思想^ 盛つ れ感が ある 。讀者 は 

1 讀 直ちに 沛 本ィズ ムに 魅せられ や 

、つ o 


#       Jr        > ル下 #  二 町淤坷 巿都京  も、 

K     W ス 人 番參六 蜜^;  AW; ^浪 兄 铰 


10  Jr        > ル下 ^ニ盯 M 河 市 都 京  せ Zg 

院 脣 A 入 番麥 大蜜貳 A き替渙 兄 铰 


慶大 翳學郯 助敎狻 f  i  f 

還 孿馎士  0  i 

生璉學 ぽ  ^ 

鼈拳桨 UF  L$ 

W 六 判 ニー ニニ 〇真* 總ク ス f 仏 

定馁^  圓* ^料狯 5 錢 

古 崖 劳雜箸 — 

玄 めぐ b て 

W 六 判 ニー 一一 一一  〇真* 總ク》 - ス澳 

定僚貳  »• 趁料狯 5 錢 

石 川 光 W 箬 

クテ リャ と TA 

WS  —恥 is" 入り • 荬 装 

定懷貳  H*^ 斜耠 2 錢 


著者 は祌. 經 生瑰學 者の^ 攻者、 ソビ 

H ットに Ssa-L て歸っ 4.: 新^ 作者の 

だ。 自然 科學 者のう ちで、 隨筆家 VJ 

して 1 W: (彩^ 放つ ズゐ ろ。 博士の 隨 

筆 ミ生^ 學解說 ミ^ 苋め たもので、 

その 若々 しい 隨筆、 興味深い 解說、 

野心 あろ 思索 は. M に 著者の 獨噔塲 

，- . o 


翳， * にして、 同時に 筆の 人で ある 

博士が、 筆な 擱ゐて 幾：. ifc その 問 只 

膂^ 門に 精迆 して &匸 著者で あろが 

所詮 は 筆な 取ら す に 居られ 即ち 

本書 は、 著 * が 生物^: 者、 俊 生學者 

さしての 隨 is- であり、 同時に 論文 

集 だ。 又 最後の 純 隨筆は 筆者 得意の 

もの C 出版界 近 來の巨 彈。 

人生の 最も 强敵は 何 か。 勿論、 それ 

は^ 氣 であらう。 就屮、 肺お、 コ レ 

ラ、 チフス 等々 の バクテリア に 依 る 

病 鉍. た。 われく に 必然的に パク テ 

リアに 對 すろ 知識の 常備な 要すろ。 

即ち その 豫防 法^ 敎へ たもので 本邦 

に 於け ろ 唯 一 の 書 だ。 


to 垂々〗 ん下條 二 町^ 坷巿都 京 も、 お 
K 菁ス人 番穸六 蜜 貳八极 大替渙 兄 ち'、 


版 重 I チ i 新最版 西 


和 第つ I こ 殊ミ校 さ 下物 
製し ろ 於 I こ 到 そ 降 一安 

の はもて 信ろ L 取 品 W 
考 一 の講心 處て沲 さ士 
案お だ じ銘で 一軍 云 • 
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trUiUl c 話々 に將 れ^ 
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あ!! 錄の^ 評ラ か^の 
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c ^，も: 尺 ^ォ 、は 話 
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I 介 東ミ合 趣々 治で fr;' き 
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' 的! ft か-、 萬お- 、茶 i)fr の 
I に藝 ^ふ 端の 副 道 し宗 
：捉 術な ぶ^ 起 旨が 、& 
！ 唱 のけ^ 一居 は持實 た' 
： し 茶れ ^ 霣進藝 つに 0 
； す: 逍 は'^ す 返 術 本 Xi そ 
1 も^な， ろ 、的 旨 ff- の 

の 文ら ヽ、 こ 一 觀は夂 n 

I が學 《 永 こ舉赏 M 化髓 
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木 下 桂 風 箸 


隨 筆 


、判. 魔 布 装 •  & 威 十 傾 

定儍 «M5 狯錢. ^料狯 5 錢 

敎 狻-理 孿馎 土 i  j^s^ 


だ 


ま 


W 六 判 ニー 一七 

定懂貳 K  5 


錢 •  ^料廿 * 餞 


0^ 近 重 物安饔 

野 


W 大 判丄ニ 三 〇真*爹 者装爐 

定懂 * 圜 5 轸錢 • 避 料 給五錢 
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^舉 し、 月並. K 匠の^ 禪話輕 はなく 

時に また 諷刺 縱^、 巧み に其^ 念 V- 

心境さ^ 披歷 す、 野 狐禪即 活禪、 人 

なして よく 禪^ に觸れ しむる 文字に 

滞つ。 禪に心 あろ 人々 の 哝右書 だ。 
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偁 得さ 母の 面 說得門 優 
か 、れは 指 本く ろ か丄' "i 
選 未よ 子 導 書 ° し らお 
は' 婚 : 佻 書 は 而:？ つ 子 
れ者 若に さ 極 か ffi 
よは さかし 近て め く が 
0 そ 夫、 て, 人 父て す 得 
の婦ろ も 釜 母 平れ ら 
敎は方 、しょ 易 ばれ 
ふか 法恰 く^に 必ろ 
h  く で 好 云め 具す-か 
處 f 性の はよ 體 K 著 
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の 書に 投ビょ C 而 して、 める 人 は 

如 W に すれ. は 治^す ろかな、 健战者 

は s~ に蚝^ ^^へられろ；，： らう C 入 

問が 拧 っ锾 力の 活 S に 依り 凡ゆるお 

^^^服す ろ * が出來 る- -ご の^ 論 

ミ 方法な^ へ t 書に。 


「育 兒法」 や 「榮^ 一のお へ ろ 處-」 從 

つても 不健^な 子が^ 山 ある o そ： 

に は 『存 兒の 「-- つ 」t が あろから だ o 

又 如何によ く 育て、 も、 その 保護が 

惡 ろければ S は W 災難に遭 ふ r- 本書 

は 著者の 專攻れ る 小 兒科學 -w、 自ら 

の 子の 育ての親 WL ての 體驗 から、 

世 問に 数多い 育兒さ 保護の^ 收 しれ 

例^ 舉げ て&: へれ もので 類書 屮の 

でめら、 ひ o 
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讀 博て 義リ 法： さ 死 白 
ん士 肺？： 去で ミ戰 の^ 
では 患 るれ 病 は ひ肺禪 

病 世に 內£氣 夙 、祸師 
苦の 惱觀迄 力5 に逑 にが 
か^みの 保 癒 人に f お 、 
ら者そ 秘^ら 口 そ ま猛 
解 がれ 法 しれ I： れさ烈 
放 一 かか f: は'! ほんれ な 
さ 曰 克詳、 、炙 完っ祌 
れも 脤述疾 拙し 佥、 转 
よ^ししお 者て にも 衰 
i  く す: す: 療 のゐ驅 よお 
云 本 小む 養 首ろ 迗く ミ 
ふ書洒 のの^ 此し病 、 
e  ^井 背奥岍 方 T: ぬ瀕 
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： ゝ m ゥで よす こみし @ 
s も 物 マ 及 リ藥 お 、に 
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百 かの ス 、子 藥プ おに リ 
欧舉他 '肺 相 木 重畏ヾ 
十げ に 婦 お j 悼藥 れい 知 
項 、奏人 、ミ 方て メ ら 
°應 功 病 心 云^ 有 \ れ 

用 確 、蛾 ふ拥効 IH] す: 
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やなお 、傅し る！ ^113 
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>- 夜 s-s ？^』 の^ おで、 が 1 夜 

話』 に 叙 〜卜^ れ、 ^かん 體. お 

楚表. もの：；！ C いは ゆろ ii-^ 久 

^の 大祌仙 L  ^ろ 方法ん ^示. L てゐ 

ろ。 『ゆ 搽灭茶 』( オラ テ ガマ ) はおに 

『夜船 TO 話』 V」 車の 兩 輪^な し、 更 

に 一 歩な 進めれ もの だ C 『夜船 話』 

^讀ん だ 人に 是非 一 讀乜ょ C 
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本 偵 紙の 本 锷今晚 
誊小上 赏意學 や 近 
で說^ 例に か 決 の 
ぁ以阪 百 叙 '^犯 
る 上 は 五述斯 的雜 
c の tt 十 さ 界に搜 
獵す： 編れ の そ 査 
奇も 、で-機のに 
味の 何も 威 成 1R 

ブ! ：>  、れの 小 功 大 

^み も が 南^な 
びで^ 本 博 把 役 
す： 、時 書 士捤剁 
i 逸ので がす^ 
のに 新 、興ろ 演 
が 探聞 そ 眛法 じ 

妹 れ 犯 况ゐ人 
篇の 罪ん ろ は 
なが 人 やや 十 
n  、 の 常 う 人 
す 本 心 人 に 寄 
も 書理で 、れ 
の で ん u そ ば 
でつ 、いの そ 
め 赏赏犯 心 の 
る 例 例 罪理額 

a 法^ 人 もが 
^も^ 凡盡 
あつやて く 
して ° 違 異 
ミ說 こふつ 

姉ゐの 0  "C 

白 し お 而益養 

m  v. 押- し 軒 生 
での • て 先： f 
あ が 心 そ.^ 療 
ら 本 fg のの 納 
う 書の ^ 名に 
°  /： 語 ^ は 對 

c 學 |g 餘す 

養 說 r  "j る 
生 な I： に 第 
• 與最 有一 
療へ近 名人 
お ての す 者 
書 現生き' 、 
屮 代理る 貝 
の 化 • 。原 

露出 陡方 長の 學ら世 
で來^ 法ミが 的 《 に 
ョ ろ^ "も し 多で おは 
ギ c も简 てい 謦で @ 

强 h 容單換 c 學ぁ康 
tt^ 易 でめが 者ろ 法 
法に に^て 、が c の 
なョ 目 者 科 本み 然書 
詳ギ 的^ 學 書ても 籍 
述哲 な，^ 的に 喷そが 
す學達 ^ てョ 飯の 汗 
c& す ^ も ギに多 牛 
講 ろ？1 リ哲 堪く充 
じ 二 さ 、學 へは楝 
、ミ I その w 非 も 
下が 、の延 も科窗 
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禪 門の 巨 入 澤庵は 又 近世 ^民 思想 史 

上の 一 人 者で ぁリ、 廷の歸 ^^得 

且つ 三代 將軍家 光の 嵇祌 上の 師 であ 

つ わ！ 殊に^^ が 柳生伹 ^守 に 與 へ 

4,: 「不動^ 祌 妙錄」 の 一 卷は劍 の祌秘 

に托 L て 不動心の 械意 か 開示 ぜろも 

の、 山岡鐡 舟せ 他が 之^ 「守り本尊」 

W しれの は餘リ にも 冇名だ C 即ち， - 

の 4. に 父^ あげて 何人も 心^し 得ろ や 

うに 釋^ しれ C 


「光 は 東方から、 法 は re 方から ー」 

印度 は赏 に 槠祌. ^化の ^ 籃 r 地；，：、 

、-の 神秘の W ん縱橫 に 解剖 のが 

本書、 その 内容に 桢 物， 動物、 虱 俗 

神話、 佛跡、 * 學 に 亘リ、 然も 一 般 

讀 者に 興味な 與 へ ろ爲 设談の 形で 叙 

述す。 
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積 醫話か 氣マ處 ろ 利 饰 
りき 博 女!^ さぎ 
での 指 幽榥士 ▼ 眠 
義紐紋 粱句濫 资マ 羞类 

^mm\~m.n ソ恥し 
與死究 相 泥 か ▼ ビ:； き 

ふ 刑の ？ 榮ェ感 醜 
ろ， 今' ヒふ ▼ 養 ！  ▼ さ 

先 赤昔老 す: 愦肫 ト 醫マ 
生 化 女 死 眠の 者 名 
ミ ミ 死 ▼ の 犯噔の 人 
綠ィ マ自 い 罪胎森 ▼ 
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醫 學 界に 文筆家 多し ミ 云へ ごも、 0 

に 文垵人 w 封 杭し 得ろ 人 何人 ぞ、 わ 

が 式^ 博士 こそに、 學 者で あり、 同 

時に 文藝 家で ある。 本書 は 精祌^ 理 

學者ミ し^、 又文藝 家 さして 一 人 二 

役の 隨筆 $r た。 然も 本書 は神转 系統 

諸痫者 に £ つ ては烧 痫隨挚 € もな る 
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アダム ミィゲ 時代から、 今 曰に 淳る 

まで 人類.^ 1 筲し てゐろ もの は 性愁 

の 外ない。 これ^ 文化史 的に 興味な 

中心. w して 叙述し.；.： もの が 本書で あ 

る。 或る 意味に 於て 餘リに H キ サイ 

タティ ヴ かも 知れない。 性生活^ 描 

いて、、 れ 程捣範 おもの はない C 


に 集？ fH そ 識士铳 精 
大で學 ひの 家 は 諸 神 
學あ 、 、博 ま 、^科 
なり *： 生士 し 他の の 
出 、藝 のがて ffi 臨權 
ろ 知^ 慾 、^お CU 成 
よ 識^^^^^ 家で 
りの リブ ど さ界家 ミオ:） 
-^xftiiESi し リ 
^ゆ: ビ钤し 一 L て 同 
ft^1: i か-のて 並 時 

4  '隨 しけお 、ぶに 
ザお 想て ろ 言 f- 將 *  、 
i  m  \ ^もがす: な祌 
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I あ 同 憚 述の食 博ろ 神 

1 る 時な べ會の 士驚雜 
° にく  、な 浚な 者 質 

多 叙 博 ま! I 位 粗に 、 
難べ 士^に つ 、神 
のす： のし あて 療終 
社む 批 てろ 完法衰 
會の判 、人 仝に: お 

！ にで ミ^々 に 失 症 
'1-： もお お 快が 治 股の 
く^ 法の 、癒し 人 
ろ 書へ 過 仝して々 
指での S 治 、 、力5 
^も 泣^の 現最 ' 
害 リ^^ 苒 I こ 後 凡 

！ で '忌 I こび 社に ゆ 
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神經質 療法へ の 道 
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定 馕贰圜 5 狯錢 料铃 5 錢 

3,3 淼 ffl 正 馬 碧 

赤 \si の 療法 

11 對入 恐怖 治療法 —— 

S 六 判. 三^  Q  K . ゅ1 ボ. げ^  W 

定懷 «圜 あ：^ 錢* ^料 狯五錢 

^お 淼田正 馬 箸 

4 の慾鎏 

W  ^ 判 .W  二  OS* 别染ク -―ス 

定馁^ 圜 5 狯錢 *伏、 料狯 5 錢 


「恥し がり や 」「 小膽 者」 「人前 に 出る 

ミ 額が 赤くな ろ 人」 等々 は從 來名遨 

名藥^ もってしても 癒ら なか つれの 

^博士が 祌鸫質 痫瑰^ 發 見され て以 

來完 仝に 治療し 得ろ やうに 成 つれ。 

即ち、 日本に 唯一の 治療 書で わる。 


め 邦 西 療の常 は 博ミ京 

た 文 文法 原 心其士 L 都 
ろな 、に 因 fl 選の ズ蒂 
は以獨 3: 、：プ おな 講ぉ -大 
本つ 逸で^  iifi 異述 #敎 
書て 文 及 候 じ I 
ち 通の II： ミ祌 しで 學に 
ろ俗發 れ^ 鸫 、お界 し 

の 的 表 f:  W 衰人 つのて 
みに はの 釋弱閗 て 至 永 
C 博 あで し 及の 他齊年 

士るぁ 、ヒ 心の i 同 
のにろ； ifl ス 观類云^ 
說し 。んテ 及 tif は學 
^て 佛で リび 等れ 部 
纏 も 蘭 治 ， 異ミ ろ 長 
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徵 者ろ ひ 芽 はよ 、讀 ； 
ほに な 得つ す-り 其す | 

mm^) ざ^  、見 も ろ ' 
士ぇ ： ろ * 又ての I 二 
序れ • 處寧 其一 す 、 
文ん 即ブ おん:, お 點ろ著 
の 事ち 多驟ぉ の處者 
一^ 本分 師心誤 之 は 

節 切 害に の^^ か^  ！ 
に望 が藏 —ぽ のか 现師 ： 
す 速す は微指 代に 
るに ろん I こ 摘醫非 
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從來 肺^だ けの 喾は 多い が、 結 柊 諸 

ig^- 網羅 しれ 喾は本 害が 嚆矢 であ ろ 

著 * は 結核の 臨床 家まして 五十 年、 

翁に 文部^よ リも歐 米 へ派逍 されれ 

斯界の^ 镞 だ。 科舉 的で ぁリ、 精神 

的で あろ 正しい 治療ん 敎へ る さ 共に 

特に 小 兒彻紡 枝に 就いては その 右に 

出づ ろ 人 はない C 
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敎 ^のの リ るョ いも 世 
へ 腹 權痫の 通 1 た' 彼に 
す:^ 成に 感リ ナが等 胃 

もの 平 a が 、ラ 、程臈 
の « 野ろ あ 昔お j お i 
た' 生 博、 る 腹 ^ か氣 者 
◦ の士に らに程 
療が足 胃 は 5;^K 多 
お 胃ら 臈 凡し^ 關ぃ 
ミ^ さ ゆ： 、も 
養な 0 へる 云叻 なの 
生始本 丈お u  、隙 i は 
なめ 書夫氣 古1;、 のな 

懇凡 はなの 諺 肺 はい 
切 ゆ 斯ら始 が • 少 ° 
にる 界他 i も サな然 
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原始人が 萬 物に 精 法が みる ミ し；： ァ 

-I ミズ ム ミ 現代の 電子 說^ 比較し、 

® 物 崇拜、 生琅器 崇拜、 或は ト I テ 

ミ ズム、 シャマ -I ズ ム 等の^ 義^ 採 

リ 古代の 精镞感 さ 現代の 新哲學 W か 
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本書 は 題名から 一 般 女性に 關 係ない 

樣に S はれろ が、 お 際 はそう でない 

寧 <<； 女學 生よ リも 一 般の 女性 —— JV 

つ 、、」 も 初潮^から 更年期まで だが— 

—に 讚んで 貰 ひ 度い C そして 月餒ょ 

リ來 ろい tC  くの^ 氣^ 未然に防い 

で 貰 ひ 度い もので もろ。 月鸫 に關す 

るいろ くの 知識 は 本書 中に 敉 めら 

れてゐ ろ。 
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す： 今め 探 我の 明 しれが 
宗 つの 研して 、は 
敎西 代て 眞究 す: 釋更槃 
界に不 生諦 はも 明に^ 
の 冠 易 命 な：： のさ 弘靜 
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、く め 、权' 即界密 ffi 

密 0  、心なち プ ぉ茈 め 


精神 絲 一 の 心理 

W 六 判 • 總ク》 1ス* コヅ トン 铖 

定懷贰 狯錢 料狯 5 錢 

観念： K  4 きおり 

定 a 貳 圜入狯 餞. 遊料狯 5 錢 


精 祌か統 一 すれば 不思議な 働きな な 

し 得ろ もので あろが、 此 精祌統 一 の 

意義 w 作用 V- 其 心理 w^、 幾多の. la! 

例 實驗な 舉げ、 然 かも 學術 的に 平易 

に講述 され、 而して 先人 未 i? の 一 大 

斷 案が 下されて ある C 


微妙 鬣迚 なる 純 粹嵇神 は觀念 化して 

初めて 肉體. ，： 作用 tv る 力 ^持つ さは 

博士の^ 本學說 である。 斯く 觀念即 

ち 心 は 力で あろ、 が 故に 色々 の不思 

議な^ が 出來、 Rj つ 偉大な ろ 精神力 

が 出る のみ か、 其 色々 の 現象が 生す 

ろむ の；.： ろか^ 平易 に 述べ 4.1 のが 本 

書；. io 
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